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　平
成
30
年
9
月
6
日
3
時
7
分
に
発
生
し
た
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
2
年
半
の

月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

　胆
振
地
方
中
東
部
を
震
源
と
し
た
こ
の
地
震
は
、
北
海
道
で
観
測
史
上
初
め
て
の
震
度
7
を
記

録
し
、
大
規
模
な
土
砂
災
害
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　改
め
ま
し
て
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
す

べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
地
震
で
は
、
全
道
で
1
万
６
、６
４
９
名
も
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ほ

か
、
北
海
道
が
広
範
囲
に
わ
た
り
停
電
と
な
っ
た
国
内
初
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
が
発
生
す
る

な
ど
、
道
内
の
ほ
ぼ
全
域
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
震
源
地
と
な
っ
た
、
私
た
ち
胆
振
東
部

三
町
で
は
道
路
、
河
川
、
上
下
水
道
、
農
地
な
ど
の
社
会
基
盤
・
産
業
基
盤
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
暮
ら
し
や
生
業
は
も
と
よ
り
、
心
に
も
深
刻
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　そ
う
し
た
中
で
、
発
災
直
後
か
ら
長
き
に
わ
た
り
国
や
北
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
や

全
国
の
自
治
体
職
員
の
災
害
対
応
へ
の
ご
協
力
、
全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
温
か
い
善
意
、
そ
し
て
、
国
内
外
か
ら
寄
付
金
や
支
援
物
資
な
ど
多
く
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

発
刊
に
あ
た
っ
て



　現
在
、
三
町
と
も
に
復
旧
・
復
興
の
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
町
民
が
元
の
生

活
を
取
り
戻
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
震
災
を
機
に
生
ま
れ
た
新
た
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が

る
復
興
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
国
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
着
実
に
歩

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
近

い
将
来
に
は
巨
大
地
震
、
気
候
変
動
に
伴
う
台
風
や
集
中
豪
雨
の
増
加
な
ど
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。　こ

う
し
た
中
、
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
教
訓
と
し
て
次
代
に
継
承
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
こ
の
地
震
記
録
誌
を
三
町
合
同
で
制
作
い
た
し
ま
し
た
。
本
書
が
、
全
国
の
防
災
・
減

災
へ
の
取
り
組
み
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　令
和
3
年
3
月

	

厚
真
町
長
　
　
　宮
坂
　尚
市
朗

	

安
平
町
長
　
　
　及
川
　秀
一
郎

	

む
か
わ
町
長
　
　竹
中
　
　喜
之



発刊にあたって　2

北海道胆振東部地震の概要
地震の概要　6
被害の概要　8

厚真町・安平町・むかわ町の被災と復興への歩み
胆振東部 3 町の概要　12

〔3町に関わった方々〕
あの時─私たちは①（3 町共通関係者インタビュー）

陸上自衛隊第 7 師団　16／国土交通省北海道開発局　20／北海道総務部危機対策局危機対策課　24
胆振東部消防組合消防本部　28／日本赤十字社北海道支部　32

〔厚真町〕
発災後 1 年の歩み　38
あの時─私たちは②（厚真町関係者インタビュー）

厚真町長　56／胆振東部消防組合消防署厚真支署・厚真消防団　60
社会福祉法人 北海道厚真福祉会　64／厚真町災害ボランティアセンター　68
上厚真小学校　72／豊丘自治会　76／厚真町防災アドバイザー　80

〔安平町〕
発災後 1 年の歩み　86
あの時─私たちは③（安平町関係者インタビュー）

安平町長　104／復興学術支援　108／災害ボランティアセンター　112
復興ボランティアセンター　116／早来中学校　120／追分町内会　126
北海道警察安平駐在所　128／胆振東部消防組合 消防署安平支署　130

〔むかわ町〕
発災後 1 年の歩み　134
あの時─私たちは④（むかわ町関係者インタビュー）

むかわ町長　152／北海道鵡川高等学校野球部　156／むかわ建設協会・消防団　160
株式会社いすゞ 北海道試験場　164／デイサービスたんぽぽ　168
一般社団法人ウェルビーデザイン　172／にっぽん恐竜協議会・姉妹都市　176

資料から見る地震の記録
厚真町　182／安平町　190／むかわ町　198
国や北海道への要望活動　206
北海道新聞報道記事集　210

※インタビューは令和 2 年 9 月から 11 月に行ったものです

目　　次



概
要
概
要
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の 

概 

要



北海道胆振東部地震の概要 • 6

北
海
道
で
初
め
て

震
度
7
を
記
録

地
震
の
概
要

　平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
9
月
6
日
3
時
7
分
、
北
緯
42
度
41
分
・
東
経

１
４
２
度
00
分
、
深
さ
37
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

6
・
7
の
地
震
が
発
生
し
、
厚
真
町
で
最
大
震
度
7
、
安
平
町
、
む
か
わ
町

で
震
度
6
強
を
観
測
し
た
ほ
か
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
全
域
で
震
度
6
弱
〜
1
を

観
測
し
ま
し
た
。
胆
振
地
方
東
部
で
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
気

象
庁
は
同
日
「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　地
震
の
後
、
震
度
6
弱
が
1
回
、
震
度
5
弱
が
2
回
な
ど
、
平
成
31
（
２

０
１
９
）
年
3
月
31
日
ま
で
に
震
度
1
以
上
を
観
測
す
る
地
震
が
震
源
を
含

む
南
北
約
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
３
４
４
回
発
生
し
ま
し
た
。

　震
度
7
を
観
測
す
る
の
は
北
海
道
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
国
内
で
は

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
熊
本
地
震
以
来
（
観
測
史
上
6
回
目
）
と
な
り
ま

し
た
。

震度 市町村 観測地点
7 厚真町 厚真町鹿沼

6 強

厚真町 厚真町京町＊

安平町 安平町早来北進＊　
安平町追分柏が丘＊

むかわ町 むかわ町松風＊　
むかわ町穂別＊

6 弱

札幌市 札幌東区元町＊

千歳市 新千歳空港

日高町 日高地方日高町門別＊

平取町 平取町振内＊

5強
札幌市

札幌北区太平＊　　
札幌北区篠路＊　
札幌北区新琴似＊　
札幌白石区北郷＊　
札幌手稲区前田＊　
札幌清田区平岡＊　

江別市 江別市緑町＊

震度 市町村 観測地点

5 強

千歳市
千歳市北栄　
千歳市若草＊　
千歳市支笏湖温泉＊

恵庭市 恵庭市京町＊
三笠市 三笠市幸町＊
長沼町 長沼町中央＊
苫小牧市 苫小牧市旭町＊
平取町 平取町本町＊
新冠町 新冠町北星町＊

新ひだか町 新ひだか町静内山手町　新ひだか町静内御幸町＊

5弱

石狩市
石狩市花川
石狩市聚富
石狩市花畔＊

新篠津村 新篠津村第 47 線＊

札幌市
札幌豊平区月寒東＊
札幌西区琴似＊
札幌厚別区もみじ台＊

震度 市町村 観測地点

5 弱

江別市 江別市高砂町

恵庭市 恵庭市漁平

北広島市 北広島市共栄＊

函館市 函館市新浜町＊

岩見沢市 岩見沢市栗沢町東本町＊

南幌町 南幌町栄町＊

由仁町 由仁町新光＊

栗山町 栗山町松風＊

伊達市 胆振伊達市大滝区本町＊

室蘭市 室蘭市寿町＊

苫小牧市 苫小牧市末広町

登別市 登別市桜木町＊

白老町 白老町大町
白老町緑丘＊

9 月 6日 03時 07 分の震度観測点。＊印は地方公共団体または国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点
出典：�『災害時地震報告�平成 30 年北海道胆振東部地震』（平成 31 年 2 月・気象庁）

■各地の震度

安平町〔北海道新聞社提供〕



7 • 地震の概要

■地震概要
発生時刻： 2018 年 09 月 06 日 03 時 07 分 59.3 秒 震源の深さ： 37km
震央地名： 胆振地方中東部 規模（マグニチュード）： 6.7
震源の緯度・経度： 北緯 42°41.4′・東経 142°00.4′ 最大震度： 震度 7

■震度分布
最大震度 7を観測した 9月 6日 03 時
07 分の地震の震度分布と推計震度分
布図
出典：�『災害時地震報告�平成 30年北海道胆

振東部地震』（平成31年 2月・気象庁）

■日別地震回数
震度1以上の日別地震回数（2018 年 9月 6日 03時〜10月 31日 24時）�出典：�『災害時地震報告�平成 30年北海道胆振東部地震』（平成 31年 2月・気象庁）

「平成 30 年北海道胆振東部地震」の日別地震回数
（平成 30 年 9 月 6 日 03 時〜10 月 31 日 24 時、震度 1以上の地震）
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甚
大
な
人
的
・
建
物
被
害

北
海
道
全
域
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

被
害
の
概
要

　平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
発
生
で
、
大
規
模
な
土
砂
災
害
な
ど

に
よ
り
44
名
（
災
害
関
連
死
3
名
を
含
む
）
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
ほ
か
、

７
８
５
名
の
方
が
負
傷
し
ま
し
た
。

　揺
れ
や
液
状
化
現
象
な
ど
に
よ
り
、
住
家
全
壊
４
９
１
棟
、
住
家
半
壊

１
、８
１
６
棟
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
ほ
か
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
全
域

で
停
電
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
が
生
じ
る
な
ど
、
未
曽
有
の
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
、
道
路
や
橋
梁
、
上
下
水
道
施
設

な
ど
の
生
活
基
盤
、
農
地
や
農
業
用
施
設
な
ど
の
生
産
基
盤
が
受
け
た
被
害

も
甚
大
で
、
北
海
道
が
取
り
ま
と
め
た
北
海
道
お
よ
び
市
町
村
の
被
害
額
の

合
計
は
１
、６
４
７
億
６
、
８
０
０
万
円
に
上
り
ま
す
。

■人的被害の状況
被害 総数 市町村別内訳
死者  44 名 札幌市 3名（災害関連死 2名を含む）、苫小牧市 2名、厚真町 37 名（災害関連死 1名を含む）、むかわ町 1名、新ひだか町 1名

重傷者  51 名 栗山町 1名、札幌市 1名、江別市 1名、北広島市 1名、石狩市 1名、苫小牧市 9名、安平町 7名、むかわ町 27 名、
新冠町 1名、帯広市 1名、士幌町 1名

中等傷   8 名 江別市 1名、日高町 2名、函館市 5名

軽傷者 726 名

三笠市 2名、芦別市 1名、由仁町 2名、札幌市 294 名、江別市 3名、千歳市 11 名、恵庭市 3名、北広島市 6名、
石狩市 1名、室蘭市 2名、苫小牧市 15 名、伊達市 1名、厚真町 61 名、安平町 10 名、むかわ町 250 名、日高町 34 名、
新ひだか町 4名、平取町 3名、函館市 5名、帯広市 12 名、本別町 1名、幕別町 2名、音更町 1名、厚岸町 1名、
猿払村 1名

令和 2（2020）年 9月 1日現在
出典：�『平成 30 年北海道胆振東部地震による被害状況等（第 122 報）』（令和 2年 9月・北海道）

厚真町〔北海道新聞社提供〕



釧路市大通〔北海道新聞社提供〕

北見市大町〔北海道新聞社提供〕

札幌市清田区〔北海道新聞社提供〕

室蘭市東町〔北海道新聞社提供〕

9 • 被害の概要

■建物被害の状況
住家被害
被害 総数 市町村別内訳

全壊    491 棟 札幌市 101 棟、江別市 1棟、千歳市 1棟、北広島市 17 棟、厚真町 235 棟、
安平町 93 棟、むかわ町 40 棟、日高町 3棟

半壊  1,816 棟
由仁町 2棟、南幌町 1棟、札幌市 818 棟、江別市 23 棟、千歳市 1棟、
北広島市 20 棟、苫小牧市 5棟、登別市 1棟、厚真町 335 棟、安平町 366 棟、
むかわ町 186 棟、日高町 54 棟、平取町 3棟、函館市 1棟

一部損壊 47,105 棟

夕張市 1棟、美唄市 7棟、三笠市 25 棟、深川市 1棟、由仁町 19 棟、長沼町 28 棟、
栗山町 14 棟、沼田町 1棟、南幌町 4棟、新十津川町 1棟、札幌市 36,251 棟、
江別市 529 棟、千歳市 506 棟、恵庭市 26 棟、北広島市 1,078 棟、石狩市 317 棟、
当別町 11、新篠津村 1棟、小樽市 19 棟、蘭越町 1棟、岩内町 1棟、室蘭市 66 棟、
苫小牧市 473 棟、登別市 47 棟、白老町 5棟、厚真町 1,091 棟、洞爺湖町 1棟、
安平町 2,481 棟、むかわ町 3,260 棟、日高町 446 棟、平取町 323 棟、
新ひだか町 57 棟、函館市 10 棟、森町 3棟、帯広市 1棟

非住家被害
被害 総数 市町村別内訳
全壊 1,215 棟 札幌市 7棟、江別市 4棟、厚真町 686 棟、安平町 343 棟、むかわ町 175 棟

半壊 1,389 棟 札幌市 27棟、江別市 2棟、厚真町 669 棟、安平町 555 棟、むかわ町 135 棟、平取町1棟

一部損壊 4,708 棟
栗山町 2棟、札幌市 431 棟、江別市 16 棟、千歳市 1棟、石狩市 4棟、
当別町 1棟、室蘭市 36 棟、苫小牧市 19 棟、登別市 5棟、厚真町 813 棟、
安平町 2,718 棟、むかわ町 569 棟、新ひだか町 1棟、七飯町 2棟

令和 2（2020）年 9月 1日現在
出典：�『平成 30 年北海道胆振東部地震による被害状況等（第 122 報）』（令和 2年 9月・北海道）

■避難の状況
住民避難 最大避難者数：13,111 人（9月 7日 22 時）

累計避難者数：16,649 人

避難指示・勧告 避難指示（緊急）： 北広島市、厚真町、安平町、むかわ町、日高町、平取町
避難勧告：厚真町、安平町、むかわ町、日高町、平取町

出典：�『平成 30 年北海道胆振東部地震災害検証報告書』（2019 年 5 月・平成 30 年北海道胆振東部地震災害検証
委員会）

安平町
厚真町

むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町

安平町
厚真町厚真町厚真町

最大避難者数 断水戸数

被害金額

約2,000戸1,118人

むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町むかわ町

厚真町厚真町厚真町厚真町厚真町厚真町

最大
震度

被害金額

人的被害

死者数1名
（負傷者数277名）6強

最大
震度

人的被害

最大避難者数 断水戸数

約1,000戸1,033人

死者数37名
（負傷者数61名）7

最大
震度

被害金額

人的被害

死者数0名
（負傷者数17名）6強

安平町安平町安平町安平町安平町安平町安平町安平町安平町安平町安平町

最大
震度

最大避難者数 断水戸数

被害金額

人的被害

死者数44名
（負傷者数785名）

1万3,111人

7

約6万8,300戸

最大避難者数 断水戸数

約3,600戸718人

823億円

193億円
120億円

1,648億円

北海道全体





被
災
復
興
復
興

被
災
と
復
興

厚
真
町
・
安
平
町
・
む
か
わ
町
の

被
災
と
復
興
へ
の
歩
み
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豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

厚
真
町
・
安
平
町
・む
か
わ
町

胆
振
東
部
３
町
の
概
要

　
北
海
道
の
南
西
部
に
位
置
す
る
厚
真
町
・
安
平
町
・
む
か
わ
町
は
、
面
積

の
合
計
が
約
１
、３
５
３
㎢
と
、
東
京
23
区
の
約
2
倍
の
規
模
を
有
し
て
お

り
、
東
側
に
は
日
高
山
脈
が
縦
走
し
、
南
側
は
太
平
洋
に
面
す
る
な
ど
、
豊

か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
の
空
と
海
の
拠
点
で

あ
る
新
千
歳
空
港
や
苫
小
牧
港
に
近
く
、
鉄
道
や
道
路
網
な
ど
も
充
実
し

た
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
地
域
で
す
。

　
作
付
面
積
日
本
一
を
誇
る
厚
真
町
の
ハ
ス
カ
ッ
プ
、
数
々
の
名
馬
を
生
み
出

し
て
き
た
安
平
町
の
軽
種
馬
、
地
域
団
体
商
標
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
む
か
わ

町
の
し
し
ゃ
も
や
メ
ロ
ン
な
ど
豊
か
な
農
水
産
品
の
ほ
か
、
道
内
屈
指
の
サ
ー

フ
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
浜
厚
真
海
岸
、
日
本
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
鉄
道
文
化
を
継

承
す
る
「
道
の
駅
あ
び
ら
Ｄ
51
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
国
内
最
大
の
恐
竜
全
身
骨

格
化
石
「
む
か
わ
竜
」
な
ど
、
数
々
の
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

厚
真
町
（
あ
つ
ま
ち
ょ
う
）

あ
つ
ま
る 

つ
な
が
る 

ま
と
ま
る 

 

大
い
な
る
田
園
の
町
あ
つ
ま

面
積 

４
０
４
・
61
㎢

人
口 

４
、４
２
２
人 

世
帯
数 

２
、０
９
３
世
帯
（
令
和
3
年
1
月
末
現
在
）

豊
か
な
森
と
海
、
黄
金
色
に
輝
く
田
園
が
広
が
り
、
お
い
し
い
食

材
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然
環
境
が
整
っ
た
都
会
近
郊
で
の
田
舎
暮

ら
し
を
実
現
で
き
る
ま
ち
。

安
平
町
（
あ
び
ら
ち
ょ
う
）

育
て
た
い 

暮
ら
し
た
い 

帰
り
た
い 

 

み
ん
な
で
未
来
へ
駈
け
る
ま
ち

面
積 

２
３
７
・
16
㎢

人
口 

７
、５
５
５
人 

世
帯
数 

４
、０
２
６
世
帯
（
令
和
3
年
1
月
末
現
在
）

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
に
、
鉄
道
の
町
と
し
て
栄
え
た
「
追
分

町
」
と
軽
種
馬
の
産
地
で
あ
る
「
早
来
町
」
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
自
然
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
。

む
か
わ
町
（
む
か
わ
ち
ょ
う
）

人
と
自
然
が
輝
く
清
流
と
健
康
の
ま
ち

面
積 

７
１
１
・
36
㎢

人
口 

７
、７
２
７
人 

世
帯
数 

４
、０
７
３
世
帯
（
令
和
3
年
1
月
末
現
在
）

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
に
、
海
側
に
あ
っ
た
「
鵡
川
町
」
と
山

側
の
「
穂
別
町
」
が
合
併
し
て
誕
生
。
全
国
で
も
屈
指
の
清
流
度

を
誇
る
「
鵡
川
」
が
南
北
に
縦
走
す
る
な
ど
多
彩
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
ま
ち
。

237

237

337

337 274

274

234

234

235

36

235

南千歳駅

新千歳空港駅

植苗駅

沼ノ端駅

勇払駅

川端駅

千歳東 IC

夕張 IC

日高富川 IC

日高門別 IC

沼ノ端東 IC

沼ノ端西 IC

滝ノ上駅

新夕張駅

苫東中央 IC

追分駅

安平駅

遠浅駅

早来駅

浜厚真駅

浜田浦駅

鵡川駅

追分町 IC

むかわ穂別 IC

厚真 IC

鵡川 IC

安平

追分

早来

遠浅

高丘

幌内
吉野

富里
朝日

宇隆

豊丘

浜厚真

上厚真

桜丘

幌里

鹿沼

穂別

鵡川

二宮

安平町
総合庁舎

早来中学校

厚真川水系砂防事業所

瑞穂ダム

道の駅あびらＤ51ステーション
追分公民館

ENTRANCE
追分総合支所

胆振農業
事務所

胆振東部消防組合
安平支署

安平駐在所

厚真ダム
厚幌ダム

東和川

日高幌内川
胆振東部消防組合消防本部・厚真支署
総合福祉センター

上厚真小学校

厚真町役場

旧豊厚園・厚真
リハビリセンター

旧厚真町災害
ボランティアセンター

チカエップ川

チケッペ川

穂別総合支所

いすゞ北海道試験場

むかわ町役場

道の駅四季の館

鵡川高校 報徳館

消防鵡川支署

苫小牧東港
フェリーターミナル

安平町

むかわ町

厚真町

むかわ町
厚真町
安平町

●旭川

函館●

新千歳空港●
札幌●

※地図は国土地理院地図を加工して作成しています。

苫小牧市

千歳市

長沼町 栗山町

夕張市

由仁町

日高町

平取町

占冠村
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237

237

337

337 274

274

234

234

235

36

235

南千歳駅

新千歳空港駅

植苗駅

沼ノ端駅

勇払駅

川端駅

千歳東 IC

夕張 IC

日高富川 IC

日高門別 IC

沼ノ端東 IC

沼ノ端西 IC

滝ノ上駅

新夕張駅

苫東中央 IC

237

237

日高富川 IC

日高門別 IC

337

337 274

234

235

36

南千歳駅南千歳駅南千歳駅南千歳駅南千歳駅

新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅新千歳空港駅

植苗駅植苗駅植苗駅植苗駅植苗駅植苗駅

沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅沼ノ端駅

勇払駅勇払駅勇払駅勇払駅勇払駅勇払駅勇払駅勇払駅勇払駅

川端駅川端駅川端駅川端駅川端駅川端駅川端駅川端駅川端駅

千歳東 IC

夕張 IC

沼ノ端東 IC

沼ノ端西 IC

滝ノ上駅滝ノ上駅滝ノ上駅

新夕張駅

苫東中央 IC

追分駅

安平駅

遠浅駅

早来駅

浜厚真駅

浜田浦駅

鵡川駅

追分町 IC

むかわ穂別 IC

厚真 IC

鵡川 IC

安平

追分

早来

遠浅

高丘

幌内
吉野

富里
朝日

宇隆

豊丘

浜厚真

上厚真

桜丘

幌里

鹿沼

穂別

鵡川

二宮

安平町
総合庁舎

早来中学校

厚真川水系砂防事業所

瑞穂ダム

道の駅あびらＤ51ステーション
追分公民館

ENTRANCE
追分総合支所

胆振農業
事務所

胆振東部消防組合
安平支署

安平駐在所

厚真ダム
厚幌ダム

東和川

日高幌内川
胆振東部消防組合消防本部・厚真支署
総合福祉センター

上厚真小学校

厚真町役場

旧豊厚園・厚真
リハビリセンター

旧厚真町災害
ボランティアセンター

チカエップ川

チケッペ川

穂別総合支所

いすゞ北海道試験場

むかわ町役場

道の駅四季の館

鵡川高校 報徳館

消防鵡川支署

苫小牧東港
フェリーターミナル

安平町

むかわ町

厚真町

むかわ町
厚真町
安平町

●旭川

函館●

新千歳空港●
札幌●

※地図は国土地理院地図を加工して作成しています。

苫小牧市

千歳市

長沼町 栗山町

夕張市

由仁町

日高町

平取町

占冠村





3町に関わった方々
■あの時―私たちは①（3町共通関係者インタビュー）
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自
治
体
と
自
衛
隊
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
両
組
織

を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
ま
す
。

　第
7
特
科
連
隊
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
7
師
団

（
東
千
歳
）
隷れ
い

下か

部
隊
で
、
警
備
担
当
区
域
は
日

高
町
、
平
取
町
、
む
か
わ
町
、
厚
真
町
、
安
平
町

で
す
。

─
発
災
直
後
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
？

深
江
　地
震
発
生
当
時

は
自
宅
に
お
り
ま
し

た
。
地
震
が
発
生
し
、

飛
び
起
き
て
そ
の
ま
ま

出
勤
。
寝
て
い
て
も
飛
び
起
き
る
ほ
ど
の
揺
れ

で
、
こ
れ
は
間
違
い
な
く
出
動
が
か
か
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
部
隊
は
す
で
に
非
常
勤
務
態
勢 深江 健也さん

に
移
行
し
て
お
り
、
速
や
か
に
厚
真
町
へ
向
か
う

よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

渡
辺
　私
も
同
じ
く
飛

び
起
き
て
、
家
の
中
を

見
渡
す
と
こ
れ
は
出
動

が
か
か
る
な
と
思
い
、

連
絡
が
来
る
前
に
出
勤
す
る
と
、
す
ぐ
に
安
平
町

へ
行
く
よ
う
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

瀧
上
　私
も
地
震
と
同

時
に
飛
び
起
き
、
す
ぐ

に
着
替
え
て
出
勤
し
、

直
ち
に
む
か
わ
町
へ
の

出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
出
発
し
ま
し
た
。

─
役
場
ま
で
の
道
中
は
い
か
が
で
し
た
か
？

深
江
　厚
真
町
に
向
か
う
た
め
に
は
、
安
平
町
を 渡辺 淳さん瀧上 敦士さん

あ
の
時
─
私
た
ち
は
①
〔
３
町
共
通
〕�

陸
上
自
衛
隊
第
7
師
団

─
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

広
報
担
当
　救
助
・
支
援
活
動
は
9
月
6
日
か
ら

10
月
14
日
の
計
39
日
間
に
な
り
ま
す
。
10
月
9
日

時
点
に
な
り
ま
す
が
、
3
町
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

活
動
実
績
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　警
察
や
消
防
と
連
携
し
た
人
命
救
助
・
行
方
不

明
者
捜
索
は
36
名
の
発
見
、
出
動
人
員
は
約
3
万

６
、３
０
０
名
、
施
設
機
材
（
油
圧
、
バ
ケ
ッ
ト
、

ド
ー
ザ
）
５
５
７
台
の
提
供
、
約
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
道
路
啓
開
、
給
水
支
援
約
１
、１
０
０
ト
ン
、
給

食
支
援
約
13
万
３
、０
０
０
食
、
入
浴
支
援
2
万

２
、１
０
０
名
、
そ
の
ほ
か
、
音
楽
演
奏
、
輸
送
、
衛

生
、
自
治
体
の
臨
機
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
発
災
直
後
か
ら
北
海
道
庁
、
厚
真
町
、

安
平
町
、
む
か
わ
町
に
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
を

派
遣
し
ま
し
た
。
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
各

被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
救
助
・
支
援
活
動

そ
し
て
こ
れ
か
ら

陸
上
自
衛
隊
第
7
師
団
第
7
特
科
連
隊

当
時�

第
1
特
科
大
隊
第
2
射
撃
中
隊
前
進
観
測
班
長
／
厚
真
町
派
遣

（
現�

第
1
特
科
大
隊
連
絡
幹
部
）�

深
江
健
也
さ
ん

当
時�

第
1
特
科
大
隊
第
1
射
撃
中
隊
前
進
観
測
班
長
／
安
平
町
派
遣

（
現�

第
3
特
科
大
隊
第
1
係
）�

渡
辺

　淳
さ
ん

当
時�

第
2
特
科
大
隊
第
3
射
撃
中
隊
前
進
観
測
班
長
　む
か
わ
町
派
遣

（
現�

第
2
特
科
大
隊
運
用
訓
練
幹
部
）�

瀧
上
敦
士
さ
ん
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れ
、
信
号
も
す
べ
て
消
え
て
い
る
中
で
、
急
ぎ
な

が
ら
も
慎
重
に
前
進
し
て
い
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
午
前
5
時
半
頃
に
は
役
場
に
着
き
ま
し
た
。

渡
辺
　い
つ
も
は
信
号
の
点
い
て
い
る
所
が
点
い

て
い
な
い
。
街
も
真
っ
暗
で
、
と

て
も
違
和
感
が
あ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
土
砂
崩
れ
・
地
割
れ

な
ど
を
想
定
し
て
い
た
の
で
す

が
、
駐
屯
地
か
ら
安
平
町
ま
で
は

特
に
そ
う
い
う
箇
所
は
な
く
、
す

ぐ
に
安
平
町
役
場
に
到
着
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
午
前
4
時
半

頃
に
着
い
て
い
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。

瀧
上
　向
か
っ
て
い
た
む
か
わ
町

役
場
の
本
庁
舎
は
海
に
面
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を

事
前
に
確
認
す
る
時
間
が
な
く
、

現
場
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
状
態
で

し
た
。

　地
震
に
よ
る
津
波
の
心
配
を
念

頭
に
置
き
つ
つ
、
経
路
上
に
異
常

が
な
い
か
に
気
を
配
っ
て
前
進
。

午
前
5
時
40
分
頃
に
到
着
し
て
い

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

─�

役
場
に
到
着
し
、
最
初
に
何
を
さ
れ
ま
し
た

か
？

深
江
　私
が
厚
真
町
役
場
に
着
い
た
の
は
5
時
半

頃
で
す
。
最
初
に
い
つ
も
防
災
担
当
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
方
の
所
に
行
っ
て
現
在
判
明
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
状
況
の
把
握
に
努
め

ま
し
た
。

瀧
上
　5
時
40
分
頃
に
は
む
か
わ
町
役
場
に
着
き

ま
し
た
。
役
場
で
は
職
員
の
方
が
被
害
状
況
を
把

握
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
奔
走
し
て
い
る
状
況

で
、
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
部
隊
の
ほ
う
に
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

渡
辺
　早
く
到
着
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
安

平
町
役
場
は
本
当
に
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
物

が
散
乱
し
て
い
て
、
自
分
た
ち
の
居
場
所
を
つ
く

る
た
め
に
物
を
ど
か
さ
な
い
と
い
け
な
い
状
態
で

し
た
。
町
職
員
の
方
が
把
握
し
て
い
る
状
況
な
ど

の
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
部
隊
に
報
告
し
ま
し

た
。─

厚
真
町
で
の
救
助
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
か
？

深
江
　自
衛
隊
の
部
隊
が
厚
真
町
に
投
入
さ
れ
、

経
由
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
通
る
道
路

は
道
道
10
号
千
歳
鵡
川
線
で
す
が
、
地
震
に
よ
り

安
平
町
と
厚
真
町
の
間
が
土
砂
で
ふ
さ
が
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
結
果
、
遠
回
り
を
余
儀
な
く
さ

土砂崩れの現場で人命救助に当たる陸上自衛隊員〔陸上自衛隊第 7師団提供〕
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上
級
部
隊
の
指
揮
所
が
立
ち
上
が
っ
た
段
階
で
、

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
と
し
て
の
職
務
を
い
っ
た

ん
解
か
れ
て
、
行
方
不
明
捜
索
班
の
現
場
に
投
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
吉
野
地
区
に
入
り
ま
し
た
。

　道
路
が
あ
っ
た
所
が
完
全
に
土
砂
で
埋
ま
っ
て

い
た
り
、
住
宅
が
形
を
崩
し
な
が
ら
流
さ
れ
て
い

た
り
と
い
う
状
況
で
、「
生
死
を
分
け
る
タ
イ
ム

リ
ミ
ッ
ト
の
72
時
間
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
一
刻
も
早
く
見
つ
け
出
す
た
め
、
9
月
7
日

の
朝
か
ら
行
方
不
明
者
全
員
を
救
助
し
た
9
月
9

日
22
時
48
分
ま
で
全
力
で
捜
索
活
動
に
当
た
り
ま

し
た
。

─
緊
急
対
応
か
ら
生
活
支
援
に
移
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

瀧
上
　給
水
、
給
食
、
入
浴
に
、
そ
れ
ぞ
れ
支
援

部
隊
が
入
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
自
衛
隊
と
む
か

わ
町
役
場
と
の
連
絡
調
整
役
と
し
て
細
か
い
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
話
を
う
か
が
い
、
さ
ら

に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
と
自
分
で
色
々
と

現
場
を
回
る
形
で
活
動
し
、
要
望
の
具
現
化
に
向

け
た
調
整
を
し
ま
し
た
。

深
江

　生
活
支
援
に
活
動
の
重
点
が
移
行
し
て
か

ら
は
、
私
も
同
じ
よ
う
に
自
治
体
の
方
々
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
、
部
隊
と
調
整
す
る
役
割
に
回
っ

て
お
り
ま
し
た
。

渡
辺
　安
平
町
で
保
有
す
る
救
援
物
資
を
避
難
所

へ
送
り
届
け
る
手
段
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た

の
で
、
自
衛
隊
車
両
で
運
ん
だ
り
、
土
砂
で
ふ
さ

が
っ
た
道
路
を
開
け
る
た
め
の
重

機
に
燃
料
が
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
部
隊

に
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
広

報
車
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
車
の
手
配
の
連
絡
な
ど
も
私

の
役
割
で
し
た
。

瀧
上
　一
人
で
は
入
浴
で
き
な
い

高
齢
女
性
の
方
の
た
め
に
、
時
間

を
分
け
て
入
浴
で
き
る
よ
う
に
、

部
隊
の
女
性
隊
員
と
協
力
し
な
が

ら
調
整
し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り

ま
す
。

渡
辺
　給
水
所
に
は
住
民
の
皆
さ

ん
が
水
を
取
り
に
来
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
自
動
車
な
ど
の
移
動

手
段
の
な
い
方
々
は
取
り
に
来
る

の
が
難
し
い
。
そ
こ
で
安
平
町
役

場
の
担
当
者
と
話
を
し
て
、
移
動

給
水
を
実
施
し
ま
し
た
。

─
自
衛
隊
が
撤
収
す
る
ま
で
町
に
在
勤
さ
れ
た

そ
う
で
す
が
、
在
任
期
間
に
は
ど
の
よ
う
な

思
い
出
が
あ
り
ま
す
か
？

渡
辺
　大
変
な
時
な
の
に
、
皆
さ
ん
が
と
て
も
協避難所前での慰問演奏の様子〔陸上自衛隊第 7師団提供〕
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力
的
に
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
物
を
運
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ

く
と
、
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
。
大
変
な
中
で
も

思
い
や
り
を
大
事
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
逆
に
元
気
を
い
た
だ
き
、
安
平
町
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

深
江
　お
そ
ら
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
だ
と
思
い

ま
す
が
、
仮
設
ト
イ
レ
を
毎
日
ぴ
か
ぴ
か
に
磨
い

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
当
然
、
私

た
ち
も
色
々
な
と
こ
ろ
に
は
配
慮
を
し
て
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
細
や
か
な
と
こ
ろ
を
配
慮
さ
れ
て

い
る
姿
を
見
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま

し
た
。

瀧
上
　被
災
者
の
方
々
が
不
自
由
を
強
い
ら
れ
る

生
活
の
中
、
給
食
と
入
浴
支
援
に
よ
り
笑
顔
に

な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
嬉
し
く
感
じ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
を

大
事
に
し
、
少
し
で
も
役
に
立
て
た
こ
と
が
実
感

で
き
て
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

─
激
甚
災
害
の
経
験
か
ら
、
今
後
必
要
だ
と
思

う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

深
江

　幸
い
、
町
と
の
協
定
を
見
直
し
す
る
職
務

に
就
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
見
直
し
を
通
じ
て
よ

り
迅
速
で
効
果
的
な
災
害
救
助
に
当
た
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
災
害
時
に
自

衛
隊
が
集
結
す
る
場
所
は
現
在
は
1
カ
所
で
す

が
、
地
震
や
水
害
な
ど
、
災
害
の
規
模
や
種
類
に

よ
っ
て
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ

ろ
も
見
直
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

渡
辺
　私
た
ち
自
衛
隊
に
は
担
当

の
町
が
あ
り
ま
す
。
担
当
の
自
治

体
と
我
々
自
衛
隊
と
の
日
頃
の
連

携
の
大
切
さ
を
こ
の
地
震
で
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
物
の
準
備
で

す
。
こ
う
い
う
物
を
持
っ
て
い
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
こ
う
い
う
支
援
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
日
頃
か
ら
の
準
備
や
訓

練
が
必
要
だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

瀧
上
　私
も
、
町
の
担
当
者
と
の

顔
つ
な
ぎ
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。
む
か
わ
町
の
職
員
と

は
個
人
的
に
面
識
の
な
い
状
態
で

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で

す
が
、
平
素
か
ら
そ
の
よ
う
な
体

制
が
整
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
よ
り

良
い
支
援
が
で
き
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
強
く
感
じ
ま
し
た
の
で
、
翌
年
度
か
ら

は
、
上
司
だ
け
で
な
く
直
接
現
場
に
行
く
隊
員
も

顔
合
わ
せ
を
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

入浴支援を行う陸上自衛隊員と被災者〔陸上自衛隊第 7師団提供〕
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に
衛
星
通
信
カ
メ
ラ
な
ど
の
遠
隔
監
視
装
置
を
設

置
す
る
た
め
に
連
日
、
現
地
で
作
業
を
し
ま
し
た
。

─
河
道
閉
塞
と
は
ど
の
よ
う
な
現
象
で
す
か
？

　山
腹
崩
壊
し
た
土
砂
に
よ
っ
て
河
川
が
ふ
さ
が

れ
る
現
象
で
す
。
河
道
が
閉
塞
し
て
い
る
た
め
水

が
流
れ
ず
、
満
水
に
な
っ
て
溢
れ
る
と
決
壊
し
て
土

石
流
が
発
生
し
、
下
流
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
日
高
幌
内
川
の
河
道
閉
塞
は
河
川
が

約
1
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
土
砂
で
閉
塞

し
、
そ
の
高
さ
は
低
い
所
で
も
約
50
メ
ー
ト
ル
と
大

規
模
な
も
の
で
、
土
石
流
が
発
生
す
る
と
厚
真
市

街
地
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

─
緊
急
砂
防
事
業
は
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
着
手

に
至
り
ま
し
た
か
？

　9
月
25
日
に
北
海
道
知
事
か
ら
国
土
交
通
大
臣

へ
国
直
轄
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て
緊
急
要
請
が
な

さ
れ
、
10
月
1
日
に
日
高
幌
内
川
の
直
轄
砂
防
事

業
が
決
定
。
翌
10
月
2
日
に
は
拠
点
と
な
る
「
厚

真
川
水
系
土
砂
災
害
復
旧
事
業
所
（
平
成
31
年
4

月
か
ら
厚
真
川
水
系
砂
防
事
業
所
に
改
称
）」
が

発
足
し
ま
し
た
。
11
月
1
日
に
は
、
土
砂
災
害
の

規
模
が
大
き
か
っ
た
同
じ
厚
真
川
水
系
支
川
の
チ

ケ
ッ
ペ
川
、
チ
カ
エ
ッ
プ
川
、
東
和
川
も
直
轄
砂

防
事
業
の
対
象
と
な
り
、
厚
真
町
の
計
4
カ
所
に

お
い
て
緊
急
的
な
砂
防
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

─
日
高
幌
内
川
の
緊
急
対
策
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
な
点
が
困
難
で
し
た
か
？

　春
の
融
雪
水
に
よ
っ
て
満
水
に
な
る
恐
れ
が

あ
っ
た
た
め
、
融
雪
期
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
、
一
番
の
課
題
は
「
時
間
と
の
戦
い
」
で

し
た
。
対
策
工
の
お
も
な
内
訳
は
、
河
道
閉
塞
土

大
規
模
な
河
道
閉
塞
が
発
生

融
雪
期
ま
で
に
緊
急
対
策
工
を
完
了

あ
の
時
─
私
た
ち
は
①
〔
３
町
共
通
〕�

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局

当
時�

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
室
蘭
開
発
建
設
部��

厚
真
川
水
系
砂
防
事
業
所
調
査
設
計
班
長

（
現�

札
幌
開
発
建
設
部�

千
歳
川
河
川
事
務
所
計
画
課
課
長
）
　
　�山
口
昌
志
さ
ん

─
9
月
6
日
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
ま
し
た
か
？

　当
時
、
私
は
札
幌
開

発
建
設
部
に
配
属
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
地
震
直

後
、
す
ぐ
に
非
常
参
集

し
て
登
庁
し
、
終
日
、
鵡
川
・
沙
流
川
の
河
川
の

被
災
状
況
調
査
を
し
ま
し
た
。
む
か
わ
町
の
市
街

に
は
多
数
の
家
屋
損
壊
が
あ
り
、
被
害
の
大
き
さ

は
一
目
瞭
然
で
し
た
。
翌
9
月
7
日
は
、
厚
真

町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

発
生
し
た
土
砂
災
害
を
北
海
道
開
発
局
所
有
の
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
調
査
し
、
9
月
8
日
は
、

厚
真
川
水
系
日
高
幌
内
川
で
確
認
さ
れ
た
大
規
模

な
河
道
閉
塞
に
つ
い
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
レ
ー

ザ
ー
距
離
計
を
用
い
て
形
状
を
計
測
す
る
な
ど
の

調
査
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
は
、
日
高
幌
内
川 山口 昌志さん
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砂
の
掘
削
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
水
路
や
砂
防
堰
堤

2
基
の
整
備
。
通
常
は
「
地
形
測
量
→
地
質
調
査

→
設
計
→
施
工
」
と
い
う
順
序
で
す
が
、
時
間
が

な
い
中
で
の
緊
急
対
策
の
た
め
、
ま
ず
は
工
事
に

着
手
し
、
24
時
間
体
制
で
施
工
し
な
が
ら
、
並
行

し
て
調
査
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
で
調
査
結

果
と
照
合
し
て
設
計
を
修
正
し
、
工
事
に
反
映
さ

せ
る
な
ど
、
進
め
方
も
緊
急
的
で
難
し
か
っ
た
で

す
。　ま

た
、
地
域
の
方
と
の
信
頼
関
係
な
く
し
て
事

業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域

の
ご
理
解
を
得
る
た
め
に
、
厚
真
町
の
協
力
の
も

と
、
事
業
説
明
会
を
迅
速
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
多
く
の
機
関
の
事
業
と
関
係
す
る
た

め
、
事
業
間
調
整
の
協
議
も
連
日
連
夜
に
わ
た
り

行
い
ま
し
た
。

　厚
真
町
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
各
機
関
、
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
調
査
設
計
や
工
事
の

受
注
者
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
ら
れ
た
お

か
げ
で
、
3
月
26
日
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

─
現
在
の
事
業
内
容
は
？

　緊
急
対
策
工
は
応
急
的
な
施
設
な
の
で
、
恒
久

的
な
施
設
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
令
和
2
年

度
か
ら
は
、
緊
急
対
策
工
を
補
強
し
て
恒
久
対
策

化
す
る
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
5
（
２
０
２

３
）
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
鋭
意
進
め
て
い
ま
す
。

─
こ
の
2
年
間
の
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　地
震
の
被
災
地
に
お
け
る
事
業
で
あ
り
、
緊
張

感
そ
し
て
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

事
業
所
で
は
「
被
災
地
の
復
興
の
礎
と
な
る
復

旧
、
そ
し
て
被
災
さ
れ
た
方
の
滞
り
の
な
い
生
活

再
建
」
と
い
う
こ
と
を
つ
ね
に
胸
に
刻
み
な
が

ら
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
事
業
を
進
め
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
時
間
と
の
戦
い
で
し
た
が
、

「
や
る
と
決
め
た
以
上
、
何
と
し
て
も
や
り
遂
げ

る
」
を
合
い
言
葉
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
地
域
の
方
に
は
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
を

通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
た
め

に
、
今
後
も
様
々
な
形
で
微
力
な
が
ら
尽
力
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河道閉塞が発生した日高幌内川（平成 30年 9月 8日撮影）〔国土交通省北海道開発局提供〕

河道閉塞部 約1,100m（高さ約50m）

幅 400m

元の河道位置

移動土塊
約800m

崩壊量（閉塞部分）：
500万㎥（推定値）

移動長
約350m

湛水地

移動土塊

水路工

基幹砂防堰堤

下流砂防堰堤

緊急対策工の完成状況（平成 31年 4月 9日撮影）〔国土交通省北海道開発局提供〕
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行
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
職
員
数
は
14
名
で
し
た

が
、
事
務
所
と
な
っ
た
現
在
は
32
名
で
す
。

─
地
震
で
か
ん
が
い
事
業
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
の
で
す
ね
。

　は
い
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
厚
真

町
で
は
厚
幌
ダ
ム
に
よ
る
農
業
用
水
の
確
保
、
用

水
施
設
の
統
廃
合
に
よ
る
用
水
管
理
の
合
理
化
を

目
的
と
し
た
施
設
整
備
を
平
成
13
（
２
０
０
１
）

年
か
ら
進
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
、
平
成

30
（
２
０
１
８
）
年
5
月
に
厚
幌
導
水
路
を
試
験

通
水
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
進し
ん

捗ち
ょ
く
率
は
約
95
％
、

ほ
ぼ
完
了
し
た
状
態
。
農
家
さ
ん
か
ら
は
「
世
の

中
が
変
わ
っ
た
く
ら
い
便
利
に
な
っ
た
」
と
い
う

感
想
を
い
た
だ
き
、
事
業
へ
の
期
待
を
強
く
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
に
地
震
が
起
こ
り
、
非
常
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　被
害
は
、
厚
真
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
の
り
面
崩

落
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
軟
弱
地
盤
で

液
状
化
な
ど
の
地
盤
被
害
が
起
き
た
ほ
か
、
継
ぎ

手
の
部
分
が
外
れ
た
り
、
パ
イ
プ
が
ぶ
つ
か
っ
て

割
れ
た
り
、
亀
裂
が
入
っ
た
り
す
る
被
害
が
出
ま

し
た
。

　被
害
状
況
の
調
査
は
膨
大
で
大
変
で
し
た
。
パ

イ
プ
に
地
下
水
や
土
砂
が
入
っ
て
い
る
と
、
そ
れ

ら
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
管
内
調

査
計
画
を
作
成
し
て
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
各
所
で
通
行
止
め
が
発
生
し
、
現
場

に
行
く
こ
と
も
大
変
で
す
。
う
ち
の
事
務
所
だ
け

で
は
全
部
を
調
査
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
全
道
か
ら

20
名
ほ
ど
の
職
員
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
調
査
に

農
業
を
支
え
る
か
ん
が
い
排
水
事
業
に

壊
滅
的
打
撃

翌
春
ま
で
に
水
利
機
能
を
回
復

当
時 

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
室
蘭
開
発
建
設
部  

胆
振
東
部
農
業
開
発
事
業
所
長 

（
現 

胆
振
農
業
事
務
所
長
） 

小
野
尚
二
さ
ん

─
胆
振
農
業
事
務
所
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　当
時
は
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
を
行
う

「
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
」
を
実
施
す
る
胆

振
東
部
農
業
開
発
事
業
所
と
い
う
組
織
で
し
た
。

地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
を
は
じ
め
、
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
を
よ
り
い
っ
そ
う
推
進
す
る
た

め
、
令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
4
月
1
日
か
ら
胆

振
農
業
事
務
所
に
改
称
し
、
体
制
を
強
化
し
ま
し

た
。
お
も
に
厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
、
洞

爺
湖
町
、
豊
浦
町
で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　事
務
所
で
は
、
農
業
生
産
の
基
盤
と
な
る
ダ
ム

や
河
川
か
ら
取
水
す
る
た
め
の
頭
首
工
、
用
排
水

機
場
、
用
排
水
路
な
ど
の
農
業
用
施
設
の
整
備
を 小野 尚二さん
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当
た
り
ま
し
た
。

─
壊
滅
的
な
被
害
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
翌
年
の
農
業
用
水
は
ど
う
な
り
ま
し
た

か
？

　新
し
い
施
設
が
完
成
し
た
ら
撤
去
す
る
予
定
の

古
い
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
施
設
を

使
っ
て
、
水
利
組
合
ご
と
に
、
ど
こ
か
ら
水
を

取
っ
て
農
地
に
ど
う
供
給
す
る
と
よ
い
か
を
考
え

ま
し
た
。
古
い
施
設
も
被
災
し
て
い
ま
す
か
ら
、

使
用
の
可
否
を
調
査
し
て
、
使
え
る
も
の
は
補
修

し
、
農
家
さ
ん
と
打
ち
合
わ
せ
し
な
が
ら
、
作
付

け
の
始
ま
る
翌
年
4
月
末
ま
で
に
整
備
し
ま
し

た
。
水
量
の
制
約
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
農
家
さ

ん
に
も
節
水
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ど

こ
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
、
何
を
す
れ
ば
い

い
の
か
、
決
め
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

─
施
設
が
復
旧
す
る
の
は
い
つ
頃
で
し
ょ
う

か
？

　む
か
わ
町
の
新
鵡
川
地
区
は
令
和
2
（
２
０
２

０
）
年
度
で
終
わ
る
予
定
で
す
。
安
平
町
の
早
来

地
区
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
の
試
験
た
ん
水
に
よ
る

安
全
の
確
認
が
令
和
3
（
２
０
２
１
）
年
度
に
ず

れ
込
む
と
思
い
ま
す
が
、
厚
真
町
の
事
業
以
外

は
、
ほ
と
ん
ど
令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
度
で
終

わ
り
ま
す
。
厚
真
町
の
災
害
復
旧
事
業
は
令
和
5

（
２
０
２
３
）
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。
地

震
で
お
お
よ
そ
5
年
、
事
業
工
期
が
延
び
ま
し
た
。

─
教
訓
を
含
め
て
今
回
の
地
震
に
つ
い
て
感
想

を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
ず
防
災
訓
練
は
有
効
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
は
平
成
28
（
２
０
１

６
）
年
の
北
海
道
豪

雨
災
害
の
対
応
を
担

当
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
、
今
回
、
そ
の

知
見
や
経
験
が
フ
ル

に
活
か
さ
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、

事
前
に
ど
の
よ
う
な

備
え
を
し
て
お
く
か

と
い
う
こ
と
は
も
と

よ
り
、
日
頃
、
例
え

ば
土
木
技
術
で
あ
っ

た
り
、
制
度
で
あ
っ

た
り
、
そ
う
い
う
も

の
を
い
か
に
理
解
し

て
い
る
か
、
基
本
を

ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
い
る
か
、
そ
う
し
た
こ
と
が

災
害
時
の
応
用
と
し
て
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。　そ

し
て
、
人
間
関
係
。
い
ろ
ん
な
人
に
助
け
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
人
間
関

係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
さ
ら

に
、
地
域
を
し
っ
か
り
見
る
姿
勢
。
こ
れ
ら
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

管離脱被災した厚幌導水路の復旧作業〔国土交通省北海道開発局提供〕
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整
し
、
発
災
し
た
そ
の
日
の
午
後
3
時
頃
、
適
用

と
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
食
料
の
調
達
を
行
い
ま
し
た
が
、
最

初
は
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
避
難
し
て
い
る
か
な
ど

被
災
地
の
状
況
が
な
か
な
か
見
え
ず
、
ま
ず
は
国

の
農
政
事
務
所
と
協
議
し
て
1
万
食
を
手
配
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　2
〜
3
日
後
に
は
、
被
災
地
と
連
絡
を
取
り
な

が
ら
国
な
ど
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
必
要
な
物
資
な
ど
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

は
、
情
報
が
役
場
か
ら
直
接
入
る
ほ
か
、
振
興
局

経
由
、
現
地
に
派
遣
し
た
リ
エ
ゾ
ン
経
由
な
ど
、

複
数
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
依
頼

が
重
複
し
て
、
例
え
ば
必
要
な
の
は
1
本
の
鉛
筆

だ
っ
た
の
に
、
現
地
に
は
3
本
も
4
本
も
届
く
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
物
資
だ
け

で
な
く
、
情
報
が
錯
綜
し
た
状
況
が
続
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
部
分
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
物
資
を
充
足
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
依
頼
に
つ
い

て
、
細
か
く
確
認
で
き
る
状
況
で
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　人
の
派
遣
の
面
で
は
、
避
難
所
運
営
の
ほ
か

に
、
り
災
証
明
、
つ
ま
り
被
害
状
況
を
調
査
す
る

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
、
約
3
カ
月
に
わ
た
っ
て
道
内
市
町
村
の
ほ

か
東
北
な
ど
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
が
協
力
に
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
他
県
の
方
た
ち
は
新
潟
県

の
中
越
地
震
な
ど
の
経
験
か
ら
り
災
証
明
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
し
、
大
学
の
先
生
な

現
場
の
情
報
を
集
め

指
揮
室
を
中
心
に
関
係
者
と
調
整

経
験
を
活
か
し
、
次
の“
ま
さ
か
”に
備
え
ま
す

あ
の
時
─
私
た
ち
は
①
〔
３
町
共
通
〕�

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局
危
機
対
策
課

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局
危
機
対
策
課

当
時�

応
援
受
援
班
長（
現�

危
機
対
策
課
課
長
補
佐
）�

平
野
宏
和
さ
ん

当
時�

厚
真
町
リ
エ
ゾ
ン（
現�

危
機
対
策
課
危
機
対
策
企
画
幹
）

　
　小
沼
敏
孝
さ
ん

当
時�

安
平
町
・
む
か
わ
町
リ
エ
ゾ
ン
・
厚
真
町
避
難
所
運
営�

（
現�

危
機
対
策
課
危
機
対
策
調
整
員
）�

上
段
貞
二
さ
ん

当
時�

消
防
応
援
活
動
調
整
本
部
・
応
援
受
援
班
・
安
平
町
避
難
所
運
営�

（
現�

危
機
対
策
課
係
長
）�

菅
井
大
介
さ
ん

当
時�

救
出
救
助
班
・
り
災
証
明
に
係
る
調
査
報
告
業
務
・
厚
真
町
避
難
所
運
営�

（
現�

消
防
学
校
講
師
）�

渡
部

　将
さ
ん

─
北
海
道
の
支
援
と
し
て
支
援
物
資
と
応
援
職

員
の
派
遣
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。
平
野
さ

ん
が
ご
担
当
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
。

平
野
　応
援
受
援
班
で

物
資
の
輸
送
や
人
的
派

遣
な
ど
に
携
わ
っ
て
い

て
、
北
海
道
庁
内
に
設

置
さ
れ
た
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
指
揮
室
で
の
勤

務
が
8
割
以
上
で
し
た
。

　最
初
の
仕
事
は
、
災
害
救
助
法
の
適
用
に
向
け

た
内
閣
府
と
の
調
整
で
す
。
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば

費
用
は
市
町
村
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
被
災
3
町

以
外
に
各
地
で
被
害
が
出
て
い
て
、
北
海
道
全
域

で
の
停
電
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
全
市
町
村
に
対

し
て
災
害
救
助
法
の
適
用
を
、
と
い
う
こ
と
で
調 平野 宏和さん
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ど
、
色
々
な
専
門
家
の
方
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

─
被
災
自
治
体
に
入
り
、
現
地
で
支
援
さ
れ
た

立
場
と
し
て
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

小
沼
　発
災
し
た
日
は

4
時
少
し
前
に
指
揮
室

に
到
着
し
、
自
衛
隊
の

リ
エ
ゾ
ン
と
災
害
派
遣

の
調
整
等
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
7
時
頃
に
上
司

か
ら
、
被
害
が
大
き
い
と
の
情
報
が
入
っ
た
厚
真

町
へ
の
派
遣
を
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
職
員
と

2
名
で
丘
珠
空
港
に
向
か
い
、
海
上
保
安
庁
の
ヘ

リ
の
準
備
を
待
っ
て
9
時
頃
に
空
港
を
飛
び
立

ち
、
現
地
に
着
い
た
の
は
10
時
頃
で
す
。

　ま
ず
任
務
分
担
を
し
て
、
行
政
職
員
は
町
の

ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
指
揮
室
と
の
調
整
を
、
私
は
救

出
救
助
に
関
す
る
情
報
収
集
・
調
整
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　自
衛
隊
の
救
出
救
助
に
あ
た
り
、
道
路
の
啓
開

が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
が
、
重
機
が
不
足
し
て
い

る
状
況
で
し
た
。
同
じ
厚
真
町
役
場
内
に
道
道
を

管
理
す
る
胆
振
総
合
振
興
局
建
設
管
理
部
の
職
員

が
い
た
の
で
、
救
助
現
場
に
重
機
を
手
配
し
、
自

衛
隊
の
指
示
で
道
路
を
啓
開
す
る
よ
う
に
調
整
を 小沼 敏孝さん

行
い
ま
し
た
。

　行
方
不
明
者
が
見
つ
か
る
ま
で
は
お
も
に
自
衛

隊
と
の
調
整
を
行
い
、
そ
の
後
9
月
い
っ
ぱ
い
は

リ
エ
ゾ
ン
と
し
て
厚
真
町
の
ニ
ー
ズ
を
北
海
道
庁

の
指
揮
室
に
伝
え
た
り
、
毎
日
開
催
さ
れ
て
い
た

避
難
所
運
営
会
議
に
参
加
し
て
避
難
所
の
声
を
把

握
し
、
必
要
と
し
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
調
整
す

る
な
ど
し
ま
し
た
。

上
段
　北
海
道
で
は
自

衛
隊
Ｏ
Ｂ
を
危
機
対
策

支
援
員
と
し
て
配
置
し

て
い
る
の
で
す
が
、
最

初
は
、
各
役
場
に
リ
エ
ゾ
ン
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

い
た
支
援
員
と
の
連
絡
調
整
を
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
1
週
間
あ
ま
り
む
か
わ
町
へ
北
海
道

の
リ
エ
ゾ
ン
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
そ
の
次
は
安
平

町
で
同
じ
く
リ
エ
ゾ
ン
と
し
て
活
動
し
、
少
し
期

間
が
あ
い
て
厚
真
町
の
避
難
所
の
支
援
職
員
と
し

て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　私
が
む
か
わ
町
に
行
っ
た
時
に
は
「
1
日
も
休

ん
で
い
な
い
」
と
い
う
町
職
員
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
発
災
当
初
か
ら
対
応
し
て
い
る

方
た
ち
に
休
養
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
北
海
道
か

ら
職
員
を
派
遣
す
る
目
的
で
し
た
が
、
北
海
道
と

し
て
も
職
員
を
集
め
て
派
遣
す
る
こ
と
に
慣
れ
て 上段 貞二さん

い
な
か
っ
た
部
分
が
あ
り
、
現
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ

に
す
ぐ
に
は
応
え
ら
れ
ず
、
対
応
が
遅
く
な
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
北
海
道
の
人
事
部

局
で
派
遣
の
仕
組
み
の
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

発災後の北海道対策本部指揮室の様子〔北海道提供〕



 

厚真町・安平町・むかわ町の被災と復興への歩み • 26

─
菅
井
さ
ん
が
携
わ
ら
れ
た
消
防
応
援
活
動
調

整
本
部
の
業
務
、
そ
の
後
の
人
的
派
遣
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

菅
井
　現
場
で
活
動
す

る
消
防
機
関
と
の
調
整

を
す
る
役
割
で
す
。
地

震
の
規
模
か
ら
道
内
の

ほ
か
他
県
か
ら
の
応
援
が
必
要
に
な
る
も
の
と
判

断
し
、
札
幌
市
、
苫
小
牧
市
と
連
絡
を
取
り
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
に
は
厚
真
町
に
入
っ
て
調

整
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　速
や
か
に
全
国
か
ら
応
援
を
呼
ば
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
、
北
海
道
は
国
に
連
絡
を
取
り
、
他

県
か
ら
の
応
援
を
要
請
し
、
発
災
当
日
の
11
時
く

ら
い
に
は
仙
台
か
ら
ヘ
リ
が
到
着
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
行
方
不
明
者
の
方
が
見
つ
か
る
9
月
10
日

ま
で
の
間
、
私
は
消
防
の
活
動
の
調
整
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
12
月
ま
で
平
野
班
長
の
も
と
で
応
援

受
援
班
の
職
員
派
遣
の
窓
口
と
し
て
、
国
や
他

県
、
現
地
、
庁
内
と
の
調
整
が
メ
イ
ン
で
し
た
。

　悩
ま
し
か
っ
た
の
は
避
難
所
の
避
難
者
数
が

減
っ
て
い
く
の
に
対
し
て
、
避
難
所
運
営
の
適
正

人
員
を
ど
う
判
断
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
ま
で
5
名
だ
っ
た
運
営
要
員
が
、
い
き
な 菅井 大介さん

り
2
名
に
減
る
と
い
う
の
で
は
運
営
管
理
に
支
障

が
生
じ
ま
す
か
ら
、
そ
の
調
整
や
判
断
に
苦
労
し

ま
し
た
。

　も
う
一
つ
は
、
上
段
調
査
員
か
ら
も
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
北
海
道
庁
か
ら
の
派
遣
は
役
場
の
方

に
本
来
業
務
や
休
養
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
従

事
者
支
援
の
面
も
あ
り
、
避
難
所
の
体
制
は
、
北

海
道
か
ら
の
派
遣
職
員
を
中
心
に
運
営
を
行
う
方

針
の
も
と
で
要
員
を
配
置
し
ま
し
た
が
、
避
難
者

の
方
に
し
て
み
れ
ば
地
元
の
役
場
の
方
が
い
る

と
、
土
地
勘
も
あ
る
し
安
心
だ
と
い
う
面
も
あ
り

ま
す
。
町
の
判
断
で
、
町
職
員
を
複
数
人
、
避
難

所
に
配
置
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

─
渡
部
さ
ん
は
、
救
出
救
助
班
、
そ
の
後
、
り

災
証
明
の
業
務
に
も
当
た
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

渡
部
　救
出
救
助
班
で

は
、
行
方
不
明
者
、
怪

我
人
、
孤
立
し
て
い
る

場
所
な
ど
の
情
報
を
収

集
し
て
い
て
、
初
期
段
階
で
道
路
が
す
べ
て
流
さ

れ
て
い
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
運
用
調
整
班
と
合
同
で
、
北
海
道

の
ほ
か
、
警
察
、
札
幌
消
防
、
海
保
、
陸
自
、
空

自
な
ど
関
係
機
関
が
集
ま
り
、
指
揮
室
の
同
じ 渡部 将さん

テ
ー
ブ
ル
で
入
っ
て
き
た
情
報
を
基
に
活
動
の
方

針
を
立
て
ま
し
た
。

　私
は
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
に
起
き
た
上
川

や
十
勝
地
方
を
中
心
と
し
た
水
害
の
時
も
、
今
回

と
同
じ
救
出
救
助
班
で
し
た
。
当
時
経
験
し
た
の

は
、
役
場
や
災
害
対
策
本
部
に
は
孤
立
し
て
い
る

人
数
や
場
所
な
ど
細
か
な
情
報
が
な
か
な
か
入
ら

な
い
の
で
す
が
、
警
察
、
自
衛
隊
、
海
保
、
消
防

な
ど
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
情
報
が
入
っ
て
い
て
、
そ

れ
ら
の
関
係
機
関
が
集
ま
る
こ
と
で
必
要
な
情
報

を
集
約
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
関
係
機
関

で
得
た
情
報
が
集
ま
れ
ば
状
況
把
握
は
あ
る
程
度

で
き
る
と
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
で
、
胆
振
東
部

地
震
の
時
に
は
指
揮
室
に
関
係
機
関
が
持
ち
寄
る

情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　9
月
10
日
の
朝
2
時
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
最
後
の
行
方
不
明
者
の
方
を
搬
送
し
た
と
の

情
報
を
受
け
て
、
初
期
の
応
急
対
応
が
終
わ
り
、

救
出
救
助
が
終
了
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
は
、
り
災
証
明
業
務
に
増
援
で
入
り
ま

し
た
。
対
応
し
た
の
は
4
名
で
、
り
災
証
明
だ
け

に
特
化
し
た
班
で
す
。
各
市
町
村
か
ら
情
報
を

取
っ
て
集
計
し
、
内
閣
府
に
週
2
回
報
告
す
る
の

で
す
が
、
慣
れ
な
い
も
の
で
す
か
ら
再
確
認
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
11
月
末
頃
ま
で
指
揮
室
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に
詰
め
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
業
務
の
後
、
3
日
間
で
す
が
、
厚
真
町
の

避
難
所
の
運
営
支
援
に
入
り
、
避
難
所
の
閉
鎖
に

も
立
ち
会
う
と
い
う
、
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い

仕
事
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

─
最
後
に
、
今
後
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

菅
井
　北
海
道
自
体
も
助
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
他

県
か
ら
の
応
援
は
心
強
い
も
の
で
し
た
。
今
後
も

他
県
と
の
連
携
な
ど
、
災
害
時
に
役
立
つ
よ
う
な

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

渡
部
　私
は
、
今
は
消
防
学
校
講
師
と
し
て
道
内

の
消
防
職
員
の
教
育
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
の
教
育
と
し
て
、
胆
振
東
部
地
震
で
経
験
し

た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
災
害
が
あ
っ
た
ら
必
ず
被

災
者
が
い
て
、
そ
の
被
災
者
に
は
家
族
が
い
て
、

救
助
に
入
る
自
分
に
も
家
族
が
い
る
と
い
う
こ
と

を
頭
に
入
れ
た
活
動
を
す
る
よ
う
に
、
消
防
職
員

ま
た
は
消
防
団
員
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

小
沼

　私
は
訓
練
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
訓
練
が
大
切

で
す
の
で
、
引
き
続
き
貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

上
段
　市
町
村
の
防
災
訓
練
に
は
、
計
画
の
段
階

か
ら
運
営
ま
で
道
職
員
が
応
援
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
町
村
に
は
、
住
民
・
職
員
の
方
を
含
め

て
実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
に
活
か
せ
る
よ
う

に
、
防
災
訓
練
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
野
　正
直
に
言
っ
て
、
今
な
ら
で
き
る
け
れ
ど

も
胆
振
東
部
地
震
の
時
に
は
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
も
色
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
経
験
を
活
か
し

て
、
検
証
委
員
会
で
は
今
後
の
動
き
に
反
映
す
る

こ
と
を
目
的
に
課
題
や
改
善
点
な
ど
に
つ
い
て
議

論
・
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
我
々
と
し
て
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
場
合
に
は
、
よ
り
的
確

に
動
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

災害時のみに使用される北海道庁危機管理センターで当時を振り返る 5人

北海道災害対策本部の会議〔北海道提供〕



 

厚真町・安平町・むかわ町の被災と復興への歩み • 28

せ
ん
で
し
た
が
、
道
路
の
亀
裂
や
液
状
化
に
よ
り

大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
は
伝
わ
り
ま
し

た
。
胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
は
厚
真
支
署

の
2
階
に
事
務
所
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
散
乱
が

ひ
ど
い
た
め
、
1
階
で
指
揮
を
執
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
初
め
は
状
況
が
つ
か
め
な
い
中
で
、
連
絡

が
入
っ
て
く
る
と
対
応
す
る
と
い
う
状
況
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　午
前
3
時
42
分
に
厚
真
消
防
団
か
ら
「
吉
野
地

区
が
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
」
と
連
絡
を
受

け
て
、
タ
ン
ク
車
を
出
動
さ
せ
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
し
て
「
土
砂
崩
れ
で
朝
日
地
区
か
ら
進
む
こ
と

が
で
き
な
い
」「
そ
の
先
で
も
土
砂
崩
れ
で
人
が

生
き
埋
め
に
な
っ
て
い
る
が
、
通
行
で
き
な
い
」

と
無
線
が
入
り
ま
し
た
。
時
間
を
か
け
て
道
を
探

し
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
到
達
で
き
な
い
と

全
国
の
力
を
借
り
な
が
ら
の
救
助
活
動

あ
の
時
─
私
た
ち
は
①
〔
３
町
共
通
〕�

胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

胆
振
東
部
消
防
組
合

当
時�

消
防
署
長�

兼�

消
防
本
部
防
災
課
長�

（
現�

消
防
本
部
消
防
長
）�

松
永
忠
昭
さ
ん

当
時�

消
防
本
部
防
災
課
長
補
佐�

（
現�

消
防
署
長�

兼�

消
防
本
部
防
災
課
長
）

　
　稲
葉
博
徳
さ
ん

─
胆
振
東
部
消
防
組
合
の
組
織
と
役
割
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

松
永
　胆
振
東
部
消
防

組
合
は
、
安
平
町
、
厚

真
町
、
む
か
わ
町
の
3

町
で
構
成
し
、
厚
真
町

に
は
消
防
本
部
と
厚
真
支
署
、
上
厚
真
分
遣
所
、

安
平
町
に
は
安
平
支
署
と
追
分
出
張
所
、
む
か
わ

町
に
は
鵡
川
支
署
お
よ
び
穂
別
支
署
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
本
部
は
、
全
体
計
画
や
総
務
、
許

認
可
事
務
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

─
震
災
当
時
の
胆
振
東
部
消
防
組
合
の
動
き
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

松
永

　私
が
本
部
に
到
着
し
た
の
は
午
前
3
時
25

分
で
す
。
ま
だ
暗
か
っ
た
の
で
全
容
は
わ
か
り
ま 松永 忠昭さん

胆振東部消防組合消防署〔胆振東部消防組合提供〕
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に
は
「
地
域
の
詳
細
を
把
握
し
、
来
ら
れ
る
な
ら

本
部
に
来
て
ほ
し
い
」
と
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。

稲
葉
　発
災
時
、
私
は

む
か
わ
町
の
自
宅
に
い

ま
し
た
。
巨
人
の
手
の

ひ
ら
の
上
で
揺
さ
ぶ
ら

れ
て
い
る
か
と
思
え
る
よ
う
な
大
変
な
揺
れ
で
し

た
。「
間
違
い
な
く
津
波
が
来
る
」
と
思
い
す
ぐ

に
ラ
ジ
オ
を
つ
け
ま
し
た
が
、
津
波
の
心
配
が
な

い
こ
と
を
知
り
、
自
宅
内
と
隣
近
所
の
安
否
を
確

認
し
て
、
15
分
後
く
ら
い
に
鵡
川
支
署
へ
向
か
い

ま
し
た
。
途
中
、
近
所
で
納
屋
な
ど
が
つ
ぶ
れ
て

い
る
の
を
見
て
「
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」

と
思
い
ま
し
た
が
、
支
署
に
着
く
と
上
司
の
松
永

と
連
絡
が
取
れ
、「
来
ら
れ
る
な
ら
来
て
ほ
し
い
」

と
指
示
さ
れ
本
部
へ
向
か
い
ま
し
た
。
途
中
で
部

下
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
「
松
永
署
長
が
広
域
応
援

要
請
を
か
け
た
」
と
聞
き
、「
い
っ
た
い
ど
う
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
思
い
な
が

ら
本
部
に
到
着
し
た
の
は
午
前
6
時
頃
で
し
た
。

─
応
援
の
消
防
隊
が
到
着
し
た
の
は
何
時
頃
で

し
ょ
う
か
？

松
永

　最
初
の
広
域
応
援
隊
と
し
て
苫
小
牧
市
消

防
署
の
4
隊
が
到
着
し
た
の
は
午
前
6
時
22
分
で 稲葉 博徳さん

す
。
実
は
こ
の
少
し
前
、
午
前
6
時
17
分
に
札
幌

市
消
防
局
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
厚
真
町
の
か

し
わ
公
園
野
球
場
に
着
陸
し
て
い
ま
す
。
札
幌
市

消
防
局
の
本
隊
が
到
着
し
た
の
は
午
前
11
時
23
分

で
す
が
、
こ
の
間
に
も
胆
振
や
日
高
地
区
な
ど
か

ら
広
域
応
援
の
部
隊
が
次
々
と
到
着
し
て
い
ま

す
。
本
州
か
ら
の
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
は
、

午
前
11
時
13
分
に
仙
台
市
消
防
局
の
指
揮
隊
が
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
到
着
し
ま
し
た
。
厚
真
支
署
の
1

階
に
は
、
広
域
応
援
隊
と
緊
急
消
防
援
助
隊
の
指

揮
所
が
設
け
ら
れ
、
我
々
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

　緊
急
消
防
援
助
隊
の
本
隊
が
翌
日
に
フ
ェ
リ
ー

で
到
着
す
る
予
定
で
し
た
の
で
、
部
隊
の
宿
営
場

所
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
め
ぼ
し
い

場
所
は
す
で
に
自
衛
隊
が
展
開
し
て
い
た
り
、
地

盤
に
亀
裂
が
見
ら
れ
た
り
と
、
確
保
に
苦
慮
し
て

い
ま
し
た
が
、
北
海
道
の
災
害
対
策
本
部
に
依
頼

し
、
北
海
道
教
育
委
員
会
を
通
し
て
厚
真
高
校
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

─
応
援
部
隊
が
到
着
し
、
態
勢
が
整
っ
た
あ
と

の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
永

　す
べ
て
の
組
織
は
、
町
の
災
害
対
策
本
部

の
指
示
に
よ
り
活
動
し
ま
す
。
町
の
災
害
対
策
本

な
っ
た
時
、
同
じ
く
家
屋
が
倒
壊
し
生
き
埋
め
が

発
生
し
て
い
る
と
の
連
絡
の
あ
っ
た
美
里
地
区
に

シ
フ
ト
し
ま
し
た
。
吉
野
地
区
に
は
自
衛
隊
と
消

防
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
入
り
、
救
出
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
木
炭
小
屋
で
発
生
し
た
火

災
の
現
場
へ
消
防
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
の
対
応

も
取
り
ま
し
た
。

　午
前
4
時
55
分
に
苫
小
牧
市
消
防
本
部
か
ら

「
状
況
が
深
刻
な
よ
う
だ
が
、
応
援
は
必
要
な
い

か
」
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
内
の
消

防
は
相
互
に
広
域
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

す
で
に
町
の
災
害
対
策
本
部
か
ら
「
で
き
る
だ
け

消
防
力
を
集
め
て
ほ
し
い
」
と
の
指
示
を
受
け
て

お
り
、
す
ぐ
に
広
域
応
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
に
は
さ
ら
に
、
都
道
府
県
を
ま
た
い
で
応
援

に
駆
け
つ
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
と
い
う
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
が
、
地
震
と
同
時
に
北
海
道
が
消
防

庁
長
官
を
通
し
て
、
お
も
に
同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る

東
北
各
県
の
消
防
に
出
動
を
要
請
し
て
い
ま
し
た
。

　全
体
の
状
況
が
わ
か
り
始
め
た
の
は
発
災
後
1

時
間
ほ
ど
で
す
。
5
時
ま
で
に
、
人
的
被
害
は
少

な
い
と
安
平
支
署
と
鵡
川
支
署
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
消
防
本
部
か
ら
距
離
的
に
遠
い
む
か
わ

町
の
穂
別
地
区
の
状
況
は
な
か
な
か
把
握
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
各
支
署
に
詰
め
て
い
る
本
部
職
員
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部
に
、
我
々
、
広
域
応
援
隊
、
緊
急
消
防
援
助
隊

が
そ
ろ
っ
た
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
地
区
を

決
め
て
い
き
ま
し
た
。
胆
振
東
部
消
防
組
合
は

10
〜
15
名
の
活
動
隊
を
1
隊
、
さ
ら
に
比
較
的
被

害
の
少
な
か
っ
た
安
平
支
署
か
ら
も
1
隊
を
現
場

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
ま
た
厚
真
消
防
団
も
24
時

間
の
捜
索
活
動
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か

ら
、
こ
こ
に
も
数
名
の
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
応
援
隊
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、
余
震
が

起
き
た
時
の
避
難
誘
導
、
給
水
作
業
、
夜
間
巡
回

な
ど
に
も
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

─
救
出
作
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た

か
？

松
永
　現
場
に
は
我
々
の
ほ
か
、
自
衛
隊
や
警
察

も
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
重
機
で
掘
り
進
み
、
何

か
出
て
き
た
ら
止
め
て
、
ス
コ
ッ
プ
で
土
を
取
り

除
き
、
土
だ
け
に
な
っ
た
ら
ま
た
重
機
で
掘
る
。

こ
れ
を
3
〜
4
時
間
間
隔
で
交
代
し
な
が
ら
、
自

衛
隊
、
警
察
と
共
に
作
業
を
続
け
ま
し
た
。
消
防

も
重
機
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
崩
れ
た
土
砂
の
量

は
と
て
も
消
防
の
車
両
で
対
応
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
衛
隊
の
重
機
を
お
も
に
使
い
ま

し
た
。
最
後
の
行
方
不
明
者
は
6
メ
ー
ト
ル
も
下

に
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
手
掘
り
で
は
と
て

も
到
達
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

稲
葉

　こ
の
方
の
発
見
は
9
月
9
日
の
午
後
11
時

20
分
で
す
が
、
最
終
的
に
救
出
で
き
た
の
は
深
夜

2
時
過
ぎ
で
し
た
。

松
永
　身
体
の
一
部
で
も
見
え
た
ら
「
発
見
」
と

な
り
ま
す
が
、
初
期
段
階
で
は
伝
わ
っ
て
い
く
う
ち

に
「
救
出
」
と
な
り
、
救
急
車
が
出
動
し
て
も
現

場
で
何
時
間
も
待
つ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

入
っ
て
き
た
情
報
を
再
度
確
認
し
て
、
裏
が
取
れ

て
か
ら
救
急
車
を
出
動
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

─
探
索
作
業
の
間
、
お
二
人
も
本
部
に
詰
め
て

対
応
に
当
た
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

松
永
　最
後
の
行
方
不
明
者
が
見
つ
か
る
ま
で
の

6
日
間
、
本
部
の
職
員
は
誰
も
家
に
帰
っ
て
い
ま

せ
ん
。
厚
真
支
署
の
職
員
は
車
庫
に
簡
易
ベ
ッ
ド

を
設
置
し
て
仮
眠
し
て
い
ま
し
た
が
、
休
養
は
取

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

が
出
て
い
た
の
か
、
疲
れ
を
感
じ
な
い
と
い
う

か
、
疲
れ
を
感
じ
る
暇
が
な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

稲
葉
　行
方
不
明
者
が
早
く
発
見
さ
れ
て
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
地
震
が
発

生
し
た
日
か
ら
ま
っ
た
く
家
に
帰
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
停
電
で
携
帯
電
話
が
使
え
な
く
な
っ
た

時
は
「
自
宅
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
心
配
も
あ
り
ま
し
た
。

─
通
常
業
務
に
戻
ら
れ
た
の
は
い
つ
頃
で
す

か
？

松
永
　道
南
地
区
（
胆
振
・
日
高
地
区
）
の
広
域

1 次派遣隊が一堂に会しての緊急ミーティング〔胆振東部消防組合提供〕
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応
援
隊
が
、
胆
振
東
部
消
防
組
合
や
厚
真
支
署
が

通
常
業
務
に
戻
る
ま
で
残
留
し
て
く
れ
ま
し
た
。

厚
真
町
で
は
余
震
が
続
い
て
い
た
の
で
、
地
形
の

亀
裂
、
住
宅
や
防
火
対
象
施
設
の
確
認
作
業
を
続

け
ま
し
た
。
私
は
防
災
課
長
を
兼
務
し
て
い
た
の

で
、
石
油
備
蓄
基
地
な
ど
の
危
険
物
施
設
の
被
害

状
況
確
認
も
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
通
常
業
務
に

戻
っ
た
の
は
、
広
域
応
援
隊
が
引
き
上
げ
た
10
月

21
日
で
す
。

─
発
災
か
ら
2
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
今
振
り

返
っ
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

松
永
　私
た
ち
は
北
海
道
南
西
沖
地
震
や
有
珠
山

噴
火
、
東
日
本
大
震
災
で
も
出
動
し
て
い
ま
す

が
、
受
け
入
れ
側
と
な
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で

し
た
の
で
、「
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

こ
ん
な
に
多
い
の
か
」
と
驚
き
ま
し
た
。
広
域
応

援
隊
や
緊
急
消
防
援
助
隊
の
受
け
入
れ
が
大
変
で

し
た
。
最
初
は
受
け
入
れ
場
所
を
確
保
す
れ
ば
よ

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
発
着
で
き
る
場
所
を
多
数
確
保
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
な
ど
、
短
時
間
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　最
近
の
消
防
車
両
は
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
で
遠
く
を

照
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
土
砂
災
害
の
捜
索

現
場
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
移

動
式
投
光
器
を
多
数
用
意
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た

と
痛
感
し
ま
し
た
。

　事
前
の
計
画
で
、
災
害
時
に
は
消
防
組
合
の
中

で
助
け
合
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
3

町
全
部
が
被
災
し
た
こ
と
で
想
定
が
根
底
か
ら
覆

さ
れ
、
初
動
か
ら
た
だ
流
れ
に
任
せ
る
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
3
町
全
体
が
被
災
す
る
こ
と

を
想
定
し
た
計
画
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

　一
方
、
発
災
当
日
の
夕
方
4
時
半
ぐ
ら
い
ま
で

に
行
方
不
明
者
を
把
握
で
き
ま
し
た
。
厚
真
支
署

で
は
家
族
構
成
な
ど

を
記
載
し
た
独
自
の

住
宅
地
図
を
作
っ
て

い
た
し
、
毎
年
、
一

般
査
察
と
し
て
住
宅

訪
問
も
行
っ
て
お

り
、
地
域
と
の
結
び

つ
き
の
強
さ
が
早
期

の
把
握
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

稲
葉

　「災
害
は
忘

れ
た
頃
に
や
っ
て
来

る
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、「
忘
れ
る
前
に
や
っ
て
来
る
」
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
何
が

あ
っ
て
も
避
難
で
き
る
心
構
え
、
こ
う
い
う
こ
と

が
起
こ
っ
た
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
ん
だ
と

い
う
準
備
、
そ
れ
が
大
切
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。

松
永
　個
人
的
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

緊
急
応
援
隊
が
宿
舎
と
し
て
利
用
し
て
い
た
厚
真

高
校
の
教
室
の
黒
板
に
、「
け
っ
ぱ
れ
厚
真
高
校
」

「
地
元
を
守
り
に
帰
り
ま
す
」
な
ど
の
温
か
い
言

葉
を
残
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
消
防
仲
間
の
つ

な
が
り
っ
て
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

昼夜を問わず続けられた捜索作業〔胆振東部消防組合提供〕

救助作業への出動に備えて待機する 1次派遣隊〔胆振東部消防
組合提供〕
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「
支
部
災
害
救
護
実
施
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
道
内
10
カ
所
の
赤
十
字
病
院
お
よ
び
、

北
海
道
と
同
じ
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す
る
東
北
6

県
の
各
県
支
部
で
救
護
班
の
準
備
が
整
い
、
順
次

出
動
で
き
る
と
い
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

─
9
月
6
日
午
前
8
時
40
分
に
先
遣
隊
を
3
町

に
送
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

大
﨑
　
災
害
発
生
時
に

は
現
地
の
情
報
が
交
錯

す
る
た
め
、
ま
ず
は
先

遣
隊
を
送
っ
て
、
ど
う

い
う
状
況
か
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
何
が
不

足
し
て
い
る
の
か
な
ど
実
状
を
把
握
し
、
必
要
な

活
動
の
確
認
と
、
拠
点
と
な
る
現
地
対
策
本
部
の

開
設
に
向
け
て
準
備
を
整
え
ま
す
。

大﨑 政仁さん

平
尾
　
送
り
込
ん
だ
先
遣
隊
は
3
名
で
、
被
災
3

町
で
色
々
う
か
が
う
中
、
地
域
の
診
療
機
能
が
止

ま
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
24
時
間
態
勢

の
医
療
救
護
所
の
設
置
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
地

理
的
に
3
町
を
効
率
よ
く
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
か

ら
、
厚
真
町
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
午
前
11
時
40

分
に
現
地
災
害
救
護
実
施
対
策
本
部
と
医
療
救
護

所
を
厚
真
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
し

た
。─

現
地
対
策
本
部
の
陣
容
は
ど
の
よ
う
に
組
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

平
尾
　
現
地
対
策
本
部
に
は
、
事
務
員
と
し
て
道

支
部
か
ら
2
名
、
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
医
師
1
名
を
置
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
同
時
に

道
内
各
地
の
赤
十
字
病
院
か
ら
も
救
護
班
が
入

他
の
災
害
医
療
チ
ー
ム
と
連
携
し
な
が
ら

被
災
地
の
ケ
ア
に

あ
の
時
─
私
た
ち
は
①
〔
３
町
共
通
〕�

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部

当
時�

事
務
局
長

　
　大
﨑
政
仁
さ
ん

事
業
推
進
課
長�

平
尾

　孔
さ
ん

─
発
災
後
に
取
ら
れ
た
初
動
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

平
尾
　
災
害
救
護
を
使

命
と
し
て
い
る
日
本
赤

十
字
社
（
以
下
、
日

赤
）
で
は
、
24
時
間
い

つ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
災
害
が
起
き
た
時

に
ど
の
職
員
が
何
を
す
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
定
め

た
「
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

発
災
直
後
に
は
緊
急
電
話
連
絡
網
で
連
絡
を
取
り

合
い
、
ま
ず
こ
の
北
海
道
支
部
（
札
幌
市
中
央
区

／
以
下
、
道
支
部
）
に
職
員
が
参
集
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
地
震
で
は
、
9
月
6
日

午
前
3
時
28
分
に
最
初
の
職
員
が
到
着
し
て
、
情

報
収
集
を
開
始
。
順
次
、
職
員
が
到
着
し
ま
し

た
。
そ
し
て
午
前
4
時
20
分
に
、
道
支
部
内
に 平尾 孔さん
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海
道
に
10
病
院
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院

で
救
護
班
を
1
〜
3
班
編
成
し
て
お
り
、
道
内
の

救
護
班
は
17
班
と
な
っ
て
い
ま
す
。
道
内
と
他
県

の
応
援
を
含
め
、
多
い
時
に
は
12
班
が
現
地
に
入

り
ま
し
た
。

　
今
回
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、
北
海
道
は
離
島

0

0

だ
と
い
う
こ
と
。
海
を
隔
て
て
い
る
の
で
、
陸
路

で
は
来
ら
れ
な
い
。
そ
の
分
、
道
外
か
ら

の
応
援
は
時
間
を
要
し
ま
す
。
北
海
道
と

同
じ
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
の
東
北
各
県
支
部
で

は
、
出
動
態
勢
を
速
や
か
に
整
え
ま
し
た

が
、
フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保

に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
一
方
、
東
京
の

本
社
か
ら
は
、
道
支
部
を
支
援
す
る
ス

タ
ッ
フ
が
提
携
し
て
い
る
海
上
保
安
庁
の

飛
行
機
で
飛
ん
で
き
ま
し
た
。

平
尾
　
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
北
海
道
で

は
、
発
災
か
ら
3
〜
4
日
は
道
内
の
人
員

で
対
応
で
き
る
体
制
が
必
要
で
、
そ
の
意

味
で
も
道
内
に
10
の
赤
十
字
病
院
が
あ
る

こ
と
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

─
救
護
班
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
？

平
尾
　
災
害
医
療
全
体
を
采
配
す
る
の
は

北
海
道
の
保
健
医
療
福
祉
調
整
本
部
で
、

そ
の
指
揮
下
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
厚
生
労
働
省
の
災
害

派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
や
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
日
本
医
師
会

災
害
医
療
チ
ー
ム
）、
日
赤
な
ど
が
協
働
・
分
担

し
て
避
難
所
を
巡
回
し
ま
し
た
。
避
難
所
で
救
護

班
は
簡
易
的
な
医
療
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。
医
師
も

加
わ
っ
て
い
る
の
で
薬
の
処
方
も
行
う
こ
と
が
で

き
、
災
害
救
助
法
の
定
め
に
よ
り
医
療
費
も
か
か

り
ま
せ
ん
。
専
門
医
療
機
関
で
の
治
療
が
必
要
と

思
わ
れ
た
場
合
は
、
調
整
本
部
に
情
報
を
伝
え
、

受
け
入
れ
先
の
調
整
を
依
頼
し
ま
す
。

　
救
護
班
の
も
う
一
つ
の
活
動
の
柱
は
救
護
所
の

運
営
で
す
。
地
元
の
医
療
を
圧
迫
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
か
ら
、
地
元
が
対
応
で
き
な
い
期
間
だ
け
、

地
元
の
診
療
・
医
療
機
関
の
“
す
き
間
”
を
応
援

す
る
と
い
う
立
ち
位
置
で
す
。
今
回
の
場
合
は
、

9
月
6
日
か
ら
20
日
ま
で
厚
真
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
24
時
間
体
制
の
救
護
所
を
開
設
し
ま
し

た
。
割
れ
た
ガ
ラ
ス
で
負
っ
た
切
り
傷
、
避
難
時

に
負
っ
た
捻
挫
な
ど
外
傷
の
患
者
さ
ん
が
多
く
見

ら
れ
た
の
で
、
縫
合
処
置
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
通
常
の
救
急
医
療
セ
ッ
ト
の
ほ
か
に
冷
蔵

庫
を
設
置
で
き
た
の
で
、
温
度
管
理
の
必
要
な
薬

剤
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

避
難
所
の
衛
生
環
境
改
善
の
た
め
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
設
置
の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
も
今
回
の

り
、
そ
の
後
、
東
北
各
県
支
部
か
ら
救
護
班
が

入
っ
て
き
ま
し
た
。
赤
十
字
救
護
班
の
基
本
編
成

は
、
医
師
1
名
、
看
護
師
長
1
名
、
看
護
師
2

名
、
主
事
（
事
務
員
）
2
名
の
計
6
名
で
す
。
地

震
の
起
こ
っ
た
9
月
6
日
に
は
道
内
赤
十
字
病
院

か
ら
7
班
が
入
っ
て
い
ま
す
。

大
﨑
　
赤
十
字
病
院
は
、
全
国
91
病
院
の
う
ち
北

被災者の健康をチェックする日赤の救護班員〔日本赤十字社提供〕
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特
徴
で
し
た
。
ま
た
、
赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
救
援
物
資
の
配
付
に
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

─
厚
生
労
働
省
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
日
赤
救
護
班
の

関
係
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
尾
　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
の
略

称
で
、
平
成
7
（
１
９
９
５
）
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
契
機
に
設
け
ら
れ
た
厚
生
労
働
省
の
制

度
で
す
。
訓
練
を
受
け
た
お
も
に
各
地
の
災

害
拠
点
病
院
に
所
属
す
る
医
師
、
看
護
師
、

事
務
員
が
登
録
さ
れ
ま
す
。
赤
十
字
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
も
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
日
赤
の
災
害
救
護
は
国
際

赤
十
字
の
成
り
立
ち
に
根
ざ
す
も
の
で
、
戦

前
の
組
織
発
足
以
来
の
取
り
組
み
で
す
。
胆

振
東
部
地
震
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
応
急

医
療
に
従
事
し
た
後
、
赤
十
字
病
院
の
職
員

に
戻
り
、
赤
十
字
救
護
班
と
し
て
引
き
続
き

活
動
し
た
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
し
た
。

大
﨑
　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
発
災
後
72
時
間
の
緊
急

医
療
に
従
事
す
る
こ
と
を
活
動
の
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が

被
災
地
に
入
り
、
負
傷
者
の
応
急
医
療
や
病

院
支
援
を
行
い
ま
す
。
病
院
支
援
は
、
被
災

に
よ
っ
て
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
た
病
院

を
支
え
る
も
の
で
、
胆
振
東
部
地
震
で
は
鵡
川
厚

生
病
院
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
長
期
に
わ
た
っ
て
活
動
す
る
こ
と

が
難
し
い
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
と
を
私
た
ち
赤
十

字
や
日
本
医
師
会
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
引
き
継
ぐ
形
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
役
割
分

担
を
調
整
し
ま
し
た
。

─
災
害
救
護
活
動
で
は
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に

も
重
点
を
置
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

平
尾
　
胆
振
東
部
地
震
で
は
、
看
護
師
3
名
、
事

務
員
1
名
の
4
名
1
班
で
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
班
」

を
編
成
し
、
発
災
か
ら
4
日
後
の
9
月
10
日
に
現

地
に
入
っ
て
医
療
救
護
班
と
同
時
に
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
発
災
か
ら
日
数
が
経
過
す
る
こ
と

で
、
避
難
所
生
活
の
ス
ト
レ
ス
、
地
震
に
対
す
る

恐
怖
心
、
そ
の
後
の
生
活
へ
の
不
安
な
ど
が
強
く

表
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
9
月
20
日
以
降
は
、

医
療
救
護
班
か
ら
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
班
に
活
動
の
重

点
を
シ
フ
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
「
積
極
的
な
傾
聴
」
と
い
っ
て
、

じ
っ
く
り
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
け
る
環

境
を
つ
く
り
、
そ
の
方
に
寄
り
添
い
、
心
に
つ
か

え
て
い
る
こ
と
を
吐
き
出
し
て
も
ら
う
。
治
療
が

必
要
に
な
る
前
段
階
で
、
心
の
緊
張
を
ゆ
る
め
て

も
ら
う
こ
と
が
お
も
な
活
動
で
す
。

大
﨑
　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
班
は
、
日
赤
で
専
門
的
な

研
修
を
受
け
た
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
要
員
」
に
登
録

さ
れ
て
い
る
看
護
師
な
ど
の
チ
ー
ム
で
、
10
月
12

日
ま
で
の
33
日
間
で
29
班
が
出
て
い
ま
す
。
対
応

期
間
に
は
若
干
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
班
が
的
確
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
担
う

救護所に医療物資を運び込む赤十字ボランティア〔日本赤十字社提供〕
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調
整
班
も
並
行
し
て
10
班
ほ
ど
活
動
し
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
精
神
科
医
を
配
属
し
た
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ

（
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
）
を
派
遣
し
て
い
ま

し
た
か
ら
、
連
携
を
取
っ
て
活
動
を
進
め
ま
し
た
。

平
尾
　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
班
の
役
割
と
し
て
は
、
専

門
的
治
療
の
前
段
階
、
心
の
健
康
を
悪
化
さ
せ
な

い
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
こ
と
で
す
。
専

門
的
治
療
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｔ
へ
つ
な
ぐ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

─
被
災
さ
れ
た
住
民
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
役

場
や
消
防
な
ど
災
害
対
応
に
当
た
る
方
た
ち

の
ケ
ア
も
大
切
で
す
ね
。

大
﨑
　
そ
の
部
分
は
、
ま
さ
に
私
た
ち
が
重
視
し
た

こ
と
で
す
。
町
職
員
、
消
防
職
員
な
ど
、
ご
自

身
が
災
害
に
遭
わ
れ
た
と
し
て
も
、
自
分
の
こ

と
よ
り
も
応
急
対
応
や
復
旧
活
動
に
携
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
い
ま
す
。
時
間
と
と
も

に
疲
れ
が
出
て
く
る
そ
う
し
た
方
た
ち
に
も
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
が
必
要
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
各
町
の
町
長
と
お
話
を

し
て
、
ケ
ア
の
場
所
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

平
尾
　
皆
さ
ん
、
使
命
感
を
持
っ
て
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
避
難
さ
れ
て
い
る
住

民
か
ら
見
え
る
所
で
は
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
な

い
。
そ
の
た
め
、
住
民
か
ら
見
え
な
い
場
所

を
確
保
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
支
援
者
支
援

と
言
い
ま
す
か
、
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
支

援
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々

の
た
め
に
精
神
的
な
ケ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

大
﨑
　
こ
う
す
る
こ
と
で
“
頑
張
ろ
う
”
と

い
う
気
持
ち
が
新
た
に
な
り
、
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
長
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

─
今
回
の
経
験
か
ら
改
善
点
な
ど
は
見
つ
か
り

ま
し
た
か
？

平
尾
　
日
赤
は
発
足
当
初
か
ら
救
護
を
使
命
と
し

て
様
々
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
徴
的
な

強
み
を
持
つ
災
害
救
護
の
チ
ー
ム
が
た
く
さ
ん
出

来
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
活
動
を
分
担
し
て
連

携
・
協
働
す
る
こ
と
が
よ
り
大
切
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
し
た
。

大
﨑
　
今
回
の
特
徴
の
一
つ
は
、
被
災
3
町
で
は

あ
り
ま
す
が
、
合
併
町
を
含
め
る
と
実
質
5
町
と

な
り
、
被
災
が
非
常
に
広
範
囲
だ
っ
た
こ
と
で

す
。
救
護
所
か
ら
遠
い
地
域
も
あ
り
、
救
護
班
が

見
落
と
さ
ず
に
回
れ
た
か
と
い
う
反
省
も
含
め

て
、
い
か
に
情
報
を
取
る
か
が
重
要
だ
と
再
認
識

し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
自
然
災
害
が
大
規
模
化

し
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
い
か
に
情
報
を
集

約
し
て
本
部
が
調
整
す
る
か
、
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
の
問
題
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
あ
り
、
避
難
所
の
あ
り
方
や
救
護
活
動
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
ど
う

す
べ
き
か
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た

救
護
活
動
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

救援活動の打ち合わせをする日赤救護班〔日本赤十字社提供〕





■発災後1年の歩み
■あの時―私たちは②（厚真町関係者インタビュー）
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◦
17
時
30
分
、
気
象
庁
が
「
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
」
と
命
名

9
月
7
日
◦
避
難
所
7
カ
所
、
避
難
者

１
、１
１
８
人

	

◦
高
橋
は
る
み
知
事
が
視
察
来

町

	

◦
厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設

9
月
8
日
◦
自
治
会
長
会
議
開
催

	

◦
自
衛
隊
に
よ
る
入
浴
支
援
開
始
（
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ゆ
く

り
、
厚
南
会
館
）

9
月
9
日
◦
安
倍
晋
三
首
相
が
視
察
来
町

	

◦
災
害
ご
み
自
己
搬
入
の
受
入
開
始
（
23
カ
所
）

	

◦
16
時
00
分
、
新
町
地
区
7
世

帯
に
避
難
勧
告
発
令
（
10
月

8
日
に
解
除
）

9
月
10
日
◦
厚
真
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
電
話
受
付
を
開

始
	

◦
最
後
の
行
方
不
明
者
を
発

見
。
そ
の
後
、
死
亡
を
確
認

	

◦
洗
濯
支
援
開
始

	

◦
21
時
00
分
、
胆
振
東
部
地
震

安倍首相視察〔陸上自衛隊第 7師団提供〕

厚
真
町 

発
災
後
1
年
の
歩
み

【
平
成
30（
２
０
１
８
）年
】

9
月
6
日
◦
3
時
7
分
、
胆
振
地
方
中
東
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
7
の

地
震
が
発
生

	

◦
3
時
15
分
、
厚
真
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置

	

◦
3
時
40
分
、
地
区
連
絡
班
に
全
避
難
所
の
開
設
を
指
示
。
町
内

地
区
巡
回
を
開
始

	

◦
道
内
全
域
（
約
２
９
５
万
戸
）
が
停
電

	

◦
町
内
全
域
で
断
水
を
確
認

	

◦
北
海
道
知
事
が
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
に
災
害
派
遣
要
請

	

◦
6
時
11
分
、
地
震
発
生
（
震
度
5
弱
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・
4
）

	

◦
14
時
30
分
、
災
害
救
助
法
適
用

	

◦
町
内
小
中
学
校
の
臨
時
休
校
を
決
定

	

◦
町
内
こ
ど
も
園
の
臨
時
休
園
を
決
定

	

◦
15
時
30
分
、
気
象
庁
が
地
震
発
生
時
に
厚
真
町
で
震
度
7
を
記

録
し
て
い
た
と
発
表

	

◦
自
衛
隊
・
消
防
・
警
察
な
ど
救
助
・
捜
索
活
動
を
開
始

	

◦
遺
体
の
安
置
・
検
視
を
開
始

	

◦
給
水
車
等
に
よ
る
給
水
支
援
開
始

	

◦
炊
き
出
し
等
に
よ
る
食
事
の
提
供
開
始

	

◦
支
援
物
資
の
受
入
・
提
供
開
始

	

◦
仮
設
ト
イ
レ
設
置

給水支援〔陸上自衛隊第 7師団提供〕
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9
月
18
日
◦
町
内
小
中
学
校
4
校
と
厚
真

高
校
で
授
業
再
開

	

◦
町
内
こ
ど
も
園
2
園
が
再
開

	

◦
住
家
被
害
認
定
全
戸
調
査
開

始

9
月
19
日
◦
新
町
浄
水
場
か
ら
順
次
飲
用

水
の
通
水
開
始

9
月
20
日
◦
町
、
町
議
会
、
関
係
団
体
に

よ
る
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

議
会
・
関
係
団
体
連
絡
会
議

を
開
催

	

◦
臨
時
災
害
放
送
局
「
あ
つ
ま
災
害
エ
フ
エ
ム
」（
Ｆ
Ｍ
81
・
４

Ｍ
ｈ
ｚ
）
開
局

	

◦
み
な
し
仮
設
住
宅
入
居
開
始

9
月
23
日
◦
18
時
00
分
、
吉
野
地
区
8
世
帯
に
避
難
指
示
（
緊
急
）
発
令

（
11
月
8
日
に
解
除
）

9
月
24
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
説
明
会

	

◦
広
報
あ
つ
ま
平
成
30
年
9
月

号
発
行

9
月
25
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
1
期
分
（
85

戸
）
の
建
設
着
工

9
月
27
日
◦
厚
真
葬
苑
（
火
葬
場
）
が
稼

働
再
開

9
月
28
日
◦「
激
甚
災
害
」
指
定
の
閣
議

決
定

に
よ
る
犠
牲
者
が
全
道
で
41
名
（
厚
真
町
36
名
、
札
幌
市
1

名
、
苫
小
牧
市
2
名
、
む
か
わ
町
1
名
、
新
ひ
だ
か
町
1
名
）

に
（
北
海
道
発
表
）

	
◦
町
長
記
者
発
表

	

◦
義
援
金
の
受
付
開
始

9
月
11
日
◦
上
厚
真
地
区
浄
水
場
か
ら
順
次
通
水
開
始

	

◦
厚
真
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
開
始

	

◦
14
時
00
分
、
東
和
地
区
1
世
帯
、
宇
隆
地
区
2
世
帯
に
避
難
指

示
（
緊
急
）
発
令
（
9
月
18
日
に
解
除
）

9
月
12
日
◦
り
災
証
明
書
の
交
付
申
請
の
受
付
開
始

	

◦
平
成
30
年
第
3
回
厚
真
町
議
会
定
例
会
が
流
会

	

◦
新
町
浄
水
場
か
ら
順
次
通
水
開
始

9
月
13
日
◦
正
午
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
黙
と
う

	

◦
役
場
庁
舎
前
に
献
花
台
を
設
置
（
〜
10
月
19
日
）

	

◦
12
時
56
分
、
新
町
地
区
3
世
帯
に
避
難
指
示
（
緊
急
）
発
令

（
10
月
14
日
に
解
除
）

	

◦
12
時
56
分
、
新
町
地
区
2
世
帯

に
避
難
勧
告
発
令
（
10
月
11
日

に
解
除
）

	

◦
17
時
00
分
、
新
町
地
区
2
世
帯

に
避
難
指
示
（
緊
急
）
発
令

（
10
月
13
日
に
解
除
）

9
月
14
日
◦
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
適
用

9
月
17
日
◦
上
厚
真
地
区
浄
水
場
か
ら
順
次

飲
用
水
の
通
水
開
始

あつま災害エフエム 関係機関代表者連絡会議〔北海道新聞社提供〕

黙とう
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9
月
29
日
◦
台
風
第
24
号
接
近
に
伴
う
厚
真

町
緊
急
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防

災
行
動
計
画
）
の
運
用
を
開
始

9
月
30
日
◦
り
災
証
明
書
の
交
付
開
始

	

◦
災
害
ご
み
集
積
所
を
す
べ
て
閉
鎖

	

◦
12
時
00
分
、
台
風
第
24
号
に
伴
い

17
地
区
１
５
１
世
帯
に
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
発
令

	

◦
14
時
30
分
、
台
風
第
24
号
接
近
に
伴
い
、
17
地
区
１
５
１
世
帯

に
避
難
勧
告
を
発
令
（
10
月
1
日
に
一
部
解
除
、
10
月
2
日
に

す
べ
て
解
除
）

10
月
1
日
◦
総
務
課
災
害
復
興
グ
ル
ー
プ
を
設
置

	

◦
生
活
再
建
支
援
制
度
申
請
窓
口
を
開
設

10
月
2
日
◦
給
食
セ
ン
タ
ー
が
給
食
提
供
を
再
開

	

◦
国
土
交
通
省
が
「
厚
真
川
水
系
土
砂
災
害
復
旧
事
務
所
」
設
置

10
月
4
日
◦
平
成
30
年
第
4
回
厚
真
町
議
会
臨
時
会

10
月
5
日
◦
8
時
58
分
、
地
震
発
生
（
震
度
5
弱
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・
2
）

	

◦
台
風
第
25
号
接
近
に
伴
う
厚
真
町
緊
急
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

運
用
を
開
始
（
10
月
7
日
に
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
運
用
終
了
）

10
月
6
日
◦
住
宅
の
応
急
修
理
受
付
開
始

	

◦
正
午
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
黙

と
う

	

◦
町
長
が
防
災
行
政
無
線
で
町
民

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
送

	

◦
14
時
00
分
、
台
風
第
25
号
接
近

に
伴
い
、
17
地
区
１
５
１
世
帯

に
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
を
発
令

	

◦
16
時
00
分
、
台
風
第
25
号
接
近

に
伴
い
、
17
地
区
１
５
１
世
帯

に
避
難
勧
告
発
令
（
10
月
7
日

に
解
除
）

10
月
9
日
◦
水
道
管
の
復
旧
作
業
が
完
了

10
月
11
日
◦
被
災
家
屋
の
解
体
・
撤
去
申
請

受
付
開
始

10
月
14
日
◦
陸
上
自
衛
隊
、
航
空
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
終
了

10
月
16
日
◦
生
活
再
建
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
第
1
版
を
発
行

10
月
19
日
◦
役
場
本
庁
舎
玄
関
内
に
献
花
台
を
設
置

10
月
22
日
◦
安
平
・
厚
真
行
政
事
務
組
合
じ
ん
芥
処
理
場
が
再
稼
働

10
月
24
日
◦
避
難
所
6
カ
所
、
避
難
者
２
１
４
人

10
月
26
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
入
居
説
明
会

10
月
29
日
◦
義
援
金
の
配
分
申
請
受
付
開
始

11
月
1
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
1
期
分
入
居
開
始

	

◦
こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま
営
業
再
開

（
露
天
風
呂
以
外
）

11
月
5
日
◦
避
難
所
5
カ
所
、
避
難
者
97
人

11
月
6
日
◦
正
午
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
黙
と
う

11
月
7
日
◦
避
難
所
3
カ
所
、
避
難
者
86
人

11
月
10
日
◦
災
害
ご
み
搬
出
完
了
セ
レ
モ
ニ
ー

黙とう

応急仮設住宅への引っ越し
陸上自衛隊・航空自衛隊撤収に伴う町民による見送り
〔北海道新聞社提供〕

り災証明書の交付
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11
月
15
日
◦
当
時
の
天
皇
（
現
上
皇
）、
皇
后
（
現

上
皇
后
）
両
陛
下
が
ご
訪
問

11
月
30
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
2
期
分
（
41
戸
）
の

入
居
開
始

	

◦
避
難
所
2
カ
所
、
避
難
者
36
人

12
月
6
日
◦
正
午
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
黙
と
う

	

◦
町
内
全
て
の
避
難
所
を
閉
鎖

12
月
15
日
◦
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
厚
真
町
慰
霊
式

12
月
25
日
◦
仮
設
住
宅
（
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
）
の
入
居
開
始

12
月
26
日
◦
明
日
へ
の
厚
真
の
愛
こ
と
ば	

	

“
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ	

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
”
作
成

12
月
28
日
◦
厚
真
町
災
害
対
策
本
部
を
廃
止

	

◦
厚
真
町
胆
振
東
部
地
震
復
旧
・
復
興
推
進
本
部
を
設
置

【
平
成
31
・
令
和
元（
２
０
１
９
）年
】

1
月
21
日
◦
応
急
福
祉
仮
設
住
宅
の
入
居
開
始

1
月
27
日
◦
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
絆
〜
手
と
手
を
繋
い
で
頑
張
ろ
う
厚
真
」

1
月
30
日
◦
地
区
ご
と
の
住
民
懇
談
会
を
12
回

開
催
（
〜
4
月
5
日
）

2
月
21
日
◦
21
時
22
分
、
地
震
発
生
（
震
度
6

弱
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・
8
）。
豊

沢
地
区
（
ル
ー
ラ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
ビ
レ
ッ
ジ
）
断
水

（
2
月
23
日
復
旧
）

3
月
1
日
◦
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
策
定
方

針
を
策
定

3
月
11
日
◦
共
同
仮
設
店
舗
「
京
町
キ
ュ
ー

ブ
」
利
用
開
始

4
月
1
日
◦
被
災
さ
れ
た
方
の
総
合
相
談
窓

口
を
開
設

4
月
6
日
◦
被
災
家
屋
等
の
公
費
解
体
の
開
始

4
月
22
日
◦
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
受
付
開
始

5
月
1
日
◦
こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま
の
露
天
風

呂
営
業
再
開

5
月
8
日
◦
鈴
木
直
道
知
事
が
視
察
来
町

6
月
1
日
◦
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
北
海
道
ル
ー
ト
に

選
出
さ
れ
る

6
月
15
日
◦
第
47
回
あ
つ
ま
田
舎
ま
つ
り
（
〜
6
月
16
日
）

6
月
29
日
◦
災
害
関
連
死
1
件
を
認
定

7
月
1
日
◦
一
部
損
壊
以
上
の
家
屋
等
の
解
体
費
補
助
受
付
開
始

7
月
27
日
◦
復
旧
・
復
興
計
画
策
定
に
向
け
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

8
月
8
日
◦
吉
野
地
区
に
献
花
台
を
設
置	

（
〜
18
日
、
9
月
6
日
〜
8
日
）

8
月
24
日
◦「
第
1
回
あ
つ
ま
復
興
未
来
会

議
」
を
開
催

9
月
6
日
◦
正
午
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て

黙
と
う

	
◦
役
場
庁
舎
前
に
献
花
台
を
設
置

9
月
7
日
◦
令
和
元
年
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
厚
真
町
追
悼
式

「ATSUMA LOVERS」
シンボルマーク

被災家屋の公費解体あつま復興未来会議

復興イベント
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被
害

吉野地区
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔北海道新聞社提供〕

吉野地区
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔北海道新聞社提供〕

朝日・桜丘地区
平成 30（2018）年 9月 10日撮影〔国土交通省北海道開発局提供〕

桜丘地区
平成 30（2018）年 9月 16 日撮影

桜丘地区
平成 30（2018）年 9月 16 日撮影
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被
害

富里浄水場
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔北海道提供〕

道道平取厚真線（宇隆地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔北海道提供〕

ルーラルビレッジ（豊沢地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

ハスカップ農園（朝日地区）
平成 30（2018）年 12 月 5 日撮影

道道千歳鵡川線（新町地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影
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被
害

富里地区
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔北海道新聞社提供〕
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被
害

高丘地区
平成 30（2018）年 9月 12 日撮影〔北海道提供〕

富里地区
平成 30（2018）年 9月 10日撮影〔北海道提供〕

地震発生時刻の午前 3時 7分で止まった時計（特別養護老人ホー
ム豊厚園）

東和地区
平成 30（2018）年 9月 27 日撮影

厚真大橋
平成 30（2018）年 9月 27 日撮影
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被
害

道路啓開（幌内地区）
平成 30（2018）年 9月 14 日撮影〔陸上自衛隊第 7師団提供〕

幌内地区
平成 30（2018）年 9月 7日撮影〔北海道提供〕

河道堀削作業（幌内地区）
平成 30（2018）年 9月 9日撮影〔北海道提供〕
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被
害

町道本郷桜丘線
平成 30（2018）年 9月 16 日撮影

幌里本線（幌里地区）
平成 30（2018）年 9月 17 日撮影

新町地区
平成 30（2018）年 9月 14 日撮影

障害者支援施設「厚真リハビリセンター」、特別養護老人ホーム
「豊厚園」、あつまデイサービスセンター（本郷地区）
平成 30（2018）年 9月 16 日撮影

旧鹿沼小学校
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影

倒壊した鳥居（新町地区）
平成 30（2018）年 9月 28 日撮影

浄化槽（上厚真地区）
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影

美里地区
平成 30（2018）年 9月 23 日撮影
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救
助
・
捜
索

平成 30（2018）年 9月 8日撮影〔陸上自衛隊第 7師団提供〕 平成 30（2018）年 9月 7日撮影〔陸上自衛隊第 7師団提供〕

平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔陸上自衛隊第 7師団提供〕平成 30（2018）年 9月 9日撮影〔北海道新聞社提供〕

平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔航空自衛隊第 2航空団提供〕 平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔札幌市消防局提供〕
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避
難

給水支援（総合福祉センター避難所前）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔厚真町社会福祉協議会提供〕

総合福祉センター避難所内の救護所
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔日本赤十字社北海道支部提供〕

自衛隊による入浴支援（厚南会館避難所）
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影

総合福祉センター避難所
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔厚真町社会福祉協議会提供〕

食事の配給（総合福祉センター避難所）
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影〔北海道新聞社提供〕
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避
難

厚真中央小学校避難所
平成 30（2018）年 9月 12 日撮影〔北海道提供〕

厚南会館避難所
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影

総合福祉センター避難所
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影

厚真町スポーツセンター避難所
平成 30（2018）年 11 月 1 日撮影

厚真中学校避難所
平成 30（2018）年 9月 17 日撮影
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支
援

他自治体の応援職員による建物被害調査
平成 30（2018）年 11 月 2 日撮影

支援物資の提供（あつまスタードーム）
平成 30（2018）年 12 月 8 日撮影

被災した鹿侵入防止策の再設置
平成 31（2019）年 4月 27 日撮影

厚真町商工会女性部の炊き出し
平成 30（2018）年 10 月 9 日撮影

災害ボランティア
平成 30（2018）年 10 月 14 日撮影
〔厚真町災害ボランティアセンター提供〕
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仮
設
住
宅

本郷仮設団地談話室での体操教室
平成 31（2019）年 3月 5日撮影

表町公園仮設団地
平成 30（2018）年 11 月 4 日撮影

トレーラーハウス
平成 31（2019）年 4月 24 日撮影

応急仮設福祉住宅（新町地区）
平成 31（2019）年 1月 21 日撮影

生活支援相談員（LSA）による巡回訪問
平成 31（2019）年 3月 5日撮影
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慰
霊

令和元年北海道胆振東部地震厚真町追悼式（総合福祉センター）
令和元（2019）年 9月 7日撮影

献花台（吉野地区）
令和元（2019）年 8月 13 日撮影

役場庁舎前の献花台
令和元（2019）年 9月 6日撮影

令和元年北海道胆振東部地震厚真町追悼式（総合福祉センター）
令和元（2019）年 9月 7日撮影

平成 30 年北海道胆振東部地震厚真町慰霊式（総合福祉センター）
平成 30（2018）年 12 月 15 日撮影
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復
旧
・
復
興

震災後初めての稲刈り（東和地区）
平成 30（2018）年 10 月 8 日撮影

災害ごみ集積所（新町パークゴルフ場）
平成 30（2018）年 10 月 10 日撮影

道道千歳鵡川線（本郷地区）
平成 30（2018）年 9月 12 日撮影〔北海道提供〕

治山復旧工事（東和地区）
令和元（2019）年 9月 4日撮影
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復
旧
・
復
興

当時の天皇（現上皇）、皇后（現上皇后）両陛下ご訪問（東和生活会館前）
平成 30（2018）年 11 月 15 日撮影

厚真町復興イベント「絆〜手と手を繋いで頑張ろう厚真」（総合福祉センター）
平成 31（2019）年 1 月 27 日撮影

厚真川水系チケッペ川直轄砂防工事
令和元（2019）年 8 月 2 日撮影〔国土交通省北海道開発局提供〕

共同仮設店舗 kyoumachi cube（キョウマチキューブ）
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心
か
ら
笑
顔
を
取
り
戻
せ
る

し
な
や
か
な
町
と
し
て
よ
み
が
え
る
た
め
に

あ
の
時
─
私
た
ち
は
②
〔
厚
真
町
〕�

厚
真
町
長

厚
真
町
長

　
　宮
坂
尚
市
朗

　
自
衛
隊
の
捜
索
が
始
ま
っ
た
の
は
午
前
9
時
く

ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
情
報
が
交
錯
し
て
い

る
中
で
、
ど
の
地
区
に
は
ど
の
部
隊
を
投
入
す
る

か
、
そ
の
た
め
の
ル
ー
ト
を
ど
う
確
保
す
る
か
を

災
害
対
策
本
部
で
関
係
機
関
と
協
議
を
し
て
い
た

状
況
で
す
。

─
行
方
不
明
者
の
捜
索
は
9
月
10
日
未
明
ま
で

続
き
ま
し
た
ね
。

　
発
災
当
日
は
午
前
6
時
く
ら
い
か
ら
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
救
助
さ
れ
た
方
が
徐
々
に
避
難
所
へ
到
着

し
、
そ
の
方
々
の
感
想
か
ら
も
凄せ
い

惨さ
ん

な
状
況
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
町
職
員
は
人
命
救
助
の
た
め

に
全
住
民
の
安
否
確
認
に
当
た
ら
せ
ま
し
た
。
被

災
し
た
方
は
誰
で
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
い
る
の
か
を
把
握
し
て
地
図
に
落
と
し
、
捜
索

機
関
と
共
有
し
ま
し
た
。

─
災
害
対
応
の
初
動
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
突
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
揺
れ
で
「
役
場
が
倒

壊
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
そ
ん
な
心
配
を
し

な
が
ら
家
を
出
ま
し
た
。
午
前
3
時
半
過
ぎ
に
厚

真
町
役
場
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
が
、
庁
舎
は

し
っ
か
り
建
っ
て
い
ま
し
た
し
、
自
家
発
電
機
が

稼
働
し
て
明
か
り
も
点
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
少

し
だ
け
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
状
況
を
把
握
し
よ
う
と
職
員
が
地
区
巡

回
を
行
う
と
と
も
に
、
避
難
所
の
開
設
を
指
示
し

ま
し
た
。
道
路
の
寸
断
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど
の
報

告
が
入
り
、
深
刻
な
状
況
で
あ
る
と
わ
か
り
始
め

ま
し
た
。
消
防
署
に
は
「
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る

か
ら
助
け
て
く
れ
」「
家
族
が
命
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
出
動
要
請
が
入
っ
て
い
た

の
で
、
一
刻
も
早
く
救
出
す
る
た
め
に
消
防
や
自

衛
隊
な
ど
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り
、
夜
明
け
と

同
時
に
人
命
救
助
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
即
座
に

開
始
し
ま
し
た
。

　
夜
明
け
と
と
も
に
テ
レ
ビ
に
は
上
空
か
ら
撮
っ

た
映
像
が
流
れ
始
め
、
想
像
以
上
の
甚
大
な
被
害

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
衛
隊
の
災
害

派
遣
の
要
請
権
限
は
知
事
に
あ
り
ま
す
が
、
早
急

に
対
応
す
る
た
め
、
自
衛
隊
幹
部
の
方
々
と
直
接

情
報
交
換
し
な
が
ら
対
応
策
を
考
え
ま
し
た
。
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ま
た
、
避
難
さ
れ
た
方
々
の
命
を
守
る
た
め
、

水
道
も
電
気
も
通
っ
て
い
な
い
状
況
の
中
、
と
に

か
く
医
療
機
関
が
稼
働
で
き
る
状
態
に
す
る
よ
う

指
示
を
出
し
ま
し
た
。
ま
も
な
く
必
要
な
捜
索
機

関
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
を
含
む
た
く
さ
ん
の
部
隊
に
は
、

我
々
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
早
く
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
捜
索
活
動
は
4
日
間
に
な
り
ま
し
た

が
、
誰
も
二
次
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
ず
、
行
方
不

明
者
全
員
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
4
日
間
は
、
胆
振
東
部
地
震
の
中
で
も
非
常

に
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
町
で
は
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
洪
水
や
津

波
な
ど
の
大
災
害
に
備
え
て
訓
練
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
町
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
東
北
大
学
災

害
科
学
国
際
研
究
所
助
教
の
定
池
祐
季
さ
ん
に

は
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
に
兵
庫
県
に
あ
る

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
の
ご
協
力
の
も
と

に
実
施
し
た
職
員
向
け
の
図
上
訓
練
が
縁
で
、
町

内
の
学
校
で
の
防
災
授
業
等
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
度
か
ら

は
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
防
災
教
育
や
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
対
象
の
研
修
な
ど
、
本
町
の
防

災
の
取
り
組
み
全
般
に
力
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
震
災
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
の
お
か
げ
も
あ
り
、
あ
る

程
度
的
確
な
初
動
対
応
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

町
職
員
約
１
０
０
名
と
い
う
少
な
い
人
数
で
し
た

が
、
事
前
の
研
修
や
訓
練
が
生
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

─
行
方
不
明
者
の
捜
索
で
は
地
域
の
方
々
が
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　
今
回
の
震
災
で
は
、
近
所
の
住
民
同
士
で
救
助

や
安
否
確
認
、
避
難
を
行
っ
た
方
も
多
く
い
ま

す
。
あ
れ
だ
け
大
き
な
被
害
が
出
た
中
、
4
日
間

で
捜
索
活
動
を
終
え
ら
れ
た
の
は
、
地
域
の
方
々

か
ら
「
こ
こ
の
家
に
は
誰
と
誰
が
い
て
、
1
階
に

寝
て
い
る
人
は
誰
、
2
階
に
寝
て
い
る
人
は
誰
」

と
い
っ
た
的
確
な
情
報
を
い
た
だ
き
な
が
ら
捜
索

活
動
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
、
地
域
内
の
人
間
関
係
の
濃
さ
が
こ

の
成
果
を
生
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
会
活
動
イ
コ
ー
ル
自
分
た
ち
の
命
を
守
る

こ
と
な
ん
だ
。
自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と
は
意
義

の
あ
る
こ
と
な
ん
だ
と
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
今
ま
さ
に
、
さ

ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
防
災
意
識
社
会
に
向
け
、
地

被災状況などについて記者会見を行う宮坂町長（中央）

区
ご
と
の
防
災
計
画
を
練
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

─
避
難
所
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
す
べ
て
の
避
難
所
を
開
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た

が
、
職
員
か
ら
の
被
害
状
況
の
報
告
を
聞
く
に
つ

れ
、
避
難
所
で
の
生
活
が
長
期
化
す
る
と
判
断

し
、
大
型
施
設
の
避
難
所
へ
集
約
し
ま
し
た
。
9
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月
7
日
に
は
人
口
の
お
よ
そ
4
分
の
1
に
当
た
る

１
、１
１
０
人
を
超
え
る
方
が
避
難
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
避
難
所
で
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
本
部
長
は
災
害
対
策
本
部
か
ら
移
動
し
な
い
の

が
鉄
則
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
発
災
か
ら
2

日
目
の
朝
に
お
も
な
避
難
所
を
回
り
ま
し
た
。

「
今
こ
こ
に
い
て
不
便
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

現
場
に
は
人
命
救
助
を
待
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ

ん
い
る
。
命
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
の
方
が
た
く

さ
ん
い
る
の
で
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
」
と
状
況
を
大
ま
か
に
説
明
し
て
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
聞
い
た
方
が
そ
れ
ぞ
れ
避
難
し
て
き

た
方
々
に
伝
え
、
自
分
た
ち
も
し
ば
ら
く
我
慢
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。─

い
ち
早
く
発
災
翌
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
ね
。

　
同
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
岡
山
県
倉
敷
市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
、
3
名
の
職
員
を
8
月
に
派
遣
し
て
い
ま

し
た
。
職
員
か
ら
「
想
像
以
上
に
大
変
で
し
た

が
、
様
々
な
場
面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
で
、

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
セ
ン
タ
ー
が
機
能
し
な
い

と
災
害
復
旧
が
進
ま
な
い
」
と
復
命
を
受
け
た
の

で
す
。
ま
っ
た
く
の
偶
然
で
、
地
震
の
数
週
間
前

の
話
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
頭
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
被

災
し
て
す
ぐ
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
そ
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
ん
ど
ん
駆

け
つ
け
て
く
る
。
駆
け
つ
け
て
く
る
方
々
は
プ
ロ

な
の
で
、
学
び
な
が
ら
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言

い
ま
し
た
。

　
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
北
海
道
社
会
福
祉
協
議

会
も
含
め
各
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
り
、
手
助
け
を
受
け
な
が
ら
体
制
を
整

え
て
い
き
ま
し
た
。
の
ち
の
感
想
と
し
て
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ほ
う
が
プ
ロ
だ
っ
た
。
た

く
さ
ん
の
方
が
本
当
に
親
身
に
な
っ
て
活
動
し
て

く
だ
さ
っ
た
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
ね
。

─
町
も
東
北
各
県
の
対た

い
口こ

う
支
援
を
は
じ
め
、
多

く
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
ね
。

　
対
口
支
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
驚
き
ま

し
た
。
東
北
は
震
災
復
興
の
途
上
な
の
に
、
わ
ざ

わ
ざ
職
員
を
引
き
連
れ
て
来
て
く
れ
た
こ
と
に
非

常
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
し
、
実
際
の
体
験
者
で

す
か
ら
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
足
り
な
い
と
こ

ろ
、
こ
れ
か
ら
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
、
こ
う
い
っ

た
も
の
も
的
確
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
応
急
期

か
ら
復
旧
期
に
移
行
す
る
手
助
け
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
の
皆
さ
ん
に
は
、
災

害
復
旧
事
業
の
査
定
業
務
で
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
の
た
め
に
短
期
間
に
被
害
額
を
ま
と
め

て
申
請
す
る
業
務
が
あ
る
の
で
す
が
、
町
職
員
の

土
木
担
当
者
が
4
名
し
か
い
な
い
た
め
、
こ
れ
は

手
に
負
え
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
。
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
皆
さ
ん
が
事
前

調
査
を
し
て
く
だ
さ
り
、
調
査
結
果
を
ほ
と
ん
ど

完
成
品
に
近
い
形
で
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
で
復
旧
作
業
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
各
地
区
で
地
域

懇
談
会
を
開
き
、
復
旧
に
向
け
て
分
野
別
の
目
標

を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

─
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
は
い
か
が
で
し
た

か
？

　
仮
設
住
宅
の
建
設
に
当
初
4
カ
月
か
か
る
計
画

で
し
た
が
、
北
海
道
に
は
迅
速
に
3
カ
月
で
建
設

し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
少
し
で
も
落
ち
着
い

た
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
全
力
で
支
援
に
取
り
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組
み
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
大
き
な
こ
と
は
福
祉
仮
設
住
宅
で

す
。
前
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
認
め
て
も
ら
う
の

に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。「
今
後
も
自
然
災
害

で
福
祉
施
設
が
被
災
す
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
だ
か

ら
、
新
た
な
制
度
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
我
々

は
そ
の
試
金
石
に
な
り
ま
す
」
と
覚
悟
を
示
し

て
、
北
海
道
に
福
祉
仮
設
住
宅
を
建
て
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
あ
ら
ゆ
る
機
関
に
は
3
町
で
意
見
を
統
一
し
て

要
望
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
受
け
止
め

る
各
関
係
機
関
も
対
応
し
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。─

11
月
15
日
に
当
時
の
天
皇
（
現
上
皇
）
皇
后

（
現
上
皇
后
）
両
陛
下
が
お
見
舞
い
に
見
え

ら
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
ご
感
想
を
お
持
ち
で

す
か
？

　
非
常
に
緊
張
し
ま
し
た
。
お
越
し
に
な
る
と
い

う
連
絡
を
い
た
だ
い
た
時
に
は
、
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
町
民
は
徐
々
に
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
も
の

の
、
ど
う
し
て
も
目
線
が
下
を
向
い
て
い
る
。
明

る
い
話
が
し
づ
ら
い
状
況
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
11
月
15
日
に
両
陛
下
を
お
迎
え
し

た
喜
び
が
身
体
か
ら
に
じ
み
出
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
町
民
の
様
子
を
見
て
、
こ
こ
か
ら
厚
真
町
は
前

向
き
に
変
わ
れ
る
、
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
を
両
陛
下
に
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

─
こ
れ
か
ら
の
厚
真
町
に
つ
い
て
抱
負
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
震
災
で
は
、
3
万
人
以
上
の
方
々
が
厚

真
町
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

全
道
、
全
国
か
ら
支
援
物
資
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
金

銭
的
な
支
援
も
あ
り
、
本
当
に
大
勢
の
方
々
に
応

援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
方
々
と
の

関
係
を
も
っ
と
中
身
の
濃
い
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
手
を
借
り
、
そ

し
て
被
災
者
と
共
に
心
か
ら
笑
顔
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
な
新
し
い
厚
真
町
。
北
海
道
の
食
料
生
産
基

地
と
し
て
、
ま
た
、
都
市
部
の
皆
さ
ん
に
こ
の
大

自
然
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
厚
真
町
。

そ
ん
な
懐
の
深
い
、
し
な
や
か
な
町
と
し
て
よ
み

が
え
る
た
め
に
も
、
色
々
な
関
係
者
の
力
を
お
借

り
し
た
い
。
そ
の
関
係
者
と
の
ご
縁
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

被害状況や復旧事業などを説明した住民懇談会
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が
収
ま
っ
て
か
ら
家
族
全
員
を
リ
ビ
ン
グ
に
集
め

ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か

ら
ず
、
放
心
状
態
。
現
実
的
で
あ
っ
て
現
実
で
な

い
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

高
橋
　と
ん
で
も
な
い

揺
れ
で
、
と
っ
さ
に
隣

で
寝
て
い
た
妻
と
娘
に

覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
か
ば

い
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
物
が
倒
れ
て
ぐ
ち
ゃ
ぐ

ち
ゃ
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
気
に
な
り
外
に
出
る

と
、
タ
ン
ク
が
倒
れ
て
軽
油
が
流
出
し
て
い
ま
し

た
。
リ
フ
ト
で
タ
ン
ク
を
起
こ
し
て
い
る
時
に
消

防
の
サ
イ
レ
ン
を
聞
い
た
ん
で
す
。

田
中

　署
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら
せ
な
か
っ
た
の

で
、
消
防
車
両
の
サ
イ
レ
ン
を
一
斉
に
鳴
ら
し
た

ん
で
す
。

高
橋
　私
は
そ
れ
を
聞
い
た
ん
で
す
ね
。

高橋 清吾さん

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
壮
絶
な
状
況

人
と
のつ
な
が
り
が
救
助
・
捜
索
活
動
に
生
き
る

あ
の
時
─
私
た
ち
は
②
〔
厚
真
町
〕�

胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
署
厚
真
支
署
・
厚
真
消
防
団

胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
署
厚
真
支
署
警
防
1
係
長

　田
中
淳
一
さ
ん

厚
真
消
防
団
第
1
分
団
班
長
（
宇
隆
地
区
・
農
業
）�

高
橋
清
吾
さ
ん

　
　
　
　
　第
1
分
団
班
長
（
東
和
地
区
・
農
業
）�

尾
谷

　彰
さ
ん

　
　
　
　
　団
員
（
富
里
地
区
・
農
業
）�

石
井
幸
秀
さ
ん

─
地
震
発
生
時
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

田
中
　発
災
当
時
、
厚

真
支
署
に
は
26
人
の
隊

員
が
所
属
し
、
5
人
で

夜
勤
に
当
た
っ
て
い
ま

し
た
。
仮
眠
室
で
眠
っ
て
い
た
時
に
地
震
が
発
生

し
、
大
の
大
人
が
悲
鳴
を
上
げ
た
ん
で
す
。
揺
れ

が
収
ま
っ
た
あ
と
、
同
僚
に
非
常
用
の
発
電
機
を

回
す
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
ぱ
っ
と
明
か
り
が
点
く

と
、
辺
り
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。
ロ
ッ
カ
ー
は
倒
れ
、

あ
ら
ゆ
る
物
が
フ
ロ
ア
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

非
常
招
集
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
そ
う
と
し
ま
し
た

が
、
電
気
系
の
ト
ラ
ブ
ル
で
使
用
不
能
で
し
た
。

尾
谷

　私
は
自
宅
で
し

た
。
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
揺
れ
で
目

が
覚
め
ま
し
た
。
揺
れ

田中 淳一さん尾谷 彰さん

石
井
　僕
も
自
宅
で
寝

て
い
た
ん
で
す
が
、
家

の
中
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

に
な
り
ま
し
た
。
家
族

で
片
付
け
を
し
て
い
る
と
団
員
の
招
集
の
防
災
無

線
が
流
れ
た
の
で
、
あ
と
の
こ
と
は
両
親
に
任
せ

て
家
を
出
ま
し
た
。

─
そ
の
後
、
初
動
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
ま
し
た
か
？

田
中
　職
員
に
怪
我
が
な
い
か
、
サ
イ
レ
ン
は
鳴

る
の
か
、
出
動
で
き
る
か
、
車
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

は
開
く
の
か
な
ど
、
も
ろ
も
ろ
の
確
認
を
し
ま
し

た
。
団
員
さ
ん
も
震
度
4
以
上
で
自
動
招
集
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
来
て
も
ら
え
る
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
最
初
の
確
認
が
終
わ

り
、
午
前
3
時
25
分
頃
に
街
中
の
被
害
を
確
認
し 石井 幸秀さん
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よ
う
と
職
員
1
隊
2
名
を
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て

午
前
3
時
40
分
頃
に
最
初
の
通
報
が
入
り
ま
す
。

吉
野
地
区
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
。

　救
助
隊
1
隊
を
編
成
し
て
出
動
さ
せ
た
の
で
す

が
、
朝
日
地
区
か
ら
先
に
行
け
な
い
。
富
里
地
区

か
ら
回
り
込
む
よ
う
に
指
示
を
出
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ル
ー
ト
も
道
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
。
ど
う

や
っ
て
も
吉
野
地
区
に
入
れ
な
い
。
ど
う
し
よ
う

も
な
い
の
で
、
行
け
る
所
か
ら
活
動
を
始
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
朝
日
地
区
の
家
が
土
砂
に
流
さ

れ
た
と
い
う
通
報
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
捜

索
に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
美
里
地
区
で
も
生
き
埋
め
が
発
生
し
た
、
声

が
す
る
、
と
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、
団
員
さ
ん
に

確
認
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
間
に
木
炭

窯
が
つ
ぶ
れ
て
火
災
が
発
生
し
、
職
員
と
団
員
で

消
火
隊
を
編
成
し
て
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

発
災
か
ら
9
月
10
日
ま
で
全
団
員
90
名
が
捜
索
活

動
や
安
否
確
認
に
当
た
り
ま
し
た
。

─
消
防
団
の
皆
さ
ん
は
す
ぐ
に
支
署
に
駆
け
つ

け
た
の
で
す
か
？

尾
谷

　ま
ず
、
地
元
の
自
警
団
と
し
て
地
区
の
安

否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
近
所
の
方
か
ら
「
知
り

合
い
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

の
で
、
見
に
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
た
ん
で

す
。
生
き
埋
め
に
な
っ
て
い
る
と
の
話
だ
っ
た
の

で
地
元
の
皆
さ
ん
で
す
ぐ
救
助
に
向
か
い
ま
し

た
。
そ
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
裏
山
の
土
砂
で
流

さ
れ
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
奇
跡
的
に
残
っ
た
屋
根
と

ベ
ッ
ド
の
間
に
挟
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
近
所
の
人

た
ち
が
声
を
か
け
る
と
、「
助
け
て
く
れ
ー
」
と

い
う
声
が
か
す
か
に
聞
こ
え
て
き
た
ん
で
す
。
近

所
の
人
に
ジ
ャ
ッ
キ
を
持
っ
て
き
て
も
ら
い
、
屋

根
を
持
ち
上
げ
ま
し
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
息
子
さ

ん
も
消
防
団
員
だ
っ
た
の
で
、
一
緒
に
屋
根
の
下

に
も
ぐ
り
込
み
、
1
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
何
と
か

助
け
出
し
た
ん
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
一
人
暮
ら

し
の
人
が
多
い
の
で
、
そ
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
息
子

さ
ん
に
任
せ
、
私
は
見
回
り
に
出
ま
し
た
。
見
回

り
の
あ
と
に
署
に
向
か
っ
た
の
で
、
着
い
た
の
は

午
前
8
時
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

石
井
　非
常
招
集
が
か
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
の

東
和
地
区
の
道
か
ら
署
に
向
か
っ
た
ん
で
す
が
、

土
砂
崩
れ
で
道
が
ふ
さ
が
っ
て
通
れ
な
い
。
迂う

回か
い

し
よ
う
と
吉
野
地
区
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
土
砂

崩
れ
で
、
こ
こ
も
通
れ
な
い
。
付
近
を
警
戒
し
て

い
た
富
里
地
区
の
自
警
団
の
人
た
ち
に
声
を
か
け

る
と
、
川
沿
い
の
農
道
な
ら
通
れ
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
言
い
ま
す
。
軽
ト
ラ
が
よ
う
や
く
通
れ
る

ほ
ど
の
砂
利
道
か
ら
署
へ
向
か
い
ま
し
た
。

高
橋
　道
路
が
め
く
れ
た
り
、
橋
に
段
差
が
出
来

た
り
、
本
当
に
行
け
る
の
か
？
と
思
い
ま
し
た
が

何
と
か
進
み
、
早
い
時
間
に
署
に
着
い
て
い
ま

す
。
副
団
長
と
共
に
あ
る
現
場
へ
行
っ
て
く
れ
と

指
示
さ
れ
、
消
防
の
車
で
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の

家
は
す
で
に
崩
れ
て
い
ま
し
た
。
2
階
で
寝
て
い

た
方
は
助
か
り
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
ご
家
族
は
崩

れ
た
家
の
下
敷
き
に
。
何
度
も
大
声
で
呼
び
か
け

ま
し
た
が
、
返
答
が
な
い
。
重
機
や
機
材
も
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
苦

渋
の
決
断
で
、
現
状
を
確
認
し
て
署
に
戻
り
ま
し

た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
富
里
地
区
か
ら
石
井

君
が
来
た
ん
で
す
。

─
支
署
に
到
着
し
て
か
ら
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
ま
し
た
か
。

高
橋
　土
砂
崩
れ
で
北
部
に
は
車
で
行
け
な
い
と

思
っ
て
い
た
時
に
石
井
君
が
来
た
の
で
、「
お
ま

え
、
ど
う
や
っ
て
来
た
ん
だ
よ
」
と
聞
き
ま
し

た
。
通
れ
る
道
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
富
里
地
区
の

奥
に
あ
る
高
丘
地
区
や
幌
内
地
区
に
行
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
私
の
叔
父
が
高
丘
地
区
に
住
ん
で

い
て
心
配
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
調
査
隊
が
編
成

さ
れ
た
時
、
真
っ
先
に
手
を
挙
げ
ま
し
た
。
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　叔
父
の
家
の
50
メ
ー
ト
ル
手
前
の
カ
ー
ブ
が
土

砂
崩
れ
で
、
先
に
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
の
部
長
さ
ん
に
「
こ
の
先
に
叔
父
さ
ん
の
家

が
あ
る
か
ら
、
行
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
」
と
言

う
と
「
よ
し
、
い
く
べ
！
」

　土
砂
を
越
え
る
と
、
あ
る
は
ず
の
家
が
な
い
。

血
の
気
が
引
き
ま
し
た
。
半
分
泣
き
な
が
ら
駆
け

下
り
た
ん
で
す
が
、
叔
父
さ
ん
と
息
子
さ
ん
の
返

事
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
叔
母
さ
ん
は
2
階
で
寝

て
い
た
よ
う
で
無
事
だ
っ
た
ん
で
す
。
頭
に
怪
我

を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
町
内
の
病
院
に
連

れ
て
行
き
ま
し
た
。

　石
井
君
が
あ
の
農
道
を
使
っ
て
来
て
く
れ
な

か
っ
た
ら
、
そ
の
道
が
通
れ
る
と
い
う
情
報
が
1

時
間
で
も
遅
れ
た
ら
、
部
長
さ
ん
が
「
い
く
べ
」

と
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
叔
母
さ
ん
は
生
き

て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

石
井
　私
は
富
里
地
区
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
富

里
地
区
と
幌
内
地
区
の
様
子
を
見
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
富
里
地
区
で
は
地
元
の
人
が
土
砂

崩
れ
の
現
場
に
集
ま
っ
て
い
た
の
で
、
誰
が
行
方

不
明
だ
と
か
地
域
の
状
況
を
聞
き
取
っ
て
、
幌
内

地
区
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
幌
内
マ
ナ

ビ
ィ
ハ
ウ
ス
（
公
民
館
）
に
地
元
の
方
々
が
集

ま
っ
て
い
た
の
で
、
状
況
を
聞
き
取
り
、
無
線
を

使
っ
て
署
の
指
揮
本
部
に
連
絡
し
ま
し
た
。

　署
に
戻
る
と
、
吉
野
地
区
に
行
く
よ
う
に
指
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
も
土
砂
崩
れ
で
家
が
数
十

メ
ー
ト
ル
先
の
田
ん
ぼ
ま
で
流
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
。
土
砂
の
中
か
ら
屋
根
が
出
て
い
た
の
で
、
見

え
る
範
囲
で
鉄
板
を
剝
が
し
て
み
た
ん
で
す
が
、

下
手
な
所
を
触
っ
て
崩
れ
て
も
危
険
で
す
か
ら
、

結
局
何
も
で
き
な
い
状
態
で
し
た
ね
。

田
中
　午
前
4
時
台
の
ま
だ
暗
い
時
間
帯
で
し
た

が
、
署
に
私
一
人
に
な
る
時
間
帯
も
あ
り
ま
し

た
。「
家
が
崩
れ
て
流
れ
そ
う
だ
」
と
い
う
通
報

が
入
っ
た
ん
で
す
が
、「
人
員
も
車
両
も
出
払
っ

て
お
り
、
今
は
行
け
ま
せ
ん
」
と
し
か
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
25
年
間
消
防
に
勤
め
て
い
ま
す
が
、

出
動
で
き
な
い
の
は
初
め
て
で
す
。
強
い
無
力
感

を
覚
え
ま
し
た
ね
。

─
当
日
の
午
後
か
ら
は
ど
う
の
よ
う
な
活
動
に

な
り
ま
し
た
か
？

田
中
　当
日
の
昼
ま
で
に
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防

の
広
域
応
援
隊
が
到
着
し
て
い
た
の
で
、
幌
内
地

区
の
捜
索
を
分
担
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
土
砂
崩
れ
で
地
形
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
自
衛
隊
・
消
防
庁
の
航
空
写
真
や
グ
ー
グ
ル

マ
ッ
プ
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
地
震
前
後
を
比

較
し
、
家
の
位
置
を
推
定
し
て
作
業
に
入
り
ま
し

た
。

尾
谷
　初
日
は
手
掘
り
で
す
。
道
が
崩
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
重
機
が
現
場
に
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。

石
井
君
の
発
見
し
た
ル
ー
ト
が
唯
一
で
す
か
ら
、

そ
こ
も
車
両
が
通
る
た
び
に
状
態
が
悪
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

高
橋
　家
や
道
路
が
完
全
に
土
砂
に
埋
ま
っ
て
し

ま
い
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

「
屋
根
が
あ
る
か
ら
こ
の
辺
り
だ
ろ
う
」
と
思
っ

て
掘
っ
て
も
見
当
違
い
だ
っ
た
り
、
泥
だ
ら
け
の

木
を
切
っ
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
す
ぐ
に
切
れ
な
く

な
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
早
く
見
つ
け
て
あ
げ
た

い
─
そ
の
思
い
だ
け
で
し
た
。

　ま
た
、
報
道
機
関
の
車
両
が
捜
索
現
場
に
長
蛇

の
列
を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
、
到
着
ま
で
時
間
が

か
か
り
、
大
変
困
り
ま
し
た
。

田
中
　本
来
で
あ
れ
ば
消
防
団
員
さ
ん
だ
け
で
現

場
に
向
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん

が
、
緊
急
事
態
で
は
そ
う
は
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
ふ
だ
ん
か
ら
の
信
頼
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

尾
谷

　消
防
団
と
し
て
役
割
以
上
の
も
の
を
求
め

ら
れ
た
意
識
は
な
く
、
消
防
団
に
入
っ
た
以
上
、

や
る
べ
き
こ
と
を
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
で
す
。
消
防
団
だ
か
ら
こ
れ
以
上
や
っ
て
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は
い
け
な
い
と
い
う
意
識
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

高
橋
　僕
ら
消
防
団
員
は
団
長
の
訓
示
で
「
我
々

の
使
命
は
町
民
の
命
を
守
る
こ
と
だ
」
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
、
こ
れ
が
そ
う
な
ん
だ

と
、
あ
と
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

─
こ
の
地
震
を
経
験
し
て
、
今
思

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

尾
谷
　地
震
を
経
験
し
て
、
ふ
だ
ん

か
ら
の
防
災
意
識
は
高
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
人
と
人
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

高
橋
　ふ
だ
ん
か
ら
の
備
え
、
そ
し

て
ふ
だ
ん
か
ら
の
隣
近
所
の
付
き
合

い
の
大
切
さ
。
あ
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
自
分
一
人
で
は
ど
う

し
よ
う
も
で
き
な
い
で
す
か
ら
。

石
井
　今
回
は
団
体
と
し
て
救
助
す

る
側
で
し
た
が
、
今
後
、
身
近
の
誰

に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
か
わ

か
ら
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
つ
ね
に

周
り
の
人
の
こ
と
を
考
え
て
大
切
に

し
て
い
き
た
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

田
中
　一
瞬
に
し
て
起
こ
っ
た
広
域
の
土
砂
災
害

へ
の
備
え
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
僕
ら
に
と
っ
て

は
重
た
い
教
訓
で
す
。
防
災
に
は
「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
が
大
切
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

震
災
で
「
共
助
」
の
大
切
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ

ま
し
た
。
僕
ら
の
手
が
回
ら
な
い
時
に
、
自
治
会

の
皆
さ
ん
、
近
所
の
皆
さ
ん
の
助
け
が
必
要
な
ん

だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

被災現場で活動する職員・団員〔胆振東部消防組合提供〕

重機で捜索する緊迫した現場〔札幌市消防局提供〕
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員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
震
災
直

後
は
町
内
の
自
宅
に
い
て
、
目
が
覚
め
る
の
と
同
時

に
揺
れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

武
田
　私
は
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
相
談
員

兼
支
援
係
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
震
災
当

日
は
夜
勤
で
仮
眠
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

日
、
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
、
豊
厚
園
に
は
夜

勤
者
が
そ
れ
ぞ
れ
3
名
、
宿
直
1
名
の
合
計
7
名

が
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　も
の
す
ご
い
揺
れ
で
目
を
覚
ま
し
、
被
害
状
況

を
確
認
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
照
明
が
点
き

ま
せ
ん
。
暗
闇
に
目
が
慣
れ
て
も
、
舞
い
上
が
っ

た
ち
り
や
ほ
こ
り
で
視
界
が
遮
ら
れ
ま
し
た
。
懐

中
電
灯
を
使
っ
て
利
用
者
の
安
否
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
誰
も
負
傷
し
て
お
ら
ず
、
ひ
と
ま
ず
安
心

し
ま
し
た
。
ボ
イ
ラ
ー
の
配
管
が
破
損
し
て
お

り
、
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る
火
災
の
危
険
が
あ
る
た

全
道
の
避
難
先
や
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
の
思
い
を
糧
に

あ
の
時
─
私
た
ち
は
②
〔
厚
真
町
〕�

社
会
福
祉
法
人�

北
海
道
厚
真
福
祉
会

社
会
福
祉
法
人�

北
海
道
厚
真
福
祉
会

障
害
者
支
援
施
設
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー�

支
援
係
長

　
　武
田
裕
人
さ
ん

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
豊
厚
園 

主
任
介
護
士�

久
保
朋
子
さ
ん

─
法
人
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

武
田
　北
海
道
厚
真
福

祉
会
は
、
昭
和
52
（
１

９
７
７
）
年
に
設
立
認

可
を
受
け
、
翌
年
1
月

に
「
障
害
者
支
援
施
設
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
」、
昭
和
63
年
11
月
に
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
豊
厚
園
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
現
在
は
そ
の
二

つ
の
事
業
所
に
加
え
て
「
あ
つ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」「
厚
南
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」「
あ
つ

ま
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

─
お
二
人
は
ど
こ
で
地
震
を
迎
え
ま
し
た
か
？

久
保

　私
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
豊
厚
園
の

主
任
介
護
士
と
し
て
入

居
者
の
介
護
や
介
護
職

武田 裕人さん久保 朋子さん

め
、
す
ぐ
に
利
用
者
の
避
難
を
開
始
し
ま
し
た
。

─
ど
う
や
っ
て
利
用
者
全
員
を
避
難
さ
せ
た
の

で
す
か
？

武
田
　両
施
設
合
わ
せ
て
１
１
１
人
（
豊
厚
園
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
3
人
を
含
む
）
の
利
用
者
が
い

る
う
え
に
自
分
で
歩
け
る
人
が
少
な
く
、
避
難
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
時
は

「
何
と
か
し
な
く
て
は
」
と
い
う
使
命
感
に
駆
ら

れ
、
無
我
夢
中
で
し
た
。
豊
厚
園
は
1
階
、
厚
真

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
は
2
階
に
入
居
棟
が
あ
る
た

め
、「
避
難
用
す
べ
り
台
を
使
う
」「
背
負
う
」

「
抱
き
か
か
え
る
」「
ベ
ッ
ド
ご
と
移
動
さ
せ
る
」

な
ど
、
利
用
者
さ
ん
の
状
況
に
応
じ
て
避
難
さ
せ

ま
し
た
。

　午
前
4
時
30
分
頃
に
全
員
の
避
難
が
完
了
し
ま

し
た
。
少
な
い
職
員
で
避
難
さ
せ
る
の
は
大
変
で
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し
た
が
、
も
し
火
災
が
発
生
し
て
い
た
ら
と
思
う

と
、
今
で
も
ぞ
っ
と
し
ま
す
ね
。

─
そ
の
後
、
ど
ち
ら
に
避
難
し
た
の
で
す
か
？

武
田
　厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の
避
難
場
所
と

し
て
本
郷
マ
ナ
ビ
ィ
ハ
ウ
ス
（
公
民
館
）
を
確
保

し
ま
し
た
。
前
日
、
そ
こ
で
利
用
者
の
葬
儀
を

行
っ
て
お
り
、
鍵
を
借
り
て
い
た
の
で
ス
ム
ー
ズ

に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

久
保
　豊
厚
園
の
利
用
者
は
厚
真
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
移
動
し
ま
し
た
。
寝
た
き
り
な
ど
重
度

の
利
用
者
は
、
近
隣
に
あ
る
他
法
人
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
避
難
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
で
は
、
避
難
し

て
い
る
一
般
の
町
民
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
を
豊

厚
園
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
確
保
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
て
る
よ
う
カ
ー

テ
ン
で
仕
切
り
オ
ム
ツ
の
脱
着
を
行
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
施
設
と
は
勝
手
が
違
い
ま
す
。
状
況

が
理
解
で
き
ず
、
混
乱
さ
れ
て
い
る
利
用
者
が
お

り
、
周
り
の
町
民
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
け
ま
し
た
。
私
た
ち
職
員
も
、

こ
の
先
い
っ
た
い
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
大

き
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
に
は

不
安
な
顔
を
見
せ
ら
れ
な
い
の
で
、「
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
困
難
か
ら
逃
げ
ず
に
乗
り

切
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
で
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

─
町
内
の
避
難
所
に
ど
れ
く
ら
い
滞
在
し
た
の

で
す
か
？

武
田
　老
人
福
祉
施
設
協
議
会
や
、
北
海
道
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
施
設
が

受
け
入
れ
を
申
し
出
て
く
れ
た
た
め
、
そ
の
日
の

う
ち
に
全
道
約
10
カ
所
の
施
設
に
避
難
を
開
始
し

ま
し
た
。
高
速
道
路
が
使
用
で
き
な
い
の
で
、
一

番
遠
い
新
得
町
へ
も
一
般
道
で
の
移
動
で
し
た
。

災
害
を
想
定
し
て
い
く
つ
か
の
法
人
と
防
災
協
定

を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
現
実

に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

─
分
散
避
難
の
苦
労
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

武
田
　避
難
先
と
な
る
施
設
す
べ
て
に
職
員
を
配

置
し
ま
し
た
が
、
家
庭
の
事
情
な
ど
で
家
を
空
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
も
い
た
た
め
、
初
動
の

人
員
確
保
が
困
難
で
し
た
。
シ
フ
ト
を
組
ん
で
職

員
を
固
定
配
置
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
と

り
あ
え
ず
可
能
な
限
り
の
人
数
を
送
り
出
し
、
避

難
先
の
職
員
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
何
を
行
え
ば

豊厚園／厚真リハビリセンターの敷地内の地割れ
〔北海道厚真福祉会提供〕

発災後の豊厚園の介護職員室〔北海道厚真福祉会提供〕
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よ
い
か
を
考
え

る
な
ど
、
手
探

り
の
状
態
で
し

た
。　施

設
内
に
職

員
が
泊
ま
れ
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
場
合
は
交
代

で
駐
在
し
ま
し

た
が
、
宿
泊
で

き
な
い
北
広
島

市
や
岩
見
沢
市
な
ど
の
施
設
に
は
通
い
ま
し
た
。

か
な
り
の
負
担
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
避
難
期

間
は
仮
設
住
宅
が
完
成
す
る
平
成
31
（
２
０
１
９
）

年
1
月
21
日
を
目
途
と
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ま

で
頑
張
っ
て
も
ら
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　避
難
先
の
嘱
託
医
や
看
護
師
さ
ん
に
利
用
者
の

健
康
管
理
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
が

壊
れ
て
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が

難
点
で
し
た
。
カ
ル
テ
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
既

往
歴
な
ど
を
記
憶
か
ら
書
き
起
こ
し
た
り
、
支
援

員
が
避
難
施
設
の
看
護
師
さ
ん
と
薬
の
内
容
を
相

談
し
た
り
す
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
行
わ
な
い
業
務
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　避
難
先
も
停
電
に
よ
る
非
常
事
態
に
あ
っ
た
の

で
す
が
、
感
謝
し
き
れ
な
い
ほ
ど
温
か
く
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
少
な
い
人
員
で
ケ
ア
し
て
い
る
私

た
ち
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
り
、
利
用
者
の
入
浴
介

助
を
行
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
人
的
支
援
、
物
資
支

援
、
環
境
支
援
、
メ
ン
タ
ル
支
援
な
ど
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
震
災
の
翌
月
に
応
急
福
祉
仮
設
住
宅
の
建
設

が
決
定
し
ま
し
た
ね
。

久
保
　利
用
者
さ
ん
も
厚
真
町
へ
帰
り
た
が
っ
て

い
ま
し
た
し
、
避
難
先
ま
で
通
勤
す
る
職
員
の
負

担
も
大
き
か
っ
た
の
で
、
み
ん
な
が
生
活
で
き
る

応
急
福
祉
仮
設
住
宅
の
話
は
朗
報
で
し
た
。
多
く

の
職
員
は
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
に
不
安
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
再
建
を
目
標
に
頑
張
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

武
田
　施
設
利
用
者
が
ま
と
め
て
入
る
こ
と
が
で

き
る
仮
設
住
宅
は
過
去
に
例
が
な
い
そ
う
で
す
。

一
般
的
な
仮
設
住
宅
は
横
並
び
に
棟
が
建
設
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
福
祉
仮
設
住
宅
は
ホ
ー
ル
や
事
務

室
、
食
堂
、
浴
室
な
ど
が
あ
る
「
共
有
棟
」
と

「
住
居
棟
」
が
渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
て
お
り
、
介

護
や
支
援
を
行
う
た
め
の
動
線
が
確
保
さ
れ
て
い

ま
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
で
埋
め
込
み
式
の
浴

室
や
特
殊
浴
槽
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
使
い
勝
手

は
こ
れ
ま
で
の
施
設
と
遜
色
あ
り
ま
せ
ん
。

─
応
急
福
祉
仮
設
住
宅
は
災
害
救
助
法
上
、
新

規
利
用
者
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
そ
う
で

す
ね
。

武
田
　そ
れ
が
一
番
大
き
な
問
題
で
す
。
震
災
当

時
は
豊
厚
園
60
人
、
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
48

人
が
入
所
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
豊
厚
園
48

人
、
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
39
人
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
従
来
通
り
の
営

業
が
難
し
く
、
週
3
日
・
1
日
7
名
の
利
用
に
縮

小
し
ま
し
た
。
減
収
は
法
人
の
運
営
を
圧
迫
し
ま

す
し
、「
利
用
し
た
い
人
が
利
用
で
き
な
い
」
と

い
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
満
た
さ
れ
な
い
問
題

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、「
こ
の

逆
境
を
乗
り
切
ろ
う
」
と
い
う
ム
ー
ド
に
な
り
、

経
営
状
況
や
避
難
を
理
由
に
離
職
す
る
者
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
震
災
前
よ
り
も
結
束
力
が

強
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

─
新
し
い
施
設
の
入
居
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

お
気
持
ち
で
す
か
？

武
田

　令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
12
月
20
日
か
ら

順
次
入
居
し
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
が
新
し
い
施

厚真リハビリセンター入居者の避難所、事務所とし
て利用していた本郷マナビィハウス
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設
に
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
本

来
で
あ
れ
ば
こ
の
2
年
間
で
た
く
さ
ん
の
思
い
出

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
避
難
生
活
で
そ

れ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
や
れ
る

こ
と
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
失
っ
た
時
間
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
楽
し
い
こ
と
を

計
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
長
か
っ
た
避
難
生
活
で
思
い
出
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

武
田
　全
道
が
停
電
し
、
誰
も
が
大
変
な
状
況
を

過
ご
し
て
い
る
中
、
多
く
の
施
設
の
方
々
が
私
た
ち

を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い

ま
す
。
震
災
直
後
に
利
用
者
さ
ん
の
家
族
、
私
た

ち
職
員
の
家
族
、
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
が
駆
け
つ
け
て
食

料
や
物
資
を
持
ち
寄
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
直
接
的
な
支
援
以
外
に
も
物
資
や
義
援

金
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
た
こ
と
が
前
に
進
む
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

久
保
　避
難
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
施
設
の
職
員
さ

ん
が
「
疲
れ
た
で
し
ょ
う
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
、
温
か
い
食
べ
物
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
。
夜
勤
を
し
て
い
る
時
も
「
私
た
ち
が
見
守
っ

て
い
る
か
ら
、
少
し
休
ん
で
い
て
」
と
気
遣
っ
て

く
れ
た
こ
と
。
着
の
身
着
の
ま
ま
の
姿
で
避
難
し

た
私
た
ち
に
お
風
呂
を
す
す
め
て
く
れ
た
り
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
下
着
を
買
っ
て
く
れ
た
り
し
た

こ
と
。
避
難
先
の
施
設
で
受
け
た
一
つ
ひ
と
つ
の

親
切
が
心
に
刻
ま
れ
て
、
鮮
明
な
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

─
震
災
の
体
験
か
ら
得
た
教
訓
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

久
保
　火
災
な
ど
の
避
難
訓
練
は
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
地
震
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す
る

と
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
停
電
が
起
こ
る
な

ん
て
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、「
懐
中
電
灯
を
多
く
用
意
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」

な
ど
、
あ
と
か
ら
反
省
す
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　震
災
で
は
災
害
に
備
え
た
「
準
備
」「
協
力
」

「
連
携
」「
支
え
合
い
」
が
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら

備
品
の
用
意
は
も
ち
ろ
ん
、
協
力
し
合
え
る
体
制

や
連
携
づ
く
り
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

令和 2年 12 月にオープンした新施設

応急福祉仮設住宅
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─
発
災
直
後
、
何
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
揺
れ
が
収
ま
り
、
家
族
の
無
事
を
確
認
し
て
か

ら
外
に
出
る
と
、
す
で
に
近
所
の
人
た
ち
が
声
を

か
け
合
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
す
ぐ
に
社
会
福
祉

協
議
会
が
管
理
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
高

齢
者
施
設
に
向
か
い
、
入
所
者
さ
ん
の
状
況
を
確

認
し
た
あ
と
、
事
務
所
の
様
子
も
見
に
行
き
ま
し

た
。
事
務
所
内
は
書
棚
が
倒
れ
、
書
類
が
散
乱
す

る
な
ど
、
ひ
ど
い
状
態
で
し
た
。

　
陽
が
昇
っ
て
か
ら
は
、
と
に
か
く
情
報
を
得
る

た
め
に
奔
走
し
ま
し
た
。
停
電
で
テ
レ
ビ
は
見
ら

れ
ず
、
情
報
源
は
カ
ー
ラ
ジ
オ
の
み
で
、
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
。
厚
真
町

が
一
番
大
き
な
揺
れ
を
観
測
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
を
知
っ
た
の
も
、
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

　
厚
真
町
役
場
か
ら
入
っ
て
く
る
情
報
も
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
車
で
地
域
を
走
り
、
各
地
の
避
難

「
自
分
事
に
す
る
」視
点
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た

あ
の
時
─
私
た
ち
は
②
〔
厚
真
町
〕�

厚
真
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

当
時�

厚
真
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー�

副
セ
ン
タ
ー
長�

（
現�

厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会�

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
・
生
活
支
援
担
当
主
幹
）�

�

山
野
下 

誠
さ
ん

─
ご
経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
厚
真
町
で
生
ま
れ
、

本
州
の
大
学
へ
進
学
し

ま
し
た
。
平
成
8
年
、

厚
真
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
入
職
し
た
の
を
機
に
帰
郷
。
以
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
福
祉
関
係
の
業
務
を
担
当
し
、
地

震
が
あ
っ
た
時
は
、
事
務
局
次
長
と
し
て
被
災
さ

れ
た
方
の
生
活
支
援
に
当
た
り
ま
し
た
。

─
地
震
発
生
時
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
郷
地
区
の
自
宅
で
寝
て
い
ま
し
た
。
地
震
で

目
が
覚
め
、
す
ぐ
に
東
日
本
大
震
災
を
思
い
起
こ

し
ま
し
た
。
と
に
か
く
激
し
い
揺
れ
で
、
私
が
住

ん
で
い
る
の
は
築
40
年
の
家
で
し
た
の
で
、
倒
壊

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
が
頭
を
よ
ぎ
り

ま
し
た
。

山野下 誠さん

所
な
ど
に
直
接
足
を
運
び
な
が
ら
少
し
で
も
状
況
を

把
握
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

誰
々
が
亡
く
な
っ
た
、
行
方
不
明
だ
と
い
う
こ
と
が

口
伝
え
で
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
実
の
こ
と
と

し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
難
し
い
気
持
ち
で
し
た
。

─
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
ど

の
よ
う
に
進
め
ま
し
た
か
？

　
当
初
は
各
所
で
緊
急
対
応
と
混
乱
が
続
い
て
お

り
、
町
と
も
充
分
な
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が

難
し
い
状
態
の
中
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ニ
ー
ズ
把
握
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
段
階
で
し
た

の
で
、
準
備
を
し
て
も
万
が
一
不
要
だ
っ
た
場
合
に

は
関
係
各
所
に
謝
っ
て
回
る
こ
と
も
覚
悟
し
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
「
立
ち
上
げ
」
を
決
め
な
い
こ
と
に

は
何
も
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉
協
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議
会
と
し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設

を
判
断
し
、
各
地
か
ら
支
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た

関
係
者
の
力
を
借
り
な
が
ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

─
山
野
下
さ
ん
は
副
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
調
整
に
奔
走
さ
れ
ま
し

た
ね
。

　
9
月
7
日
に
立
ち
上
げ
を
決
め
た
あ
と
、
私
自

身
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
問
い
合
わ
せ
や
関
係
者
と

の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
手
分

け
を
し
て
地
域
や
避
難
所
を
回
り
、
被
災
状
況
や

安
否
の
確
認
を
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ
把
握
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
限
界
に
近

い
状
態
で
し
た
。

　
9
月
11
日
か
ら
、
本
郷
地
区
の
旧
か
し
わ
保
育

園
を
拠
点
に
本
格
的
な
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
し
た
あ
と
、
電
話
は
鳴

り
っ
ぱ
な
し
で
、
膨
大
な
量
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま

し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
給
水
や
食

料
運
搬
な
ど
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
中
で
も
多
か
っ
た
の
は
家
屋
内
の
片
付
け
で

し
た
。
倒
れ
た
家
具
を
移
動
し
、
壊
れ
た
家
財
を

指
定
さ
れ
た
集
積
場
ま
で
災
害
ご
み
と
し
て
運
び

ま
し
た
。

　
土
砂
が
流
れ
込
ん
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
家

屋
や
瓦
礫
の
中
か
ら
貴
重
品
を
取
り
出
す
よ
う
な

活
動
は
、
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
対
応
が
困

難
で
、
重
機
を
扱
う
技
術
と
専
門
的
な
知
見
を
持

つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
力
も
借
り
ま
し
た
。

─
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
家
財
の
運
び
出
し
は
10
名
、
資
材
の
運
搬
は
3

名
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
必
要
な

人
数
を
割
り
振
る
の
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー
に
詰
め

マッチングを待つボランティア〔厚真町社会福祉協議会提供〕

災害ボランティアセンター本部で業務を行う山野下さん
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か
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
並
ん
で
い
た

だ
い
て
「
こ
の
仕
事
や
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
い
ま

す
か
？
」
と
聞
き
、
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
っ
た
人

を
順
に
割
り
振
っ
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
し

た
。
寄
せ
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
数
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

順
番
が
後
ろ
の
方
に
は
次
の
依
頼
が
来
る
ま
で
待

機
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
数
日
が
経
つ
う
ち
に
、
資
格
や
技
術
を
持
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
把
握
し
な
が
ら
内
容

に
合
わ
せ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

流
れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

─
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
用
で
、
特
に

ご
苦
労
さ
れ
た
点
や
印
象
深
い
出
来
事
は
あ

り
ま
す
か
？

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る

相
談
の
中
に
は
、
専
門
性
が
必
要
な
も
の
や
生
業

に
関
わ
る
こ
と
な
ど
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
直
接
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
内
容
も
あ

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
被
災
さ
れ
た
農
家
の
農
作

業
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
超

え
て
い
る
と
考
え
、
対
応
に
悩
み
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
て
大
変
に
困
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
も
っ
と
何
か
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
今
も

考
え
ま
す
。
ま
た
、
作
業
に
必
要
な
人
数
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
数
の
調
整
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。

　
地
震
に
よ
る
家
の
片
付
け
は
人
数
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
、
早
く
終
わ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
の
中
の
家
財
に
は
住
人
の
財
産
が
混

じ
っ
て
い
て
、
何
も
か
も
捨
て
て
し
ま
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
必
要
か
不
必
要
か
を
丁
寧
に
お
聞

き
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
ご
高
齢
の
方

に
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
矢
継
ぎ
早
に
「
こ

れ
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
尋
ね
て
も
混
乱
す
る
だ

け
で
す
。
と
に
か
く
、
被
災
さ
れ
た
方
の
ペ
ー
ス
に

合
わ
せ
た
関
わ
り
方
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

は
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　
発
災
以
降
、
様
々
な
経
験
や
知
識
を
持
つ
団
体

の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
の
個

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
も
頼
も
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
震
災
の
す
ぐ
あ
と

の
冬
に
行
わ
れ
た
町
主
催
の
「
グ
ラ
ン
ド
バ
ザ
ー

ル
」
で
の
活
動
で
す
。
救
援
物
資
を
被
災
者
の

方
々
に
提
供
す
る
会
場
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
炊
き
出
し
や
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
な
ど
、
子

ど
も
向
け
の
縁
日
の
企
画
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
ん

で
す
。
見
ず
知
ら
ず
だ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士

が
厚
真
町
の
た
め
に
と
協
力
し
、
企
画
し
て
く
れ

ダンボール家具のワークショップ〔厚真町社会福祉協議会提供〕

応急仮設住宅への引っ越し作業
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た
取
り
組
み
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
か
ら
2
年
経
過
し
た
現
在
も
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
続
い
て
い
ま
す
。

応
急
期
は
過
ぎ
、
現
在
は
生
活
の
た
め
の
支
援
窓

口
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
必
要
と
し
て
い

る
方
が
一
人
で
も
い
れ
ば
、
寄
り
添
い
続
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
今
回
の
震
災
を
き
っ
か
け
に
「
支
え
合
い
セ

ン
タ
ー
」
も
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
に
合
わ
せ
て
道
内
初
と
な
る
生
活
支
援
相
談
員

（
Ｌ
Ｓ
Ａ
）
を
配
置
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
相

談
支
援
に
も
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
生
活
復
旧
の
支
援
へ
と
移
る
中
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を
目
的
と
し
て
、
令
和
2
（
２

０
２
０
）
年
4
月
に
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
を
新

設
。
震
災
に
よ
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
地
域
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
部
署
が
連
携
し

て
地
域
の
再
生
、
復
興
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
1
月
か
ら
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
町
か
ら
委
託
さ
れ
た

こ
と
で
、
機
能
的
に
も
拡
充
し
、
職
員
体
制
も
大

き
く
な
り
ま
し
た
。
大
切
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
て
い
る
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
窓
口
で

の
相
談
や
訪
問
活
動
、
サ
ロ
ン
な
ど
を
通
じ
て
得

た
課
題
、
災
害
に
よ
り
改
め
て
問
題
が
浮
き
掘
り

に
な
っ
た
の
と
同
時
に
、
取
り
組
ん
で
い
く
体
制
が

出
来
た
の
は
、
災
害
支
援
で
の
経
験
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

─
最
後
に
、
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
に
大
い
に

助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
く
離
れ
た
地
で
あ
ろ

う
と
、
被
災
さ
れ
た
方
を
見
過
ご
さ
な
い
「
自
分
事

に
す
る
」
視
点
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
大
切
な

の
は
費
用
対
効
果
や
災
害
の
規
模
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
こ
と
な
の
だ
、
と
。

　
災
害
が
再
び
起
き
た
時
の
た
め
に
、
つ
ね
に
勉

強
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
厚
真
町
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
次
に
ま
た
ど
こ
か
で
起
き
る

か
も
し
れ
な
い
災
害
に
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ボランティアによる子ども縁日〔厚真町社会福祉協議会提供〕

災害ボランティアセンターに寄せられた応援メッセージ
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ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
当
日
の
正
午
頃
に
は
厚
真
町

に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

─�

厚
真
町
に
戻
ら
れ
て
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
行

動
さ
れ
ま
し
た
か
？

　ま
ず
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
を
使
っ
て
児
童
の
安

否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
休
校
の
実
施
や
そ
の
時

期
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
決
定
す
る
必
要
が

あ
っ
た
も
の
の
、
町
の
教
育
委
員
会
と
連
絡
が
つ

き
に
く
く
、
混
乱
は
あ
り
ま
し
た
。
翌
日
、
町
内

4
校
の
校
長
が
集
ま
り
、
安
否
確
認
の
状
況
や
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

─�

地
震
後
の
学
校
運
営
は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま

し
た
か
？

　参
考
に
で
き
る
も
の
が
な
い
中
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
有
用
で
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後

の
取
り
組
み
な
ど
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
基

に
、
先
生
方
に
は
児
童
の
ケ
ア
に
入
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　幸
運
だ
っ
た
の
は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
震

災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
が
、
す
ぐ
当
校
に
来
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。
児
童
の
見
守
り
や
心
の
ケ
ア
、

地
震
被
害
に
遭
っ
た
場
所
の
片
付
け
な
ど
、
と
に

か
く
人
手
が
必
要
な
状
態
で
し
た
か
ら
、
彼
ら
の

豊
富
な
知
識
と
経
験
に
は
、
本
当
に
助
け
ら
れ
ま

し
た
。
教
員
に
向
け
て
講
習
会
を
行
っ
て
い
た
だ

け
た
の
も
、
大
き
か
っ
た
で
す
。

─
多
く
の
支
援
が
学
校
に
集
ま
り
、
助
け
ら
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
。

　週
明
け
の
9
月
10
日
頃
に
人
づ
て
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
方
々
か

ら
多
く
の
人
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
お
子

日
頃
か
ら
助
け
合
い
・
支
え
合
い
が
で
き
る

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

あ
の
時
─
私
た
ち
は
②
〔
厚
真
町
〕�

上
厚
真
小
学
校

�

上
厚
真
小
学
校
長

　
　井
内
宏
磨
さ
ん

─�

地
震
発
生
時
は
宿
泊
学
習
に
同
行
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
ね
？

井内 宏磨さん

　5
年
生
と
私
を
含
め

3
名
の
教
師
で
、
日
高

町
の
国
立
日
高
青
少
年

自
然
の
家
に
滞
在
し
て

い
ま
し
た
。
ド
ー
ン
と
衝
撃
を
感
じ
て
目
覚
め
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
調
べ
る
と
、
安
平
町
が
激
し

い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。「
厚

真
も
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
教

頭
に
連
絡
す
る
と
、
す
で
に
学
校
の
解
錠
を
し
て

校
内
巡
視
の
最
中
で
し
た
。「
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
。

　避
難
所
の
開
設
を
指
示
し
、
教
師
の
安
否
確
認

を
午
前
4
時
過
ぎ
に
終
え
ま
し
た
。
す
ぐ
に
厚
真

町
へ
戻
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
が
、
道
路
の
安
全
確

認
が
必
要
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
身
動
き
が
取
れ
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さ
ん
の
い
る
先
生
は
余
震
の
不
安
の
中
、
子
ど
も

だ
け
を
家
庭
に
置
い
て
勤
務
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
避
難
し
て
き
た
方
々
も
、
家
を
片

付
け
る
の
に
幼
児
を
連
れ
て
帰
っ
て
は
、
作
業
が

な
か
な
か
進
ま
ず
大
変
で
す
。
子
ど
も
の
相
手
を

し
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
地
震
の
3
日
後
く
ら
い
に
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
炊
き
出
し
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
温
か
い
お

で
ん
や
ス
テ
ー
キ
丼
を
配
給
し
て
く
だ
さ
り
、
そ

し
て
気
さ
く
に
声
を
か
け
て
も
ら
え
た
こ
と
が
心

の
支
え
や
活
力
に
な
り
ま
し
た
。

─
震
災
後
、
児
童
の
ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
の
で
す
か
？

　地
震
に
対
す
る
恐
怖
や
避
難
所
生
活
で
の
ス
ト

レ
ス
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
発
生
か
ら
5
日

後
の
9
月
11
日
に
、
保
護
者
同
伴
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
友
だ

ち
と
も
会
え
ま
せ
ん
し
、
避
難
所
で
大
声
を
出
し

て
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
と
い
う
場
所

で
仲
間
と
遊
び
、
交
流
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
し
、
心
の
ケ
ア
に
な
れ
ば
と
い
う
目
的
が
あ

り
ま
し
た
。
児
童
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
同
士
も

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
安
心
で
き
る
場
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　登
校
再
開
後
も
、
継
続
的
に
心
の
ケ
ア
に
努
め

ま
し
た
。「
よ
く
眠
れ
て
い
る
か
」「
急
に
悲
し
い

気
持
ち
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
」
な
ど
を
ア
ン

ケ
ー
ト
で
尋
ね
、
そ
の
結
果
や
児
童
の
様
子
か

ら
、
心
配
な
子
ど
も
に
は
積
極
的
に
声
か
け
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

─
震
災
後
の
校
内
の
環
境
整
備
は
ど
の
よ
う
に

行
い
ま
し
た
か
？

　校
内
の
復
旧
の
時
に
、
大
き
な
余
震
が
来
て
も

問
題
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。
今
回
の
地
震

で
、
玄
関
の
ト
ロ
フ
ィ
ケ
ー
ス
が
倒
れ
て
避
難
経

路
を
ふ
さ
い
で
い
ま
し
た
。
強
い
思
い
入
れ
は
あ

り
ま
す
が
、
命
に
は
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
安
全
を

最
優
先
に
、
撤
去
や
備
品
の
配
置
を
見
直
し
ま
し

た
。　10

月
5
日
に
も
震
度
5
弱
の
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
倒
れ
た
り
落
下
し
た
り
す
る
物
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
は
落
ち
着
い
て
避
難
行
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
逆
に
「
学
校
は
安
全
な
場
所
だ
」
と
い
う
安

心
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も

の
心
の
中
に
あ
る
不
安
が
薄
く
な
っ
て
い
く
の
を

感
じ
ま
し
た
。

被災時の上厚真小学校前
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─
9
月
18
日
の
授
業
再
開
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

　9
月
10
日
に
、
先
生
た
ち
に
家
庭
訪
問
を
指
示

し
、
児
童
や
家
庭
の
状
況
を
確
認
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
情
報
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
共
有
し
、
何

が
学
校
に
で
き
る
か
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

　「9
月
18
日
か
ら
授
業
再
開
」
と
い
う
方
針
が

9
月
11
日
に
町
教
育
委
員
会
か
ら
伝
え
ら
れ
、
す

ぐ
に
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
私
た
ち
が
預
か
っ
て

い
る
の
は
命
─
こ
の
こ
と
を
職
員
と
確
認
し
、

特
に
余
震
発
生
時
の
対
応
、
校
舎
の
安
全
確
認
、

心
の
ケ
ア
の
3
点
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
学
校
再

開
当
日
、
全
校
集
会
で
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
見
た

時
、
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ど
の

職
員
も
同
じ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

─
体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
中

で
の
授
業
再
開
で
し
た
。
困
難
な
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
か
？

　避
難
所
を
開
設
し
て
い
た
2
カ
月
間
は
体
育
や

音
楽
の
授
業
の
工
夫
は
必
要
で
し
た
が
、
特
に
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
経
験
が
コ
ロ
ナ

禍
の
今
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
る
ぐ
ら
い
で
す
。

　避
難
所
で
暮
ら
し
て
い
る
児
童
も
い
ま
し
た
。

避
難
所
の
体
育
館
は
ド
ア
で
仕
切
ら
れ
、
玄
関
も

別
に
あ
る
の
で
学
校
生
活
と
の
仕
切
り
は
明
確
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
気
を
遣

い
ま
し
た
。
当
然
、
ご
家
庭
の
こ
と
も
気
に
な
り

ま
す
が
、
私
た
ち
が
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
よ
い

の
か
…
…
。

　で
も
、
子
ど
も
の
笑
顔
や
元
気
は
必
ず
保
護
者

や
地
域
を
勇
気
づ
け
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
に
笑
顔
を
、
上
小
か
ら
灯
り
を
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
先
生
方
は
親
身
に
対
応

し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

─
保
護
者
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま

し
た
か
？

　発
災
か
ら
数
日
経
っ
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は

周
り
の
大
人
が
と
て
も
大
切
な
存
在
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
地
震
で
子
ど
も
が

感
じ
る
の
は
恐
怖
で
す
。
で
も
、
大
人
は
「
仕
事

が
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」「
も
う
こ
の
家
に

住
め
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
、
現
実
が
見
え

る
だ
け
に
不
安
が
募
り
ま
す
。
大
人
の
方
が
つ
ら

い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
…
…
と
。
し
か
し
、
大
人

が
歩
み
を
止
め
た
ら
、
子
ど
も
は
前
に
進
め
ま
せ

ん
。
学
校
だ
よ
り
で
「
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
、
避
難
所
を
回

る
先
生
た
ち
に
は
高
齢
者
の
方
に
も
積
極
的
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

─
震
災
後
、
子
ど
も
た
ち
に
防
災
に
つ
い
て
考

え
る
時
間
を
つ
く
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　今
年
（
令
和
2
年
）
は
9
月
4
日
を
「
上
小
防

災
の
日
」
と
し
て
、
全
学
年
で
防
災
学
習
を
行
い 上厚真小学校避難所



 

75 • 厚真町

ま
し
た
。
1
〜
2
年
生
で
は
、
防
災
カ
ル
タ
を

行
っ
て
基
本
的
な
避
難
行
動
を
理
解
し
、「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
助
の
意
識
を
育
て

て
い
き
ま
す
。
3
年
生
は
、
身
近
な
安
全
を
見
直

す
地
域
の
安
全
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。
安
全
へ

の
取
り
組
み
に
は
公
助
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま

す
。
高
学
年
で
は
、
崩
壊
し
た
山
林
に
植
樹
を
し

た
り
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
り

し
て
、
共
助
が
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　詰
め
込
ま
れ
た
知
識
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
震
災
は
証
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
周
囲

と
助
け
合
っ
て
物
事
を
前
に
進
め
て
い
く
力
を
育

て
る
こ
と
が
、
一
番
の
「
防
災
教
育
」
で
す
。

─
今
回
の
震
災
を
経
験
し
て
、
教
育
に
大
切
な

こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
震
災
後
、
本
校
は
二
つ
の
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
主
体
性
、
協
働
性
、
実
践

力
」
で
す
。
先
ほ
ど
の
自
分
で
考
え
、
助
け
合
っ

て
行
動
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
「
あ
い

さ
つ
、
返
事
、
整
理
整
頓
」
で
す
。
今
回
の
震
災

で
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。
災
害
時
、
最
後
に
力
と
な
る
の
は
人

と
人
と
の
支
え
合
い
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
自
然
と
支

え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る
か
が
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　あ
い
さ
つ
や
返
事
な
ど
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
と
、
災
害
時
や
い
ざ
と

い
う
時
に
人
と
協
力
し
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
整
理
整
頓
が
で
き
な
い
と
、
発
災
時
に

身
の
危
険
が
生
じ
ま
す
。
震
災
を
経
験
し
、
当
た

り
前
の
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
誰
か
が
困
っ
て
い

る
時
、「
あ
の
人
に
相
談
す
れ
ば
、
話
を
聞
い
て

く
れ
て
、
一
緒
に
先
に
進
ん
で
く
れ
る
」
と
周
囲

か
ら
思
わ
れ
る
よ
う
な
人
に
児
童
た
ち
が
育
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　主
体
的
に
地
域
の
復
興
、
発
展
に
取
り
組
む
人

材
を
育
て
る
こ
と
。
学
校
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
役
割
を
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
を
お
借

り
し
て
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。各支援団体による物資の配給や炊き出しが行われた上厚真小学校前〔北海道提供〕

自衛隊にお礼状を渡す児童たち（厚南会館避難所前）〔上厚真小学校提供〕
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山
路
　
豊
丘
地
区
に
は
31
世
帯
90
人
ほ
ど
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
農
家
が
多
く
、
家
業
と
し
て
古
く

か
ら
営
ん
で
い
る
人
も
い
れ
ば
、
新
規
就
農
さ
れ

た
方
も
お
り
、
様
々
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
近
所

の
農
家
の
種
ま
き
や
田
植
え
、
芋
掘
り
な
ど
を
自

然
と
手
伝
う
関
係
で
す
。

松
田
　
農
家
と
し
て
実
稼
働
し
て
い
る
の
は
10
戸

ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
に
勤
め
に
出
て
い
た

り
、
高
齢
で
農
家
を
引
退
し
た
方
も
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
農
地
を
活
用

し
、
共
同
で
農
業
を
行
う
任
意
団
体
が
あ
り
、
私

は
そ
ち
ら
で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

─
地
震
直
後
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
田
　
私
は
自
宅
で
寝
て
い
ま
し
た
。
タ
ン
ス
が

倒
れ
る
被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、
家
自
体
は
一
部

損
傷
で
済
み
ま
し
た
。
停
電
に
な
っ
た
の
で
、
夜

が
明
け
る
の
を
待
っ
て
近
所
を
見
に
行
く
と
、
道

路
が
大
き
く
傷
ん
で
い
て
、
驚
き
ま
し
た
。

山
路
　
私
も
同
じ
く
自
宅
で
就
寝
中
で
し
た
。
洋

服
ダ
ン
ス
が
倒
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ベ
ッ
ド
に

引
っ
か
か
っ
て
止
ま
っ
た
ん
で
す
。
ベ
ッ
ド
で
は

な
く
、
床
に
布
団
を
敷
い
て
寝
て
い
た
ら
、
タ
ン

ス
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
の
裏
で
土
砂
崩
れ
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
っ
た

の
で
、
公
民
館
で
あ
る
豊
丘
マ
ナ
ビ
ィ
ハ
ウ
ス
に

妻
と
二
人
で
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
3
週
間
、

避
難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

─
豊
丘
マ
ナ
ビ
ィ
ハ
ウ
ス
の
避
難
所
の
開
設
時

は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
か
？

山
路
　
私
と
妻
が
マ
ナ
ビ
ィ
ハ
ウ
ス
に
着
い
た
の

は
、
朝
5
時
頃
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
町

職
員
が
2
名
、
到
着
し
て
い
ま
し
た
。
町
や
消

ふ
だ
ん
の
自
治
会
活
動
が
災
害
時
の
強
み
に

あ
の
時
─
私
た
ち
は
②
〔
厚
真
町
〕�

豊
丘
自
治
会

豊
丘
自
治
会

�

山
路
秀
丘
さ
ん

�

　
　松
田
伯
明
さ
ん

─
お
二
人
の
ご
経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
路
　
元
教
員
で
、
現

在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

学
習
塾
の
講
師
を
務
め

た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で

森
林
保
護
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
震
災
の

あ
っ
た
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
に
は
、
豊
丘
自
治

会
の
自
治
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

松
田
　
私
は
農
家
。
個

人
だ
け
で
な
く
、
共
同

で
農
地
を
管
理
し
て
作

物
を
育
て
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
山
路
さ
ん
の
前
の
平
成
29
（
２

０
１
７
）
年
の
自
治
会
長
で
し
た
。

─
豊
丘
地
区
は
、
ど
の
よ
う
な
地
域
で
し
ょ
う

か
？

山路 秀丘さん松田 伯明さん
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防
、
自
衛
隊
な
ど
の
動
き
が
非
常
に
早
か
っ
た
印

象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
に
国

や
自
治
体
の
防
災
体
制
の
整
備
が
進
ん
だ
成
果
と

し
て
現
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田
　
安
否
確
認
も
、
豊
丘
地
区
に
住
む
町
職
員

が
す
ぐ
に
隈
な
く
回
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
道

路
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
段
差

に
引
っ
か
か
っ
て
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
た
り
、
車

体
が
壊
れ
た
り
と
、
相
当
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

山
路
　
マ
ナ
ビ
ィ
ハ
ウ
ス
で
昼
夜
を
過
ご
し
た
の

は
結
局
、
私
の
家
族
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
。
自
宅

で
生
活
を
続
け
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

中
に
は
、
自
宅
前
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
過
ご
し
た

人
も
い
ま
し
た
。
た
だ
、
給
水
、
炊
き
出
し
、
物

資
の
支
給
の
拠
点
は
マ
ナ
ビ
ィ
ハ
ウ
ス
で
し
た
か

ら
、
自
然
に
人
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
を
す
る
場

に
な
り
ま
し
た
。

─
発
災
直
後
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？

松
田
　
地
震
か
ら
2
日
ほ
ど
は
電
話
も
つ
な
が
ら

ず
、
と
に
か
く
情
報
が
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ラ

ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る
の
は
札
幌
や
東
京
発
の

ニ
ュ
ー
ス
。
で
す
か
ら
、
肝
心
の
地
元
の
情
報
が

わ
か
ら
な
い
。
町
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
給
水
や

食
事
の
配
給
情
報
が
次
々
と

流
れ
て
き
ま
し
た
が
、
電
気

や
水
道
の
状
況
を
は
じ
め
、

交
通
や
食
事
の
配
給
も
先
行

き
が
見
え
ず
、
み
ん
な
不
安

が
っ
て
い
ま
し
た
。

山
路
　
2
日
経
っ
た
あ
た
り

か
ら
、
テ
レ
ビ
で
地
元
の
情

報
が
報
じ
ら
れ
た
り
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
そ

れ
ら
の
情
報
や
防
災
行
政
無

線
で
放
送
さ
れ
る
情
報
な
ど

を
ま
と
め
る
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
マ

ナ
ビ
ィ
ハ
ウ
ス
前
に
情
報
を

書
い
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を

掲
示
し
た
り
、
手
書
き
で
新

聞
を
作
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
配
布
し
た
ん
で
す
。
毎

日
、
Ａ
４
用
紙
1
枚
に
給
水

車
が
来
る
時
間
、
自
衛
隊
が

用
意
し
て
く
れ
た
風
呂
の
情

報
、
ご
み
の
捨
て
方
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
手
書
き
新
聞
の
発

避難所となった豊丘マナビィハウス
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行
は
、
水
道
が
復
旧
し
て
、
自
衛
隊
の
給
水
車
が

引
き
上
げ
る
9
月
28
日
ま
で
続
け
ま
し
た
。
今
振

り
返
る
と
、
こ
の
手
書
き
の
新
聞
は
「
い
つ
、
何

が
、
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
の
か
」
を
刻
々
と
記
録

し
た
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

─
物
資
や
食
糧
の
状
況
は
い
か
が
で
し
た
か
？

山
路
　
幸
い
に
も
農
家
が
多
い
の
で
、
米
や
野
菜

が
不
足
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

に
、
マ
ナ
ビ
ィ
ハ
ウ
ス
で
は
発
災
直
後
も
数
日

間
、
水
が
出
た
の
で
す
。
給
水
車
が
来
る
前
に
住

民
の
皆
さ
ん
に
水
を
配
給
で
き
た
の
は
、
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
豊
丘
地
区
に
住
む
飲
食
店

や
商
店
が
、
冷
蔵
庫
の
電
源
が
切
れ
た
た
め
に
長

期
保
存
が
で
き
な
く
な
っ
た
食
糧
を
炊
き
出
し
用

に
提
供
し
て
く
れ
た
の
も
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。

松
田
　
炊
き
出
し
で
は
、
み
そ
汁
に
お
か
ず
な

ど
、
普
通
の
食
事
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、
や
は
り
食
べ
に
来
て
い
ま
し
た
ね
。

─
地
域
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の
被
害
は

い
か
が
で
し
た
か
？

松
田
　
不
幸
中
の
幸
い
で
す
が
、
地
震
の
時
は
水

田
か
ら
ち
ょ
う
ど
水
を
抜
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

電
気
や
水
が
必
要
な
時
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
真
冬
で
も
な
く
、
稲
を
サ

イ
ロ
で
管
理
す
る
時
期
と
も
ず
れ
て
い
た
の
で
、

豊
丘
地
区
で
は
そ
の
年
の
お
米
は
無
事
に
収
穫

し
、
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
震
災
直
後

に
田
ん
ぼ
に
応
急
処
置
を
施
し
た
た
め
、
翌
年
の

作
付
け
に
も
影
響
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

─
ふ
だ
ん
の
自
治
会
活
動
が
役
に
立
ち
、
震

災
へ
の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
だ
よ
う
で

す
ね
。

山
路
　
そ
の
通
り
で
す
。
豊
丘
地
区
で
は
、
毎
年

9
月
3
日
が
秋
祭
り
で
す
。
前
夜
の
宵よ
い

宮み
や

は
、
屋

台
を
出
し
た
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
し
た
り
と
、
か

な
り
大
が
か
り
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
90
人
し
か
い

な
い
自
治
会
な
の
に
、
宵
宮
に
は
４
０
０
人
近
く

が
集
ま
り
ま
す
。
炊
き
出
し
や
物
資
の
配
布
で

は
、
祭
り
を
毎
年
運
営
し
て
き
た
経
験
が
生
き
ま

し
た
。
防
災
講
座
で
「
地
域
の
お
祭
り
を
が
っ
ち

り
で
き
る
地
域
は
災
害
に
強
い
」
と
耳
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
通
り
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

松
田
　
大
事
な
の
は
、
自
分
た
ち
、
仲
間
同
士
で

ど
う
助
け
合
っ
て
い
く
か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
日

頃
か
ら
地
域
の
仲
間
の
顔
が
見
え
る
関
係
だ
っ
た

の
で
、
今
回
の
震
災
で
は
安
否
確
認
や
高
齢
者
へ

の
食
事
の
配
給
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

─
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
緊
密
な
つ
な
が
り
が

役
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

山
路
　
豊
丘
地
区
で
は
、
祭
り
以
外
で
も
様
々
な

共
同
作
業
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
ナ

ビ
ィ
ハ
ウ
ス
の
整
備
や
道
路
や
川
の
草
刈
り
な
ど

も
、
住
民
が
協
力
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
決
し
て

防
災
や
訓
練
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ふ
だ
ん
か
ら
作
業
を
共
に
し
て
い

る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
力
を
発
揮
で
き
ま

し
た
。
不
安
な
気
持
ち
に
な
ら
ず
に
、
み
ん
な
で

一
緒
に
立
ち
向
か
え
た
。
こ
れ
が
私
の
思
う
「
田

舎
の
良
さ
」
で
す
ね
。
住
民
同
士
が
日
常
的
に
横

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
る
か
ら
、
何
か

あ
っ
た
時
に
は
強
い
の
で
す
。

─
震
災
を
経
て
、
次
の
世
代
に
残
し
た
い
教
訓

が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

松
田
　
災
害
発
生
か
ら
最
初
の
24
時
間
、
48
時
間

を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
と
い
う
点
が
大
変
重
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
救
援
が
来
る
ま
で
の
間
は
、
自

分
た
ち
で
乗
り
切
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
災

害
は
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
と
、
日
頃
か
ら
意
識
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を
持
ち
、
備
え
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
住
民
へ
正
確
な
情
報
を
伝
達
す

る
仕
組
み
づ
く
り
が
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
噂
や
臆
測
は
パ
ニ
ッ
ク
を
招
き
ま
す
。
大
ま

か
で
い
い
の
で
、
精
査
さ
れ
た
情
報
を
伝
え
、
住

民
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
も
ら
う
働
き
か
け

が
災
害
時
に
は
必
要
で
す
ね
。

山
路
　
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
震
災
か
ら
2
年
半
が
経
ち
、
こ
の
地
域

も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
当

時
の
こ
と
を
改
め
て
掘
り
起
こ
し
、
ま
と
め
て
い

く
作
業
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
家
族
や
先
の

見
通
し
が
立
た
な
い
高
齢
者
な
ど
、
災
害
後
も
長

期
に
わ
た
っ
て
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
人
々
が

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
ず

に
ケ
ア
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
地
域

で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
の
世
代

の
人
た
ち
に
は
、
こ
の
点
を
ぜ
ひ
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

豊丘マナビィハウスの前で待機する自衛隊の給水車

山路さんが支援情報等を手書きでまとめた新聞
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か
」
と
連
絡
が
あ
り
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年

2
月
に
実
施
し
た
訓
練
に
向
け
て
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
内
の
避
難
訓
練
に
参
加
し

た
り
、
小
中
学
校
の
防
災
授
業
を
実
施
し
た
り
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
26
（
２
０
１
４
）

年
か
ら
町
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱
を
受

け
、
3
年
間
、
ほ
ぼ
毎
月
、
厚
真
町
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。「
防
災
・
減
災
の
た
め
に
人
を
育
て
る
」

と
い
う
町
の
方
針
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
し
、
厚

真
の
景
色
や
町
の
人
々
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
る

に
つ
れ
、
ど
ん
ど
ん
厚
真
町
が
好
き
に
な
っ
て
い

き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
行
く
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
。
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
11
月
か
ら
再
び
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱
を
受
け
、
現
在
も
厚
真

町
で
防
災
や
復
興
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

A
T
S
U
M
A 

L
O
V
E
R
S 

の
一
人
と
し
て

復
興
と
再
建
の
歩
み
に
伴
走
し
て
い
き
た
い

あ
の
時
─
私
た
ち
は
②
〔
厚
真
町
〕�

厚
真
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

厚
真
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
助
教
）

　
　定
池
祐
季
さ
ん

─
厚
真
町
と
の
関
わ
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　私
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
に
設
立
さ

れ
た
、
神
戸
市
に
あ
る

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
人
防
）」
の
元
研
究
員
で
、
現
在

は
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
人
防
の
活
動
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
人
防
は
災
害
調
査
・
研
究
に
加

え
て
被
災
自
治
体
の
支
援
活
動
や
、
災
害
対
応
に

関
す
る
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。
厚
真
町
は
何
名

も
の
職
員
が
こ
の
研
修
を
受
講
し
て
お
り
、
平
成

24
（
２
０
１
２
）
年
の
9
月
に
「
人
防
の
研
修
内

容
を
基
に
、
厚
真
町
役
場
で
職
員
向
け
の
訓
練
を

し
た
い
」
と
、
町
の
総
務
課
職
員
か
ら
人
防
に
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
北
海
道
大
学
に

勤
め
て
い
た
の
で
、
人
防
か
ら
「
近
く
に
い
る
リ

サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
み
ま
せ
ん 定池 祐季さん

─
そ
し
て
9
月
6
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　地
震
発
生
時
は
、
仙
台
の
自
宅
で
原
稿
を
書
い

て
い
ま
し
た
。
わ
ず
か
な
揺
れ
を
感
じ
て
テ
レ
ビ

を
つ
け
る
と
、
厚
真
周
辺
の
情
報
が
入
っ
て
き
ま

し
た
。「
情
報
の
空
白
域
は
、
被
害
甚
大
な
可
能

性
が
あ
る
」
と
い
う
原
則
か
ら
「
厚
真
が
大
変

だ
」
と
直
感
し
、
す
ぐ
に
北
海
道
に
行
く
方
法
を

調
べ
始
め
ま
す
。
朝
6
時
過
ぎ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
人
防
の
現
役
研
究
員
と
連
絡
を
取
り
合

い
、
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
同
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
9
月
7
日
に
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
・
関
西
広
域
連
合
の
先
遣
隊
と
旭
川
空
港

で
合
流
し
、
道
庁
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　道
庁
で
は
、
各
県
の
先
遣
隊
と
情
報
共
有
を
重

ね
る
中
で
、「
現
地
を
見
に
行
っ
た
ほ
う
が
よ
さ

そ
う
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
北
海
道

庁
で
の
打
ち
合
わ
せ
後
に
厚
真
町
へ
向
か
い
、
厚
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真
町
役
場
に
着
い
た
の
は
9
月
8
日
の
10
時
前
で

す
。
懐
か
し
い
方
々
の
顔
を
見
て
安
心
し
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
悲
壮
感
が
漂
う
感
じ
で
は

な
く
、
覚
悟
を
決
め
て
対
応
し
て
い
る
姿
に
胸
を

打
た
れ
ま
し
た
。

　そ
の
日
は
求
め
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の
場
所
に

う
か
が
っ
た
あ
と
、
北
海
道
庁
の
会
議
に
間
に
合

う
よ
う
、
む
か
わ
町
経
由
で
い
っ
た
ん
札
幌
に
戻

り
ま
し
た
。
札
幌
へ
の
道
中
、「
厚
真
町
の

方
々
、
定
池
さ
ん
に
い
て
ほ
し
そ
う
だ
っ
た
よ

ね
」
と
い
う
話
に
な
り
、
総
務
課
長
の
意
向
を
確

認
し
た
う
え
で
派
遣
元
と
相
談
し
、
人
防
と
し
て

の
支
援
期
間
中
、
私
は
厚
真
町
を
担
当
、
現
職
研

究
員
は
北
海
道
庁
と
2
町
を
担
当
し
、
日
々
情
報

共
有
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

─
当
初
、
厚
真
町
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　簡
単
に
言
う
と
、
歩
き
回
っ
て
見
聞
き
し
た
範

囲
で
、
そ
の
時
々
に
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
を

し
て
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
最
初
は
厚
真
町
役

場
内
も
ご
っ
た
返
し
て
い
て
、「
空
い
て
い
る
場

所
が
こ
こ
し
か
な
く
て
…
…
」
と
案
内
さ
れ
た
の

は
、
副
町
長
室
の
ソ
フ
ァ
で
し
た
。
そ
こ
に
は
責

任
の
あ
る
主
要
な
人
々
が
集
ま
り
ま
す
の
で
、
話

を
聞
き
な
が
ら
「
こ
う
い
う
資
料
が
あ
り
ま
す

が
、
使
い
ま
す
か
？
」
と
提
供
し
た
り
、
信
頼
で

き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
町
職
員
に
紹
介
し
た
り
、
応

援
県
や
関
係
機
関
の
方
々
と
情
報
交
換
を
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
防
災
の
仕
事
な
ど
で

お
世
話
に
な
っ
た
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
や

気
象
台
の
方
々
に
再
会
し
、
意
見
交
換
で
き
た
こ

と
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　ま
た
、
町
内
外
の
会
議
に
も
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
厚
真
町
で
は
各
避
難
所
に
派
遣
さ
れ
た
町
職

員
、
応
援
職
員
、
支
援
団
体
な
ど
が
集
ま
る
「
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
関
わ
る
避
難
所
運
営
（
連

携
）
代
表
者
会
議
（
の
ち
に
連
携
会
議
）」
が
開

催
さ
れ
、
日
々
刻
々
と
変
わ
る
状
況
の
中
で
情
報

共
有
と
対
応
策
の
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　9
月
13
日
に
は
「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
情
報

共
有
会
議
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
北
海
道
Ｎ
Ｐ

Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
事
務
局
を
務
め
、
行

政
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
民
間
支

援
団
体
を
加
え
た
横
断
型
の
会
議
で
す
。
全
国
各

地
の
災
害
支
援
を
し
て
い
る
団
体
も
参
加
し
て
お

り
、
現
場
の
課
題
、
他
地
域
の
経
験
を
持
ち
寄
っ

た
会
が
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　人
防
の
派
遣
は
9
月
15
日
で
終
了
し
た
の
で
す

が
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
9
月
は
18
日
間
、

10
月
は
15
日
間
と
い
う
感
じ
で
、
年
内
は
で
き
る

限
り
厚
真
町
に
い
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

─
厚
真
町
の
支
援
活
動
を
す
る
中
で
、
印
象
的

な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　胆
振
東
部
地
震
被
災
3
町
に
共
通
す
る
点
と
し

て
、
長
期
間
の
応
援
職
員
が
少
な
い
う
え
に
、
市

町
村
独
自
で
支
援
策
な
ど
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら町職員への講演
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な
い
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
人
材
で
膨
大
な
仕
事

に
向
き
合
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

私
が
ふ
だ
ん
接
す
る
の
は
、
町
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で

町
民
の
た
め
に
懸
命
に
頑
張
る
姿
に
胸
を
打
た
れ

て
い
ま
す
。

　人
的
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
し
ょ
う
が
、
厚
真
町
で
は
、
被
災
さ
れ
た

町
民
に
向
き
合
う
関
連
す
る
領
域
の
方
々
の
情
報

共
有
・
連
携
の
た
め
の
会
議
が
多
く
持
た
れ
て
い

る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
避
難
所

の
会
議
も
そ
う
で
し
た
し
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
が
始
ま
っ
た
10
月
上
旬
に
は
、「
こ
れ
か
ら
の

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
」
と
い
う
相

談
を
受
け
て
、
町
職
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
、
町
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
意
見
交
換
を
行

う
勉
強
会
の
お
手
伝
い
も
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
生
活
支
援
相
談
員

が
配
置
さ
れ
、
保
健
所
と
保
健
師
と
社
会
福
祉
協

議
会
に
よ
る
支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
、
厚
真
町

役
場
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
関
係
機
関
、
支
援
団

体
に
よ
る
「
仮
設
住
宅
入
居
者
支
援
会
議
」
が
定

期
開
催
さ
れ
、
現
場
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
の
検

討
な
ど
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
会
議
は
、
令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
3
月

で
発
展
的
解
消
を
し
、
4
月
か
ら
は
、「
住
ま
い

の
再
建
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
」

と
し
て
、「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
個
別

世
帯
の
状
況
に
合
わ
せ
た
生
活
再
建
の
た
め
の
支

援
策
の
検
討
と
実
践
）」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
の
保
健
師
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
は
続
い
て
い
ま
す
し
、「
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
情
報
共
有
会
議
」
は
「
北
の
国
会

議
」
と
名
称
を
変
え
て
、
現
在
は
月
に
1
回
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
11
月
に
は
、

町
内
の
子
ど
も
を
継
続
的
に
支
え
て
い
く
た
め
の

「
心
の
サ
ポ
ー
ト
・
防
災
学
習
推
進
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
、
こ
ど
も
園
か
ら
厚
真
高
校
ま
で
の
教

育
機
関
や
、
関
係
機
関
の
連
携
体
制
も
出
来
ま
し

あつま災害エフエム

第 1回あつま復興未来会議
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た
。
他
の
被
災
地
で
は
県
が
音
頭
を
取
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
、
厚
真
町
独
自
で
行
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
、「
町
の
覚
悟
」
が
見
え
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

─
定
池
さ
ん
は
「
心
の
サ
ポ
ー
ト
・
防
災
学
習

推
進
協
議
会
」
に
も
加
わ
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
被
災
地
の
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
に
は

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　私
自
身
、
平
成
5
（
１
９
９
３
）
年
7
月
に
発

生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
を
奥
尻
島
の
中
学
生

と
し
て
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、「
心
の
ケ

ア
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
た
程
度
で
し

た
。
災
害
後
の
「
心
の
ケ
ア
」
は
、
平
成
7
（
１

９
９
５
）
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
に
本
格

化
し
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
災
地
で
は
、
冨

永
良
喜
教
授
（
現
兵
庫
県
立
大
学
）
と
一
緒
に
、

私
自
身
が
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
「
心
の
サ

ポ
ー
ト
授
業
」
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
は
、
奥
尻
で
の
被
災
経
験
で
は
な
く
、

「
当
時
こ
う
い
う
作
文
を
書
い
た
け
れ
ど
、
実
は

こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
」
と
い
う
話
を

し
、
感
想
を
聞
く
よ
う
な
形
で
生
徒
た
ち
と
対
話

を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
被
災
と
は
何
か
」

と
い
う
よ
う
な
深
い
話
し
合
い
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　厚
真
町
で
は
、
学
校
再
開
の
準
備
の
折
に
教
育

長
ら
の
学
校
訪
問
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
生
方
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
冨
永
教

授
に
相
談
の
う
え
で
、
避
難
所
や
学
校
で
活
用
で

き
る
資
料
を
提
供
し
ま
し
た
。
学
校
再
開
後
は
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
冨
永

教
授
と
共
に
小
中
学
校
で
「
心
の
サ
ポ
ー
ト
授

業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
震
災
前
の
防
災
授
業
を

覚
え
て
い
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、
あ
り

が
た
く
思
う
と
同
時
に
、
こ
の
子
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
し
て
い

き
た
い
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
現
在
は
、
防

災
授
業
の
依
頼
も
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、
心
の

ケ
ア
の
観
点
を
持
っ
た
防
災
教
育
の
実
践
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

─
最
後
に
、
現
在
の
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　被
災
地
に
関
わ
る
研
究
者
は
自
分
の
専
門
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
現
場
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
、
そ
の
時

で
き
る
最
善
を
模
索
し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
、
厚
真
町
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
町
の
未
来
を
つ
く
る
た

め
に
、
困
り
事
を
抱
え
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る

よ
う
な
仕
組
み
と
、
組
織
や
人
々
が
持
っ
て
い
る

力
が
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
な
が
る
仕
組
み

を
日
常
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　地
域
の
方
々
が
自
ら
始
め
て
い
く
活
動
を
応
援

し
な
が
ら
、
A
T
S
U
M
A 

L
O
V
E
R
S
の

一
人
と
し
て
、
地
域
の
復
興
・
生
活
再
建
の
歩
み

に
さ
り
げ
な
く
伴
走
し
て
い
き
た
い
で
す
。

心のサポート授業〔厚南中学校提供〕





■発災後1年の歩み
■あの時―私たちは③（安平町関係者インタビュー）

安平町
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◦
は
だ
し
の
広
場
を
臨
時
ヘ
リ

ポ
ー
ト
と
し
て
開
放

	

◦
総
合
支
所
を
は
じ
め
追
分
地
区

の
通
電
情
報
を
確
認

	

◦
消
防
安
平
支
署
が
厚
真
支
援
活

動
を
開
始

	

◦
14
時
30
分
、
災
害
救
助
法
適
用

	

◦
対
策
本
部
会
議
を
開
催
（
28
日

ま
で
）

	

◦
17
時
30
分
、
気
象
庁
が
「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」

と
命
名

	

◦
給
水
車
等
に
よ
る
給
水
支
援
が
開
始
さ
れ
る
（
10
月
1
日
ま

で
）

	

◦
自
衛
隊
等
に
よ
る
給
食
支
援
が
開
始
さ
れ
る

	

◦
夜
、
総
合
庁
舎
周
辺
で
の
通
電
情
報
を
確
認

	

◦
避
難
所
7
カ
所
、
避
難
者
数
５
１
６
人

9
月
7
日
◦
10
時
10
分
、
早
来
北
進
地
区
の
一
部
に
避
難
指
示
発
令
（
2
回

目
）（
10
月
2
日
に
解
除
）

	

◦
橋
本
聖
子
参
議
院
議
員
が
視
察
来
町

	

◦
14
時
00
分
、
早
来
北
進
地
区
の
一
部
（
2
回
目
）
の
避
難
指
示

区
域
拡
大
（
翌
年
3
月
4
日
に
解
除
）

	
◦
15
時
00
分
、
東
早
来
地
区
の
一
部
に
避
難
勧
告
発
令
（
9
月
13

日
に
解
除
）、
早
来
新
栄
地
区
の
一
部
に
避
難
勧
告
発
令
（
9

月
13
日
に
解
除
）、
早
来
富
岡
地
区
の
一
部
に
避
難
勧
告
発
令

（
9
月
13
日
に
解
除
）、
早
来
栄
町
地
区
の
一
部
に
避
難
勧
告
発

安
平
町 

発
災
後
1
年
の
歩
み

【
平
成
30（
２
０
１
８
）年
】

9
月
6
日
◦
3
時
7
分
、
胆
振
地
方
中
東
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
7
の

地
震
が
発
生
（
震
度
6
強
）

	

◦
道
内
全
域
（
約
２
９
５
万
戸
）
が
停
電

	

◦
3
時
40
分
、
安
平
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
第
3
次
非
常
配
備

	

◦
避
難
所
開
設

	

◦
東
早
来
地
区
で
災
害
負
傷
者
2
名
を
救
急
搬
送

	

◦
陸
上
自
衛
隊
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｌ
Ｏ
）
が
到
着
。
以

降
、
国
土
交
通
省
Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
を
は
じ
め
様
々
な
関

係
機
関
等
か
ら
応
援
派
遣
を
受
け
る

	

◦
町
内
全
域
で
断
水
が
発
生

	

◦
6
時
11
分
、
地
震
発
生
（
震
度
4
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・
4
）

	

◦
6
時
45
分
、
早
来
北
進
地
区
の
一
部
に
避
難
指
示
発
令
（
1
回

目
）。
10
月
2
日
か
ら
縮
小
開
始
、
翌
年
11
月
22
日
に
完
全
解
除

	

◦
防
災
無
線
に
よ
る
避
難
呼
び
か
け
一
斉
放
送
を
実
施

	

◦
飲
料
水
が
到
着
。
以
降
、
全
国
各
地
か
ら
支
援
物
資
が
届
く

	

◦
苫
小
牧
保
健
所
保
健
師
に
よ
る
支
援
が
始
ま
る
。
以
降
、
9
月

10
日
に
北
海
道
、
青
森
県
、
船
橋
市
、
柏
市
の
保
健
師
お
よ
び

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
9
月
13
日
に
北
海
道
看
護
協
会
災
害
支
援
ナ
ー

ス
、
9
月
14
日
に
茨
城
県
、
川
口
市
の
保
健
師
に
よ
る
応
援
派

遣
を
受
け
る

はだしの広場臨時ヘリポート
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◦
自
衛
隊
の
入
浴
支
援
が
開
始
さ
れ
る
（
10
月
4
日
ま
で
。
10
月

5
日
、
陸
上
自
衛
隊
入
浴
支
援
部
隊
修
了
式
が
開
催
さ
れ
る
）

	

◦
総
合
支
所
の
断
水
が
復
旧
（
翌
日
、
総
合
庁
舎
の
断
水
が
復
旧
）

	

◦
避
難
所
7
カ
所
、
避
難
者
数
５
４
０
人

9
月
9
日
◦
9
時
40
分
、
追
分
緑
が
丘
の
一
部
に
避
難
指
示
発
令
（
9
月
20

日
に
解
除
）。
11
時
54
分
、
追
分
本
町
地
区
の
一
部
に
避
難
指

示
発
令
（
9
月
26
日
に
解
除
）。
13
時
47
分
、
追
分
花
園
地
区

の
一
部
に
避
難
指
示
発
令
（
9
月
20
日
に
解
除
）

	

◦
安
倍
晋
三
首
相
が
視
察
来
町
。
被
害
状
況
な
ど
を
及
川
町
長
、

高
橋
は
る
み
知
事
ら
と
話
し
合
う

9
月
10
日
◦
町
営
温
浴
施
設
ぬ
く
も
り
の
湯
が
再
開

	

◦
大
師
ヶ
丘
公
園
に
臨
時
集
積
場
を
開
設
。
災
害
ご
み
自
己
搬
入

受
入
れ
を
開
始

	

◦
21
時
00
分
、
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
犠
牲
者
が
全
道
で
41
名

（
厚
真
町
36
名
、
札
幌
市
1
名
、
苫
小
牧
市
2
名
、
む
か
わ
町

1
名
、
新
ひ
だ
か
町
1
名
）
に
（
北
海
道
発
表
）

9
月
11
日
◦
16
時
00
分
、
早
来
守
田
地
区
の

一
部
、
早
来
緑
丘
地
区
の
一
部

に
避
難
勧
告
発
令
（
9
月
24
日

に
解
除
）

9
月
12
日
◦
１
０
０
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
ま
る
。
23
日
に
は

最
大
と
な
る
約
４
０
０
名
が
集

ま
る

9
月
13
日
◦
エ
リ
ア
放
送
で
災
害
に
関
す
る

令
（
9
月
8
日
に
解
除
）、
追

分
緑
が
丘
の
一
部
に
避
難
勧

告
発
令
（
9
月
20
日
か
ら
縮

小
開
始
、
翌
年
3
月
4
日
に

完
全
解
除
）

	

◦
17
時
15
分
、
早
来
大
町
地
区

の
一
部
に
避
難
指
示
発
令

（
9
月
16
日
に
解
除
）

	

◦
18
時
42
分
、
追
分
柏
が
丘
地
区
の
一
部
に
避
難
指
示
発
令
（
1

回
目
）（
12
月
17
日
縮
小
開
始
、
翌
々
年
2
月
13
日
に
完
全
解

除
）

	

◦
19
時
45
分
、
追
分
柏
が
丘
地
区
の
一
部
に
避
難
指
示
発
令
（
2

回
目
）（
10
月
2
日
に
解
除
）

	

◦
20
時
00
分
、
早
来
瑞
穂
地
区
の
一
部
に
避
難
指
示
発
令
（
9
月

14
日
に
解
除
）

	

◦
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
ご
み
収
集
が
再
開

	

◦
避
難
所
7
カ
所
、
避
難
者
数
７

１
８
人

9
月
8
日
◦
は
や
き
た
子
ど
も
園
が
再
開
。

翌
々
日
、
お
い
わ
け
子
ど
も
園

が
再
開

	

◦
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
町

民
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信

	

◦
安
平
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る

避難所（早来町民センター）
〔北海道新聞社提供〕三笠市による給水支援〔北海道新聞社提供〕

「あそびのひろば」での炊き出し
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放
送
を
開
始

	

◦「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
開
催
（
9
月
28
日
ま
で
）

	
◦
追
分
小
学
校
、
早
来
小
学
校
、
安
平
小
学
校
、
追
分
中
学
校
の

4
校
が
再
開
。
遠
浅
小
学
校
、
早
来
中
学
校
（
町
民
セ
ン
タ
ー

に
て
）
は
翌
日
14
日
よ
り
再
開

9
月
14
日
◦
住
家
被
害
認
定
調
査
を
開
始

	

◦
断
水
の
復
旧
率
が
50
％
を
超
え
る

9
月
15
日
◦「
広
報
あ
び
ら
」
号
外
1
号
を
発
行

9
月
16
日
◦
災
害
廃
棄
物
（
片
付
け
ご
み
）
排
出
処
理
が
終
了

9
月
18
日
◦
追
分
高
校
が
授
業
を
再
開

	

◦
安
平
町
内
に
お
け
る
停
電
が
完
全
復
旧
す
る

9
月
19
日
◦
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
適
用

9
月
22
日
◦
災
害
ご
み
自
宅
前
回
収
（
9
月
24
日
ま
で
）

9
月
23
日
◦
仮
設
住
宅
住
民
説
明
会
を
開
催

9
月
25
日
◦
仮
設
住
宅
一
期
工
事
建
設
開
始
。
早
来
地
区
12
戸
、
追
分
地
区

8
戸
（
10
月
29
日
完
成
。
11
月
1
日
入
居
開
始
）

9
月
27
日
◦
臨
時
集
積
場
を
開
設
。
家
電
4
品
目
受
入
れ
を
開
始
す
る

9
月
28
日
◦「
激
甚
災
害
」
指
定
の
閣
議
決
定

9
月
29
日
◦
安
平
町
内
に
お
け
る
断
水
が
完
全
復
旧
す
る

9
月
30
日
◦
り
災
証
明
書
の
交
付

を
開
始

10
月
1
日
◦
遠
浅
公
民
館
の
利
用

再
開

10
月
3
日
◦
高
橋
は
る
み
知
事
が

視
察
来
町

10
月
5
日
◦
第
1
次
り
災
証
明
住
家
被
害
認
定
調
査
が
終
了

10
月
9
日
◦
佐
藤
嘉
大
教
育
長
が
追
分
高
校
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を
視
察
来
町

10
月
10
日
◦
復
興
・
生
活
再
建
支
援
室
を
設
置

10
月
11
日
◦
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
内
覧
会
が
開
催
さ
れ
る

10
月
15
日
◦
災
害
ご
み
自
宅
前
回
収
（
10
月
18
日
ま
で
）

	

◦
自
衛
隊
に
よ
る
災
害
支
援
活
動
が
終
了
。
修
了
式
が
開
催
さ
れ

る

10
月
16
日
◦
早
来
公
民
館
図
書
館
の
利
用
が
再
開
さ
れ
る

10
月
17
日
◦
山
本
順
三
防
災
担
当
大
臣
が
視
察
来
町

10
月
19
日
◦
早
来
中
学
校
仮
設
校
舎
建
設
が
着
工

10
月
20
日
◦
仮
設
住
宅
抽
選
会
の
開
催

10
月
21
日
◦
胆
振
東
部
秋
季
少
年
野
球
大
会
が
遠
浅
公
園
に
て
開
催
さ
れ
る

10
月
24
日
◦
基
礎
支
援
金
、
加
算
支
援
金
、
応
急
修
理
の
受
付
を
開
始

	

◦
仮
設
住
宅
2
期
工
事
建
設
開
始
。
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
3
台

（
12
月
5
日
完
成
）
25
日
、
早
来
地
区
5
戸
、
追
分
地
区
5
戸

（
11
月
19
日
完
成
）

10
月
26
日
◦
追
分
地
区
福
祉
仮
設
住
宅
建
設
開
始
（
12
月
27
日
完
成
）

11
月
1
日
◦
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始

11
月
2
日
◦
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
と
災
害
に
関
す
る
協
定
を
締
結

11
月
5
日
◦
被
災
者
支
援
制
度
等
に
関
す
る
冊
子
を
発
行
お
よ
び
配
布

	

◦
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
「
あ
び
ら
未
来
塾
」
を
開
始

	
◦
震
災
後
、
初
と
な
る
町
政
懇
談
会
を
開
催

11
月
6
日
◦「
安
平
町
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
設
立

11
月
11
日
◦「
日
本
を
元
気
に	

出
張
居
酒
屋
え
ぐ
ざ
い
る
in
安
平
町
」
が
開

催
さ
れ
る

「広報あびら」号外 1号
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11
月
17
日
◦「
復
興
バ
ザ
ー
」
が
開
催
さ
れ
る

11
月
22
日
◦
東
京
あ
び
ら
会
を
設
立

11
月
26
日
◦
衆
議
院
議
員
団
が
視
察
来
町

11
月
27
日
◦
追
分
地
区
の
最
後
の
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
る

11
月
30
日
◦
早
来
地
区
最
後
の
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
る

12
月
3
日
◦
仮
設
住
宅
3
期
工
事
建
設
開
始
（
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
4
台
）

（
12
月
23
日
完
成
）

12
月
10
日
◦
義
援
金
、
一
部
損
壊
住
家
修
理
金
の
受
付
を
開
始

	

◦
自
費
解
体
、
公
費
解
体
の
受
付
を
開
始

12
月
22
日
◦
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
「
ハ
シ
ゴ
酒
忘
年
会
」
を
開

催

12
月
27
日
◦
早
来
中
学
校
仮
設
校
舎
の
建
設
工
事
完
了

【
平
成
31
・
令
和
元（
２
０
１
９
）年
】

1
月
9
日
◦
学
校
法
人
リ
ズ
ム
学
園
と
災
害
時
の
協
力
に
関
す
る
協
定
、
復

興
活
動
の
応
援
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

1
月
15
日
◦
早
来
中
学
校
仮
設
校
舎
で
始
業

式
が
行
わ
れ
る

1
月
31
日
◦
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
連

盟
札
幌
支
部
と
観
光
協
定
締
結

2
月
21
日
◦
21
時
22
分
、
地
震
発
生
（
震
度

5
強
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・

8
）

2
月
26
日
◦
高
橋
は
る
み
知
事
が
早
来
中
学

校
仮
設
校
舎
を
視
察
の
た
め
来

町

3
月
7
日
◦
早
来
地
区
仮
設
店
舗
完
成
・

鍵
の
引
き
渡
し

3
月
12
日
◦
早
来
小
学
校
で
「
８
、０
０
０

人
の
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る

4
月
8
日
◦「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事

業
」
を
新
設
し
募
集
開
始

4
月
9
日
◦「
あ
び
ら
復
興
加
速
実
行
委
員
会
」
設
立

4
月
19
日
◦
道
の
駅
あ
び
ら
Ｄ
51
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
業

5
月
8
日
◦
鈴
木
直
道
知
事
が
視
察
来
町

5
月
16
日
◦
公
費
解
体
工
事
開
始
。
翌
年
3
月
25
日
ま
で

5
月
17
日
◦
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
「
町
民
意
向
調
査
」
を
開
始

5
月
18
日
◦「
あ
び
ら
復
興
感
謝
フ
ェ
ス
」
を
開
催

6
月
1
日
◦
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
北
海
道
ル
ー
ト
に

選
出
さ
れ
る

6
月
17
日
◦
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
係
る
町
民
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開

催
（
町
内
4
地
区
に
て
）。
12
月
19
日
、
安
平
町
復
興
ま
ち
づ

く
り
計
画
が
策
定
さ
れ
る

6
月
25
日
◦
早
来
郷
土
資
料
館
が
再
開

7
月
10
日
◦
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
温
水
プ
ー
ル
が
利
用
再
開

8
月
5
日
◦
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
係
る
町
民
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開

催
（
町
内
4
地
区
に
て
）

8
月
25
日
◦
ブ
ラ
ジ
ル
訪
問
・
雪
だ
る
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

9
月
6
日
◦
復
興
祈
念
式
典
を
開
催

早来中学校 3学期始業式

あびら復興感謝フェス〔北海道新聞社提供〕
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被
害

山地被害（春辺沢川）

山地被害（トキサラマップ川）
平成 30（2018）年 9月 11 日撮影

道路被害（北進焼却場線）
平成 30（2018）年 9月 12 日撮影

橋梁被害（瑞穂林道 2号線）
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影
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被
害

橋梁被害（瑞穂林道 2号線）
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影

農地被害（早来瑞穂地区）
平成 30（2018）年 9月 11 日撮影

道路被害（緑丘幌里線）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

道路被害（北進緑丘線）
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影

道路被害（追分安平線）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

早来中学校校庭
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

道路被害（若草団地東 1条線）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影
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被
害

店舗被害（早来商店街）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔北海道新聞社提供〕

早来北進特定単身者住宅
平成 30（2018）年 11 月 2 日撮影

店舗被害（早来商店街）
平成 30（2018）年 9月 28 日撮影〔北海道新聞社提供〕

寺院被害
平成 30（2018）年 10 月 7 日撮影〔北海道新聞社提供〕
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被
害

宅地被害（早来北進地区）
令和元（2019）年 5月 13 日撮影

避難指示区域
平成 30（2018）年 9月 25 日撮影

ときわ球場
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

ときわ公園
平成 30（2018）年 9月 11 日撮影

早来墓地
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

追分公民館図書室
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

早来斎場
平成 30（2018）年 9月 22 日撮影
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応
急
対
応

避難所炊き出し（早来町民センター）
平成 30（2018）年 9月 8日撮影〔北海道新聞社提供〕

早来小学校給水所
平成 30（2018）年 9月 7日撮影〔北海道新聞社提供〕

自衛隊看護支援
平成 30（2018）年 9月撮影〔陸上自衛隊第 7師団提供〕

自衛隊給水支援〔陸上自衛隊第 7師団提供〕
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応
急
対
応

自衛隊給水支援
平成 30（2018）年 9月 9日撮影〔北海道新聞社提供〕

自衛隊物資輸送支援
〔陸上自衛隊第 7師団提供〕

あびらチャンネル（緊急情報）
平成 30（2018）年 9月 19 日撮影〔室蘭気象台提供〕

自衛隊入浴支援

災害対策本部
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避
難

避難所（追分公民館）
平成 30（2018）年 10 月 3 日撮影

避難所（追分公民館）
平成 30（2018）年 9月 12 日撮影

避難所（早来小学校）

避難所（追分公民館）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影
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避
難

避難所
平成 30（2018）年 10 月 7 日撮影〔北海道新聞社提供〕

避難所
平成 30（2018）年 9月 7日撮影〔北海道新聞社提供〕

避難所
平成 30（2018）年 10 月 1 日撮影〔北海道新聞社提供〕

避難所
平成 30（2018）年 10 月 20 日撮影
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復
旧
・
復
興

災害ボランティア受付
平成 30（2018）年 9月 22 日撮影

ボランティア活動（住宅修理支援）
平成 30（2018）年 10 月 7 日撮影〔北海道新聞社提供〕

災害ごみ
平成 30（2018）年 10 月 20 日撮影

ボランティア活動（引っ越し作業）
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復
旧
・
復
興

住家被害認定調査
平成 30（2018）年 10 月 7 日撮影〔北海道新聞社提供〕

住家被害認定調査
平成 30（2018）年 9月 17 日撮影

水道漏水調査
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影

住家被害認定調査
平成 30（2018）年 9月 13 日撮影
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復
旧
・
復
興

応急仮設住宅
平成 30（2018）年 11 月 14 日撮影〔北海道立総合研究機構提供〕

福祉仮設住宅
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復
旧
・
復
興

早来中学校仮設校舎
平成 31（2019）年 4月 28 日撮影

トレーラーハウス
平成 30（2018）年 11 月 8 日撮影

モバイルハウス
平成 30（2018）年 10 月 4 日撮影〔北海道新聞社提供〕

仮設住宅抽選会
平成 30（2018）年 10 月 20 日撮影

仮設店舗（早来地区）
平成 31（2019）年 4月 17 日撮影
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復
旧
・
復
興

8,000 人の笑顔プロジェクト
平成 31（2019）年 3月 12 日撮影

あそびのひろば
平成 30（2018）年 9月 23 日撮影
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復
旧
・
復
興

防災キャンプ（遠浅地区）
令和元（2019）年 7月 26 日撮影

道の駅あびらD51 ステーション「開業記念式典」
平成 31（2019）年 4月 23 日撮影

安平町復興ボランティアセンター
令和元（2019）年 8月 18 日撮影

安平町復興祈念式典
令和元（2019）年 9月 6日撮影

道の駅あびらD51 ステーション
令和元（2019）年 6月 25 日撮影
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た
。─

非
常
事
態
の
中
で
ど
の
よ
う
に
情
報
を
管
理

し
て
い
っ
た
の
で
す
か
？

　震
災
直
後
か
ら
総
務
課
に
対
策
本
部
を
置
い

て
、
そ
こ
に
私
、
副
町
長
、
総
務
課
長
の
3
名
が

横
並
び
と
な
り
、
1
回
で
報
告
が
で
き
、
一
元
的

に
判
断
が
で
き
る
形
に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

体
制
が
1
カ
月
程
度
続
い
た
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
発
災
当
日
か
ら
朝
と
夕
方
の
1
日
2

回
、
各
課
課
長
の
ほ
か
、
気
象
台
、
自
衛
隊
、
警

察
、
消
防
、
開
発
局
や
北
海
道
の
リ
エ
ゾ
ン
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、
そ
の
場
で
対
策
本
部
会
議
を

開
き
、
被
害
状
況
、
復
旧
状
況
な
ど
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
情
報
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　町
民
に
向
け
て
は
、
1
週
間
後
か
ら
「
あ※

び
ら

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
使
っ
て
対
策
本
部
会
議
の
模
様

※�

安
平
町
が
整
備
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
ホ
ワ

イ
ト
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
町
内
限
定
の
放
送
サ
ー
ビ
ス
。
各
家

庭
の
テ
レ
ビ
で
、
映
像
や
デ
ー
タ
放
送
を
活
用
し
た
お
知
ら
せ
情

報
等
の
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

震
災
で
得
た
つ
な
が
り
を

一
つ
ひ
と
つ
大
切
に
し
て
い
き
た
い

あ
の
時
─
私
た
ち
は
③
〔
安
平
町
〕�

安
平
町
長

安
平
町
長

　
　及
川
秀
一
郎

え
、
5
分
後
く
ら
い
に
は
も
う
家
を
出
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
幸
い
通
勤
経
路
は
無
事
通
行
で
き

た
の
で
、
安
平
町
役
場
に
は
通
常
と
変
わ
ら
な
い

時
間
で
着
い
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
着
い
た
時
に

は
、
す
で
に
何
人
か
の
町
職
員
が
出
て
き
て
い
ま

し
た
。

　当
然
の
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
町
民
、
町
職
員
の

安
否
確
認
。
色
々
な
名
簿
と
突
き
合
わ
せ
、
住
民

の
方
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
確
認
し
ま
し

た
。
初
動
と
し
て
は
、
全
体
的
な
被
災
状
況
の
把

握
に
向
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

　こ
こ
ま
で
大
き
な
災
害
の
経
験
は
な
か
っ
た
の

で
、
国
や
北
海
道
へ
の
要
請
、
自
衛
隊
へ
の
派
遣

要
請
な
ど
の
手
続
き
を
防
災
担
当
者
と
確
認
を
し

な
が
ら
、
早
急
に
進
め
ま
し
た
。
そ
の
後
も
次
か

ら
次
へ
と
様
々
な
案
件
が
出
て
く
る
中
で
、
一
つ

ひ
と
つ
判
断
し
な
が
ら
指
示
を
出
し
て
い
き
ま
し

─
発
災
当
日
の
様
子
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　9
月
6
日
3
時
7
分
、
自
宅
の
2
階
で
寝
て
い

ま
し
た
が
、
尋
常
で
は
な
い
揺
れ
で
飛
び
起
き
ま

し
た
。
扉
と
い
う
扉
が
開
い
て
、
中
の
物
が
す
べ

て
飛
び
出
て
き
た
。「
夢
を
見
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
現
実
で
あ
れ
ば
た
だ
事
で
は
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
作
業
服
の
入
っ
て
い
る
タ

ン
ス
の
扉
が
開
い
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
着
替
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た
。─

非
常
事
態
の
中
で
ど
の
よ
う
に
情
報
を
管
理

し
て
い
っ
た
の
で
す
か
？

　震
災
直
後
か
ら
総
務
課
に
対
策
本
部
を
置
い

て
、
そ
こ
に
私
、
副
町
長
、
総
務
課
長
の
3
名
が

横
並
び
と
な
り
、
1
回
で
報
告
が
で
き
、
一
元
的

に
判
断
が
で
き
る
形
に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

体
制
が
1
カ
月
程
度
続
い
た
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
発
災
当
日
か
ら
朝
と
夕
方
の
1
日
2

回
、
各
課
課
長
の
ほ
か
、
気
象
台
、
自
衛
隊
、
警

察
、
消
防
、
開
発
局
や
北
海
道
の
リ
エ
ゾ
ン
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、
そ
の
場
で
対
策
本
部
会
議
を

開
き
、
被
害
状
況
、
復
旧
状
況
な
ど
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
情
報
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　町
民
に
向
け
て
は
、
1
週
間
後
か
ら
「
あ※

び
ら

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
使
っ
て
対
策
本
部
会
議
の
模
様

※�

安
平
町
が
整
備
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
ホ
ワ

イ
ト
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
町
内
限
定
の
放
送
サ
ー
ビ
ス
。
各
家

庭
の
テ
レ
ビ
で
、
映
像
や
デ
ー
タ
放
送
を
活
用
し
た
お
知
ら
せ
情

報
等
の
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

を
翌
日
に
録
画
放
映
し
ま
し
た
。
町
民
に
対
し
て

発
信
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
様
子
を
見
て
い
た
だ
い
て
い
て
、

安
心
感
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

─
発
災
後
す
ぐ
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

　す
ぐ
に
、
す
べ
て
の
避
難
所
を
開
設
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
自
宅
に
戻
れ
る
方
も
出
て

き
た
の
で
、
少
し
ず
つ
避
難
所
の
統
廃
合
を
行
い

な
が
ら
、
同
時
並
行
で
仮
設
住
宅
の
建
設
に
向
け

た
準
備
も
早
急
に
進
め
ま
し
た
。

　避
難
所
に
は
職
員
が
張
り
つ
い
た
の
で
す
が
、

早
い
段
階
で
白
老
町
か
ら
応
援
派
遣
を
い
た
だ

き
、
避
難
所
運
営
を
任
せ
ら
れ
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
分
、
職
員
が
復
旧
に

向
け
た
業
務
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

─
防
災
訓
練
な
ど
の
日
頃
の
取
り
組
み
が
活
か

さ
れ
た
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

　公
民
館
の
活
動
と
し
て
行
っ
て
き
た
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
と
い
う

取
り
組
み
が
避
難
所
運
営
の
中
で
非
常
に
役
立
ち

ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
1

泊
し
て
避
難
所
生
活
を
疑
似
体
験
す
る
も
の
で
す

が
、
こ
れ
に
よ
り
、
避
難
時
に
は
何
を
す
べ
き
か

わ
か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
気
持

ち
の
面
で
も
安
定
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　町
内
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
6
割
を
超

え
ま
し
た
が
、
災
害
に
対
し
て
は
ふ
だ
ん
か
ら
地

域
と
一
体
で
動
け
る
関
係
性
を
つ
く
っ
て
お
く
こ

と
が
や
は
り
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
人
と
の

つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
結
果
的
に
は
重
要

な
の
で
は
な
い
か
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

─
避
難
所
の
運
営
と
並
行
し
て
、
り
災
証
明
書

の
発
行
が
始
ま
り
ま
す
。
負
担
の
大
き
な
業

務
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　震
災
3
日
目
く
ら
い
に
札
幌
で
り
災
証
明
に
関

す
る
情
報
提
供
会
が
あ
り
、
担
当
課
長
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
場
で
お
会
い
し
た
新
潟
大
学
の
田

村
先
生
と
富
山
大
学
の
井
ノ
口
先
生
が
翌
日
、
安

平
町
ま
で
来
て
、
中
越
地
震
で
確
立
さ
れ
た
と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
ご
紹
介
く
だ
さ
り
、
そ
の
場
で
採

用
を
即
決
し
ま
し
た
。

　り
災
証
明
書
は
家
屋
の
被
害
を
証
明
す
る
も
の

で
、
通
常
は
被
害
を
受
け
た
方
が
証
明
書
の
発
行

を
申
請
し
、
調
査
確
認
の
う
え
発
行
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
申
請
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
調
査
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、「
調
査
に
時
間
は
か
か
る
が
、

復
興
支
援
が
一
番
速
く
進
む
の
は
全
戸
調
査
だ
」

と
い
う
先
生
方
の
助
言
に
従
っ
て
、
町
内
全
域
の

家
屋
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　り
災
証
明
書
の
発
行
は
震
災
か
ら
1
カ
月
が
勝

負
。
復
旧
に
関
わ
る
業
務
も
集
中
し
、
人
員
が
足

り
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
し
た
が
、
先
生
方
に
よ

れ
ば
「
そ
の
時
に
は
応
援
部
隊
が
来
る
ん
だ
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
結
果
的
に
新
潟
県
と
岩
手
県

か
ら
40
名
、
道
内
か
ら
も
20
名
の
応
援
が
あ
り
、

総
勢
60
名
の
体
制
で
3
週
間
ほ
ど
か
け
て
全
戸
調

査
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
期
の
段
階
で
、

結
果
的
に
一
番
速
く
進
む
の
は
こ
の
方
法
だ
と
ご

助
言
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
や
っ
て
み
る
と

本
当
に
そ
の
通
り
で
、
全
戸
調
査
に
よ
っ
て
被
災

状
況
を
一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

─
復
旧
に
向
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
大
き

か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
安
平
町
で
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
こ
ど
も
園
を
運
営
す
る
学
校

法
人
が
連
携
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　こ
れ
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
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す
。
震
災
の
翌
々
日
の
早
朝
に
、
当
時
の
は
や
き

た
子
ど
も
園
の
井
内
園
長
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
立
ち
上
げ
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
し

た
。
す
ぐ
に
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
者
に

連
絡
し
て
、
全
員
か
ら
Ｏ
Ｋ
を
も
ら
い
、
立
ち
上

げ
に
至
り
ま
す
。
は
や
き
た
子
ど
も
園
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
官
民
共
同
の
体
制
で
運
営
し
ま
し

た
（
詳
細
は
１
１
２
頁
、
１
１
４
頁
を
参
照
）。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
は
相
当
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
う
し
、
行
政
的
に
も
大
変
な
ん
で
す
が
、
そ

こ
を
切
り
離
し
て
民
間
レ
ベ
ル
で
担
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
我
々
行
政
と
し
て
は
、
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
、
公
共
施
設
、
住
民
の
暮
ら
し
に
集
中
で
き

た
の
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
方
々
が
残
っ
て
、
そ
の
後
の
「
復

興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
な
が
る
流
れ

が
出
来
た
ん
で
す
。
そ
の
時
々
に
必
要
な
取
り
組

み
を
主
体
的
に
考
え
て
や
っ
て
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

─
発
災
後
の
応
急
対
応
が
一
段
落
す
る
と
、
応

急
仮
設
住
宅
の
建
設
に
焦
点
は
移
り
ま
す
。

　仮
設
住
宅
は
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
り
、
調
査
を

行
っ
た
り
し
な
が
ら
戸
数
を
決
め
る
ん
で
す
が
、

民
間
の
ア
パ
ー
ト
を
み
な
し
の
仮
設
住
宅
に
す
る

仕
組
み
も
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し

た
。　ま

た
、
被
災
し
た
農
家
の
方
が
離
れ
た
仮
設
住

宅
か
ら
通
い
な
が
ら
、
農
作
業
を
し
た
り
家
畜
の

世
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
か
ら
、

農
家
の
敷
地
内
に
仮
設
住
宅
と
し
て
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
の
設
置
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願

い
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
3
町
で
要
望
し
ま
し
た
。

生
活
再
建
に
役
立
つ
こ
と
だ
と
訴
え
、
そ
れ
を
国

も
北
海
道
も
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
が
大
き
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　福
祉
仮
設
住
宅
も
そ
う
で
す
が
、
被
災
者
に
寄

り
添
う
形
で
、
こ
う
し
た
仮
設
住
宅
を
建
設
、
設

置
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
全
国
初
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
先
例
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

─
12
月
に
は
早
来
中
学
校
の
仮
設
校
舎
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
計
画
中
の
新
校
舎
は

小
中
一
体
型
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
。

　早
来
中
学
校
の
仮
設
校
舎
建
設
に
は
も
っ
と
時

間
が
か
か
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
対
応
い
た
だ
き
、
年
内
に
は
完
成
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
町
民
セ
ン
タ
ー
を
学
校
の
代
わ

り
に
使
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　平
成
28
（
２
０
１
6
）
年
に
小
中
一
貫
の
義
務

教
育
学
校
と
い
う
国
の
制
度
が
出
来
て
、
追
分
地

区
で
は
施
設
分
離
方
式
で
す
が
、
小
中
一
貫
教
育

を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
を
建
て
直
す
の

で
あ
れ
ば
、
早
来
小
学
校
の
校
舎
も
老
朽
化
し
て

い
ま
す
か
ら
、
よ
り
良
い
学
び
の
場
を
創
ろ
う

と
、
小
学
校
と
一
体
型
の
学
校
整
備
に
よ
る
早
来（仮称）「安平町立早来小学校・中学校」実施設計 俯瞰イメージ
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中
学
校
の
再
建
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
た
だ
再
建
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
環

境
や
情
報
教
育
に
も
配
慮
し
、
地
域
の
人
に
も

使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
学
校
を
目
指
し
て
進

め
て
い
ま
す
。
教
育
の
質
を
高
め
て
、
移
住
定
住

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
、
安
平
町

の
基
本
的
な
柱
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

　現
在
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
て
、
令
和
3

（
２
０
２
１
）
年
度
、
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年

度
の
2
年
間
で
整
備
を
す
る
予
定
で
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
建
設
を
一
番
大
き
な

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
す
。

─
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
町
の
総
合
計
画
の
策
定
が
行
わ
れ
て

い
た
時
に
震
災
が
起
き
た
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

ベ
ー
ス
と
な
る
も
の
を
一
体
的
に
検
討
し
、
令
和

元
（
２
０
１
９
）
年
12
月
に
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
と
第
2
次
安
平
町
総
合
計
画
の
中
期
基
本
計
画

を
同
時
に
策
定
し
ま
し
た
。
現
在
は
復
興
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
取
り
組
み
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　震
災
前
は
、
旧
町
時
代
の
「
追
分
」「
早
来
」

と
い
う
感
覚
の
方
が
ま
だ
多
く
、
一
体
感
の
醸
成

と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
町
民
の
気
持
ち
が

一
つ
に
な
っ
て
、
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
協
力
し

て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　安
平
、
遠
浅
も
含
め
て
4
つ
の
特
色
を
持
つ
地

域
が
あ
る
の
で
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て
何
が
必
要

な
の
か
を
考
え
な
が
ら
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
、
町

民
に
安
心
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
最
後
に
、
震
災
を
振
り
返
っ
て
伝
え
た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　町
職
員
は
こ
の
約
2
年
で
様
々
な
経
験
を
し

て
、
色
々
な
意
味
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
個
人
に
と
っ
て
も
、
安
平
町
に
と
っ
て
も

財
産
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国

か
ら
様
々
な
応
援
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
お
返

し
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
厚
真
町
、
む
か
わ
町
と
3
町
で
一
緒
に

乗
り
越
え
、
様
々
な
経
験
を
し
て
、
多
く
の
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
胆
振
東
部
と
し
て

さ
ら
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す

し
、
他
の
町
と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
4
月
に
は
、「
道
の

駅
あ
び
ら
Ｄ
51
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
元
気
に
な
っ
た
様
子
を
発
信
す
る
復
興

の
エ
ン
ジ
ン
役
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
震
災
に
よ
っ
て
得
た
も
の
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
人
脈
で
あ
っ
た
り
、
団
体
と

の
つ
な
が
り
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

を
こ
れ
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
つ
な
い
で
い
け

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

復興まちづくり計画策定に向けた町民まちづくり懇談会
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要
に
応
じ
て
支
援
す
る
ス
タ
イ
ル
を
採
っ
て
い
ま

す
。　中

心
に
置
い
て
い
る
課
題
は
「
生
活
再
建
」

で
、
住
家
被
害
認
定
調
査
を
行
い
、
り
災
証
明
書

を
発
行
。
色
々
な
支
援
金
を
配
り
、
そ
れ
で
も
支

援
が
足
り
な
い
人
に
様
々
な
施
策
を
考
え
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。

─
安
平
町
に
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
関
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

井
ノ
口
　地
震
発
生
当
初
、
被
害
状
況
な
ど
に
つ

い
て
、
北
海
道
庁
で
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
北
海
道
庁
で
は
対た
い

口こ
う

支
援
団
体
で
あ
る

新
潟
県
が
す
で
に
動
い
て
い
ま
し
た
。
新
潟
県
と

市
町
村
は
協
定
に
よ
り
、
被
災
自
治
体
応
援
の
た

め
「
チ
ー
ム
に
い
が
た
」
を
組
織
し
、
研
究
者
は

首
都
圏
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
防
災
科

町
が
覚
悟
を
持
っ
て
選
択
し
た「
全
棟
全
戸
調
査
」

効
率
的
な
生
活
再
建
支
援
を
実
現

あ
の
時
─
私
た
ち
は
③
〔
安
平
町
〕�

復
興
学
術
支
援

新
潟
大
学
教
授�

田
村

　圭
子
さ
ん

富
山
大
学
准
教
授

　
　井
ノ
口
宗
成
さ
ん

─
最
初
に
、
お
二
人
の
ご
関
係
と
研
究
に
つ
い

て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

井ノ口 宗成さん

井
ノ
口
　私
も
田
村
先

生
も
、
京
都
大
学
防
災

研
究
所
の
林
春
男
先
生

（
現 

国
立
研
究
開
発
法

人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
理
事
長
）
の
門
下
生
で

す
。
私
は
今
、
富
山
大
学
に
い
ま
す
が
、
元
々
は

田
村
先
生
と
同
じ
新
潟
大
学
で
研
究
を
し
て
い
ま

し
た
。

　我
々
の
生
活
再
建
支
援
研
究
が
始
ま
っ
た
の

は
、
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
の
新
潟
中
越
地
震

か
ら
で
す
。
災
害
が
起
こ
る
と
被
災
地
に
行
き
、

現
場
の
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
過
去

の
事
例
、
現
状
の
課
題
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
起
こ

る
こ
と
を
想
定
し
、
得
た
知
識
を
現
場
の
方
々
に

還
元
し
つ
つ
、
課
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
必

チームにいがたと安平町メンバー



 

109 • 安平町

研
）
生
活
再
建
分
科
会
と
し
て
、
協
働
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
内
閣
府
が
住
家
被
害
認
定
調
査
の
説

明
会
を
北
海
道
庁
で
開
催
し
、
同
席
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
北
海
道
が
被
災
自
治
体

の
出
席
者
に
対
し
「
生
活
再
建
支
援
に
関
わ
る
研

究
者
が
来
て
い
る
か
ら
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
助

け
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
相
談
さ
れ
て
は

ど
う
か
？
」
と
声
を
か
け
た
。
そ
こ
で
、
手
を
挙

げ
ら
れ
た
の
が
安
平
町
だ
っ
た
ん
で
す
。

─
そ
れ
で
す
ぐ
に
、
災
害
対
応
に
関
わ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

井
ノ
口
　い
え
、
最
初
に
我
々
の
や
り
方
を
ご
納

得
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
平
町
の

担
当
者
の
方
に
は
「
全
棟
全
戸
調
査
と
い
う
一
見

す
る
と
非
効
率
に
見
え
る
方
法
を
採
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
い
い
で
す
か
」
と
お
話
し
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
町
長
な
ら
び
に
部
局
の
意
思
決
定

者
と
き
ち
ん
と
打
ち
合
わ
せ
が
で
き
る
場
と
時
間

が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
ま
し
た
。
す
る

と
、
す
ぐ
翌
日
に
「
町
長
を
含
め
て
場
を
開
く
の

で
来
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
ば
れ
た
ん
で
す
ね
。
安

平
町
の
覚
悟
と
我
々
の
助
け
た
い
と
い
う
思
い
が

そ
こ
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

─
安
平
町
に
入
っ
た
時
の
印
象
は
？

田
村

　安
平
町
に
は
9

月
10
日
に
入
り
ま
し

た
。
具
体
的
な
被
害
状

況
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま

で
す
ね
。
報
道
は
、
厚
真
町
の
土
砂
災
害
が
メ
イ 田村 圭子さん

ン
、
そ
れ
以
外
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、

震
度
分
布
情
報
か
ら
想
像
す
る
に
、
建
物
被
害
は

出
て
い
る
だ
ろ
う
と
。
そ
う
し
た
状
況
で
現
地
に

入
り
ま
し
た
。

　ま
ず
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
被
災
地
に
は
な
い

北
海
道
独
特
の
広
さ
や
距
離
感
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
被
害
は
、
家
屋
や
学
校
な
ど
を
含
め
、

思
っ
た
以
上
に
大
き
い
と
い
う
印
象
。
た
だ
、
北

海
道
の
家
屋
は
本
州
の
そ
れ
と
違
っ
て
な
じ
み
の

な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
、
実
際
に
ど
う
い
う
被
害

が
出
て
い
る
か
は
想
像
し
に
く
か
っ
た
で
す
ね
。

あ
と
、
牧
場
の
被
害
が
甚
大
だ
と
い
う
こ
と
は
世

間
に
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

─
「
全
棟
全
戸
調
査
」
を
取
ら
れ
て
い
る
理
由

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
村
　ど
こ
の
町
に
行
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
震

度
の
高
い
エ
リ
ア
の
「
全
棟
全
戸
調
査
」
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
理
由
の
一
つ
目
は
、
被
害
が
出
て
い
る
・

出
て
い
な
い
を
調
査
時
点
で
見
極
め
る
の
は
す
ご

く
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
応
援

の
方
が
来
て
い
る
間
に
で
き
る
だ
け
被
災
状
況
を

つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が
、
最
終
的
に
は
市
町
村
職

安平町長と打ち合わせをする防災科研と富山大の支援者の皆さん
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員
の
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
。

住
民
の
皆
さ
ん
も
最
初
は
「
ど
う
し
て
全
部
回
る

の
。
時
間
が
か
か
る
な
あ
」
と
思
わ
れ
る
ん
で
す

が
、
最
後
は
「
自
分
の
家
に
来
て
く
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
な
る
。
り
災
証
明
書
発
行
ま
で
は
時
間
が

か
か
る
け
れ
ど
、
支
援
を
行
う
時
も
、
該
当
者
は

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
わ
か
る
の
で
、
結
果
的
に

は
、
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

安
平
町
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
町
で
は
な
い
の
で
、

応
援
が
あ
る
う
ち
に
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ど
の
段
階
の
効
率
を
優
先
す
る
か
で
す
ね
。

─
安
平
町
で
導
入
し
た
「
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

井
ノ
口
　個
人
も
し
く
は
世
帯
の
被
災
者
が
、
災

害
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
被
災
し
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
受
け
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て

い
る
か
を
自
治
体
が
包
括
的
に
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　そ
こ
か
ら
、
例
え
ば
１
、０
０
０
人
が
同
じ
よ

う
な
困
り
事
を
抱
え
て
い
る
と
わ
か
れ
ば
、
自
治

体
は
支
援
制
度
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ

る
い
は
2
〜
3
人
が
困
っ
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
、

個
別
の
対
応
が
必
要
に
な
る
。
困
り
事
は
千
差
万

別
で
す
が
、
そ
も
そ
も
ど
の
く
ら
い
の
被
災
者
が

ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
把
握
し
て
お
か
な

い
と
、
手
の
差
し
伸
べ
方
が
わ
か
ら
な
い
。
被
災

者
の
生
活
再
建
支
援
を
行
う
た
め
、
必
要
な
情
報

を
包
括
的
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。

─
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
で
す
ね
。

井
ノ
口
　活
用
す
る
支
援
制
度
の
決
定
に
は
被
害

の
確
定
が
必
要
で
、
誰
が
ど
こ
で
ど
う
被
災
し
た

か
と
い
う
情
報
が
不
可
欠
で
す
。「
誰
が
」
は
住

民
基
本
台
帳
、「
ど
こ
で
」
は
建
物
の
課
税
台

帳
。
た
だ
し
、「
ど
う
被
災
し
た
か
」
は
災
害
が

起
こ
っ
た
後
で
し
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
必
要

な
の
が
住
家
被
害
認
定
調
査
で
す
。
全
棟
全
戸
調

査
で
得
た
被
害
認
定
調
査
デ
ー
タ
を
管
理
。
そ
し

て
、
り
災
証
明
書
の
発
行
を
迅
速
に
行
い
、
被
災

者
の
状
態
を
包
括
的
に
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

安
平
町
に
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

田
村
　「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
の
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
だ
け
を
指
す
の
で
は
な

く
、
考
え
方
全
般
を
指
し
ま
す
。
全
棟
全
戸
の
調

査
を
行
う
、
調
査
の
効
率
化
の
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
う
、
調
査
内
容
の
入
力
を
き
ち
ん
と
行
え

た
か
大
き
な
画
面
で
確
認
す
る
、
り
災
証
明
書
を

発
行
す
る
時
に
で
き
る
だ
け
お
待
た
せ
し
な
い
よ

う
に
す
る
、
丁
寧
に
お
話
を
聞
く
、
自
治
体
職
員

の
研
修
を
行
う
な
ど
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
含
め
て

私
た
ち
は
「
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

─
調
査
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

田
村
　過
去
の
被
災
地
で
の
、
付
属
屋
に
居
住
実

態
が
あ
っ
た
、
車
庫
の
り
災
証
明
書
を
求
め
る
被

災
者
が
多
か
っ
た
な
ど
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
車
庫

や
付
属
屋
ま
で
幅
広
に
調
査
を
お
願
い
し
た
の

で
、
担
当
者
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
研
究

者
が
「
こ
れ
が
い
い
」
と
思
っ
た
こ
と
を
、
少
し

非
効
率
で
も
「
被
災
者
の
た
め
」「
被
災
自
治
体

の
た
め
」
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
い
た
だ
い
た
の

が
、
す
ご
く
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

井
ノ
口
　全
棟
全
戸
調
査
と
い
う
の
は
、
結
局
は

見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

北
海
道
の
住
宅
に
は
屋
根
瓦
が
な
く
、
建
物
の
構

造
が
道
外
と
違
い
、
被
害
の
出
方
も
違
い
ま
す

し
、
応
援
に
来
ら
れ
た
方
も
道
外
の
方
で
す
か
ら

「
壁
の
四
隅
の
ず
れ
や
、
窓
枠
の
隅
の
ゆ
が
み
な

ど
は
丁
寧
に
見
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
記

憶
は
あ
り
ま
す
。

　現
場
で
見
て
集
め
た
情
報
を
す
ぐ
に
調
査
の
皆

さ
ん
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
の
が
、
少
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し
大
変
で
し
た
。

田
村
　あ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
範
囲
が
広
い
と
い
う

こ
と
で
、
調
査
の
棟
数
が
読
め
な
か
っ
た
こ
と
で

す
ね
。
牧
場
に
1
班
派
遣
し
た
ら
「
30
棟
あ
り
ま

し
た
」
と
言
っ
て
終
日
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
と

か
。
牧
場
の
中
に
、
あ
れ
だ
け
建
屋
が
あ
る
と
い

う
こ
と
も
当
初
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
従

業
員
の
方
た
ち
の
宿
舎
と
か
、
そ
う
い
う
方
た
ち

を
見
落
と
さ
ず
に
支
援
で
き
た
の
は
、
す
ご
く
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

─
安
平
町
の
取
り
組
み
で
「
こ
れ
は
い
い
」
と

思
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

田
村
　1
年
後
の
復
興
祈
念
式
典
で
う
か
が
っ
た

時
、
発
災
の
日
に
防
災
訓
練
を
総
務
課
長
が
中
心

と
な
っ
て
行
っ
て
い
た
の
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
ね
。

井
ノ
口
　素
晴
ら
し
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
エ
リ

ア
放
送
の
「
あ※

び
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
す
。
あ
れ

は
、
す
ご
く
大
事
で
す
。
他
の
自
治
体
か
ら
災
害

の
こ
と
で
何
か
聞
か
れ
た
ら
、
自
信
を
持
っ
て
話

さ
れ
た
ら
い
い
と
思
う
く
ら
い
、
あ
れ
は
良
い
取

り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

田
村

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
は
な
く
て
、
ち
ゃ
ん
と
町

長
自
身
が
顔
を
出
し
て
説
明
す
る
と
い
う
。
ネ
ッ

ト
環
境
の
な
い
ご
高
齢
の
方
も
皆
さ
ん
見
ら
れ
る

し
、
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
は
素
晴
ら
し

い
な
と
、
私
も
思
い
ま
し
た
。

─
最
後
に
、
安
平
町
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
何

か
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

田
村
　安
平
町
の
皆
さ
ん
に
接
し
た
中
で
強
く
感

じ
た
の
は
、
行
政
も
町
民
の
方
た
ち
も
、
町
を
盛

り
上
げ
て
い
く
お
気
持
ち
が
す
ご
く
強
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
た
ち
専
門
家
の
助
言
を
謙
虚
に
受

け
入
れ
て
、
復
興
に
も
す
ご
く
熱
心
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
い

ず
れ
は
町
の
総
合
計
画
と
結
合
し
て
町
の
発
展
に

活
か
さ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
す

ご
く
大
き
な
視
点
の
中
で
進
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
非
常
に
印
象
的
で
し

た
。
で
き
た
ら
、
そ
う
い
っ
た
姿
勢
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

し
、
応
援
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

井
ノ
口
　安
平
町
は
災
害
を
受
け
て
傷

つ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
非
常
に

前
向
き
で
、
観
光
施
設
や
学
校
教
育
な

ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
こ
と
を
色
々
さ

れ
て
い
る
。
強
い
し
熱
い
し
、
何
か

カ
ッ
コ
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　あ
と
は
、
田
村
先
生
も
言
わ
れ
た
復
興
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
「
安
平
町
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
」
と

い
う
声
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
た
う
え
で
、
無
理
の
な

い
、
そ
し
て
前
に
進
ん
で
い
く
形
で
立
て
ら
れ
た

の
が
す
ご
く
い
い
で
す
ね
。
計
画
が
実
現
す
る

と
、
皆
さ
ん
の
自
信
に
も
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
「
よ
か
っ
た
ね

え
」
と
み
ん
な
で
笑
え
る
日
が
来
た
ら
い
い
な
と

思
い
な
が
ら
、
計
画
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

※�

安
平
町
が
整
備
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
ホ
ワ

イ
ト
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
町
内
限
定
の
放
送
サ
ー
ビ
ス
。
各
家

庭
の
テ
レ
ビ
で
、
映
像
や
デ
ー
タ
放
送
を
活
用
し
た
お
知
ら
せ
情

報
等
の
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

チームにいがたと研究者（上：安平町　 下：北海道庁）
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の
方
な
ど
の
ご
自
宅
を
確
認
す
る
た
め
、
見
回
り

に
向
か
い
ま
し
た
。
大
規
模
な
災
害
と
い
う
と
、

テ
レ
ビ
の
映
像
で
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
建
物
の
倒
壊
が
想
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
家
屋
は
な
く
、
外
観
か
ら
わ

か
る
被
害
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
川
　
追
分
の
支
所
は
あ
ま
り
ひ
ど
い
状
態
で
は

な
く
、
意
外
と
大
丈
夫
だ
っ
た
と
い
う
印
象
で
し

た
。
た
だ
、
後
日
談
に
な
り
ま
す
が
、
建
物
の
裏

に
地
割
れ
が
発
生
し
て
い
た
り
、
床
と
壁
の
間
が

30
セ
ン
チ
も
開
い
て
い
る
な
ど
、
見
回
り
で
は
気

づ
か
な
か
っ
た
大
き
な
被
害
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

─
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
ま
で
の

経
過
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

小
川
　
9
月
8
日
の
昼
過
ぎ
に
立
ち
上
げ
た
と
記

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
手
助
け
す
る

寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に

安
平
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長�

小
川
誠
一
さ
ん

安
平
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
補
佐
　
　高
橋
光
暢
さ
ん

─
発
災
当
日
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
川
　
当
時
の
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
早
来
の

本
所
に
4
名
配
置
、
追

分
の
支
所
に
2
名
配

置
。
発
災
当
日
、
暗
い
う
ち
に
早
来
の
本
所
に
駆

け
つ
け
た
の
は
高
橋
で
、
す
ぐ
に
状
況
確
認
を
し

て
い
ま
す
。
私
は
追
分
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
追

分
の
支
所
に
ま
ず
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

高
橋
　
本
所
の
中
は
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
が

全
部
倒
れ
た
状
態
で
し

た
。
停
電
に
よ
り
照
明

も
点
か
な
い
状
況
。
靴
を
履
い
た
ま
ま
入
り
、
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
事
務
所
を
出
ま
し
た
。
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
訪
問
介
護
の
事
業
も
行
っ
て
い
る
の

で
、
古
い
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
や
一
人
暮
ら
し 小川 誠一さん高橋 光暢さん

憶
し
て
い
ま
す
。
発
災
当
日
か
ら
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
を
交
え
て
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
安
平
町

の
被
害
状
況
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
徐
々
に
判
明
し
て
き
た
中
で
外
観
を

見
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
被
害
が
あ
り
、
例
え

ば
「
室
内
散
乱
に
よ
る
片
付
け
が
必
要
」
と
い
っ

た
様
々
な
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

高
橋
　
そ
こ
で
、
地
元
で
「
は
や
き
た
子
ど
も

園
」
を
運
営
す
る
「
学
校
法
人
リ
ズ
ム
学
園
」
と

一
緒
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
川
　
リ
ズ
ム
学
園
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
す
で
に
行
っ
て
い
て
、
あ

る
程
度
の
人
数
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
平
時
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
長た

け
て
い
ら

し
た
ん
で
す
。
リ
ズ
ム
学
園
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
の
時
─
私
た
ち
は
③
〔
安
平
町
〕�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
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望
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
自
宅
に
住
め
な
く

な
っ
た
方
は
仮
設
住
宅
な
ど
へ
の
引
っ
越
し
も
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
手
助
け
で
す
ね
。
依
頼
は

翌
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
く
ら
い
ま
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
が
開
設
さ
れ
て
い
た
頃
は
、
町

か
ら
の
様
々
な
情
報
を
掲
示
板
に
掲
示
し
、
情
報

を
得
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。

高
橋
　
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
は
紙
で
ま
と
め
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
現
況
が
わ
か
ら
な
い
の

で
必
ず
現
地
調
査
に
入
り
、
必
要
な
人
数
や
機
材

を
見
極
め
ま
す
。
中
に
入
っ
て
も
危
険
が
な
い

か
、
建
物
の
危
険
度
は
専
門
職
で
な
い
と
判
断
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
時
に
は
建
築
士
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
に
も
同
行
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
今
後
に
備
え
て
行
っ
て
い
る
こ
と
は
？

高
橋
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
運
営
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
様
々
な
場
所
か
ら
訪

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
初
め
て
安
平
町
に
来
た
方

で
も
す
ぐ
に
作
業
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
作
業
手
順
を
示
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
名
簿
と
地
図
を
セ
ッ
ト
で
整
理

し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
日
常
の
業
務
で
も

活
用
で
き
ま
す
し
、
災
害
時
に
ロ
ー
ラ
ー
で
回
る

時
に
も
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
少
な
い
タ
イ
ム
ロ
ス
で

動
け
ま
す
の
で
。
日
頃
か
ら
困
る
こ
と
が
あ
る
方

は
災
害
時
に
は
よ
り
困
っ
た
状
況
に
置
か
れ
る
の

で
、
情
報
を
き
ち
ん
と
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
と

て
も
大
事
だ
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
感
じ
て
い
ま

す
。

家屋内の片付けを行ったあと、家財道具をトラックで運ぶ

の
募
集
と
管
理
を
お
願
い
し
、
地
元
の
状
況
を
把

握
し
て
い
る
私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
が
住
民

ニ
ー
ズ
調
査
を
引
き
受
け
る
な
ど
、
役
割
分
担
を

明
確
に
し
た
体
制
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

─
具
体
的
に
は
ど
う
動
か
れ
ま
し
た
か
？

高
橋
　
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
30
名
に
も
お
願
い

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
票
を
配
布
す
る
の
と

同
時
に
、
心
配
な
方
に
は
直
接
訪
問
し
て
困
り
事

の
拾
い
上
げ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初

は
高
齢
者
で
心
配
な
方
を
中
心
に
回
っ
て
い
ま
し

た
が
、「
助
け
て
ほ
し
い
」
と
口
に
出
せ
な
い
方

が
結
構
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
出
て
、

9
月
14
日
か
ら
の
3
連
休
に
全
戸
訪
問
を
始
め
ま

し
た
。
全
戸
訪
問
は
9
月
中
に
さ
ら
に
1
回
と
、

計
2
回
行
っ
て
い
ま
す
。
大
変
だ
っ
た
こ
と
、

困
っ
た
こ
と
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
、
自
分
の

思
っ
た
こ
と
を
相
手
に
伝
え
る
。
そ
れ
で
少
し
で

も
相
手
の
気
持
ち
が
楽
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

─
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
し
た
か
？

小
川
　
個
人
の
場
合
は
、
ま
ず
自
宅
の
片
付
け
が

あ
っ
て
、
そ
の
後
は
片
付
け
の
結
果
発
生
し
た
災

害
ご
み
の
整
理
。
そ
の
ほ
か
、
水
を
届
け
て
ほ
し

い
、
お
風
呂
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
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─
リ
ズ
ム
学
園
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
さ
れ
て
い

る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

井
内
　
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
に
全
国
に
先

駆
け
、
公
私
連
携
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
「
は

や
き
た
子
ど
も
園
」
の
運
営
を
始
め
た
時
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
を
駆
使
し
て
働
き
方
改
革
に
努
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
1
人
1
台
の
Ｐ
Ｃ
と
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
端
末
の
使
用
、
登
園
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
電
子
黒
板
の
活
用
な
ど
で
す
。
先
生
同
士

の
連
絡
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
と
イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ
ク
を
使
っ
た
り
、
チ
ャ
ッ
ト

ツ
ー
ル
を
取
り
入
れ
た
り
な
ど
、
色
々
な
形
で
工

夫
し
て
い
ま
す
。

─
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
こ
か
ら
着

手
さ
れ
ま
し
た
か
？

井
内
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
た
直
後
は
、
本
部
の
設
置
よ
り
先
に
情
報
発
信

に
着
手
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
志
願
者
の
方

は
、「
状
況
を
知
り
た
い
」「
情
報
が
ほ
し
い
」
だ

ろ
う
と
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
一
晩
で
開
設
し
ま
し

た
。
た
だ
こ
の
時
、
電
話
番
号
だ
け
は
掲
載
し
て

い
ま
せ
ん
。
電
話
番
号
を
載
せ
る
と
、
電
話
対
応

に
時
間
と
労
力
が
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
発
災

時
は
対
応
す
る
時
間
も
人
手
も
な
い
の
で
。
そ
れ

よ
り
も
園
で
使
っ
て
い
る
参
観
日
の
申
し
込
み
や

登
降
園
の
登
録
、
メ
ー
ル
連
絡
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

災
害
ボ
ラ
セ
ン
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
仕

組
み
を
使
い
、
管
理
業
務
を
徹
底
的
に
簡
素
化
す

る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
使
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
で
は
、

現
地
に
来
て
か
ら
仕
事
の
割
り
振
り
を
す
る
の
で

は
な
く
、
申
し
込
み
時
点
で
「
○
○
が
で
き
る

人
、
△
人
募
集
」
と
い
う
感
じ
で
ニ
ー
ズ
と
定
員

を
明
示
し
、
事
前
に
何
を
す
る
の
か
わ
か
る
よ
う

違
う
立
場
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
も
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
支
え
た
も
う
一
つ
の
力

学
校
法
人
リ
ズ
ム
学
園�

　
　井
内�

聖
さ
ん

東
京
都
出
身�

林�

賢
司
さ
ん

埼
玉
県
出
身�

台�

正
人
さ
ん

山
梨
県
出
身�

溝
口�

駿
さ
ん左から溝口さん、井内さん、林さん、台さん
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に
努
め
ま
し

た
。
心
が
け
た

の
は
「
と
に
か

く
人
を
集
め
る

こ
と
」「
と
に

か
く
支
援
作
業

を
見
つ
け
る
こ

と
」。
道
外
か

ら
来
て
い
た
だ

い
た
方
も
す
べ

て
受
け
入
れ
、
支
援
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
徹
底
し
ま

し
た
。
人
手
が
あ
れ
ば
早
く
支
援
の
手
が
届
き
ま

す
。
善
意
で
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
を
何
も
し
て

も
ら
わ
ず
に
帰
さ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
も
気
を

つ
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
受
付
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
任
せ
た
り
、
必
要
な
情
報
掲
示
に

は
子
ど
も
園
に
あ
っ
た
電
子
黒
板
を
利
用
し
た
り

と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
管
理
業
務
を
減
ら
し
、

現
場
に
人
を
多
く
配
置
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

─
そ
の
ほ
か
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
は
？

井
内
　
避
難
所
の
移
転
、
仮
校
舎
へ
の
引
っ
越

し
、
掲
示
板
の
設
置
と
更
新
、
広
報
（
号
外
版
）

の
印
刷
と
全
戸
配
布
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
全
戸
訪
問

な
ど
、
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
や
り
ま
し
た
。
中

で
も
道
路
に
出
さ
れ
て
い
る
災
害
ご
み
を
3
日
間

で
す
べ
て
回
収
す
る
「
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
だ

け
で
は
な
く
、
苫
小
牧
の
野
球
部
や
札
幌
の
サ
ッ

カ
ー
部
と
い
っ
た
高
校
生
の
ほ
か
、
地
元
の
少
年

団
も
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
「
自
分
た
ち
の
町
を

き
れ
い
に
す
る
の
な
ら
、
私
た
ち
も
手
伝
い
ま

す
」
と
言
っ
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
れ

も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
力
が
あ
っ
て

取
り
組
め
た
こ
と
で
す
。

─
林
さ
ん
、
台
さ
ん
、
溝
口
さ
ん
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

林
　
僕
は
ま
ち
づ
く
り
の
会
社
を
運
営
し
て
い
ま

し
て
、
震
災
の
前
か
ら
安
平
町
は
ご
縁
の
あ
る
町

で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
て
「
と
に
か
く
何
か

し
た
い
」
と
思
い
、
9
月
15
日
に
井
内
さ
ん
を

頼
っ
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
来
ま
し
た
。

2
日
ほ
ど
滞
在
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
誰
で
も
使
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す

る
仕
事
を
行
い
ま
し
た
。

台
　
僕
は
埼
玉
県
出
身
で
す
が
、
中
学
校
の
卒
業

式
が
東
日
本
大
震
災
の
日
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の

時
に
動
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
動
け
な
か
っ
た
と

い
う
気
持
ち
が
ず
っ
と
あ
っ
て
、
大
き
な
災
害
が

あ
っ
た
ら
次
は
行
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
最
初
の
仕
事
は
安
平
公
民
館
の
ト
イ

レ
掃
除
で
、
そ
の
後
は
資
材
の
整
理
作
業
で
す
。

溝
口
　
私
は
山
梨
県
か
ら
来
た
ん
で
す
が
、
当
初

道
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
た

の
が
安
平
町
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
必
然
的
に
来
た

と
い
う
感
じ
で
し
た
。
最
初
の
仕
事
は
台
君
と
同

じ
で
、
安
平
公
民
館
の
ト
イ
レ
掃
除
を
午
前
中
に

や
っ
て
、
午
後
に
5
名
の
チ
ー
ム
で
民
家
の
片
付

け
を
し
ま
し
た
。

─
振
り
返
っ
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

井
内
　
安
平
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
民
間
で
あ

る
私
た
ち
の
関
わ
り
を
認
め
て
く
れ
た
の
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民

間
の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽

さ
を
活
用
す
る
と
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
も
共
通
す
る
の
で

す
が
、「
受
け
入
れ
る
」
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
す
べ
て
自
分
た
ち
で
や
る
の
で
は
な
く
、

立
場
の
違
う
人
や
新
し
い
技
術
、
今
ま
で
使
っ
て

い
る
も
の
の
応
用
や
助
け
に
来
て
く
れ
る
人
な

ど
、「
受
け
入
れ
る
」
こ
と
が
次
に
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

安平町災害ボランティアセンター本部の様子
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い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
商
売
を
し
て
い
る

人
は
本
当
に
大
変
だ
と

感
じ
た
ん
で
す
。
週
末

以
外
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
日
に
日
に
減
っ
て
い
る

状
況
で
し
た
が
、
安
平
町
役
場
の
人
た
ち
は
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
倒
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
精

い
っ
ぱ
い
働
い
て
い
る
。
商
店
街
は
自
力
で
立
ち

直
れ
そ
う
に
な
い
。
だ
と
し
た
ら
、
残
っ
て
く
れ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
町

を
元
気
に
す
る
た
め
に
何
か
し
よ
う
─
そ
れ
が

復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
す
。
た
だ
、
そ

の
活
動
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は
異

な
る
も
の
に
な
り
ま
す
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
の

認
可
を
受
け
て
11
月
6
日
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

復
興
の
光
を
と
も
す
新
し
い
場
所

震
災
前
よ
り
も
も
っ
と
も
っ
と
魅
力
的
な
ま
ち
に

あ
の
時
─
私
た
ち
は
③
〔
安
平
町
〕�

復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長�

井
内�

聖
さ
ん

副
セ
ン
タ
ー
長

　
　林�

賢
司
さ
ん

復
興
支
援
員�

台�

正
人
さ
ん

復
興
支
援
員�

溝
口�

駿
さ
ん

─
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
の

経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

林
　
僕
は
、
安
平
町
の

「
地
域
お
こ
し
企
業
人
」

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し

た
業
務
を
震
災
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
。
話
は

一
度
震
災
で
ス
ト
ッ
プ
し
、
僕
も
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
再

び
動
き
出
し
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
11
月
1

日
に
地
域
お
こ
し
企
業
人
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

は
、
着
任
の
2
週
間
く
ら
い
前
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
、
井
内
さ
ん

と
話
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。

井
内
　
そ
の
頃
は
ま
だ
商
店
も
閉
ま
っ
て
い
て
、

顔
見
知
り
の
お
店
の
方
々
は
み
ん
な
疲
れ
き
っ
て 林 賢司さん

井内 聖さん

─
今
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
、
こ
の
「
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
が
活
動

の
拠
点
で
す
ね
。

林
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
復
旧
活

動
を
通
じ
て
「
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に
す
る
活
動
」

を
行
い
ま
す
が
、
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
「
ゼ
ロ
か
ら
プ
ラ
ス
を
生
ん
で
い
く
活
動
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、「
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
！
」
と
言
っ
て
も
、
町
民
の
気
持
ち
が
前
向
き

に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
よ

ね
。
本
当
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る
に
は
“
空
気
・

雰
囲
気
”
が
必
要
で
、
そ
う
い
う
前
向
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
蓄
積
す
る
“
場
”
が
必
要
だ
と
思
う
の

で
す
。
い
ろ
ん
な
思
い
を
持
っ
た
町
民
が
集
ま

り
、
様
々
な
こ
と
を
語
っ
た
り
、
未
来
を
考
え
た

り
す
る
過
程
で
、
そ
う
し
た
空
気
・
雰
囲
気
は
少

し
ず
つ
つ
く
ら
れ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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「
そ
う
し
た
空
気
が
つ
く
ら
れ
る
場
を
生
み
出
そ

う
」
と
い
う
こ
と
で
誕
生
し
た
の
が
追
分
地
区
に

あ
る
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
、「
復
興

し
た
未
来
へ
の
入
口
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て

「
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
）」
と
い

う
名
前
に
し
ま
し
た
。

─
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
活
用
さ
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
。

林
　
こ
の
「
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
の
オ
ー
プ
ン

に
あ
た
っ
て
活
用
し
ま
し
た
。
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
と
は
別
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
安
平

町
で
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
を
推

進
す
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

「
安
平
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
文
化
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
狙
い
か
ら
で
、
そ
の
先
駆
け
と
し
て

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
の
改
修
費
用
と
ス
ト
ー

ブ
の
購
入
費
用
の
一
部
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
集
め
ま
し
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
背
中
を
押
す
よ
う

に
、
そ
の
後
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
挑
戦
し
て
成
功
し
た
グ
ル
ー
プ
が
い
く

つ
も
出
て
い
ま
す
。
一
つ
は
少
年
野
球
の

チ
ー
ム
が
、
液
状
化
で
使
え
な
く
な
っ
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
代
わ
り
に
室
内
球
場
を
つ
く
り

た
い
と
い
う
目
的
で
挑
戦
し
て
成
功
し
、
今

で
は
自
分
た
ち
の
練
習
場
で
練
習
が
で
き
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

居
場
所
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
を
つ

く
り
た
い
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
挑
戦
さ
れ
て
、
成
功

さ
れ
て
い
ま
す
。

─
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
と
同
じ
時
期
に
、
中

学
3
年
生
対
象
の
「
あ
び
ら
未
来
塾
」
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

井
内
　
余
震
や
家
庭
の
事
情
で
「
千
歳
や
苫
小
牧

の
塾
ま
で
子
ど
も
を
通
わ
せ
ら
れ
な
い
」
と
い
う

お
母
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
の
が
始
ま
り
で

し
た
。
僕
も
元
は
中
学
校
の
教
師
で
し
た
の
で
、

3
年
生
の
受
験
は
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
状
況
か
ら
「
塾
を
や
ろ
う
」
と
い
う
話
に
な
っ

た
ん
で
す
が
、
教
え
ら
れ
る
人
が
い
な
い
。
そ
こ

で
、「
教
え
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
こ
こ
に
集

ま
っ
て
勉
強
が
で
き
ま
す
」
と
い
う
塾
を
つ
く
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
教
え
て
く
れ
る

人
、
生
徒
の
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
人
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
募
集
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
塾
の
先
生

や
現
場
の
先
生
、
苫
小
牧
や
旭
川
な
ど
色
々
な
所

か
ら
人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
飛
行
機
に
乗
っ

て
、
毎
週
の
よ
う
に
横
浜
か
ら
来
て
く
れ
た
方
も

い
ま
し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
同
じ
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
や
住
民
な
ど
当
事
者
の
悩
め
る

声
を
「
困
っ
て
い
る
方
が
い
る
の
で
助
け
て
く
れ

ま
せ
ん
か
」
と
代
弁
し
て
伝
え
る
こ
と
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
あ
び
ら
未
来
塾
は
、
今
は
形
を
変
え
て
、

復興ボランティアセンターの活動拠点「ENTRANCE」
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安
平
町
の
公
営
塾
「
教
え
な
い
放
課
後
教
室
あ
び

ら
ぼ
」
と
し
て
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

─
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

井
内
　
一
つ
は
「
ハ
シ
ゴ
酒
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

的
な
取
り
組
み
で
す
。

台
　
そ
も
そ
も
の
始
ま

り
は
、
商
店
街
の
方
か

ら
「
震
災
以
降
、
町
に

人
が
出
歩
い
て
い
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
で
し
た
。
ち
ょ

う
ど
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
の
年
末
、「
自
粛

ム
ー
ド
で
町
に
人
が
歩
い
て
い
な
い
」
と
い
う
声

も
出
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ハ
シ
ゴ
酒
忘
年
会
」
と

題
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
「
町
民
と
商
店
街
を
巻
き
込

ん
で
、
町
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う
！
」
と
い
う
話

に
な
り
、
ま
ず
は
追
分
地
区
で
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
ま
し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
初
回
か
ら
80
人
以
上

が
集
ま
っ
た
ん
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
ス
タ
ー

ト
地
点
に
集
合
し
て
、
み
ん
な
で
乾
杯
。
そ
こ
か

ら
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
、
追
分
地
区
の
飲
食
店
や

ス
ナ
ッ
ク
な
ど
10
店
舗
を
巡
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
「
早
来
で
も
や
り
た

い
！
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
年
が
明
け
て
か
ら 台 正人さん

「
ハ
シ
ゴ
酒
新
年
会
」
を
早
来
地
区
で
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
大
盛
況
で
し
た
。
ハ
シ
ゴ
酒
イ
ベ

ン
ト
は
町
民
の
心
を
が
っ
ち
り
つ
か
み
、
結
果
的

に
1
年
間
で
6
回
も
開
催
す
る
大
人
気
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。

─
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
安
平
町
の
元

気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

井
内
　
安
平
町
の
特
徴
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
民

間
と
い
う
か
、
住
民
が
積
極
的
に
動
く
ん
で
す
。

う
ち
の
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
、
震
災
後
半
年
の
う

ち
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
二
つ
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
一
つ

は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
を
し
っ
か
り
確
保
し
よ
う

と
い
う
「
は
や
き
た
子
ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。
も
う
一
つ
は
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
「
ア
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
で
、
震
災

で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
場
所
が
減
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
各

競
技
団
体
が
手
を
組
ん
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
先
ほ
ど
話
が
出
て
い
た
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
ね
。
資
金
か
ら
自
分
た
ち

で
集
め
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
機

運
が
、
安
平
町
に
は
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

し
て
行
政
も
、
住
民
が
立
ち
上
が
る
こ
と
に
対
し

て
応
援
し
て
く
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
行

政
と
住
民
の
間
に
は
い
い
関
係
が
築
け
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

─
“
ま
ち
づ
く
り
”
の
専
門
家
と
し
て
、
林
さ

ん
は
安
平
町
の
復
興
を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に

な
っ
て
い
ま
す
か
？

林
　
す
で
に
復
興
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
て
、
前
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
井
内
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
人
も
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
安
平
町
役

場
の
皆
さ
ん
も
新
し
い
取
り
組
み
を
積
極
的
に
応

援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
安
平
町
に
は
「
子
育
て
・
教
育
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」
と
い
う
明
確
な
方

針
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
注

目
さ
れ
る
の
が
、
地
震
で
壊
れ
て
し
ま
っ
た
早
来

中
学
校
に
代
わ
っ
て
建
て
ら
れ
る
早
来
小
中
一
貫

校
で
す
（
令
和
4
年
度
完
成
予
定
）。
新
し
い
ス

タ
イ
ル
の
学
校
と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、

ソ
フ
ト
面
で
も
学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
連
携
さ

せ
た
教
育
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
安
平
町
を
代
表
す

る
、
魅
力
あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
に
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
平
町
の
復
興
を
“
ま
ち
づ
く
り
”
的
な
観
点
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で
捉
え
る
と
、
震
災
後
の
復
旧
に
向
け
た
動
き
出

し
が
早
く
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
の
ま

ま
、
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
二
つ
の
新

し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

ま
さ
に
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
と
い
う
印

象
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
元
（
２
０
１
９
）

年
に
は
「
道
の
駅
あ
び
ら
Ｄ
51
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
経
済
面
で
の
大
き
な
シ
ン
ボ
ル
が
立
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
。
震
災
を
機
に
、
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
動
き

が
色
々
な
形
で
出
て
い
て
、
前
向
き
な
空
気
・
雰

囲
気
が
育
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

─
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
き
っ
か
け
に
移
住
さ
れ
た

お
二
人
は
、
今
後
、
安
平
町
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
き
た
い
で
す
か
？

台
　
僕
は
「
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
と
い
う
こ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
、
新
し
い
取
り
組
み

を
始
め
る
き
っ
か
け
の
場
所
に
な
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
町
民
の
方
か
ら
も
っ
と
「
こ
う
い
う
こ
と
を

や
り
た
い
ん
だ
け
ど
、
ど
う
か
な
」
と
い
う
熱
い

思
い
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
、

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
動
き
に
つ
な
が
っ
た
ら
嬉
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

溝
口
　
私
は
今
、
観
光

協
会
で
道
の
駅
の
運
営

に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
年

間
80
万
人
か
ら
１
０
０
万
人
が
来
場
す
る
そ
の
場

所
を
使
っ
て
、
安
平
町
の
魅
力
を
町
内
は
も
ち
ろ

ん
町
外
に
も
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

溝口 駿さん

中学 3 年生を対象にした「あびら未来塾」

及川町長（中央）も参加した「ハシゴ酒忘年会」
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象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
暖
房
用
の
配
管
が
外
れ

て
、
天
井
か
ら
も
ば
ら
ば
ら
と
色
々
な
物
が
落
ち

て
い
ま
し
た
。

─
生
徒
へ
の
連
絡
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

小
笠
原
　町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
メ
ー
ル
配
信

シ
ス
テ
ム
を
当
時
か
ら
す
で
に
利
用
し
て
い
て
、

各
家
庭
に
メ
ー
ル
で
連
絡
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
平
時
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て

臨
時
休
校
な
ど
の
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。
通
常

は
、
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
配
信
シ
ス
テ
ム
を
使

用
す
る
の
で
す
が
、
停
電
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
自
体

が
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
緊
急
時
も
配
信
で
き
る

よ
う
に
自
身
の
携
帯
電
話
を
設
定
し
て
い
た
の

で
、
発
災
直
後
は
携
帯
電
話
か
ら
メ
ー
ル
を
配
信

し
ま
し
た
。

失
い
、一か
ら
創
っ
た
学
び
の
場

大
事
な
こ
と
は
場
所
で
は
な
い

あ
の
時
─
私
た
ち
は
③
〔
安
平
町
〕�

早
来
中
学
校

早
来
中
学
校

当
時�

教
頭
（
現�

苫
小
牧
市
立
和
光
中
学
校
教
頭
）

　
　小
笠
原
伴
行
さ
ん

教
務
主
任�

石
川

　明
子
さ
ん

生
徒
指
導
部
長�

髙
木

　
　理た

だ
すさ

ん

─
発
災
直
後
の
中
学
校
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で

し
た
か
？

小
笠
原
　玄
関
の
ガ
ラ

ス
が
半
分
近
く
割
れ
、

職
員
室
内
の
物
は
か
な

り
倒
れ
て
い
ま
し
た
。

校
舎
の
一
番
高
い
所
に
貯
水
タ
ン
ク
が
あ
る
の
で

す
が
、
配
管
の
破
損
か
ら
水
が
全
部
流
れ
出
て
い

て
、
校
内
は
水
浸
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
発
災
直
後
に
安
平
町
役
場
か
ら
物
資
が

届
い
て
い
ま
し
た
。
体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
開

放
す
る
予
定
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
校
内

で
は
一
切
水
が
使
え
ず
、
体
育
館
も
ト
イ
レ
や
水

飲
み
場
が
使
え
な
い
状
況
。
細
か
い
経
緯
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
避
難
所
は
開
設
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。　体

育
館
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
印 小笠原 伴行さん

　そ
れ
以
外
に
、
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
家
庭
や
登

録
が
ま
だ
完
了
し
て
い
な
い
家
庭
に
は
、
非
常
用

の
電
話
回
線
を
使
っ
て
先
生
方
に
連
絡
し
て
も
ら

い
、
避
難
所
も
回
っ
て
避
難
し
て
い
る
生
徒
を
確

認
し
ま
し
た
。
生
徒
全
員
の
所
在
が
確
認
で
き
た

の
は
地
震
当
日
の
夕
方
で
し
た
。
以
後
は
避
難
所

に
設
営
さ
れ
た
掲
示
板
な
ど
を
利
用
し
て
、
授
業

再
開
の
連
絡
な
ど
を
し
ま
し
た
。

─
町
民
セ
ン
タ
ー
を
仮
校
舎
に
し
て
授
業
を
再

開
さ
れ
ま
し
た
ね
。

石
川
　地
震
か
ら
1
週

間
後
の
9
月
14
日
に
、

2
時
間
く
ら
い
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
集
会
と

学
活
で
す
。

石川 明子さん
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小
笠
原
　当
初
は
本
校
舎
の
教
室
を
復
旧
さ
せ
る

準
備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会
の
判
断

に
よ
り
断
念
し
ま
し
た
。
体
育
館
以
外
に
も
、
理

科
室
の
天
井
の
梁は
り

の
モ
ル
タ
ル
が
落
ち
て
い
る
と

い
っ
た
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
モ
ル
タ
ル
が

か
な
り
重
か
っ
た
の
で
、
万
が
一
の
こ
と
が
あ
る

と
危
険
だ
と
判
断
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
生
徒
は
そ
の
後
一
度
も
校
舎
に
入
る
こ

と
な
く
、
校
舎
は
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　仮
校
舎
の
建
物
は
、
1
階
が
避
難
所
に
な
っ
て

い
た
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
早
来
中
学
校
は
2
階
と

3
階
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
仮
校
舎
で
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
過
ご
す
こ
と

に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
机
や
椅
子

は
運
ば
ず
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の
長
机
と
パ
イ
プ
椅

子
を
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

髙
木
　13
日
の
引
っ
越

し
に
は
、
何
十
人
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
来
て
く
れ
た
ん

で
す
。
町
民
セ
ン
タ
ー
に
は
黒
板
が
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
移
動
式
の
黒
板
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
か

き
集
め
て
何
台
も
運
び
ま
し
た
。

髙木 理さん

─
避
難
所
と
同
じ
建
物
の
中
と
い
う
こ
と
で
、

気
を
遣
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？

小
笠
原
　一
番
気
を
遣
っ
た
の
は
、
や
は
り
音
で

し
た
。
生
徒
が
活
動
す
る
中
で
出
る
音
も
あ
り
ま

す
し
、
逆
に
聞
こ
え
て
く
る
音
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
隣
に
調
理
室
が
あ
っ
て
炊
き
出
し
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
音
が
授
業
中
の
子
ど
も
た

ち
の
集
中
力
に
影
響
し
な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と

い
う
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
避
難

さ
れ
て
い
る
方
々

は
大
変
な
状
況
に

あ
る
の
で
、
子
ど

も
た
ち
に
は
、
休

み
時
間
に
大
声
で

話
し
た
り
し
な
い

な
ど
、
避
難
所
の

皆
さ
ん
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
い

こ
う
と
、
担
任
の

先
生
か
ら
呼
び
か

け
て
も
ら
っ
た
り

し
ま
し
た
。

石
川
　町
民
セ
ン
タ
ー
は
入
口
が
1
階
と
2
階
に

あ
っ
て
、
避
難
所
の
入
口
は
1
階
、
中
学
校
は
2

階
と
分
け
て
使
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
交
錯
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
に
は
避
難
所
か

ら
通
う
子
も
い
て
、
そ
の
場
合
も
内
部
階
段
で
は

な
く
、
い
っ
た
ん
外
に
出
て
か
ら
外
階
段
を
上
が

り
、
2
階
に
あ
る
学
校
の
入
口
か
ら
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
3
階
の
教
室
に
入
る
前
に
は
上
靴

に
履
き
替
え
る
な
ど
、
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

ボランティアによる仮校舎への引っ越し

被害を受けて使用できなくなった早来中学校の旧校舎
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─
授
業
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
何
か
あ
り
ま
し

た
か
？

小
笠
原
　3
階
の
4
部
屋
を
教
室
と
し
て
使
い
ま

し
た
が
、
3
年
生
は
2
ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
で
一
番

大
き
な
部
屋
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
で
2

つ
に
仕
切
り
、
中
く
ら
い
の
部
屋
2
つ
を
1
年
生

と
2
年
生
、
和
室
を
特
別
支
援
の
ク
ラ
ス
に
割
り

当
て
ま
し
た
。

　3
年
生
の
場
合
、
1
つ
の
部
屋
を
仕
切
っ
た
だ

け
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
音
が
聞
こ
え

て
、
先
生
方
は
や
り
づ
ら
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
授
業
で
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
移
動
式
の

黒
板
を
使
い
ま
し
た
。
通
常
の
教
室
に
あ
る
大
き

な
黒
板
と
違
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
ノ
ー
ト
が
取

り
に
く
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
壁
に
映
像
を
映
す
な
ど
、

色
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
。

石
川
　私
が
担
当
す
る
数
学
は
1
ク
ラ
ス
を
二
つ

に
分
け
て
2
名
の
先
生
で
教
え
る
少
人
数
指
導
を

行
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
仮
校
舎
で
は
場
所
が
な

く
、
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
学
は
生
徒

た
ち
の
理
解
に
差
が
出
る
教
科
で
も
あ
る
の
で
、

慣
れ
な
い
一
斉
授
業
で
「
子
ど
も
た
ち
が
う
ま
く

対
応
で
き
る
か
な
」
と
い
う
の
が
最
初
の
心
配
で

し
た
。

　そ
れ
か
ら
、
テ
ス
ト
が
長
机
だ
と
と
て
も
や
り

に
く
か
っ
た
で
す
ね
。
す
ぐ
隣
に
人
が
い
る
の
で

子
ど
も
た
ち
も
見
な
い
よ
う
に
神
経
を
使
っ
て
い

ま
し
た
し
、
集
中
し
た
い
け
れ
ど
も
見
え
て
し
ま

う
範
囲
に
隣
の
人
が
い
る
し
、
消
し
ゴ
ム
を
か
け

る
と
机
が
ガ
タ
ガ
タ
揺
れ
て
集
中
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

髙
木

　私
は
保
健
体
育
が
担
当
で
す
が
、
最
初
の

う
ち
は
近
く
の
早
来
小
学
校
も
避
難
所
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
同
じ
町
内
に
あ
る
遠
浅
小
学
校
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
移
動
し
て
、
体
育
館
を
借
り
て
い

ま
し
た
。
移
動
時
間
は
15
分
く
ら
い
で
す
。

　本
来
、
体
育
の
授
業
は
週
3
時
間
な
ん
で
す

が
、
そ
ん
な
に
通
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
教

室
で
で
き
る
保
健
の
授
業
を
増
や
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
が
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
か
気
に
な
り
ま

し
た
が
、
体
力
の
低
下
よ
り
も
、
動
き
た
い
の
に

動
け
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス
の
ほ
う
が
大
き
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

─
電
話
や
ネ
ッ
ト
回
線
は
ど
う
で
し
た
か
？

小
笠
原
　町
民
セ
ン
タ
ー
で
職
員
室
と
し
て
使
っ

て
い
た
部
屋
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
備
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
元
の
校
舎
の
職
員
室
を
使
え

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
、
先
生
方
が
二
つ
の
職

員
室
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ

毎
日
で
す
。
た
だ
、
元
の
校
舎
で
は
電
気
は
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
水
道
が
長
期
間
使
え
な
い

状
況
が
続
い
た
た
め
、
苦
労
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
は
や
き
た
子
ど
も
園
か
ら
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
機
材
を

お
借
り
し
て
、
元
の
職
員
室
と
町
民
セ
ン
タ
ー
の

職
員
室
で
顔
を
見
な
が
ら
話
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
私
自
身
は
電
話
対
応
や
管
理
面
か
ら
元

の
職
員
室
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

仮校舎で練習する吹奏楽部
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　電
話
に
つ
い
て
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の
電
話
を

頻
繁
に
お
借
り
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
か
ら
被
災
地
支
援
と
し
て
携
帯
電

話
を
貸
し
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
仮
設
校
舎
が
で

き
る
ま
で
の
4
カ
月
間
、
保
護
者
と
の
連
絡
用
な

ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
生
徒
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

小
笠
原
　元
々
、
月
に
1
回
程
度
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
を
学
校
に
派
遣
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
地
震
後
は
、
北
海
道
教
育
委
員

会
か
ら
の
緊
急
派
遣
で
応
援
の
先
生
に
も
入
っ
て

い
た
だ
い
て
、
生
徒
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
回

数
を
増
や
し
ま
し
た
。
地
震
直
後
に
は
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
日
に
な
る
と
、
何
人
か
の
生

徒
が
相
談
に
来
て
い
ま
し
た
。

髙
木
　震
災
後
の
比
較
的
早
い
時
期
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
生
徒
の
状
況
を
見
て
い
ま
し
た
。
夜

眠
れ
な
い
な
ど
、
余
震
も
続
い
て
い
た
の
で
不
安

感
を
訴
え
る
生
徒
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

　「少
し
心
配
」
と
先
生
方
か
ら
名
前
が
挙
が
っ

た
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
先
生
に
も
見
て
い
た
だ
い
て
、
必
要
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
生
徒
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

受
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
震
災
か

ら
1
週
間
後
、
2
週
間
後
、
1
カ
月
後
と
少
し
ず

つ
間
隔
を
置
い
て
行
い
、
つ
い
こ
の
間
の
2
年
後

に
も
実
施
す
る
な
ど
、
ず
っ
と
継
続
し
て
い
ま
す
。

─
受
験
を
控
え
て
い
た
3
年
生
へ
の
影
響
は
あ

り
ま
し
た
か
？

石
川

　最
初
は
、
勉
強
が
ど
の
く
ら
い
遅
れ
る
か

と
心
配
で
し
た
が
、
逆
に
学
校
行
事
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
分
、
授
業
を
入
れ
て
い
く
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
思
っ
た
ほ
ど
の
遅

れ
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
学
習
環
境
は
決
し

て
い
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
で
、
や
は
り
心
配

し
て
い
ま
し
た
ね
。

　そ
れ
で
も
学
校
祭
は
「
何
と
し
て
で
も
や
ろ

う
」
と
中
止
に
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と

も
か
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
頑
張
る
力
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
笠
原
　子
ど
も
た
ち
の
意
欲
な
ど
も
考
え
る

と
、
行
事
を
全
部
や
め
て
勉
強
ば
か
り
と
い
う
の

で
は
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま
す
。
何
を
残
し
て
何

を
削
る
か
、
ど
こ
で
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る

か
、
ど
の
よ
う
に
経
験
を
積
ま
せ
る
か
、
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
生
方
は
か
な
り
考
え
て
知

恵
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
も
あ
っ
て
、

地
震
災
害
時
の
3
年
生
は
全
員
志
望
校
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

─
部
活
動
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ

う
か
？

小
笠
原

　で
き
る
限
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
続
け

て
い
ま
し
た
。
一
番
問
題
に
な
っ
た
の
は
活
動
場

所
で
、
野
球
部
の
場
合
は
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

だ
と
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
し
、
少
年
団
の
活
動
も
あ

り
ま
す
。
か
と
い
っ
て
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
被
災

平成 31（2019）年 1月から使用しているプレハブの仮設校舎
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し
て
使
え
な
い
の
で
、
し
っ
か
り
と
活
動
で
き
る

場
所
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
軟
式
テ

ニ
ス
は
2
年
連
続
で
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
た

の
で
す
が
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
こ
の
辺
に
は
な
い

の
で
近
隣
の
千
歳
市
ま
で
行
っ
た
り
、
苫
小
牧
市

の
小
学
校
の
体
育
館
を
借
り
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　吹
奏
楽
は
室
内
の
活
動
で
す
が
音
が
出
る
の

で
、
避
難
所
と
一
緒
の
仮
校
舎
で
行
う
に
あ
た

り
、
音
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
工
夫
が
必

要
で
し
た
。
ど
れ
だ
け
効
果
が
あ
っ
た
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
防
火
扉
を
閉
め
た
り
、
夏
で
も
窓

を
閉
め
切
っ
て
練
習
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
災
害

復
興
支
援
で
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

─
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
校
舎
に
は
年
が
明
け
て
か

ら
引
っ
越
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

小
笠
原
　12
月
末
に
完
成
し
て
、
1
月
4
日
に

引
っ
越
し
を
し
ま
し
た
。
何
と
か
3
学
期
に
間
に

合
わ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
教
育
委
員

会
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
予
定
通
り
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　引
っ
越
し
に
あ
た
っ
て
は
、
何
を
持
っ
て
い
く

か
で
結
構
悩
み
ま
し
た
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
一
つ

の
学
校
を
創

る
の
と
同
じ

で
す
。
仮
設

校
舎
が
完
成

し
て
「
教

室
」
と
い
う

ス
ペ
ー
ス
は

出
来
て
も
、

そ
れ
だ
け
で

は
ま
だ
教
室

環
境
が
整
っ

た
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
町

民
セ
ン
タ
ー

の
仮
校
舎
や

元
の
校
舎
か
ら
何
を
運
ぶ
と
環
境
が
整
う
か
。
冬

休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
の
3
日
間
で
先
生
方
に
必
要

な
も
の
を
洗
い
出
し
て
も
ら
い
、
図
面
の
中
に
全

部
書
き
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仮
設
校
舎
は

町
民
セ
ン
タ
ー
の
仮
校
舎
よ
り
大
き
い
と
は
い

え
、
そ
れ
で
も
す
べ
て
の
備
品
を
運
び
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
っ
越
し
た
あ
と
も
、

必
要
な
備
品
を
元
の
校
舎
に
取
り
に
行
き
、
使
わ

な
く
な
っ
た
ら
戻
す
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。

─
色
々
な
支
援
の
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？

小
笠
原
　一
つ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で

立
ち
上
げ
、
運
営
し
て
い
た
「
あ
び
ら
未
来
塾
」

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
が
整
わ
な
い

中
、
3
年
生
が
卒
業
す
る
ま
で
の
間
、
子
ど
も
た

ち
が
自
主
学
習
で
き
る
場
所
と
時
間
を
無
償
で
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
塾
の
終
了
後
に
は
、

使
用
し
て
い
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
学
校
で
借
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
授
業
で
も
活
用
す
る
こ
と
が

仮設校舎の教室の様子

仮設校舎の廊下。他校の生徒など様々な方々からの応援メッセージが
貼られている



 

125 • 安平町

で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
全
国
か
ら
本
当
に
た
く
さ
ん
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
会
や
部
活
動
を
中
心

に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
り
、
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
義
援
金
や
寄
付
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
も
仮
設
校
舎
の
玄
関
に

は
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
を
地
図
に
ま
と
め

た
「
サ
ン
キ
ュ
ー
ベ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

髙
木
　マ
ッ
プ
以
外
に
も
、
仮
設
校
舎
に
は
本
当

に
色
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
貼
ら
れ
て
い
ま

す
。
個
人
の
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
「
必

要
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」
と
文
房
具
を
送
っ
て
く

だ
さ
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
支
援
を
継
続
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ま
す
。

─
震
災
か
ら
約
2
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
振
り

返
っ
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

小
笠
原
　学
校
と
し
て
避
難
訓
練
は
定
期
的
に

行
っ
て
い
た
も
の
の
、
今
回
は
子
ど
も
た
ち
が
学

校
で
活
動
し
て
い
る
時
に
起
こ
っ
た
災
害
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
場
所
や
時
間
、
季
節
に
よ
っ

て
も
対
応
す
る
状
況
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
時
々

で
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
命
を
守
る
た
め
の
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
状
況
を
想
定
し
て
指

導
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

髙
木
　た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
生
徒

も
我
々
も
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
も

ま
だ
被
災
は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
実

で
す
。
仮
設
校
舎
か
ら
卒
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
、
そ
の
面
で
子
ど
も
た
ち
が
負
い
目
を
感

じ
な
い
よ
う
な
教
育
を
何
と
か
や
っ
て
い
き
た

い
。「
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
ぞ
」
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
、
日
々
努
力
し
て
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

石
川
　特
に
今
の
3
年
生
は
1
年
生
の
途
中
で
町

民
セ
ン
タ
ー
の
仮
校
舎
に
引
っ
越
し
、
さ
ら
に
仮

設
校
舎
で
過
ご
し
て
、
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年

度
に
完
成
す
る
新
校
舎
に
も
移
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

生
徒
た
ち
が
、
前
の
生
徒
会
長
が
言
っ
て
い
た

「
場
所
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
た
ち
が
い
る
こ
と
が

す
ご
く
大
事
な
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
前

向
き
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
願

い
、
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
笠
原
　思
い
も
し
な
か
っ
た
災
害
が
起
こ
り
、

そ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
や
安
全
に

過
ご
せ
る
状
況
を
ど
う
や
っ
た
ら
整
え
ら
れ
る

か
。
先
生
方
も
そ
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
知
恵

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
形
に
す
る
う
え

で
、
子
ど
も
た
ち
、
家
庭
、
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支

援
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
度

に
は
小
中
一
体
型
の
新
し
い
学
校
が
完
成
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
安
平
町
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気

に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

今も仮設校舎の玄関に掲げられている「サンキューベリーマップ」
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あ
の
時
─
私
た
ち
は
③
〔
安
平
町
〕�

追
分
町
内
会

─
町
内
会
の
防
災
活
動
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　追
分
第
1
町
内
会
は

安
平
町
で
最
初
に
自
主

防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

た
町
内
会
で
、
年
に
数

回
、
防
災
に
関
す
る
会
議
を
開
い
て
い
ま
す
。
昭

和
56
（
１
９
８
１
）
年
の
台
風
で
は
安
平
川
が
氾

濫
し
、
鉄
道
官
舎
が
流
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
験

が
今
の
防
災
意
識
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
町
内

会
内
に
は
高
齢
者
施
設
が
あ
り
、
ま
ず
お
年
寄
り

の
避
難
を
考
え
ま
す
。
施
設
長
を
町
内
会
役
員
に

入
れ
て
体
制
を
強
化
、
リ
ヤ
カ
ー
で
お
年
寄
り
を

避
難
所
へ
運
ぶ
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

─
発
災
直
後
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　地
震
が
起
き
て
す
ぐ
に
副
会
長
と
事
務
長
な
ど

5
名
で
全
戸
を
回
り
、
皆
さ
ん
に
「
避
難
所
の
公 工藤 隆男さん

防
災
意
識
の
醸
成
と
準
備

対
話
を
大
事
に
、一人
ひ
と
り
向
き
合
う
こ
と

追
分
第
1
町
内
会
会
長

　
　工
藤
隆
男
さ
ん

民
館
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

と
、
6
時
に
は
全
員
が
集
ま
り
、
す
ぐ
に
炊
き
出

し
で
す
。
お
に
ぎ
り
の
朝
食
を
出
し
ま
し
た
。
ほ

か
の
町
内
会
の
方
も
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
助

け
合
お
う
と
い
う
空
気
で
し
た
ね
。
そ
の
後
、
避

難
所
運
営
の
中
心
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
2
週
間

ほ
ど
家
に
帰
ら
ず
に
対
応
し
ま
し
た
。

─
避
難
所
運
営
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　停
電
・
断
水
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
回
復

し
ま
し
た
し
、
避
難
所
の
公
民
館
は
第
1
町
内
会

内
に
あ
る
施
設
な
の
で
、
何
が
ど
こ
に
あ
り
何
が

で
き
る
か
が
全
部
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
条
件
は

良
か
っ
た
で
す
。
避
難
生
活
が
続
く
と
、
食
事
へ

の
不
満
、
ほ
か
の
避
難
者
へ
の
不
満
と
、
様
々
な

声
が
上
が
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
今
は
我
慢
し

よ
う
と
話
し
ま
し
た
。
避
難
所
運
営
で
関
わ
っ
た

方
か
ら
、
会
話
が
生
ま
れ
る
声
か
け
が
大
切
だ
と

教
わ
り
、「
体
調
は
ど
う
？
」
と
声
を
か
け
、
不
安

を
和
ら
げ
る
た
め
に
多
く
の
人
と
少
し
で
も
話
を

し
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。
会
話
を
し
て
必
要
を
感

じ
た
時
に
は
、
保
健
師
に
つ
な
げ
た
り
と
。
色
々

な
方
が
い
て
、
色
々
な
考
え
が
あ
り
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
と
向
き
合
う
こ
と
を
大
事
に
し
ま
し
た
。

─
そ
の
後
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　地
震
後
、「
震
災
ご
苦
労
さ
ん
会
」
を
始
め
ま

し
た
。
70
人
く
ら
い
集
ま
る
ん
で
す
が
、
お
酒
や

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
体
験
談
を
話
し
て
も
ら
う
会

で
す
。
防
災
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
続
け
、
被
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
継
続
し

て
訓
練
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
み
ん

な
が
知
っ
て
、
み
ん
な
が
行
動
で
き
る
よ
う
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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間
で
す
。
避
難
所
を
運
営
さ
れ
た
方
々
は
あ
ら
ゆ

る
こ
と
で
寄
り
添
っ
て
く
れ
ま
し
た
し
、
隣
町
の

知
人
友
人
が
心
配
し
て
励
ま
し
に
来
て
く
れ
た
り

と
、
人
の
思
い
や
り
、
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
ね
。
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。
感

謝
し
か
な
い
で
す
。

　同
じ
町
民
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
話
し
た

こ
と
が
な
い
人
と
話
す
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
余

儀
な
く
始
ま
っ
た
避
難
所
生
活
で
し
た
が
、
ず
い

ぶ
ん
と
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
避

難
所
を
出
た
あ
と
も
「
元
気
か
い
」
と
声
を
か
け

合
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
な
と
思
い
ま
す
し
、
人
間
の
奥
深
さ
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
の
5
月
に
北
海
道
主

催
で
胆
振
東
部
地
震
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
際
に
は
、
自
分
の
経
験
・
考
え
を
伝

え
る
こ
と
で
今
後
の
災
害
対
応
に
少
し
で
も
役
に

立
て
れ
ば
と
思
い
、
今
言
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
発

人
の
思
い
や
り
、
温
か
さ
を
実
感

よ
り
多
く
の
方
を
助
け
る
体
制
づ
く
り
を

追
分
第
2
町
内
会
会
長

　
　小
野
寺�

捷
さ
ん

─
発
災
直
後
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
き
な
揺
れ
で
、
つ

か
ま
っ
た
柱
が
斜
め
に

傾
い
て
、
家
の
き
し
む

音
、
食
器
の
割
れ
る
音
に
言
葉
で
は
表
現
で
き
な

い
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。
自
主
防
災
組
織
の
委
員

長
と
し
て
見
回
り
を
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
鍵

が
壊
れ
、
外
に
出
ら
れ
な
い
状
態
に
。
妻
と
斜
め

に
つ
ぶ
れ
た
ベ
ラ
ン
ダ
の
戸
を
こ
じ
開
け
、
や
っ

と
出
ら
れ
た
の
が
1
時
間
後
く
ら
い
で
す
。

　す
ぐ
に
近
所
を
見
回
り
、
消
防
に
連
絡
し
て
閉

じ
込
め
ら
れ
た
方
を
救
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　後
日
、
自
宅
は
全
壊
の
判
定
を
受
け
た
の
で
す

が
、
築
年
数
40
年
ほ
ど
の
家
は
基
礎
か
ら
壊
れ
て

し
ま
い
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

─
避
難
所
生
活
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　避
難
所
に
い
た
の
は
地
震
の
3
日
後
か
ら
46
日 小野寺 捷さん

表
し
ま
し
た
。

─
ご
自
身
の
生
活
再
建
は
い
か
が
で
す
か
？

　避
難
所
か
ら
み
な
し
仮
設
住
宅
に
入
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
被
災
者
向
け
の
融
資
を
使
っ
て
自

宅
を
新
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
震
災
か
ら

約
2
年
経
過
し
、
よ
う
や
く
一
息
つ
い
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

─
町
内
会
の
防
災
意
識
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

　防
災
倉
庫
を
建
て
て
、
充
電
器
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
救
急
用
品
な
ど
を
毎
年
少
し
ず
つ
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
町
内
会
の
人
た
ち
に
も
備
え
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
「
ま
ず
は
我
々
か
ら
」
と
役
員
間
で
話
し
て
い

ま
す
。
自
主
防
災
組
織
を
充
実
さ
せ
、
万
が
一
の

時
、
よ
り
多
く
の
方
々
を
助
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
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穂
・
早
来
緑
丘
・
東
早
来
・
早
来
守
田
の
治
安
維

持
を
任
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
時
、
駐
在
所
管

内
に
は
約
70
名
の
独
居
高
齢
者
が
い
ま
し
て
、
余

震
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
急
い
で
安
否
確

認
へ
向
か
い
ま
し
た
。
中
に
は
家
か
ら
離
れ
る
の

を
嫌
が
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
気
に
か
け
て
駆
け

つ
け
た
近
所
の
方
が
「
こ
こ
は
私
た
ち
に
任
せ

て
、
ほ
か
の
所
に
行
っ
て
あ
げ
て
」
な
ど
と
言
っ

て
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
5
人
の
方
を
公

民
館
へ
運
ん
だ
頃
に
朝
日
が
昇
り
始
め
ま
し
た
。

そ
の
間
も
住
民
同
士
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お

り
、
自
治
会
長
か
ら
「
安
平
・
瑞
穂
・
緑
丘
は
全

員
無
事
だ
」
と
報
告
を
受
け
、
安
堵
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
苫
小
牧
警
察
署
の
パ
ト
カ
ー
や
、
ふ

だ
ん
は
事
件
捜
査
に
従
事
し
て
い
る
機
動
捜
査
係

の
応
援
も
入
り
、
守
田
と
東
早
来
の
安
否
確
認
も

終
え
、
午
前
8
時
に
は
全
域
の
安
否
確
認
が
完
了

被
災
地
を
支
え
た
警
察
活
動

自
助
共
助
を
こ
れ
か
ら
も

あ
の
時
─
私
た
ち
は
③
〔
安
平
町
〕�

北
海
道
警
察
安
平
駐
在
所

北
海
道
札
幌
方
面
苫
小
牧
警
察
署
地
域
課

安
平
駐
在
所
巡
査
部
長

　
　本
山

　登
さ
ん

─
発
災
直
後
、
9
月
6
日
の
活
動
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　す
ぐ
に
制
服
で
は
な

く
災
害
時
に
着
用
す
る

出
動
服
に
着
替
え
、
警

察
無
線
を
持
っ
て
、
迷

わ
ず
安
平
公
民
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。
安
平
地
区

の
自
治
会
は
防
災
意
識
が
高
く
、
災
害
時
に
は
公

民
館
に
集
ま
る
こ
と
を
周
知
す
る
な
ど
、
初
動
要

領
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
安
平
第
1
自

治
会
の
自
治
会
長
も
来
て
、
私
に
「
頼
む
」
と
一

言
。
発
災
後
10
分
か
ら
20
分
く
ら
い
の
こ
と
で
混

乱
は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
言
で
独
居
高

齢
者
の
対
応
を
任
さ
れ
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　安
平
町
の
駐
在
所
は
全
部
で
4
カ
所
あ
り
、
私

が
い
る
安
平
駐
在
所
の
ほ
か
に
早
来
・
追
分
・
遠

浅
駐
在
所
が
あ
り
ま
す
。
私
は
安
平
・
早
来
瑞 本山 登さん

し
ま
し
た
。

　発
災
直
後
は
、
一
人
で
大
丈
夫
か
な
と
不
安
で

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
方
々

の
協
力
や
住
民
同
士
の
助
け
合
い
も
あ
り
、
自
分

は
一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

─
避
難
所
や
周
辺
の
治
安
維
持
も
課
題
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
た
か
？

　そ
の
後
も
道
内
、
道
外
を
問
わ
ず
続
々
と
被
災

地
に
応
援
が
入
り
、
道
警
約
３
、８
０
０
名
、
道

外
約
３
、６
０
０
名
の
延
べ
約
７
、４
０
０
名
の
警

察
職
員
が
活
動
し
ま
し
た
。

　道
外
か
ら
の
応
援
部
隊
に
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
・

交
通
整
理
の
ほ
か
、
避
難
所
で
の
相
談
事
の
対
応

な
ど
、
9
月
29
日
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
警
察
活
動

の
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
不
審
者
情
報
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も
あ
り
、
避
難
し
て
留
守
に
な
っ
た
自
宅
を
不
安

に
思
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
う
し

た
住
宅
地
な
ど
も
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
、

不
安
解
消
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
援
の

警
察
官
の
方
々
に
し
っ
か
り
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
も
あ
り
、
こ
の
地
区
で
は
空
き

巣
な
ど
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

─
今
回
の
災
害
を
通
し
て
、
災
害
時
に
は
何
が

大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
か
？

　防
災
訓
練
が
活
か
さ
れ
ま
し
た
ね
。
皆
さ
ん
、

災
害
時
に
は
公
民
館
へ
行
く
も
の
だ
と
わ
か
っ
て

い
ま
す
か
ら
、「
公
民
館
へ
行
こ
う
」
と
言
っ
た

ら
す
ぐ
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
避
難
に
必
要

な
物
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
ご
存
知
で
し
た
。
震

災
前
の
訓
練
で
は
、
ま
さ
か
実
際
に
発
生
す
る
な

ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
と
か
ら
思

え
ば
、
訓
練
は
本
当
に
大
事
な
ん
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
ね
。
訓
練
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
避
難
や
避

難
所
運
営
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
だ
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
訓
練
は
以
前
は
年
1
回
で
し
た
が
、

地
震
後
の
昨
年
は
2
回
実
施
し
、
冬
に
災
害
が
起

こ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

　訓
練
だ
け
で
は
な
く
、
平
時
か
ら
よ
く
住
民
が

集
ま
り
ま
す
。
結
束
が
固
い
、
素
晴
ら
し
い
地
域

で
す
ね
。

　避
難
所
の
運
営
や
炊
き
出
し
で
も

自
宅
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
方
ま

で
お
手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
助
け
合
い
の
姿
勢
に
は

本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
と
地
域
防
災
の
取
り
組

み
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
災
害
に
対
し
て
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　何
が
起
き
て
も
い
い
よ
う
に
備
え

て
い
ま
す
が
、
想
定
外
の
こ
と
が
起

こ
っ
て
し
ま
う
の
が
災
害
で
す
。
ど

う
し
て
も
公
助
は
遅
れ
て
し
ま
う
の

で
、
こ
の
地
域
み
た
い
に
自
助
、
共

助
が
で
き
て
い
る
地
域
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
だ
と
駐
在
所
員
が
1
名
し
か
お

ら
ず
、
人
員
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
警
察
と
し
て
も
訓
練
や
啓
発
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
防
災
力

を
上
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

安平市街
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し
、
一
般
車
両
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
消
防
車

両
の
通
行
に
支
障
が
あ

る
の
を
確
認
し
ま
し
た
。

　陥
没
し
た
道
路
で
発
生
し
た
事
故
車
両
の
対
応

が
1
件
あ
り
ま
し
た
が
、
建
物
や
車
両
等
の
火
災

発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
ば
ら
く
し
て
「
厚
真
町
に
向
か
う
道
道
が
寸

断
さ
れ
て
い
る
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
確
認
の
た

め
に
現
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ご
み
処
理
場
入
口

の
手
前
付
近
で
、
数
台
の
一
般
車
両
と
自
衛
隊
車

両
が
停
車
し
て
お
り
、
そ
の
先
に
道
道
を
完
全
に

封
鎖
す
る
、
地
滑
り
に
よ
る
土
砂
崩
れ
を
確
認
し

ま
し
た
。
地
滑
り
に
巻
き
込
ま
れ
た
車
両
が
な
い

か
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
該
当
車
両
は
な
く
、
安
心

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

危
険
排
除
の
大
切
さ

続
け
た
消
防
活
動
と
救
助
活
動

あ
の
時
─
私
た
ち
は
③
〔
安
平
町
〕�

胆
振
東
部
消
防
組
合�

消
防
署
安
平
支
署

胆
振
東
部
消
防
組
合�

消
防
署
安
平
支
署

支
署
長�

寺
島

　博
一
さ
ん

追
分
出
張
所
長

　
　小
笠
原
規
人
さ
ん

主
幹�

米
倉

　俊
也
さ
ん

─
震
災
直
後
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
島
　す
ぐ
に
消
防
に

駆
け
つ
け
て
、
そ
の
あ

と
、
安
平
町
役
場
へ
向

か
い
ま
し
た
。
当
然
、

災
害
対
策
本
部
が
立
ち
上
が
る
だ
ろ
う
と
判
断
し

た
か
ら
で
す
。

小
笠
原
　地
震
が
発
生

し
た
時
は
、
安
平
支
署

に
6
名
、
追
分
出
張
所

に
4
名
が
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
す
ぐ
に
緊
急
車
両
が
出
動
で
き
る
よ
う

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
ま
し
た
。
全
署
員
（
安
平
支

署
21
名
、
追
分
出
張
所
13
名
、
当
時
1
名
札
幌
に

出
張
）
が
出
勤
し
、
町
内
巡
回
に
出
動
し
ま
し
た
。

米
倉

　地
震
直
後
に
安
平
町
内
を
巡
回
し
、
複
数

の
隆
起
や
陥
没
し
た
危
険
な
道
路
箇
所
を
発
見 寺島 博一さん小笠原 規人さん

─
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

小
笠
原
　地
震
発
生
直
後
の
3
時
38
分
に
「
階
段

か
ら
滑
り
落
ち
て
腰
を
痛
め
た
」
と
最
初
の
通
報

が
入
り
ま
し
た
。
明
る
く
な
る
に
つ
れ
て
「
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
」「
ド
ア
が
開
か

な
い
」
な
ど
の
通
報
が
寄
せ
ら
れ
、
全
部
に
対
応

し
ま
し
た
。
震
災
当
日
は
7
件
（
早
来
地
区
7

件
、
追
分
地
区
0
件
）
の
通
報
が
あ
り
ま
し
た

が
、
幸
い
重
傷
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
早
来

地
区
の
渡
邉
医
院
が
患
者
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
搬
送
で
き
ま
し
た
。

寺
島
　対
策
本
部
に
も
「
家
が
倒
壊
し
そ
う
」
な

ど
、
住
民
か
ら
様
々
な
連
絡
が
入
っ
て
き
ま
す
の

で
、
そ
う
し
た
情
報
を
支
署
と
出
張
所
に
伝
え
、

必
要
に
応
じ
て
出
動
さ
せ
ま
し
た
。「
道
路
が
寸

断
さ
れ
て
避
難
所
に
行
け
な
い
」
と
い
う
報
告
を

受
け
、
消
防
職
員
が
自
衛
隊
車
両
に
同
乗
し
、
道

米倉 俊也さん
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案
内
を
し
て
救
出
に
向
か
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
防
火
水
槽
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
町
内
す
べ
て
を
確
認
す
る
よ
う

に
指
示
。
幸
い
火
災
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
可
能
性
は
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
に
す

ぐ
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

─
厚
真
町
の
現
場
に
職
員
を
派
遣
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

寺
島
　厚
真
町
の
被
害
が
甚
大
な
た
め
、
組
合
本

部
か
ら
救
出
作
業
に
加
わ
る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま

し
た
。
9
月
6
日
朝
か
ら
10
日
朝
ま
で
、
交
代
で

2
〜
3
名
、
多
い
時
で
5
名
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
　道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
の
で
遠
回
り

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
場
に
行
く
の
に
1
時
間
近

く
か
か
り
ま
し
た
。
土
石
流
で
大
木
が
な
ぎ
倒
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
光

景
が
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
強
烈

な
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
が
重
機

を
操
作
し
、
消
防
職
員
が
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ

す
の
で
す
が
、
流
れ
出
し
た
土
は
硬
く
、
ま
る
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
で
し
た
。

米
倉

　人
命
が
助
か
る
可
能
性
の
あ
る
72
時
間

は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
徹
底
し
て
救
出
活
動
を

行
う
た
め
、
3
時
間
の
交
代
制
で
救
出
活
動
を
続

け
ま
し
た
。

小
笠
原
　現
場
は
厚
真
の
奥
ま
っ
た
地
域
だ
っ
た

の
で
、
地
震
に
よ
る
道
路
迂
回
な
ど
、
行
き
帰
り

の
時
間
を
含
め
る
と
実
質
交
代
に
5
時
間
は
か
か

り
ま
し
た
。
支
署
に
戻
る
と
、
今
度
は
安
平
町
の

安
全
確
保
の
た
め
の
活
動
や
勤
務
に
当
た
り
、
す

ぐ
出
動
で
き
る
態
勢
を
確
保
し
て
い
ま
し
た
。

─
震
災
を
経
験
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
教
訓

と
し
て
活
か
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

寺
島
　震
災
か
ら
1
年
後
に
、
震
災
時
に
お
け
る

消
防
組
合
の
連
絡
体
制
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
反

省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
は
反
省
し
ま
し

た
。
冬
季
に
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
火
災
の
発

生
確
率
が
高
く
な
る
の
で
、
平
時
の
火
災
予
防
の

呼
び
か
け
な
ど
を
細
か
く
行
っ
て
い
ま
す
。
地
震

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
火
災
を
最
小
限

に
防
ぐ
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
も
進
ん
で
い
ま
す
し
、
住

民
の
防
災
へ
の
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

─
今
回
の
地
震
で
消
防
の
一
番
の
役
割
は
何

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

寺
島
　今
回
の
地
震
で
私
た
ち
が
一
番
に
行
っ
た

こ
と
は
、
危
険
排
除
で
す
。
地
震
に
よ
っ
て
屋
根

の
ト
タ
ン
が
剥
が
れ
た
家
屋
は
、
雨
が
降
る
と
漏

電
火
災
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
剥
が

れ
た
ト
タ
ン
が
飛
ん
で
歩
行
者
に
当
た
る
と
、
怪

我
人
が
出
る
危
険
性
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
危
険

性
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
が
危
険
排
除
で
す
。

　地
震
に
よ
り
複
数
の
灯
油
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
が
倒

れ
て
油
漏
れ
が
発
生
し
た
の
で
、
油
の
抜
き
取
り

作
業
と
再
転
倒
防
止
の
処
置
を
施
し
ま
し
た
。
住

宅
の
外
煙
突
が
損
壊
で
倒
れ
そ
う
な
箇
所
で
は
固

定
処
置
を
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
危
険
排
除
に

対
応
す
る
の
も
消
防
の
仕
事
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
後
に
余
震
が
起
こ
っ
て
も
安
全
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
消
防
の

仕
事
で
一
番
大
切
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

消防署安平支署にて
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◦
Ｊ
Ｒ
日
高
線
（
苫
小
牧
－
鵡
川
間
）
が
被
災
し
不
通

	

◦
約
1
千
戸
の
断
水
が
発
生

	

◦
給
水
車
等
に
よ
る
給
水
支
援
開
始

	

◦
炊
き
出
し
等
に
よ
る
食
事
の
提
供
開
始

	

◦
支
援
物
資
の
受
入
・
提
供
開
始

	

◦
災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
を
開
始

	

◦「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
」
が
福
祉
避
難
所
と
し
て
開
設
さ

れ
る

	

◦
17
時
30
分
、
気
象
庁
が
「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」

と
命
名

	

◦
18
時
25
分
、
穂
別
栄
地
区
3
世
帯
に
避
難
勧
告
（
9
月
12
日
に

解
除
）

	

◦
避
難
所
13
カ
所
、
避
難
者
1
、０
３
３
人

9
月
7
日
◦
穂
別
市
街
、
豊
田
、
和
泉
、
栄
、
安
住
、
富
内
の
各
地
区
の
一

部
で
断
水
発
生

	

◦
自
衛
隊
に
炊
き
出
し
と
風
呂
の
提
供
を
要
請

	

◦
副
町
長
が
穂
別
地
区
避
難
所
の
訪
問
を
実
施

	

◦
12
時
30
分
、
穂
別
共
和
・
明
穂
地
区
12
世
帯
に
避
難
勧
告
（
9

月
22
日
に
解
除
）

	

◦
町
長
が
鵡
川
地
区
避
難
所
の
訪
問
を
実
施

	

◦
国
に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
物
資
が
到
着

	
◦
安
住
、
富
内
市
街
地
方
面
へ
移
動
発
電
車
に
よ
る
給
電
開
始

	
◦
鵡
川
地
区
の
一
部
で
電
力
復
旧

9
月
8
日
◦
穂
別
地
区
の
一
部
で
電
力
復
旧

	

◦
自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出
し
が
開
始
さ
れ
る

む
か
わ
町 

発
災
後
1
年
の
歩
み

【
平
成
30（
２
０
１
８
）年
】

9
月
6
日
◦
3
時
7
分
、
胆
振
地
方
中
東
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
7
の

地
震
が
発
生
（
震
度
6
強
）

	

◦
道
内
全
域
（
約
２
９
５
万
戸
）
が
停
電

	

◦
3
時
40
分
、
む
か
わ
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置

	

◦
不
測
の
事
態
に
備
え
沿
岸
地
区
（
汐
見
・
晴
海
）
に
避
難
を
呼

び
か
け

	

◦
全
避
難
所
開
設
、
町
内
巡
回
を
開
始

	

◦
非
常
用
発
電
機
に
よ
る
電
力
復
旧
（
四
季
の
館
）

	

◦
中
心
市
街
地
を
含
め
た
多
数
の
家
屋
が
倒
壊
、
消
防
へ
救
助
要
請

	

◦
各
家
屋
等
の
灯
油
タ
ン
ク
が
転
倒
、
復
旧
作
業
を
開
始

	

◦
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
安
否
確
認
を
開
始

	

◦
陸
上
自
衛
隊
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｌ
Ｏ
）
が
到
着
。
以

降
、
国
土
交
通
省
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
を
は
じ
め
様
々
な
関

係
機
関
等
か
ら
応
援
を
受
け
る

	

◦
穂
別
地
区
3
か
所
で
の
土
砂
災
害
を
確
認
（
オ
ビ
ラ
ル
カ
、
富

内
、
栄
）

	

◦
6
時
11
分
、
地
震
発
生
（
震
度
5
弱
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・
4
）

	

◦
災
害
救
助
法
適
用

	

◦
町
内
小
中
高
校
の
臨
時
休
校
が
決
定

	

◦
町
営
バ
ス
の
運
行
休
止
を
決
定
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9
月
14
日
◦
り
災
証
明
書
交
付
に
向
け

た
家
屋
調
査
を
開
始

9
月
17
日
◦
穂
別
地
区
で
自
衛
隊
に
よ

る
給
水
が
終
了

9
月
18
日
◦
町
内
小
中
学
校
、
穂
別
高

校
、
認
定
こ
ど
も
園
が
再

開

	

◦
町
営
バ
ス
の
運
行
が
再
開

9
月
19
日
◦
臨
時
Ｆ
Ｍ
局
「
む
か
わ
さ

い
が
い
エ
フ
エ
ム
」
が
開

局

	

◦
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
適
用

9
月
20
日
◦
鵡
川
地
区
で
の
自
衡
隊
に
よ
る
給
水
が
終
了

	

◦
避
難
所
4
カ
所
、
避
難
者
１
７
０
人

9
月
21
日
◦
穂
別
地
区
で
の
自
衛
隊
に
よ
る
給
食
支
援
が
終
了

9
月
22
日
◦
鵡
川
地
区
で
「
応
急
仮
設
住
宅
説
明
会
」
を
開
催

9
月
23
日
◦
穂
別
地
区
で
「
応
急
仮
設

住
宅
説
明
会
」
を
開
催

9
月
25
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
建
設
開
始
、	

入
居
受
付
開
始

	

◦
り
災
証
明
書
の
交
付
開
始

	
◦
基
礎
支
援
金
、
加
算
支
援

金
の
受
付
開
始

	

◦「
生
活
再
建
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
を
発
行

	

◦
自
衛
隊
に
よ
る
入
浴
支
援
が
開
始
さ
れ
る

9
月
9
日
◦
む
か
わ
町
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
災
害
関
連
の
情
報
発
信
を
開
始

	
◦
11
時
15
分
、
二
宮
地
区
2
世
帯
に
避
難
勧
告

	
◦
17
時
05
分
、
二
宮
地
区
2
世
帯
に
避
難
勧
告
か
ら
避
難
指
示
に

変
更
（
9
月
25
日
に
解
除
）

	

◦
18
時
50
分
、
穂
別
キ
ウ
ス
地
区
2
世
帯
に
避
難
勧
告
（
9
月
16

日
に
解
除
）

9
月
10
日
◦
穂
別
地
区
で
の
断
水
が
一
部
解
消

	

◦
21
時
00
分
、
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
犠
牲
者
が
全
道
で
41
名

（
厚
真
町
36
名
、
札
幌
市
1
名
、
苫
小
牧
市
2
名
、
む
か
わ
町

1
名
、
新
ひ
だ
か
町
1
名
）
に
（
北
海
道
発
表
）

9
月
11
日
◦
鵡
川
地
区
と
穂
別
地
区
で
再
度
停
電
発
生
、
順
次
回
復

	

◦
む
か
わ
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
開
始
に
向
け
た

情
報
発
信
、
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
を
開
始

9
月
12
日
◦
り
災
証
明
書
交
付
申
請
の
受

付
を
開
始

	

◦
水
道
が
全
面
復
旧

	

◦
鵡
川
高
等
学
校
が
授
業
を
再

開

9
月
13
日
◦
6
時
15
分
、
福
祉
避
難
所
が

閉
鎖

	

◦
避
難
所
8
カ
所
、
避
難
者
２

６
７
人

	

◦
む
か
わ
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
開
設
、
受
入
開
始

ボランティアによる炊き出し（9月 17 日）

小此木防災担当大臣の視察（9月 19 日）
〔北海道新聞社提供〕生活支援ハンドブックの発行（9月 25 日）
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◦
9
時
45
分
、
二
宮
地
区
2
世
帯
の
避
難
指
示
を
解
除
、
こ
れ
に

よ
り
町
内
全
て
の
避
難
指
示
・
勧
告
が
解
消

9
月
26
日
◦
む
か
わ
町
出
身
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
北
海
道
大
学

鈴
木
章
名
誉
教
授
か
ら
町
内
小
中
高
校
に
激
励
の
色
紙
が
贈
呈

9
月
27
日
◦
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
の
小
林
快
次
准
教
授
（
当
時
）
が
来

町
。
国
内
最
大
の
恐
竜
全
身
骨
格
化
石
「
む
か
わ
竜
」
が
奇
跡

的
に
無
傷
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
へ
活
用

9
月
28
日
◦「
激
甚
災
害
」
指
定
の
閣
議
決
定

9
月
29
日
◦
家
屋
調
査
の
2
次
調
査
が
開
始
さ
れ
る

	

◦
自
衛
隊
に
よ
る
入
浴
支
援
が
終
了

9
月
30
日
◦
穂
別
博
物
館
が
再
開

	

◦
臨
時
Ｆ
Ｍ
局
「
む
か
わ
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
」
が
終
了

	

◦
災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
を
終
了

10
月
2
日
◦
給
食
セ
ン
タ
ー
が
給
食
提
供
を
再
開

10
月
6
日
◦
避
難
所
1
カ
所
、
避
難
者
66
人

	

◦
む
か
わ
町
復
興
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

10
月
12
日
◦
鵡
川
地
区
で
の
自
衛
隊
に

よ
る
給
食
支
援
が
終
了

10
月
13
日
◦
自
衛
隊
給
食
支
援
終
了
セ

レ
モ
ニ
ー
を
開
催

10
月
15
日
◦
被
災
家
屋
の
公
費
解
体
・

撤
去
申
請
受
付
開
始

11
月
1
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
入
居
開
始

（
一
期
＝
大
原
仮
設
団
地

25
戸
）

11
月
3
日
◦
四
季
の
館
内
の
各
施
設
が
再
開
（
四
季
の
湯
、
ホ
テ
ル
四
季
の

風
、
ま
な
び
ラ
ン
ド
図
書
室
等
）

	

◦
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
鵡
川
し
し
ゃ
も
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る

11
月
11
日
◦
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
む
か
わ
竜
完
全
版
大
公
開
」
が
開
催
さ
れ
る

	

◦「
四
季
の
館
」
避
難
所
を
閉
鎖

11
月
13
日
◦「
報
徳
館
」
避
難
所
を
再
設
置

11
月
15
日
◦
鵡
川
高
校
の
生
徒
約
50
人
が
被
災
し
た
商
店
街
を
勇
気
づ
け
る

「
ウ
ォ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
」
を
実
施

11
月
19
日
◦
被
災
し
不
通
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
日
高
線
（
苫
小
牧
－
鵡
川	

間
）
の
再
開
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施

11
月
29
日
◦
鵡
川
高
校
仮
設
生
徒
寮
の
建
設
を
開
始

11
月
30
日
◦
被
災
家
屋
の
公
費
解
体
・
撤
去
を
開
始

12
月
3
日
◦
義
援
金
、
被
災
家
屋
応
急
修
理
補
助
金
の
受
付
開
始

12
月
5
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
入
居
開
始
（
二
期
＝
美
幸
仮
設
団
地
4
戸
）

	

◦
り
災
証
明
書
交
付
申
請
の
受
付
を
終
了

12
月
21
日
◦
町
内
す
べ
て
の
避
難
所
を
閉
鎖

12
月
27
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
入
居
開
始
（
三
期
＝
美
幸
仮
設
団
地
6
戸
）

12
月
27
日
◦
む
か
わ
町
復
興
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
事
務
を
統
括
す
る

「
む
か
わ
町
復
興
推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
る

【
平
成
31
・
令
和
元（
２
０
１
９
）年
】

1
月
31
日
◦
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
鵡
川
高
校
仮
設
生
徒
寮
が
完
成

	

◦
む
か
わ
町
災
害
対
策
本
部
を
廃
止

2
月
1
日
◦
り
災
証
明
書
交
付
申
請
の
第
2
次
受
付
を
開
始

応急仮設住宅への入居準備（11 月 1 日）〔北海道新聞
社提供〕
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2
月
21
日
◦
21
時
22
分
、
地
震
発
生

（
震
度
5
強
　
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
5
・
8
）

2
月
28
日
◦
仮
設
店
舗
完
成

3
月
1
日
◦
仮
設
店
舗
入
居
開
始

3
月
4
日
◦
復
興
計
画
策
定
に
向
け
た

復
興
基
本
方
針
を
決
定

3
月
6
日
◦
町
長
が
仮
設
住
宅
全
戸
訪

問
を
実
施

3
月
17
日
◦
む
か
わ
町
復
興
支
援
訪
問

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
全
戸
訪
問
活
動
を
開
始

3
月
21
日
◦
被
災
し
休
館
し
て
い
た
穂
別
地
球
体
験
館
さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン
ト

を
実
施

3
月
28
日
◦
鵡
川
地
区
で
災
害
対
策
検
証
会
を
開
催

3
月
31
日
◦
穂
別
地
球
体
験
館
を
閉
館

	

◦
む
か
わ
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
閉
所

4
月
1
日
◦
む
か
わ
町
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
足

	

◦
鵡
川
斎
場
が
再
開

4
月
3
日
◦
穂
別
図
書
館
が
再
開

4
月
25
日
◦
穂
別
地
区
で
災
害
対
策
検
証
会
を
開
催

5
月
8
日
◦
鈴
木
直
道
知
事
が
視
察
来
町

5
月
9
日
◦
穂
別
地
区
で
仮
設
住
宅
等
町
長
懇
談
会
を
開
催

5
月
10
日
◦
鵡
川
地
区
で
仮
設
住
宅
等
町
長
懇
談
会
を
開
催

	

◦
仮
設
店
舗
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
を
実
施

６
月
1
日
◦
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
北
海
道
ル
ー
ト
に

選
出
さ
れ
る

6
月
15
日
◦
洪
水
と
地
震
を
想
定
し
た
道
内
最
大
規
模
の
「
鵡
川
・
沙
流
川

合
同
総
合
水
防
演
習
」
を
実
施

6
月
23
日
◦
歌
手
の
大
黒
摩
季
さ
ん
ら
に
よ
る
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
「
道

産
子
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
に
火
を
付
け
ろ
」
が
開
催
さ
れ
る

6
月
29
日
◦
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
む
か
わ
竜
完
全
版
大
公
開
」
が
開
催
さ
れ
る

6
月
30
日
◦
被
災
家
屋
の
解
体
実
施
を
完
了

7
月
13
日
◦
国
立
科
学
博
物
館
（
東
京
都
上
野
）
で
恐
竜
博
２
０
１
９
が
開

幕
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
む
か
わ
竜
」
を
全
国
に
お
披

露
目
（
特
別
展
過
去
最
高
の
約
６
７
９
千
人
が
来
場
）

7
月
31
日
◦
復
興
の
道
し
る
べ
で
あ
る
「
む
か
わ
町
復
興
計
画
」
を
策
定

9
月
6
日
◦
む
か
わ
町
防
災
訓
練
及
び
防
災
講
演
会
を
開
催

	

◦
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
の
小
林
快
次
教
授
が
国
内
最
大
の
恐

竜
全
身
骨
格
化
石
「
む
か
わ
竜
」
の
学
名
「
カ
ム
イ
サ
ウ
ル

ス
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ク
ス
」
を
発
表

応急仮設住宅への町長訪問（2月 21 日）

「むかわ町復興計画」を策定（7月 31 日）

むかわ町復興計画町民説明会（8月 21 日）
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被
害

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 8日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影
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被
害

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 15 日撮影〔北海道新聞社提供〕

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影
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被
害

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 8日撮影
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被
害

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 28 日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

建物被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影



厚真町・安平町・むかわ町の被災と復興への歩み • 142

被
害

JR 日高線　線路被害
平成 30（2018）年 9月 7日撮影〔北海道新聞社提供〕

グラウンドネット支柱倒壊（鵡川高校）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

道路被害（穂別地区）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

灯油タンク倒壊（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

道路被害（鵡川地区）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影
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被
害

建物被害（穂別地区）
平成 30（2018）年 9月 20 日撮影

建物被害（穂別小学校）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

建物被害（穂別地区）
平成 30（2018）年 9月 10 日撮影

建物被害（穂別地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

墓地被害（穂別地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

山地被害（穂別地区）
平成 30（2018）年 9月 17 日撮影

道路被害（穂別地区）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影
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応
急
対
応

災害対策本部
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

り災申請受付
平成 30（2018）年 9月 12 日撮影〔北海道新聞社提供〕

住宅被害調査
平成 30（2018）年 9月 14 日撮影

災害対策本部
平成 30（2018）年 9月 9日撮影

災害対策本部長（町長）
平成 30（2018）年 10 月 1 日撮影〔北海道新聞社提供〕
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応
急
対
応

全国各地からの応援職員（帰任時）
平成 30（2018）年 10 月 7 日撮影

支援物資整理（ゲートボール場）
平成 30（2018）年 9月 20 日撮影〔北海道新聞社提供〕

給水活動
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

支援物資整理（産業会館）
平成 30（2018）年 9月 18 日撮影〔北海道新聞社提供〕
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避
難

避難所（鵡川中央小学校）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

避難所（四季の館）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

避難所（四季の館）
平成 30（2018）年 9月 10 日撮影〔北海道新聞社提供〕

避難所（四季の館）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影
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避
難

避難所（穂別町民センター）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

避難所（穂別町民センター）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影

避難所（穂別町民センター）
平成 30（2018）年 9月 16 日撮影

避難所（穂別中学校）
平成 30（2018）年 9月 6日撮影〔北海道新聞社提供〕

避難所炊き出し（穂別町民センター）
平成 30（2018）年 9月 7日撮影

避難所炊き出し（鵡川中央小学校）
平成 30（2018）年 9月 8日撮影〔北海道新聞社提供〕

避難所炊き出し（穂別町民センター）
平成 30（2018）年 10 月 5 日撮影〔北海道新聞社提供〕
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災害ボランティア活動（災害ごみ）
平成 30（2018）年 9月 15 日撮影〔北海道新聞社提供〕

災害ボランティア活動（受付）
平成 30（2018）年 9月 25 日撮影〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕

災害ボランティア活動（受付）
平成 30（2018）年 9月 25 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕

災害ボランティア活動（受付）
平成 30（2018）年 9月 15 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災害ボランティア活動
平成 30（2018）年 11 月 4 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕

災害ボランティア活動
平成 30（2018）年 9月 28 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕

災害ボランティア活動（災害ごみ）
平成 30（2018）年 10 月 28 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕

災害ボランティア活動（災害ごみ）
平成 30（2018）年 10 月 14 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕

災害ボランティア活動（穂別図書館復旧）
平成 30（2018）年 11 月 29 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕

災害ボランティア活動（寄せ書き）
平成 30（2018）年 12 月 27 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕

災害ボランティア活動
平成 30（2018）年 9月 17 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕

災害ボランティア活動
平成 30（2018）年 9月 15 日撮影
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕
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復
旧
・
復
興

応急仮設住宅
平成 30（2018）年 10 月 20 日撮影

仮設生徒寮
令和元（2019）年 9月 13 日撮影

モバイルハウス
平成 30（2018）年 11 月 26 日撮影〔北海道新聞社提供〕

仮設店舗
平成 31（2019）年 2月 21 日撮影
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復
旧
・
復
興

国内最大恐竜全身骨格化石「むかわ竜」の学名『カムイサウルス・ジャポニクス』を発表。復興のシンボルへ（恐竜博 2019・東京都）　
令和元（2019）年 9月 6日撮影

仮設店舗グランドオープン
令和元（2019）年 5月 10 日撮影

復興イベント「鵡川ししゃもまつり」
平成 30（2018）年 11 月 3 日撮影〔北海道新聞社提供〕

奇跡的に被害がなかった「むかわ竜」を確認する北大小林教授　
平成 30（2018）年 9月 27 日撮影〔北海道新聞社提供〕
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震
災
を
共
に
乗
り
越
え
た
皆
さ
ん
の
底
力
を
借
り
て

こ
れ
か
ら
も
前
に
進
ん
で
い
き
た
い

あ
の
時
─
私
た
ち
は
④
〔
む
か
わ
町
〕�

む
か
わ
町
長

む
か
わ
町
長

　
　竹
中
喜
之

と
共
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
は
覚
え
て
い
ま
す
。

─
避
難
所
が
設
置
さ
れ
た
翌
日
、
町
長
自
ら
避

難
所
を
回
っ
て
、
避
難
者
へ
の
声
か
け
を
さ

れ
た
そ
う
で
す
ね
？

　本
来
な
ら
ば
私
が
全
避
難
所
を
回
っ
て
、
一
人

ひ
と
り
に
声
を
か
け
る
べ
き
で
す
が
、
そ
う
い
う

状
況
で
は
な
い
。
副
町
長
が
穂
別
地
区
で
私
が
鵡

川
地
区
と
分
担
し
、
す
べ
て
を
回
り
ま
し
た
。

　緊
急
時
で
あ
り
、
い
ち
早
く
現
場
を
回
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
、「
と
に
か
く
ご
不
便
、
苦

労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
明
け
な
い
夜
と
い
う
の

は
な
い
で
す
か
ら
ね
」
と
声
を
か
け
て
い
き
ま
し

た
。
ふ
だ
ん
は
元
気
な
方
た
ち
が
肩
を
落
と
し
て

い
る
姿
が
、
今
で
も
脳
裏
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　災
害
時
の
基
本
原
則
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

へ
正
し
い
情
報
を
速
や
か
に
発
信
し
て
い
く
と
と

を
出
ま
し
た
。

　こ
の
町
と
命
を
守
る
ん
だ
、
そ
し
て
守
る
た
め

に
は
現
状
の
正
確
な
把
握
が
必
要
だ
と
思
い
な
が

ら
初
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
む
か
わ
町
役
場
に
到

着
す
る
と
、
怪
我
を
し
て
い
た
職
員
も
い
ま
し
た

が
、
次
々
と
職
員
が
集
ま
り
、
3
時
40
分
に
災
害

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
最
初
に
頭
を
よ

ぎ
っ
た
の
は
津
波
で
す
。
す
ぐ
に
津
波
関
係
の
情

報
を
収
集
。
津
波
は
来
な
い
も
の
の
海
面
が
多
少

は
上
が
る
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
の
で
、
ま
ず
海
に

面
し
た
地
域
に
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
5
日

前
の
9
月
1
日
に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
避
難
所
も
迅
速
に
立
ち
上
げ
て
い
き
ま

し
た
。

　そ
こ
か
ら
先
は
総
動
員
で
震
災
対
応
。
矢
継
ぎ

早
に
町
内
の
被
害
報
告
が
上
が
っ
て
く
る
緊
迫
感

の
あ
る
中
で
、
た
だ
使
命
感
を
持
っ
て
職
員
一
同

─
発
災
当
日
の
初
動
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　9
月
4
日
か
ら
5
日
に
か
け
て
台
風
21
号
が
上

陸
し
、
警
報
が
発
令
さ
れ
、
倒
木
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。
町
内
で
ど
の
程
度
の
被
害
が
あ
っ
た
の
か

な
と
思
っ
て
就
寝
し
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。
9

月
6
日
3
時
7
分
、
寝
つ
い
た
な
と
思
っ
た
時
に

地
震
が
発
生
。
疑
問
符
と
感
嘆
符
が
交
錯
し
、

「
役
場
に
走
ら
な
い
と
だ
め
だ
」
と
、
す
ぐ
に
家
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も
に
、
自
ら
が
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
職
員
の
皆
さ
ん
も
そ

れ
に
つ
い
て
来
て
く
れ
た
。
そ
の
一
体
感
が
あ
っ

て
こ
そ
乗
り
越
え
ら
れ
た
未
曾
有
の
大
震
災
で
し

た
。─

運
営
が
難
し
い
と
さ
れ
る
福
祉
避
難
所
を
立

ち
上
げ
て
機
能
さ
せ
た
こ
と
は
、
全
国
的
に

も
先
進
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

　現
場
が
各
緊
急
対
応
に
迫
ら
れ
る
中
で
、
事
業

者
と
協
力
し
、
要
介
護
者
な
ど
の
災
害
弱
者
を
受

け
入
れ
る
「
福
祉
避
難
所
」
の
開
設
に
至
り
ま
し

た
。
あ
れ
も
こ
れ
も
行
政
が
網
羅
で
き
れ
ば
い
い

ん
で
す
が
、
被
災
し
て
い
る
中
、
自
分
た
ち
で
ど

う
や
っ
て
こ
の
急
場
を
し
の
げ
る
か
。
皆
さ
ん
の

底
力
を
逆
に
私
た
ち
が
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
「
共
助
」
の
視
点
か
ら
立
ち

上
が
っ
た
「
福
祉
避
難
所
」。
町
民
の
皆
さ
ん
の

力
を
結
集
し
て
で
き
た
全
国
で
も
先
進
的
な
事
例

に
な
っ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

─
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
復
旧
の
大
き
な
力
と

な
り
ま
し
た
ね
。

　今
回
の
震
災
前
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
「
地

域
防
災
計
画
」
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の

中
で
「
受
援
」
に
つ
い
て
は
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
支

援
に
来
て
く
れ
た
方
た
ち
を
ど
う
分
担
し
て
、
ど

う
活
用
し
て
い
く
の
か
。
こ
の
整
理
に
つ
い
て
非

常
に
悩
み
ま
し
た
。
物
資
の
分
配
等
も
含
め
、
今

回
の
地
震
を
受
け
て
「
受
援
力
を
意
識
し
た
計

画
」
と
い
う
も
の
も
整
備
し
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　避
難
所
の
運
営
も
そ
う
で
す
が
、
継
続
性
が
重

要
。
発
災
直
後
を
乗
り
切
っ
た
あ
と
の
対
応
を
ど

う
す
る
か
。
震
災
の
教
訓
を
活
か
す
場
面
で
す
。

─
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
恐
竜
化
石
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
が
災
害
復
旧
の
大
き
な

支
援
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　む
か
わ
町
は
恐
竜
化
石
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
こ
う
と
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
に
設

立
さ
れ
た
「
に
っ
ぽ
ん
恐
竜
協
議
会
」
と
い
う
自

治
体
連
携
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
協
議

会
で
は
災
害
時
の
相
互
応
援
も
盛
り
込
ん
で
い
ま

し
た
。
お
互
い
の
魅
力
発
信
に
向
け
て
連
携
し
て

い
こ
う
と
し
た
矢
先
に
、
最
初
に
該
当
（
被
災
）

し
た
の
が
む
か
わ
町
な
ん
で
す
よ
。
加
盟
し
て
い

た
熊
本
県
の
御
船
町
、
兵
庫
県
の
丹
波
市
、
丹
波

篠
山
市
に
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
姉
妹
都
市

の
富
山
県
砺
波
市
か
ら
も
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
御
船
町
は
熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
町
で
、
当
時
、
復
旧
復
興
に
向
き
合
っ
て

い
る
最
中
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
胆
振
東
部
地
震
が

起
き
た
直
後
に
「
今
は
む
か
わ
」
と
い
う
合
言
葉

で
、
震
災
対
応
の
知
見
を
持
っ
た
職
員
が
い
ち
早

く
駆
け
つ
け
、
避
難
所
運
営
や
り
災
証
明
書
の
発

行
な
ど
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
各

地
か
ら
の
応
援
派
遣
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
の
当
時
の
状
況
で
本
町
の
職
員
の
精
神
的
な
安

心
感
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
職
員
に
と
っ
て
は

ピ
ン
チ
の
時
に
駆
け
つ
け
て
き
た
ヒ
ー
ロ
ー
の
よ

緊迫した時間が続く災害対策本部
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う
な
存
在
だ
っ
た
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
学

び
は
、
我
々
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
、
宮
城
県
の

丸
森
町
が
台
風
で
浸
水
被
災
し
た
時
に
、
今
度
は

う
ち
か
ら
職
員
を
2
名
送
り
出
し
ま
し
た
。
復
興

の
途
上
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
も
「
恩
送

り
」
と
し
て
、
支
援
を
も
ら
っ
た
む
か
わ
町
が
今

度
は
被
災
地
を
支
援
す
る
側
な
ん
だ
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
の
送
り
出
し
で
す
。

─
応
急
仮
設
住
宅
の
面
で
は
、
鵡
川
高
校
生
徒

寮
を
仮
設
住
宅
で
建
て
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　応
急
仮
設
住
宅
な
ど
へ
の
対
応
は
、
3
町
で
連

携
し
て
国
や
北
海
道
に
要
望
提
案
を
し
ま
し
た
。

鵡
川
高
校
生
徒
寮
は
、
全
国
初
の
寄
宿
舎
タ
イ
プ

の
仮
設
住
宅
と
な
り
、
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
被
災
し
た
方
々
に
ど
う
寄
り
添
っ
て
い
け
る

か
と
い
う
思
い
が
一
致
し
た
こ
と
で
実
現
し
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
仮
設
に
入
居
す
る
鵡
川
高
校
野
球
部
の
生

徒
自
身
ら
も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
な
ど
、

地
域
が
一
体
と
な
り
ま
し
た
。
震
災
復
旧
が
地
域

と
子
ど
も
た
ち
を
よ
り
強
く
つ
な
げ
た
一
面
も
あ

り
ま
す
。
今
（
令
和
2
年
11
月
）
の
3
年
生
は
被

災
時
の
1
年
生
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
町

の
元
気
の
源
で
す
ね
。

　ま
た
、
お
か
げ
さ
ま
で
災
害
公
営
住
宅
な
ど
の

建
設
は
当
初
の
予
定
通
り
に
進
み
、
令
和
2
（
２

０
２
０
）
年
11
月
中
に
仮
設
住
宅
か
ら
転
居
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鵡
川
高
校
の
新
寮
も
年
内

に
完
成
し
ま
す
。
被
災
し
た
消
防
庁
舎
鵡
川
支
署

の
移
転
改
築
に
つ
い
て
も
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。
被
災
し
た
方
々
の
生
活
再
建
や
、
災
害
に
よ

り
強
い
ま
ち
づ
く
り
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
の
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

─
「
災
害
に
よ
り
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
は
今
後

に
向
け
た
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
ね
。

　消
防
庁
舎
鵡
川
支
署
の
移
転
改
築
を
は
じ
め
、

震
災
で
得
た
教
訓
を
基
に
様
々
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
町
内
外
の
団
体
や
民
間
企
業
と
も

災
害
連
携
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
内

に
車
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を
持
つ
い
す
ゞ
北
海
道
試

験
場
と
は
、
再
建
し
た
い
す
ゞ
寮
を
避
難
所
と
し

て
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
協
定
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
近
年
の
気
候
変
動
と
と
も
に
昨
今
は
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
型
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
も
可
能

性
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
被
災
を
経
験

し
た
町
と
し
て
災
害
に
よ
り
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

─
復
旧
復
興
で
は
3
町
の
連
携
が
大
き
な
力
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

　明
治
時
代
、
3
町
は
一
つ
の
戸
長
役
場
で
し

た
。
言
っ
て
み
れ
ば
兄
弟
の
町
な
ん
で
す
。
今

回
、
か
な
り
の
面
積
の
森
林
が
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
3
町
の
森
林
は
一
つ
の
森
林
組
合
に
一
括

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
こ
こ
ま
で
が
厚
真
町

だ
ね
、
こ
こ
か
ら
こ
こ
ま
で
が
安
平
町
だ
ね
、
と

簡
単
に
線
が
引
け
る
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。

　3
町
連
携
し
て
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
が
、

震
災
か
ら
の
復
興
を
遂
げ
た
と
は
ま
だ
言
え
る
状

況
で
は
と
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
地
と
し
て
先

ノーベル化学賞を受賞した北海道大学鈴木章名
誉教授から町内小中高校に贈呈された激励色紙
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こ
の
2
年
間
で
し
た
。
し
か
し
、
被
災
し
た
建
物

が
解
体
さ
れ
、
空
き
地
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
仮
設
店
舗
な
ど
で
営
業
を
さ
れ
て
い
る
方
も
お

り
、
震
災
に
よ
り
人
口
減
少
も
加
速
し
て
い
る
。

次
の
課
題
は
商
業
の
活
性
化
を
含
め
た
「
ま
ち
な

か
の
再
生
」
で
す
。
今
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
検
討

会
を
立
ち
上
げ
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

鵡
川
と
穂
別
、
両
地
区
の
ま
ち
な
か
を
再
生
さ
せ

て
、
そ
し
て
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
。
ま
た
、
恐

竜
化
石
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
み

で
す
。

　そ
こ
に
向
か
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
町

職
員
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
も
ら
っ
た
支
援
を
力

に
変
え
て
、
そ
の
力
を
一
つ
ひ
と
つ
形
に
し
て
い

き
た
い
。
創
造
的
な
復
興
の
意
味
合
い
と
し
て
、

元
に
戻
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

く
。
要
す
る
に
ピ
ン
チ
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
ヒ
ン

ト
を
チ
ャ
ン
ス
に
結
び
つ
け
る
未
来
志
向
で
す

ね
。
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

─
最
後
に
読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　最
悪
が
来
な
い
こ
と
を
強
く
願
い
な
が
ら
も
、

例
的
な
取
り
組
み
、
復
興
の
姿
を
全
国
に
示
し
な

が
ら
埋
没
し
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
連
携
し
て

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
7
月
に
策
定
さ
れ

た
「
む
か
わ
町
復
興
計
画
」
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　復
興
計
画
に
最
優
先
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
た

「
住
ま
い
の
再
建
」
は
お
か
げ
さ
ま
で
果
た
せ
た

日
常
の
防
災
・
減
災
の
備
え
を
固
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
中
島
み
ゆ
き
さ
ん
の
『
時
代
』
と

い
う
歌
に
「
あ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
ね
と
い
つ
か

笑
っ
て
話
せ
る
で
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
歌
詞
が
あ

り
ま
す
が
、
笑
っ
て
話
せ
る
時
代
を
つ
く
る
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
の
底
力
を
集
め
て
前
に
進
ん
で
い

き
た
い
で
す
ね
。

　ま
ず
は
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
、
今
を
体
得
の

機
会
と
し
て
捉
え
、
前
へ
と
、
復
興
へ
と
向
か
う

元
気
な
ま
ち
の
姿
を
お
見
せ
す
る
こ
と
で
、
震
災

で
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
へ
「
あ
り
が

と
う
」
の
感
謝
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

3 町長が連携して全国へ支援を呼びかけ（中央が竹中町長）

被災者を受け入れる住宅が完成し、鍵を交付
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も
ら
い
ま
し
た
。

鬼
海
　私
は
管
理
者
と

し
て
寮
に
い
ま
し
た
。

い
つ
も
と
は
違
う
こ
と

が
起
こ
っ
た
と
す
ぐ
わ

か
る
ほ
ど
激
し
い
揺
れ
で
し
た
。
寮
の
1
階
に
寝

て
い
ま
し
た
が
、
た
だ
事
で
は
な
い
と
感
じ
て
、

寮
生
が
い
る
2
階
や
3
階
の
様
子
を
確
認
し
に
行

き
ま
し
た
。
散
ら
ば
っ
た
物
を
踏
ん
で
怪
我
を
し

な
い
よ
う
に
靴
を
履
か
せ
て
、
全
員
を
1
階
に
集

め
ま
し
た
。
こ
の
時
の
一
番
の
心
配
は
津
波
で
し

た
。
幸
い
に
も
「
津
波
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
聞
い
て
ほ
っ
と
し
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。

　そ
し
て
激
し
い
揺
れ
の
約
20
分
後
、
急
に
暗
闇

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
停
電
に
な
り
ま
し
た
が
、
津

波
が
来
る
恐
れ
が
な
か
っ
た
た
め
、
明
る
く
な
る 鬼海 將一さん

「
感
謝
」か
ら「
行
動
」へ
─
─

野
球
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

ま
ち
の
力
に
な
り
た
い

あ
の
時
─
私
た
ち
は
④
〔
む
か
わ
町
〕�

北
海
道
鵡
川
高
等
学
校
野
球
部

北
海
道
鵡
川
高
等
学
校
野
球
部

監
督（
む
か
わ
町
職
員
）

　
　鬼
海
將
一
さ
ん

主
将�

阿
部
柊
希
さ
ん

─
震
災
当
日
の
様
子
を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。

阿
部
　寮
の
部
屋
で
寝

て
い
ま
し
た
が
、
地
面

か
ら
突
き
上
げ
る
よ
う

な
衝
撃
を
受
け
て
目
覚

め
ま
し
た
。
激
し
い
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
が
、
寝

ぼ
け
て
い
た
の
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
二
段
ベ
ッ
ド
の
上
段
か
ら
見
下
ろ
す

と
、
一
面
に
物
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
下
段
の

寮
生
に
「
大
丈
夫
か
」
と
声
を
か
け
て
無
事
を
確

認
し
、
一
緒
に
廊
下
に
出
ま
し
た
。

　見
渡
す
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
が
倒
れ
て
い

て
、
地
震
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
み
ん

な
、
怪
我
は
な
く
、
寮
生
34
人
全
員
無
事
で
し

た
。
監
督
か
ら
「
自
宅
に
避
難
す
る
よ
う
に
」
と

指
示
を
受
け
、
舎
監
か
ら
安
否
報
告
と
同
時
に
、

迎
え
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
家
族
に
連
絡
を
し
て 阿部 柊希さん

ま
で
動
か
ず
に
1
階
に
集
め
た
部
員
ら
と
共
に
夜

が
明
け
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
明
る
く
な
っ
て
周

り
を
見
渡
す
と
、
寮
の
玄
関
ド
ア
の
ガ
ラ
ス
は
割

れ
、
食
堂
で
は
米
や
食
器
が
散
乱
。
外
に
出
る

と
、
敷
地
は
陥
没
し
て
い
ま
し
た
。

　停
電
で
食
事
の
用
意
す
ら
で
き
な
い
状
況
と
な

り
、
寮
生
活
が
困
難
に
な
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
保
護
者
に
連
絡
を
取

り
、
実
家
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

信
号
が
消
え
、
ガ
ソ
リ
ン
確
保
も
大
変
な
中
で
し

た
が
、
家
族
に
迎
え
に
来
て
も
ら
い
、
無
事
に
全

生
徒
を
一
時
帰
宅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　寮
生
を
送
り
出
し
た
あ
と
、
私
と
舎
監
だ
け
の

数
人
で
片
付
け
ら
れ
る
状
態
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
野
球
部
監
督
と

し
て
で
は
な
く
、
今
度
は
町
職
員
の
立
場
と
し
て

避
難
所
の
対
応
に
向
か
い
ま
し
た
。
避
難
所
で
対
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応
し
て
い
る
と
様
々
な
情
報
も
集
ま
り
ま
す
。
ふ

だ
ん
練
習
を
し
て
い
る
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も

大
き
な
被
害
が
あ
っ
て
防
球
ネ
ッ
ト
が
す
べ
て
倒

壊
し
、
町
内
の
い
た
る
所
で
家
屋
が
倒
壊
し
て
い

る
こ
と
を
聞
き
、
震
災
の
す
ご
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
町
内
施
設
の
復
旧
が
進
み
、
地
域

の
住
民
や
Ｏ
Ｂ
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得

て
、
寮
の
片
付
け
や
清
掃
を
行
っ
た
お
か
げ
で
寮

も
再
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
の
再
開
も
決

ま
り
ま
し
た
。

─
地
震
か
ら
1
週
間
後
の
9
月
14
日
に
秋
季
北

海
道
大
会
の
地
区
予
選
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

鬼
海
　「こ
ん
な
時
に
野
球
を
や
っ
て
い
い
の
か
」

と
い
う
葛
藤
は
あ
り
ま
し
た
が
、
秋
の
大
会
は
春

の
甲
子
園
選
抜
の
出
場
を
か
け
た
重
要
な
大
会
で

あ
り
、
こ
れ
を
目
指
し
て
毎
日
頑
張
っ
て
き
た
の

で
、
ぜ
ひ
出
場
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
気
持
ち
を
く
み
取
っ
て
く
れ
た
多
く
の

方
々
か
ら
の
支
援
が
あ
り
、
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
大
会
運
営
側
に
も
考
慮
い
た
だ
き
、
日
程
を

2
日
延
期
し
て
も
ら
い
、
試
合
に
向
け
て
2
日
間

練
習
で
き
る
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
練
習
時

間
は
1
日
2
時
間
と
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や

る
べ
き
こ
と
は
や
れ
た
と
思
い
ま
す
。

阿
部
　試
合
に
負
け
た
こ
と
は
私
た
ち
の
実
力
不

足
で
す
。
震
災
自
体
は
野
球
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん

し
、
負
け
た
理
由
を
震
災
の
せ
い
に
は
し
た
く
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
野
球
を
や
れ
る
状

態
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
町

の
方
々
が
応
援
し
て
く
れ
た
の
で
、
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
勝
つ
こ
と

は
大
事
で
す
が
、
自
分
た
ち
が
全
力
で
プ
レ
イ
す

る
こ
と
で
少
し
で
も
町
が
元
気
に
な
れ
ば
、
と
い

う
気
持
ち
で
し
た
。

鬼
海
　部
員
に
は
ふ
だ
ん
通
り
に
プ
レ
イ
す
る
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
し
た
が
、
私
自
身
、
町
が
こ
の

よ
う
な
状
態
で
「
さ
あ
、
試
合
だ
」
と
頭
を
切
り

替
え
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
が
負

け
た
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
部
員
の
気
持
ち

も
ふ
だ
ん
通
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

阿
部
　試
合
は
震
災
の
1
週
間
後
で
し
た
。
野
球

を
や
れ
る
状
況
で
は
な
い
の
に
、
町
の
方
々
の
応

援
を
受
け
て
野
球
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

鬼
海
　町
の
方
々
は
野
球
部
を
わ
が
子
の
よ
う
に

応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
心
強
い
最
強
の
サ

ポ
ー
タ
ー
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
環

境
で
野
球
が
で
き
る
町
は
、
全
国
で
も
む
か
わ
町

だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

─
大
会
終
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
い

ま
す
ね
。

阿
部

　試
合
が
終
わ
っ
て
か
ら
当
時
の
キ
ャ
プ
テ

ン
と
「
自
分
た
ち
が
や
れ
る
こ
と
は
な
い
か
」
と

話
を
し
ま
し
た
。「
今
度
は
僕
た
ち
が
町
の
方
々

震災から約 1年後に開催された 2019 年夏の全道大会



 

厚真町・安平町・むかわ町の被災と復興への歩み • 158

の
力
に
な
ろ
う
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

鬼
海
　こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
部
員
の
自
発
的

行
動
で
あ
り
、
私
は
町
職
員
と
し
て
災
害
復
旧
に

関
わ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
人
手
が
必
要
な
場
所

を
聞
い
て
彼
ら
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出
る
と
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
荷
物
運
搬
、
片
付
け
、

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
清
掃
活
動
、
さ
ら
に
は
農
家
で

の
お
手
伝
い
、
そ
の
ほ
か
シ
シ
ャ
モ
祭
り
な
ど
町

の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
大
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
生
活
は

ど
う
で
し
た
か
？

阿
部
　し
ば
ら
く
寮
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
調

査
で
建
物
が
半
壊
状
態
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
11
月
半
ば
に
二
宮
地
区
の
報
徳
館
（
旧
小
学

校
、
現
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
に
み
ん
な
で
移
り

ま
し
た
。
被
災
し
て
半
壊
と
な
っ
た
寮
を
出
て
、

い
つ
も
と
違
う
環
境
で
の
生
活
で
し
た
が
、
そ
れ

ほ
ど
不
安
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
米
や
野
菜
な
ど
を
差
し
入

れ
し
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
の
温
か
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

鬼
海
　寮
母
さ
ん
は
報
徳
館
の
狭
い
厨
ち
ゅ
う
房ぼ

う
で
も
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
食
事
を
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
い
つ
も
と
は
違
う
環
境
に
な
り
ま
し
た

が
、
み
ん
な
で
食
べ
慣
れ
た
寮
母
さ
ん
の
ご
飯
を

食
べ
る
と
、
か
つ
て
の
寮
生
活
に
戻
っ
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
か
っ
た
で

す
ね
。

　被
災
し
た
年
の
冬
に
は
仮
設
寮
の
完
成
を
迎

え
、
冬
休
み
を
活
用
し
て
12
月
末
に
持
ち
物
だ
け

を
運
び
込
ん
で
、
年
が
明
け
た
15
日
の
始
業
式
に

合
わ
せ
て
報
徳
館
か
ら
仮
設
寮
に
移
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
野
球
部
伝
統
の
言
葉
を
仮
設
寮
に
再

び
掲
げ
ま
し
た
。「
元
気
・
本
気
・
一
気
」
で

す
。
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
「
元
気
」、
全

力
疾
走
の
「
本
気
」、
一
気
呵か

成せ
い

の
「
一
気
」。
こ

れ
ま
で
の
野
球
部
が
掲
げ
て
き
た
信
念
を
貫
き
、

三
気
精
神
で
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

─
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
て
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
得
ら
れ
ま
し
た
か
？

阿
部
　本
当
に
全
国
か
ら
支
援
の
言
葉
や
物
資
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
感
謝
の
気
持
ち
は
行
動
で

示
す
し
か
な
い
」
と
思
っ
た
ん
で
す
。
困
っ
て
い

る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
人
の
助
け
に
な
ろ
う
。
そ

の
精
神
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
学
び
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
僕
に
と
っ
て
も
、
チ
ー
ム
と

し
て
も
大
き
な
学
び
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

鬼
海
　自
分
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら

こ
そ
、
彼
ら
は
「
町
の
た
め
」「
支
援
し
て
く
れ

た
人
た
ち
の
た
め
」
と
心
か
ら
言
え
る
ん
で
す
。

本
当
に
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

野球部伝統の「三気精神」を掲げた仮設生徒寮
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─
指
導
者
と
し
て
胆
振
東
部
地
震
の
経
験
か
ら

得
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

鬼
海
　部
員
は
野
球
を
通
し
て
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
ま

し
た
。
町
の
方
々
は
自
分
た
ち
も
被
災
し
、
厳
し

い
状
況
な
の
に
、
彼
ら
に
「
頑
張
っ
て
」
と
温
か

い
声
援
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
け
ば
「
あ
り
が
と
う
」
と
素
直
に
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
子

ど
も
た
ち
の
心
を
動
か
し
、
彼
ら
の
自
発
性
を
促

し
、
彼
ら
を
大
き
く
成
長
さ
せ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
と
言
わ
れ
れ
ば
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
心
は
ど
ん
ど
ん
豊
か
に
な
っ
て
い
く
も
の
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。
二
度
と
経
験
し
た
く
な
い
出

来
事
で
す
が
、
震
災
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
理
解

で
き
た
こ
と
で
す
し
、
失
っ
た
も
の
ば
か
り
で
は

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

─
最
後
に
支
援
し
て
く
れ
た
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

阿
部

　震
災
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
人
の
た
め
に
役
立
て

る
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鬼
海
　部
員
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
彼
ら
は
震
災
の
経
験
を
活
か
し
、
ど

こ
か
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
人
の
た

め
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
大
人
に

な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
本
校

野
球
部
へ
の
応
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

約 2年間を仮設生徒寮で共に過ごした野球部 3年生一同

様々なボランティア活動を行う野球部員（左：被災農家の復旧作業　右：被災店舗の清掃）
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ス
が
顔
を
直
撃
す
る
寸
前
で
止
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
被
害
者
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
と
感

じ
、
義
母
を
助
け
て
息
子
夫
婦
に
任
せ
、
消
防
団

詰
所
に
急
い
で
向
か
い
ま
し
た
。

福
田
　（鵡
川
地
区
の
）

自
宅
で
眠
っ
て
い
ま
し

た
。
地
震
が
収
ま
っ
て

か
ら
見
渡
す
と
、
家

じ
ゅ
う
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
し
た
。
子
ど
も
の
頃

の
十
勝
沖
地
震
を
思
い
出
す
よ
う
な
揺
れ
で
し
た

が
、
今
回
の
揺
れ
の
ほ
う
が
大
き
く
感
じ
ま
し

た
。
上
下
に
飛
び
跳
ね
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た

ね
。
津
波
を
警
戒
し
て
い
ま
し
た
が
、
漁
師
を
し

て
い
る
娘
婿
か
ら
の
連
絡
で
津
波
の
危
険
は
な
い

こ
と
が
わ
か
り
、
自
宅
で
待
機
し
て
情
報
収
集
を

始
め
ま
し
た
。

福田 隆二さん

地
域
の
総
力
を
結
集
　

日
頃
の
訓
練
と
つ
な
が
り
が
有
事
の
際
の
大
き
な
力
に

あ
の
時
─
私
た
ち
は
④
〔
む
か
わ
町
〕�

む
か
わ
建
設
協
会
・
消
防
団

む
か
わ
建
設
協
会
長�

福
田

　隆
二
さ
ん

鵡
川
消
防
団
長�

前
田

　嗣
夫
さ
ん

穂
別
消
防
団
女
性
部
長

　
　三
上
美
津
江
さ
ん

─
発
災
直
後
の
行
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
上
　（穂
別
地
区
の
）

自
宅
で
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
て
、
目
を
覚
ま
し

ま
し
た
。
地
震
が
収

ま
っ
て
辺
り
を
見
渡
す
と
、
家
じ
ゅ
う
に
物
が
散

乱
し
て
い
た
の
で
、
怪
我
を
し
な
い
よ
う
靴
を
履

い
て
今
後
に
備
え
ま
し
た
。

前
田
　（鵡
川
地
区
の
）

自
宅
で
休
ん
で
い
ま
し

た
。
2
階
だ
っ
た
の
で

激
し
く
揺
れ
ま
し
た
。

そ
の
揺
れ
が
収
ま
る
と
、
消
防
団
員
で
あ
る
息
子

夫
婦
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
非
常
事
態
で

あ
り
、
家
の
こ
と
を
妻
に
任
せ
て
出
動
し
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
同
居
し
て
い
る
義
母
の
様
子
が
気

に
な
っ
て
部
屋
を
覗
い
て
み
る
と
、
倒
れ
た
タ
ン 三上 美津江さん前田 嗣夫さん

─
長
い
一
日
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の

後
の
活
動
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
上
　昼
過
ぎ
に
む
か
わ
町
役
場
に
着
い
て
、
何

を
す
べ
き
か
話
し
合
い
ま
し
た
。
穂
別
消
防
団
と

し
て
も
初
め
て
の
こ
と
で
、
何
か
ら
始
め
て
よ
い

や
ら
困
惑
し
ま
し
た
。

　女
性
部
が
炊
き
出
し
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
早
速
準
備
に
か
か
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
自
衛

隊
の
給
水
車
が
到
着
し
て
、
水
を
供
給
し
て
く
れ

ま
し
た
。「
冷
蔵
庫
が
壊
れ
て
保
存
で
き
な
い
か

ら
使
っ
て
」
と
町
内
の
ス
ー
パ
ー
か
ら
食
材
、
農

協
か
ら
米
の
提
供
が
あ
り
、
各
自
治
会
か
ら
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
い
た
方
々
と
協
力
し
て
、
む
か
わ

町
役
場
に
避
難
さ
れ
た
方
々
に
食
事
を
提
供
し
ま

し
た
。

前
田

　詰
所
に
集
ま
り
、
4
分
団
に
分
か
れ
地
域

を
回
り
ま
し
た
。
町
じ
ゅ
う
倒
壊
し
た
建
物
だ
ら
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け
。
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
中
で
「
こ
の
町
は
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
」
と
不
安
な
気
持
ち
が

こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
巡
回
を
し
て
い
る
時
、

新
聞
販
売
店
を
営
む
団
員
の
家
が
倒
壊
し
て
い
る

の
を
発
見
し
ま
し
た
。
本
人
の
無
事
を
確
認
し
て

話
を
聞
く
と
、
ふ
だ
ん
寝
て
い
た
部
屋
が
つ
ぶ
れ

て
い
た
が
新
聞
配
達
に
出
か
け
た
こ
と
で
九
死
に

一
生
を
得
た
そ
う
で
す
。

　消
防
団
の
全
車
両
を
使
用
し
て
、
状
況
把
握
に

も
努
め
ま
し
た
。
赤
灯
を
見
る
と
高
齢
者
は
安
心

す
る
よ
う
で
、
団
員
に
「
灯
油
タ
ン
ク
が
倒
れ
た

の
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
か
か
り

ま
し
た
の
で
、
建
設
協
会
と
共
に
復
旧
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
巡
回
を
行
っ
て
い
る
中
で
、

高
齢
者
が
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
声
か
け
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
非
常
時
で
あ
っ

た
た
め
、
心
の
ケ
ア
ま
で
し
っ
か
り
と
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
ま
す
。

福
田
　待
機
し
て
い
る
と
す
ぐ
に
む
か
わ
町
役
場

か
ら
「
協
会
員
（
各
会
社
）
に
連
絡
を
取
っ
て
ほ

し
い
」
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
震
災
復
旧
業
務

を
行
う
こ
と
は
協
会
と
し
て
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
復
旧
対
応
に
従
事
で

き
る
会
社
を
片
っ
端
か
ら
集
め
て
、
町
災
害
対
策

本
部
の
指
示
に
従
っ
て
協
会
員
に
動
員
を
か
け
て

い
き
ま
し
た
。

　協
会
員
の
中
に
は
国
や
北
海
道
の
要
請
を
受
け

て
町
外
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま

す
の
で
、
全
員
を
動
員
す
る
の
は
困
難
で
す
。
対

応
可
能
な
会
社
の
人
た
ち
と
一
緒
に
道
路
に
出
来

た
段
差
を
解
消
す
る
た
め
に
土
の
う
を
運
ん
だ

り
、
倒
れ
た
灯
油
タ
ン
ク
を
起
こ
す
作
業
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
脚
が
折
れ
て
自
立
し
な
い
タ
ン
ク

も
多
く
、
4
〜
5
班
に
分
か
れ
、
4
日
ほ
ど
か
け

て
５
０
０
基
く
ら
い
は
処
理
し
た
と
思
い
ま
す
。

寒
く
な
る
前
の
時
期
で
あ
り
、
早
朝
の
大
地
震
で

あ
っ
た
た
め
、
各
家
庭
で
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な

ど
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
幸
い
し
ま
し
た

が
、
倒
壊
し
た
灯
油
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が
漏
れ
て

い
た
話
を
聞
い
た
時
は
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
建
物

倒
壊
が
起
こ
っ
た
う
え
に
、
さ
ら
に
火
災
が
発
生

す
る
こ
と
が
な
く
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

─
消
防
団
は
前
日
ま
で
台
風
21
号
を
警
戒
し
て

い
た
そ
う
で
す
ね
。

前
田

　い
つ
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状

況
だ
っ
た
た
め
、
幹
部
に
待
機
命
令
を
出
し
て
い

ま
し
た
。
台
風
を
警
戒
し
て
待
機
し
て
い
た
こ
と

が
功
を
奏
し
て
、
震
災
対
応
の
初
動
の
早
さ
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

─
二
次
災
害
防
止
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
か
？

福
田
　マ
ン
ホ
ー
ル
が
浮
き
上
が
っ
て
車
の
走
行

に
支
障
が
出
て
い
た
の
で
、
砂
利
を
敷
い
て
段
差

を
少
な
く
す
る
な
ど
、
危
険
な
箇
所
を
確
認
し
な

が
ら
応
急
処
置
を
し
ま
し
た
。
穂
別
地
区
で
は
林

道
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
河
川
の
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク土砂崩れで埋まった穂別地区の道路
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が
倒
れ
る
な
ど
の
被
害
を
確
認
し
ま
し
た
。
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
そ
う
な
場
所
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で

覆
い
ま
し
た
。
作
業
に
当
た
る
者
に
は
充
分
に
注

意
す
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
し
た
が
、
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
の
作
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

前
田
　二
次
災
害
防
止
と
言
え
る
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
地
震
発
生
後
は
避
難
し
て
い
る
お
宅
を

狙
っ
た
空
き
巣
が
出
現
す
る
た
め
、
町
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
警
察
官
が
応
援
に
来
て
い
ま
し
た
。
土

地
勘
が
な
く
効
率
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
対
策
本
部
を
通
し
て
消
防
団

に
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
夜
中

の
0
時
か
ら
翌
朝
6
時
ま
で
20
日
間
に
わ
た
っ
て

パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
ま
し
た
が
、
団
員
の
全
員
が

ほ
か
に
も
仕
事
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
負
担
を
強

い
た
と
思
い
ま
す
。
か
な
り
効
果
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
担
当
地
域
で
盗
難
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。─

不
確
か
な
噂
や
デ
マ
な
ど
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
。

福
田

　「厚
真
方
面
か
ら
山
鳴
り
が
す
る
の
で
再

び
地
震
が
来
る
」
と
い
う
噂
や
「
震
度
5
の
地
震

が
発
生
す
る
と
、
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
の
人
が

言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
た
」
と
い
う
デ
マ
も
あ
り

ま
し
た
。
む
か
わ
町
で
は
下
水
処
理
場
の
排
水
管

が
外
れ
た
た
め
、
水
中
ポ
ン
プ
で
水
を
流
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
音
に
驚
い
た
人
が
「
沖
で
大
き

な
音
が
し
て
い
る
か
ら
津
波
が
来
る
」
と
言
っ
て

騒
ぎ
に
な
り
、
実
際
に
避
難
し
た
人
も
い
る
そ
う

で
す
。
冷
静
に
考
え
れ
ば
わ
か
る
よ
う
な
こ
と
で

す
が
、
当
時
は
そ
れ
だ
け
心
に
余
裕
が
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

─
発
災
直
後
の
緊
急
対
応
を
乗
り
切
っ
た
あ
と

は
、
災
害
ご
み
の
処
理
が
課
題
と
し
て
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
そ
う
で
す
ね
。

福
田
　災
害
ご
み
と
な
る
、
倒
壊
し
た
家
屋
や
散

乱
し
た
家
財
の
処
理
を
ど
う
す
る
か
が
話
と
し
て

上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
受
け
入
れ
場
所
を
早

急
に
決
め
て
、
町
や
い
す
ゞ
（
北
海
道
試
験
場
）

と
共
に
災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
、
解
体
、
分
別
作

業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
関
係
者
が
連
携
し
て

災
害
ご
み
を
素
早
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

迅
速
な
復
旧
に
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
に
も
、
倒
壊
し
そ
う
な
家
屋
や
店
舗

を
重
機
で
崩
し
た
り
、
土
砂
崩
れ
の
発
生
し
そ
う

な
地
域
の
応
急
対
応
を
行
っ
た
り
と
、
安
全
確
保

の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
被
災
し

た
家
屋
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
個
人
の

財
産
で
も
あ
る
た
め
、
む
か
わ
町
役
場
で
も
解
体

し
て
よ
い
か
判
断
に
迷
っ
た
よ
う
で
す
。
町
は
安

全
確
保
を
最
優
先
に
解
体
す
る
こ
と
を
決
断
し
、

す
ぐ
に
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
協
会
員
か

ら
は
、
本
業
と
は
異
な
る
作
業
の
た
め
苦
労
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

穂別市街の被災状況
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─
ふ
だ
ん
の
訓
練
な
ど
は
活
か
さ
れ
ま
し
た

か
？

三
上
　突
発
的
な
事
態
で
あ
り
な
が
ら
思
っ
た
以

上
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
が
や
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
何
か
が
起
こ
っ
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き

る
気
が
し
ま
す
。

前
田
　震
災
で
団
員
の
誰
も
が
家
庭
の
心
配
や

先
々
の
不
安
を
感
じ
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
そ
う

し
た
中
で
も
、
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
集
中
で

き
た
の
は
、
ふ
だ
ん
の
訓
練
や
交
流
の
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。

福
田
　大
雨
で
あ
れ
ば
事
前
に
情
報
を
得
ら
れ
ま

す
し
、
そ
れ
に
対
し
て
準
備
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
さ
す
が
に
震
災
の
対
策
ま
で
は
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

─
今
後
の
課
題
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。

前
田
　ほ
か
の
町
の
消
防
団
員
の
中
に
は
「
う
ち

の
町
で
は
一
度
も
災
害
が
起
き
た
こ
と
が
な
い
」

な
ど
と
自
慢
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
ど
こ
で

何
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
時
代
だ
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
地
震
は
深
夜
で
、
火
を
使
う
時
間

帯
か
ら
外
れ
て
い
た
た
め
火
災
は
発
生
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
時
に
消

防
団
と
し
て
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か
は
、
今
後

の
課
題
で
す
。

福
田
　建
設
協
会
と
し
て
は
「
防
災
意
識
を
失
わ

な
い
よ
う
に
行
政
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
に
積
極

的
に
参
加
し
よ
う
」
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
「
灯
油
タ
ン
ク
を
直
し
に
行
っ
た
協
会
員
が

周
り
か
ら
不
審
者
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
」
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
所
属
が
わ
か
る
よ
う

に
建
設
協
会
の
ネ
ー
ム
を
入
れ
た
安
全
ベ
ス
ト
を

用
意
し
ま
し
た
。

　今
後
も
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
業
界
と
し
て
高
齢
化
・
少
子
化
に
よ

り
作
業
員
を
集
め
る
こ
と
が
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ
て

い
る
実
情
も
あ
り
ま
す
。

─
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
上
　全
国
各
地
か
ら
義
援
金
や
支
援
物
資
な
ど

送
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
一
町
民
と
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
今
後
も
地
域
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
田

　被
災
は
し
ま
し
た
が
、
こ
の
む
か
わ
を
明

る
い
町
に
す
る
た
め
に
町
民
一
人
ひ
と
り
が
手
を

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
。

福
田
　全
国
各
地
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
震
災
は
二
度
と
発
生
し
て
ほ
し

く
な
い
で
す
が
、
も
し
何
か
あ
っ
た
時
は
み
ん
な

で
ま
た
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

倒壊して「危険」の赤紙が帖られた建物〔北海道新聞社提供〕
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い
ま
し
た
。
途
中
で
上
司
か
ら
「
事
務
所
内
は
壊

滅
的
で
、
テ
ス
ト
コ
ー
ス
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
盛

り
上
が
り
、
車
が
乗
り
上
げ
て
い
る
」
と
連
絡
を

受
け
ま
し
た
。

中
島
　業
務
推
進
部
長
と
し
て
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
る
立
場
に
あ
り
ま
し
た
。「
出
社
可
能
な
役

職
員
だ
け
で
も
会
社
に
集
ま
っ
て
対
策
を
検
討
し

よ
う
」
と
い
う
話
に
な
り
、
む
か
わ
町
に
向
か
っ

た
も
の
の
、
信
号
機
は
止
ま
り
、
道
路
に
は
亀
裂

が
生
じ
て
段
差
が
出
来
き
る
な
ど
、
危
険
な
状
態

で
し
た
。
メ
ー
ル
で
通
行
可
能
な
道
路
を
連
絡
し

合
い
、
朝
8
時
に
は
主
要
メ
ン
バ
ー
が
会
社
に
集

ま
り
ま
し
た
。

　テ
ス
ト
コ
ー
ス
や
整
備
工
場
の
被
害
は
思
っ
た

以
上
に
大
き
か
っ
た
の
で
呆
然
と
し
、「
こ
の
ま

ま
（
テ
ス
ト
コ
ー
ス
が
）
使
え
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
不
安
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
比
較

的
被
害
が
少
な
か
っ
た
建
屋
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
机

を
並
べ
て
対
策
本
部
を
設
置
し
、
こ
れ
か
ら
何
を

す
べ
き
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

─
最
初
に
何
を
し
ま
し
た
か
？

中
島
　ま
ず
は
社
員
と
家
族
の
安
否
確
認
で
す
。

む
か
わ
町
市
街
地
に
あ
っ
た
社
員
寮
に
は
単
身
者

29
名
と
出
張
者
34
名
が
お
り
ま
し
た
が
、
全
員
の

無
事
を
確
認
。
朝
10
時
ま
で
に
従
業
員
や
家
族
に

負
傷
者
が
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
胸
を
な
で
下

ろ
し
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

森
本
　寮
に
立
ち
寄
る
と
、
呆
然
と
た
た
ず
む
従

業
員
た
ち
の
姿
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
入
る
こ
と

が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
内
部
の
被
害
は
大
き
い
と

言
い
ま
す
。
こ
こ
で
生
活
を
継
続
す
る
の
は
困
難

と
判
断
し
、「
注
意
し
て
私
物
を
持
ち
出
す
よ
う

に
」
と
告
げ
ま
し
た
。
若
手
社
員
に
は
土
地
勘
の

町
が
被
害
を
受
け
て
い
る
中
で

会
社
の
復
旧
だ
け
を
優
先
さ
せ
る
わ
け
に
い
か
な
い

あ
の
時
─
私
た
ち
は
④
〔
む
か
わ
町
〕�

株
式
会
社
い
す
ゞ
北
海
道
試
験
場

─
地
震
発
生
当
日
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
島
　私
た
ち
3
人
は

苫
小
牧
市
に
住
ん
で
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
に

い
ま
し
た
。
激
し
い
揺

れ
で
飛
び
起
き
て
、
別
の
部
屋
に
避
難
し
ま
し
た

が
、
停
電
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

私
の
自
宅
は
物
が
倒
れ
た
程
度
の
被
害
で
済
み
ま

し
た
が
、
む
か
わ
町
の
甚
大
な
被
害
を
知
っ
て
、

業
務
を
行
う
こ
と
は
困
難
と
判
断
し
、
緊
急
連
絡

網
で
従
業
員
に
出
社
停
止
の
連
絡
を
し
ま
し
た
。

森
本
　目
を
覚
ま
し
た

直
後
に
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で

震
度
6
の
大
地
震
だ
っ

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
が
、
自
宅
が
あ
ま
り
被
害

を
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
会
社
に
向
か 中島 繁則さん森本 直人さん

株
式
会
社
い
す
ゞ
北
海
道
試
験
場

取
締
役�

中
島
繁
則
さ
ん

事
業
企
画
担
当
部
長�

佐
野
喜
則
さ
ん

審
査
実
験
第
一
部
　指
導
職

　
　森
本
直
人
さ
ん
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な
い
出
張
者
の
対
応
を
頼
み
ま
し
た
。

　近
く
の
鵡
川
中
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
全
員
で
移
動
し
ま
し
た
。
寮
か

ら
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
や
発
電
機
な
ど
、
使
え
そ
う
な

物
を
残
ら
ず
運
び
出
し
、
ほ
か
の
避
難
者
の
皆
さ

ん
に
も
使
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
会
社
か
ら
は

「
方
針
が
決
ま
る
ま
で
、
そ
こ
で
避
難
し
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

─�

親
会
社
で
あ
る
い
す
ゞ
自
動
車
も
支
援
に

動
い
た
そ
う
で
す
ね
。

佐
野
　い
す
ゞ
自
動
車

で
は
、
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
各
工
場
で
災

害
用
物
資
を
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
発
災
当
日
の
9
月
6
日
、
本
社
か
ら
支

援
物
資
を
集
め
て
送
る
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

い
す
ゞ
の
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
る
運
送
会
社
の

社
長
さ
ん
が
心
配
し
、
自
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し

て
支
援
物
資
を
工
場
ま
で
届
け
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　9
月
10
日
に
中
型
ト
ラ
ッ
ク
2
台
と
大
型
ト

ラ
ッ
ク
1
台
が
到
着
し
ま
し
た
が
、
想
像
を
超
え

る
量
で
、
む
か
わ
町
役
場
の
方
と
手
分
け
を
し
て

避
難
所
の
倉
庫
に
運
び
ま
し
た
。
ま
だ
支
援
物
資 佐野 喜則さん

が
本
格
的
に
届
き
始
め
る
前
の
対
応
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

─�

い
ち
早
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
立
ち
上

が
り
ま
し
た
ね
。

森
本
　自
宅
待
機
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

苫
小
牧
在
住
者
に
は
被
害
を
受
け
て
い
な
い
者
が

多
く
、
今
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
災
害
を
見
て
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
明
白
で
し

た
が
、
勝
手
に
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、「
町
で
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要

と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
に
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
社
長
に
申
し
入
れ
し

ま
し
た
。

中
島
　会
社
と
し
て
は
、
1
週
間
の
自
宅
待
機
の

あ
と
、
会
社
の
復
旧
作
業
に
当
た
っ
て
も
ら
う
考

え
で
し
た
。
一
方
で
町
の
復
旧
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
必
要
で
す
。「
町
が
被
害
を
受
け
て
い
る
中
で

会
社
の
復
旧
だ
け
を
優
先
さ
せ
る
わ
け
に
い
か
な

い
」
と
い
う
判
断
に
な
り
ま
し
た
。

森
本

　町
内
に
住
ん
で
い
る
従
業
員
は
家
の
損
壊

が
大
き
く
、
す
ぐ
に
は
業
務
に
復
帰
で
き
な
い
。

寮
住
ま
い
の
従
業
員
た
ち
は
避
難
生
活
を
続
け
て

お
り
、
作
業
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
お
も
に
苫
小
牧
在
住
者
で
組
織
し
ま

し
た
が
、
会
社
の
復
旧
作
業
を
含
め
、
人
の
や
り

く
り
が
難
し
く
、
何
を
す
る
に
も
ぎ
り
ぎ
り
の
人

数
で
し
た
。

膨大な災害ごみを連携して処理し、迅速な復旧に貢献（いすゞ北海道試験場社員とむかわ町職員一同）
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　初
め
は
個
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
活

動
す
る
予
定
で
し
た
が
、
佐
野
か
ら
「
会
社
と
し

て
ま
と
ま
っ
て
組
織
的
に
活
動
を
し
た
ほ
う
が
役

に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
、
む
か
わ
建

設
協
会
と
合
同
で
災
害
ご
み
の
集
積
場
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

─�

災
害
ご
み
集
積
場
で
は
ど
ん
な
活
動
を
し

た
の
で
す
か
？

森
本
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
任
意
参
加
と
し
ま
し
た

が
、
慣
れ
の
必
要
な
作
業
が
多
い
た
め
、
数
日
連

続
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
、
新
し
く

参
加
し
た
者
に
作
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

佐
野
　弊
社
か
ら
は
延
べ
２
２
２
名
、
1
日
当
た

り
20
名
前
後
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し

た
。
最
初
は
自
衛
隊
、
後
半
は
建
設
協
会
と
合
同

で
作
業
を
し
ま
し
た
。

森
本
　ご
み
の
受
付
時
間
は
8
時
45
分
か
ら
15
時

ま
で
。
15
時
を
過
ぎ
る
と
、
産
業
廃
棄
物
処
分
業

者
が
引
き
取
り
に
来
ま
す
。
業
者
ご
と
に
焼
却
で

き
る
も
の
が
異
な
る
の
で
、
ど
こ
の
業
者
が
来
て

も
処
理
で
き
る
よ
う
に
、
ご
み
は
片
っ
端
か
ら
解

体
し
、
分
別
し
ま
し
た
。
処
理
費
用
が
発
生
す
る

家
電
ご
み
は
要
員
を
配
置
し
て
、
持
ち
込
ん
だ
人

や
型
番
を
記
録
し
ま
し
た
。

佐
野
　9
月
の
3
連
休
で
は
、
災
害
ご
み
の
集
積

場
と
な
っ
た
運
動
公
園
か
ら
国
道
ま
で
ト
ラ
ッ
ク

が
連
な
り
、
交
通
誘
導
も
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
、
お
昼
を
食
べ
る
暇
さ
え
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

森
本
　仕
事
柄
、
解
体
作
業
や
重
機
の
扱
い
に
は

慣
れ
て
い
る
ん
で
す
。
工
具
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

も
職
場
の
も
の
を
持
ち
寄
り
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
を

扱
う
に
し
て
も
、
ど
こ
を
触
わ
れ
ば
安
全
か
、
普

通
の
人
よ
り
ふ
ま
え
て
い
ま
す
。
一
般
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
は
難
し
く
て
も
、
私
た
ち
な
ら
ば
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

─
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
？

佐
野
　例
え
ば
、
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
は
分
解
し
て
布

と
ス
プ
リ
ン
グ
に
分
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
人
が
跡
を

絶
ち
ま
せ
ん
。「
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
」
と
は

言
え
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

森
本

　大
量
の
段
ボ
ー
ル
や
生
ご
み
な
ど
、
震
災

と
関
係
な
い
ご
み
や
、
明
ら
か
に
町
外
の
ご
み
を

持
ち
込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
一

度
受
け
取
る
と
次
々
と
持
ち
込
ま
れ
る
た
め
、
断

固
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
に
は
食
っ
て

か
か
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
行
為
は
復

旧
の
妨
げ
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
違
法
な
ご
み
を

受
け
取
る
と
不
法
投
棄
を
認
め
た
こ
と
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
き
っ
ち
り
と
お 次々と運び込まれてくる災害ごみを分解、解体
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断
り
し
ま
し
た
。

─�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
い
つ
ま
で
活
動
さ

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

佐
野
　最
初
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
期
間
を
定

め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
震
災
か
ら
1
週
間
ほ
ど

経
過
し
て
ご
み
の
量
が
減
っ
て
き
た
た
め
、
9
月

30
日
ま
で
と
い
う
期
限
を
設
け
ま
し
た
。
最
後
の

駆
け
込
み
は
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。

─�

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
4
月
、
社
名
を

「
株
式
会
社
ワ
ー
カ
ム
北
海
道
」
か
ら
現
在

の
社
名
に
変
更
し
た
の
も
胆
振
東
部
地
震

が
契
機
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　親
会
社
で
あ
る
い
す
ゞ
自
動
車
か
ら
全
面

的
な
支
援
を
受
け
た
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し

て
の
認
識
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
こ
と
や
、
震
災

復
旧
を
通
し
て
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
感
じ

た
こ
と
か
ら
、
い
す
ゞ
と
北
海
道
の
地
名
を
入
れ

た
社
名
と
し
、
会
社
施
設
の
復
興
を
機
に
変
更
し

ま
し
た
。

─�
被
災
後
に
再
建
さ
れ
た
寮
は
避
難
所
と
し

て
の
機
能
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

中
島
　震
災
時
に
は
、
い
す
ゞ
グ
ル
ー
プ
の
従
業

員
約
60
名
が
避
難
し
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
と

し
て
再
建
し
た
寮
に
は
、
避
難
所
と
し
て
利
用
で

き
る
機
能
を
持
た
せ
ま
し
た
。
先
般
、
む
か
わ
町

と
寮
の
所
有
者
で
あ
る
い
す
ゞ
自
動
車
、
管
理
を

担
当
す
る
弊
社
の
三
者
で
防
災
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
が
、
震
災
が
な
け
れ
ば
こ
う
し
た
機
能
を
取

り
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

─�

最
後
に
、
む
か
わ
町
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
野
　私
は
町
の
剣
道
連
盟
に
所
属
し
て
、
小
中

学
生
に
剣
道
を
教
え
て
い
ま
す
。
剣
道
を
通
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
間
形
成
の
お
手
伝
い
を

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
む
か
わ

町
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

森
本
　集
積
場
の
ほ
か
に
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
住
民
の
方
々
の
被
害
状
況
の
調
査
を
担
当

し
ま
し
た
。
町
民
の
協
力
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

実
施
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
き
な

町
で
は
難
し
い
人
と
の
つ
な
が
り
を
た
く
さ
ん
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

中
島
　再
建
し
た
弊
社
の
寮
は
「
む
か
わ
ハ
ウ

ス
」
と
名
づ
け
ま
し
た
が
、
社
内
公
募
に
よ
り

「
つ
な
が
り
」「
絆
」
な
ど
を
意
味
す
る
「
ネ
ク
サ

ス
（N

exus

）」
の
愛
称
も
つ
け
ま
し
た
。
震
災

に
よ
っ
て
弊
社
と
む
か
わ
町
と
の
つ
な
が
り
を
強

く
感
じ
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
絆
を
強
く
持
っ

て
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

業務上の経験を活かした分解作業
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道
中
は
信
号
が
消
え
て
い
て
、
道
路
が
い
た
る

所
で
ひ
び
割
れ
、
い
つ
も
な
ら
30
分
ほ
ど
で
到
着

す
る
道
の
り
を
1
時
間
以
上
か
け
て
事
業
所
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。

─
事
業
所
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
か
？

　
併
設
す
る
「
四
季
の
館
」
に
は
、
す
で
に
避
難

さ
れ
た
方
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
事

業
所
の
鍵
を
四
季
の
館
に
預
け
て
い
る
の
で
す

が
、
地
震
で
散
乱
し
て
お
り
、
な
か
な
か
キ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
何
と
か
事
業
所
の
鍵
を
見
つ
け
て
状
況
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
何
よ
り
も
利
用
者
さ
ん

の
安
否
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
て
い
た
職

員
3
名
と
共
に
、
怪
我
を
し
た
利
用
者
さ
ん
が
い

な
い
か
確
認
す
る
た
め
に
厚
生
病
院
へ
向
か
い
ま

力
を
結
集
し
て
開
設
で
き
た
福
祉
避
難
所
　

災
害
弱
者
へ
の
24
時
間
支
援
に
向
け
て

あ
の
時
─
私
た
ち
は
④
〔
む
か
わ
町
〕�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
た
ん
ぽ
ぽ

医
療
法
人�

資
生
会

　
　髙
橋
靖
幸
さ
ん

─
ま
ず
は
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
概

要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
札
幌
市
に
本
部
を
置

く
医
療
法
人
社
団
誠
医

会
の
事
業
所
の
一
つ

で
、
鵡
川
地
区
を
営
業

範
囲
と
し
て
通
所
介
護
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
員
は
38
人
で
、
平
均
利
用
者
は
30
人
程
度
。
要

支
援
2
か
ら
介
護
1
の
高
齢
者
が
利
用
し
、
全
体

の
3
〜
4
割
を
独
居
の
方
が
占
め
て
い
ま
す
。

─
震
災
当
時
を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
明
け
方
に
地
面
か
ら
突
き
上
げ
る
よ
う
な
揺
れ

を
感
じ
て
、
目
が
覚
め
ま
し
た
。
苫
小
牧
市
の
集

合
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
上
階
か
ら
水
が

漏
れ
て
く
る
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
、「
た
だ
事
で
は

な
い
」
と
思
い
な
が
ら
事
業
所
に
向
か
い
ま
し
た
。 髙橋 靖幸さん

し
た
。
そ
の
途
中
で
倒
壊
し
た
利
用
者
さ
ん
の
お

宅
を
見
つ
け
ま
し
た
が
、
近
寄
る
こ
と
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
光
景
を
見
て
、
ほ
か
の
利
用
者

さ
ん
の
様
子
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
職
員
間
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
避
難

所
に
い
る
利
用
者
さ
ん
の
状
況
を
報
告
し
合
っ
た

り
、
電
話
で
ご
家
庭
の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
、

安
否
確
認
に
努
め
ま
し
た
。
幸
い
、
入
院
す
る
よ

う
な
怪
我
を
負
っ
た
方
は
一
人
も
お
ら
ず
、
安
心

し
ま
し
た
。

─
発
災
か
ら
約
14
時
間
後
、
迅
速
に
福
祉
避
難

所
を
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
い
っ
た
ん
自
宅
に
戻
っ
た
時
に
、
町
の
災
害
対

策
本
部
か
ら
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
を
福
祉

避
難
所
と
し
て
開
放
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
打
診
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
前
に
別
法
人
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で
あ
る
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
和
」
か
ら
災
害
対
策

本
部
に
「
避
難
所
で
の
対
応
が
困
難
な
高
齢
者
が

い
る
」
と
報
告
が
あ
り
、
一
般
の
避
難
所
で
の
生

活
が
困
難
な
方
々
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
避
難
所

で
あ
る
「
福
祉
避
難
所
」
の
開
設
が
必
要
だ
と
判

断
し
た
そ
う
で
す
。
早
速
、
法
人
本
部
に
報
告
し

た
と
こ
ろ
、
了
承
が
得
ら
れ
た
の
で
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
和
が
協
力
し

て
、
発
災
当
日
の
夕
方
に
福
祉
避
難
所
を
開
設
し

ま
し
た
。

　
町
内
の
別
施
設
が
本
来
の
福
祉
避
難
所
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
停
電
や
備
品
不
足

な
ど
に
よ
り
、
福
祉
避
難
所
を
開
設
で
き
る
状
況

に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
事
業
所
で
は
四
季
の

館
の
自
家
発
電
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

し
、
立
地
も
良
く
利
便
性
が
高
い
た
め
、
当
事
業

所
が
福
祉
避
難
所
の
開
設
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
開
設
後
は
、
町
の
保
健
師
が
在
宅
の
要
介
護
者

宅
の
巡
回
と
、
各
避
難
所
と
連
携
し
た
情
報
収
集

に
よ
っ
て
支
援
対
象
者
の
方
を
見
つ
け
て
、
福
祉

避
難
所
へ
の
避
難
を
誘
導
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

─
福
祉
避
難
所
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

た
の
で
す
か
？

　
家
で
の
生
活
が
心
配
な
独
居
の
高
齢
者
や
、
車

い
す
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
避
難
所
で

の
生
活
が
困
難
な
方
と
そ
の
ご
家
族
、
合
計
18
人

（
う
ち
家
族
4
人
）
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
布
団
な
ど
の
用
意
は
当
事
業
所
、
食
事
の
用
意

は
食
材
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
和

が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
何
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
誰
が
ど
の
よ
う
に
指
揮
を
執

る
べ
き
か
で
も
戸
惑
い
ま
し
た
。
経
験
の
長
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
日
和
の
相
談
員
に
生
活
面
の
指
示
を

出
し
て
も
ら
い
、
私
は
施
設
管
理
に
当
た
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
持
っ
て
活
動
し
ま
し
た

が
、
最
初
は
ま
っ
た
く
手
探
り
の
状
態
で
し
た
。

　
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
、
む
か
わ
町
の
担
当
者

が
心
身
の
状
況
を
客
観
的
に
判
断
し
て
福
祉
避
難

所
で
の
受
け
入
れ
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
明

確
な
基
準
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
受
け

入
れ
時
の
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
当
事
業
所
で
働
く
町
内
在
住
の
職
員
は
、
自
宅

が
被
害
を
受
け
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
初
日
か
ら

10
人
く
ら
い
が
自
発
的
に
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
福
祉
避
難
所
と
し
て
24
時
間
体
制
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
初
日
は
た
ん
ぽ
ぽ
と
日
和
の
職
員
が

当
直
を
担
当
し
ま
し
た
。
次
の
日
に
町
内
の
「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
楽
ら
く
は
う
す
」
に
も
協
力
を
依
頼

し
て
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
町
内
の
3

つ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
協
力
し
て
臨
時
の

運
営
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
日
勤
を

パ
ー
ト
職
員
、
夜
勤
を
正
規
職
員
が
担
当
し
、
日福祉避難所が開設されたデイサービスたんぽぽ
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勤
で
6
名
以
上
、
夜
勤
で
3
〜
4
名
を
配
置
し
ま

し
た
。
3
事
業
所
が
力
を
結
集
し
て
で
き
た
体
制

で
あ
り
、
発
災
直
後
で
ど
の
事
業
所
も
大
変
な
状

況
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
人
が
足
り
な
い
と
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

─
利
用
者
さ
ん
と
は
ど
の
よ
う
に
接
し
ま
し
た

か
？

　「
ふ
だ
ん
と
同
じ
よ
う
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
た
ん

ぽ
ぽ
に
通
所
し
て
い
る
感
じ
で
過
ご
し
ま
し
ょ

う
」
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
な

の
で
体
操
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
は
音
楽
を
聴
い
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
こ
と
を
考
え

る
と
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
、
明
る

い
気
分
に
な
る
よ
う
な
声
か
け
を
意
識
し
ま
し
た
。

─
慣
れ
な
い
集
団
生
活
で
避
難
し
て
い
る
方
か

ら
不
満
な
ど
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
初
日
の
夜
間
に
「
腰
が
痛
く
て
こ
こ
で
は
眠
れ

な
い
の
で
、
家
に
帰
る
」
と
言
う
避
難
者
が
い
ま

し
た
。
保
健
師
に
つ
な
い
で
相
談
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
ご
自
宅
で
過
ご
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
避
難
が
必
要
な
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
慣
れ

な
い
環
境
で
の
不
安
か
ら
、
ご
自
宅
で
過
ご
す
こ

と
を
選
択
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

─
ふ
だ
ん
関
わ
り
が
な
い
高
齢
者
へ
の
対
応
に

は
苦
労
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？

　
こ
の
方
は
こ
の
薬
を
必
ず
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
か
、
夜
中
に
物
を
食
べ
る
方
が
い
る
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
を
理
解
す
る
難
し
さ
は
あ
り
ま

し
た
が
、
接
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
理
解
を
深
め
て

い
き
ま
し
た
。
何
度
か
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
に
訪
問
し
て
も
ら
い
、
火
傷
や
骨
折

の
方
を
診
察
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
断
水
の
中
で
ト
イ
レ
や
入
浴
は
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

　
断
水
の
た
め
に
ト
イ
レ
の
水
が
使
え
ず
、
そ
の

都
度
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
で
汚
物
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
浴
室
は
四
季

の
館
の
温
泉
水
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
配
管

が
壊
れ
た
の
で
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

─
福
祉
避
難
所
は
1
週
間
の
期
限
付
き
で
設
置

さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
。

　
最
初
は
設
置
期
間
を
定
め
ず
「
避
難
す
る
人
が

い
な
く
な
る
ま
で
」
と
し
て
い
ま
し
た
。
利
用
者

さ
ん
は
最
大
25
人
く
ら
い
ま
で
増
え
ま
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
自
宅
を
片
付
け
て
も
ら
い

帰
宅
さ
れ
る
方
や
、
ほ
か
の
事
業
所
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
利
用
さ
れ
る
方
、
ご
家
族
に
引
き
取
ら

れ
る
方
な
ど
、
徐
々
に
避
難
者
が
減
っ
て
い
き
、

結
果
的
に
1
週
間
で
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
震
災
後
1
週
間
と
い
う
き
わ
め
て
不
安
定
な
時

期
に
、
町
内
の
避
難
所
か
ら
災
害
弱
者
を
集
め
て

集
中
的
に
支
援
で
き
る
場
所
を
設
け
ら
れ
た
こ
と

で
、
間
接
的
に
ほ
か
の
避
難
所
の
安
定
的
な
運
営

に
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
疑
問
を
持
た
ず
に
必
要
に
迫
ら
れ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
、
福
祉
避
難
所
を
円
滑
に
運
営
で
き

た
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
本
部
の
命
令
で
動
く
場

合
は
、
い
ち
い
ち
指
示
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
っ
た

り
、
現
場
と
の
ず
れ
が
生
じ
や
す
い
の
で
す
が
、

今
回
は
現
場
の
判
断
を
尊
重
し
て
く
れ
た
こ
と
が

ス
ム
ー
ズ
な
対
応
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
逆
に
言
え
ば
、
今
後
災
害
が
起
き
た
場
合
、
福

祉
避
難
所
の
開
設
が
任
意
な
の
か
義
務
な
の
か
に

よ
っ
て
行
動
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
福
祉
避
難
所
を
開
設
し
て
い
る
間
、
収
益
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
法

人
内
で
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
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多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
と
し
て
は
、
ふ
だ
ん
話
す
機
会
が
な
い
ほ
か

の
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
や
役
場
の
職
員
さ
ん
と
会

話
や
食
事
が
で
き
た
こ
と
、
目
的
を
一
つ
に
し
て

連
携
で
き
た
こ
と
が
新
鮮
で
し
た
。
今
後
も
こ
の

よ
う
に
協
力
で
き
る
体
制
が
構
築
で
き
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。

─
福
祉
避
難
所
の
解
散
後
は
、
通
常
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
再
開
が
で
き
ま
し
た

か
？

　
た
ん
ぽ
ぽ
は
9
月
17
日
に
再
開
し
ま
し
た
が
、

食
事
を
委
託
し
て
い
た
業
者
が
対
応
で
き
な
い
状

態
だ
っ
た
た
め
、
10
月
中
旬
ま
で
四
季
の
館
で
行

わ
れ
て
い
た
自
衛
隊
な
ど
に
よ
る
炊
き
出
し
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
送
迎
中
に
余
震
に

遭
う
な
ど
、
12
月
く
ら
い
ま
で
落
ち
着
か
な
い

日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
ね
。

─
震
災
後
に
町
と
協
定
を
結
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。

　
私
た
ち
を
含
む
5
つ
の
事
業
者
と
む
か
わ
町
と

の
間
で
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
震
災
時
に
町
と
事

業
所
が
協
力
し
合
い
、
横
断
的
に
対
応
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
被
災
経
験
を
活
か

し
、
こ
れ
か
ら
の
災
害
時
に
備
え
た
支
援
体
制
の

構
築
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

─�

最
後
に
読
者
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
先
、
災
害
が
発
生
し
な
い
こ
と
が
一
番
良

い
こ
と
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
起
こ
ら
な
い
保
証

は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
び
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は

今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
避
難
さ
れ
た
方
が
不
安

を
感
じ
な
い
よ
う
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

デイサービスたんぽぽに隣接する四季の館の様子（上：避難所受付 下：避難所内）
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に
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
（
２
０
１

２
）
年
に
「
一
般
社
団
法
人
ウ
ェ
ル
ビ
ー
デ
ザ
イ

ン
」
を
設
立
。
社
会
福
祉
分
野
で
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
や
企
画
調
査
、
研
修
講
座
の
開
催
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
復
興
支
援
事
業

は
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　近
年
、
大
き
な
地
震
や
水
害
が
続
発
し
た
こ
と

で
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
の
大
変
さ
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
確
保

や
備
蓄
品
の
調
達
な
ど
「
モ
ノ
」
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
被
災
者
の
メ
ン
タ
ル
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
な
ど
「
福
祉
の
視
点
」
で
の
取
り
組
み

は
不
充
分
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な

ら
ば
「
自
分
た
ち
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
整

え
よ
う
」
と
考
え
、
災
害
復
興
支
援
を
事
業
に
取

り
入
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て

「
福
祉
の
視
点
」で
ま
ち
の
復
旧
復
興
を
サ
ポ
ー
ト

あ
の
時
─
私
た
ち
は
④
〔
む
か
わ
町
〕�

一
般
社
団
法
人
ウ
ェ
ル
ビ
ー
デ
ザ
イ
ン

一
般
社
団
法
人
ウ
ェ
ル
ビ
ー
デ
ザ
イ
ン

理
事
長�

篠
原
辰
二
さ
ん

メ
デ
ィ
ア
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー�

西
村
勇
太
さ
ん

─
一
般
社
団
法
人
ウ
ェ
ル
ビ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

篠
原
　当
法
人
は
地
域

福
祉
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
様

様
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　私
は
当
法
人
の
理
事
長
と
し
て
現
在
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
紋
別
市
と
新
ひ
だ
か
町
で

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
に
14
年
間
勤
務
し
て

き
ま
し
た
。
社
協
の
役
割
は
地
域
の
人
々
が
住
み

慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
で
す
。
東
日
本

大
震
災
を
契
機
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
視
さ

れ
る
中
で
「
市
町
村
の
垣
根
を
越
え
た
広
域
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
支
援
対
象
を
日
本
全
体 篠原 辰二さん

─
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
む
か
わ
町
を
支
援
し
た

の
で
す
か
？

西
村
　厚
真
町
の
被
害

状
況
は
連
日
報
道
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
む
か

わ
町
は
メ
デ
ィ
ア
で
触

れ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
支
援
の
必
要
性

が
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。
む
か
わ
町
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
災
害
状
況

の
発
信
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行
っ
て
お
ら

ず
、
そ
れ
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　一
方
、
私
た
ち
は
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
の

台
風
10
号
に
よ
る
南
富
良
野
町
の
水
害
へ
の
対
応

で
情
報
発
信
を
支
援
し
た
経
緯
か
ら
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
上
に
「
北
海
道
災
害
情
報
共
有
サ
イ
ト
」

を
立
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。

西村 勇太さん
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　自
治
体
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
手
間

が
か
か
る
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ク
レ
ー
ム
を
受
け
る

な
ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
む

か
わ
町
に
「
私
た
ち
が
入
る
こ
と
で
町
の
負
担
が

軽
減
で
き
る
」
と
お
伝
え
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
情
報
発
信
以
外
に
も
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
ね
。

篠
原
　ま
ず
「
情
報
共
有
会
議
」
の
運
営
支
援
が

あ
り
ま
す
。
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
に
大
水
災
害

の
あ
っ
た
南
富
良
野
町
で
は
役
場
、
社
協
、
外
部
支

援
者
で
「
情
報
共
有
会
議
」
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

支
援
終
了
後
も
、
次
の
災
害
に
備
え
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

外
部
支
援
者
が
長
期
的
に
被
災
地
で
活
動
で
き
る

環
境
整
備
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
共
に
2
年
か
け
て
構
築
し
ま
し
た
。

　こ
の
経
験
か
ら
、
胆
振
東
部
地
震
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
「
情
報
共
有
会

議
」
の
運
営
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
地
震
発
生
1

週
間
で
会
議
を
開
催
し
、
迅
速
な
対
応
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
自
治
体
や
社
会

福
祉
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
外
部
支
援
者
が
そ

こ
に
招
か
れ
る
形
で
し
た
が
、
胆
振
東
部
地
震
で

は
外
部
支
援
者
主
導
で
会
議
を
開
催
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
進
歩
で
す
。

　被
災
者
に
身
近
な
活
動
と
し
て
は
、「
北
海
道

足
湯
隊
」
が
あ
り
ま
す
。
震
災
直
後
か
ら
愛
知
県

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が

始
め
た
支
援
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。
一
つ
の

団
体
で
活
動
を
担
う
の
は
負
担
が
大
き
い
で
す

し
、
複
数
団
体
が
ば
ら
ば
ら
に
活
動
す
る
と
全
体

像
が
見
え
な
く
な
る
。
そ
こ
で
13
団
体
か
ら
な
る

「
北
海
道
足
湯
隊
」
を
結
成
し
、
そ
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　足
湯
は
、
お
湯
に
足
を
浸つ

け
て
も
ら
い
、
手
を

も
み
ほ
ぐ
す
活
動
で
す
が
、
自
然
と
震
災
当
時
の

恐
怖
や
生
活
の
不
安
、
身
体
や
健
康
に
関
す
る

“
つ
ぶ
や
き
”
な
ど
気
持
ち
を
吐
露
し
て
い
た
だ

け
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。“
つ
ぶ
や
き
”
か

ら
は
被
災
者
に
対
す
る
支
援
の
視
点
が
見
え
て
き

ま
す
し
、
長
期
的
に
関
わ
る
こ
と
で
被
災
者
の
メ

ン
タ
ル
や
環
境
の
変
化
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
“
つ
ぶ
や
き
”
は
実
際
に
支
援
を
す
る
う
え

で
と
て
も
大
事
な
も
の
で
し
た
。

─
思
い
出
の
品
の
修
復
も
行
っ
て
い
る
よ
う
で

す
ね
。

西
村
　厚
真
町
で
は
被
災
者
の
ア
ル
バ
ム
の
ほ

か
、
眼
鏡
や
鞄
、
時
計
の
修
復
を
行
っ
て
お
り
、

む
か
わ
町
で
は
図
書
館
の
資
料
の
修
復
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
ア
ル
バ
ム
の
写
真

を
デ
ー
タ
に
し
て
お
返
し
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
の
は
、
全
国
で
も
数
少
な
い
取
り
組
み
で

す
。
写
真
に
つ
い
た
汚
れ
を
落
と
す
人
、
写
真
を

デ
ー
タ
化
す
る
人
、
そ
れ
を
修
正
し
て
き
れ
い
に

復
元
す
る
人
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

足湯とマッサージのサービスを受ける被災者
〔一般社団法人ウェルビーデザイン提供〕
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に
よ
っ
て
、
思
い
出
の
品
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え

り
ま
し
た
。

─
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
3
月
か
ら
始
ま
っ

た
「
む
か
わ
町
復
興
支
援
訪
問
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

西
村
　震
災
か
ら
2
〜
3
カ
月
が
過
ぎ
た
頃
、
保

健
師
さ
ん
か
ら
「
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

方
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
状

況
は
把
握
で
き
る
が
、
在
宅
の
方
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
な
い
中
高
年
の
方
の
状
況
が
把
握
で
き

て
い
な
い
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

頃
、
私
た
ち
は
広
島
県
を
拠
点
と
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
契
約

し
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
生
活
必
需
家
電
を
被
災
者
住

宅
に
届
け
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
設
置
や

利
用
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
様
々
な
被
災
者
宅

を
訪
問
し
ま
す
が
、
そ
の
時
の
経
験
か
ら
、
私
た

ち
も
町
民
の
状
況
を
広
く
把
握
す
る
必
要
性
を
痛

感
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
思
い
を
持
っ
て
む
か

わ
町
に
全
戸
訪
問
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
快
諾
し
て

い
た
だ
き
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
が
決
定

し
ま
し
た
。

　町
内
全
４
、２
０
０
世
帯
の
現
状
把
握
に
向
け

て
、
む
か
わ
町
、
む
か
わ
町
社
協
、
当
法
人
の
三

者
で
「
む
か
わ
町
復
興
支
援
訪
問
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
組
織
し
、
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、
全
戸
訪
問
を
進
め
ま
し
た
。

　平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
3
月
末
で
の
む
か
わ

町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
が
決
定
し

て
い
た
の
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
確
保
さ
れ
て
い
る
う

ち
に
と
、
3
月
17
日
に
穂
別
地
区
か
ら
調
査
を
開

始
し
ま
し
た
。
調
査
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
調
査
票

の
作
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

や
レ
ク
チ
ャ
ー
、
訪
問
す
る
地
域
の
マ
ッ
プ
作
成
、

収
集
し
た
情
報
の
整
理
、
デ
ー
タ
入
力
な
ど
、
や

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
み
で
し
た
。

─
ど
の
よ
う
な
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

篠
原
　様
々
な
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

訪問ボランティア募集のWebサイト
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訪
問
活
動
を
始
め
る
前
に
札
幌
市
内
で
「
む
か
わ

町
の
現
状
報
告
と
支
援
活
動
参
加
の
お
願
い
」
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
共
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
共
感
い
た
だ

い
た
保
険
会
社
が
社
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ

て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
長た

け
て
お
り
、
聞
き
取
り
も
ス
ム
ー
ズ
で
助

か
り
ま
し
た
。
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
専

門
職
な
ど
、
44
日
間
で
延
べ
５
２
０
人
も
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

─
訪
問
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
か
？

西
村
　事
前
に
町
や
自
治
会
を
通
し
て
全
戸
訪
問

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
周
知
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

不
在
の
お
宅
も
あ
り
、
再
訪
問
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
都
市
部
と
違
っ
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
た
め

で
し
ょ
う
、
訪
問
活
動
は
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
最

終
的
に
町
内
全
４
、２
０
０
世
帯
中
7
割
も
の
状

況
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　ご
自
宅
に
う
か
が
い
、
精
神
的
な
支
援
が
必
要

な
状
況
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
保
健
師
さ
ん
に
報

告
し
て
訪
問
し
て
も
ら
い
、
り
災
証
明
や
義
援
金

の
申
請
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
む
か
わ
町

役
場
に
報
告
す
る
な
ど
、
す
ぐ
に
課
題
対
応
を
行

い
ま
し
た
。

篠
原
　精
神
的
に
不
安
を
抱
え
て
お
り
、
精
神
科

医
や
臨
床
心
理
士
の
関
与
が
必
要
な
方
は
ま
だ
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
地
震
が
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的

外
傷
）
と
な
り
、
明
か
り
を
点
け
た
ま
ま
で
な
い

と
怖
く
て
眠
れ
な
い
と
い
う
方
も
、
高
齢
者
だ
け

で
は
な
く
子
ど
も
に
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
訪
問
で
明
ら
か
に
な
っ
た
現
状
が
、
町

で
行
う
被
災
者
へ
の
心
の
ケ
ア
な
ど
に
活
用
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
保
健
師
さ
ん
が
把
握

し
て
い
る
健
康
に
関
す
る
情
報
と
セ
ッ
ト
に
し
て

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

─
最
後
に
胆
振
東
部
地
震
支
援
で
感
じ
た
課
題

と
今
後
に
向
け
て
準
備
す
べ
き
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

篠
原
　被
災
自
治
体
は
様
々
な
寄
付
金
、
支
援
金

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
3
町
間
に
支
援
格
差

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
残
念
で
し
た
。
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
復
興
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
被
災
さ

れ
た
方
の
す
べ
て
に
支
援
が
し
っ
か
り
と
行
き
渡

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
多
く
の
団
体

が
支
援
に
入
り
ま
し
た
が
、
支
援
方
法
の
共
有
や

互
い
の
支
援
内
容
に
対
す
る
理
解
不
足
が
生
じ
、

様
々
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
自
治

体
や
社
協
の
組
織
と
し
て
の
限
界
が
被
災
者
へ
の

支
援
の
限
界
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
の
災
害
支
援
を
考
え
る
う
え
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
団
体
な
ど
、
外
部
の
支
援
を
長
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
と
し
て
の

枠
組
み
を
超
え
た
受
援
体
制
づ
く
り
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

穂別図書館の再開に向けて復旧作業を行ったボランティアの皆さん
〔むかわ町災害ボランティアセンター提供〕
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あ
の
時
─
私
た
ち
は
④
〔
む
か
わ
町
〕�

に
っ
ぽ
ん
恐
竜
協
議
会
・
姉
妹
都
市

─
兵
庫
県
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
ま
す
が
、
む
か

わ
町
と
の
つ
な
が
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

柴
原
　兵
庫
県
の
中
央
東
部
に
位
置
す
る
丹
波
市

で
す
が
、
恐
竜
化
石
を
き
っ
か
け
と
し
た
自
治
体

連
携
を
全
国
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
恐
竜
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
む
か
わ
町
が
被
災
し
た
た

め
、
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

石
原
　丹
波
篠
山
市
は
同
じ
く
兵
庫
県
の
中
央
東

部
に
位
置
し
て
お
り
、
丹
波
市
に
隣
接
し
て
い
ま

す
。
丹
波
市
や
熊
本
県
御
船
町
、
む
か
わ
町
の
4

自
治
体
（
発
災
時
）
で
協
定
を
結
ん
で
い
た
た

め
、
我
々
も
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

─
現
地
入
り
し
た
時
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

柴
原

　第
3
陣
と
し
て
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

む
か
わ
町
役
場
に
到
着
す
る
と
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
報
道
機
関
、
全
国
か
ら
の

兵
庫
か
ら
持
参
し
た
ド
ロ
ー
ン
で
　

災
害
査
定
業
務
を
サ
ポ
ー
ト

兵
庫
県
丹
波
市
く
ら
し
の
安
全
課
主
幹�

柴
原
洋
平
さ
ん

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
経
営
企
画
課
主
査

　
　石
原
卓
人
さ
ん

応
援
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
い
て
、
庁
舎
内
が
非

常
に
あ
わ
た
だ
し
い
状
況
で
し
た
。
竹
中
町
長
へ

着
任
報
告
に
行
っ
た
際
に
は
、
私
た
ち
応
援
職
員

一
人
ひ
と
り
の
手
を
握
り
、
力
を
貸
し
て
ほ
し
い

と
力
強
く
言
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
す
。
配
属

は
穂
別
地
区
で
あ
り
、
再
び
移
動
し
て
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

石
原
　同
じ
く
第
3
陣
と
し
て
現
地
に
向
か
い
ま

し
た
。
車
で
移
動
し
む
か
わ
町
に
入
る
と
、
町
の

い
た
る
所
で
建
物
の
倒
壊
や
道
路
の
ひ
び
割
れ
な

ど
が
見
ら
れ
、
被
害
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
現
地
は
あ
わ
た
だ
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
第
3
陣
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
引
き
継
ぎ

を
受
け
て
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
も
穂
別
地
区
で
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

─
現
地
入
り
し
て
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
い

ま
し
た
か
？

柴
原
　災
害
査
定
を
受
け
る
被
害
現
場
、
危
険
箇

所
、
被
災
し
た
町
の
様
子
な
ど
を
ド
ロ
ー
ン
で
空

中
撮
影
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
ご
み
の
処
理

作
業
も
行
い
ま
し
た
。

石
原
　期
間
の
前
半
は
、
各
地
か
ら
届
け
ら
れ
た

支
援
物
資
の
仕
分
け
や
、
大
量
に
運
ば
れ
山
積
み

に
な
っ
て
い
た
家
電
ご
み
の
分
別
を
行
い
ま
し

た
。
家
電
ご
み
の
処
理
は
体
力
が
い
る
作
業
で
、

多
く
の
人
手
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て

後
半
は
、
丹
波
市
の
方
々
が
持
参
し
た
ド
ロ
ー
ン

で
の
空
撮
作
業
の
補
助
に
も
当
た
り
ま
し
た
。

─
む
か
わ
町
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
ま
だ
活
用
し
て

い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

柴
原
　実
は
、
先
発
隊
が
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
提
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案
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
平
成
26
（
２

０
１
４
）
年
の
丹
波
市
豪
雨
災
害
や
平
成
30
（
２

０
１
８
）
年
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
は
、
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
て
災
害
情
報
を
収
集
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
む
か
わ
町
で
も
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
現
地
に
資
材
を
持
ち
込
み

ま
し
た
。

─
実
際
に
現
地
で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
み
て

い
か
が
で
し
た
か
？

柴
原
　ま
っ
た
く
土
地
勘
が
な
く
、
計
画
的
に
撮

影
を
進
め
る
こ
と
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
バ
ッ
テ

リ
ー
の
都
合
上
、
飛
行
時
間
も
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
途
中
か
ら
同
じ
く
応
援
に
来
て
い
る
丹
波
篠

山
市
の
方
々
の
力
を
借
り
て
、
現
地
誘
導
な
ど
を

担
っ
て
い
た
だ
き
、
効
率
的
に
撮
影
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

石
原
　ド
ロ
ー
ン
の
操
作
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は

な
い
も
の
の
、
路
上
で
撮
影
を
行
う
に
あ
た
り
、

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
両
市
派
遣
職
員
の
4
名

態
勢
で
臨
み
ま
し
た
。
市
街
地
の
被
害
や
山
間
部

の
が
け
崩
れ
な
ど
の
状
況
も
空
撮
し
、
災
害
復
旧

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
そ
う
な
デ
ー
タ
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

─
現
地
で
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
か
？

柴
原
　や
は
り
、
ド
ロ
ー
ン
撮
影
時
の
安
全
確
保

で
す
ね
。
万
が
一
墜
落
し
て
、
人
に
怪
我
を
さ
せ

た
り
家
屋
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
だ
け
は
絶
対
に

な
い
よ
う
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

石
原
　住
民
の
方
へ
の
ケ
ア
も
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
む
か
わ
町
の
負
担
を
少
な
く
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
た
。
竹
中
町
長
を
は
じ
め
担
当
職
員

の
皆
さ
ん
が
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
い
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

─
最
後
に
、
復
興
に
向
か
う
む
か
わ
町
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

柴
原
　私
た
ち
も
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
の
豪

雨
災
害
か
ら
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
復
興
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
む
か
わ
町
も
こ
れ
か
ら
復
興

に
向
け
て
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
む

か
わ
町
に
は
ほ
か
に
は
な
い
素
晴
ら
し
い
地
域
性

や
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

大
き
な
原
動
力
に
し
て
復
興
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る

よ
う
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

石
原

　当
時
、
ど
れ
だ
け
お
力
に
な
れ
た
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
む
か
わ
町
の
支
援
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
滞
在

時
に
感
じ
た
穂
別
の
雄
大
な
景
色
や
博
物
館
の
様

子
、
町
職
員
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
な
ど
を
、
今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
震
災
か
ら
復
興
さ

れ
、
よ
り
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お

り
ま
す
。

第 3陣で現地入りした兵庫県丹波市と丹波篠山市職員（左から 2番目が柴原さん、右から 2番
目が石原さん）
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─
熊
本
県
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
ま
す
が
、
む
か
わ
町

と
の
つ
な
が
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　兵
庫
県
の
丹
波
市
や
丹
波
篠
山
市
と
同
じ
く
、

御
船
町
も
恐
竜
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

む
か
わ
町
が
被
災
し
た
た
め
、
す
ぐ
に
支
援
に
向

か
い
ま
し
た
。

─
御
船
町
は
熊
本
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
被
災
地
に
向
か
う

時
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
か
？

　北
海
道
の
大
地
震
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
熊
本
地

震
当
時
を
思
い
出
し
、
体
が
震
え
ま
し
た
。
町
長

か
ら
第
1
陣
と
し
て
派
遣
の
指
示
が
あ
っ
た
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
応
援
を
受
け
て
き
た
側
と
し
て
恩

返
し
を
し
た
い
と
思
い
、
使
命
感
に
燃
え
て
現
地

に
向
か
い
ま
し
た
が
、
飛
行
機
が
欠
航
し
て
急

き
ょ
乗
り
継
い
だ
青
森
か
ら
の
フ
ェ
リ
ー
の
中
で
考

え
る
時
間
が
ふ
と
で
き
た
時
、
熊
本
地
震
の
こ
と

が
記
憶
に
よ
み
が
え
り
、
正
直
怖
く
な
り
ま
し
た
。

─
被
災
自
治
体
職
員
と
し
て
の
貴
重
な
経
験
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
地
入
り
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
む
か
わ
町
に
伝
達
し
ま
し
た
か
？

　現
地
入
り
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
の
は
災
害
状
況
の

把
握
と
、
こ
れ
か
ら
必
ず
必
要
に
な
る
避
難
所
運

営
、
支
援
物
資
対
応
、
災
害
ご
み
な
ど
の
災
害
業

務
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
し
た
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
情

報
が
錯
綜
す
る
た
め
、
情
報
発
信
の
重
要
性
を
伝

え
、
災
害
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
町
の
Ｈ

Ｐ
と
防
災
無
線
で
の
情
報
発
信
を
指
導
し
ま
し
た
。

─
最
も
貢
献
さ
れ
た
の
は
り
災
証
明
書
の
発
行

業
務
と
聞
き
ま
し
た
。

　り
災
証
明
の
発
行
は
、
生
活
再
建
関
連
の
支
援

を
受
け
る
際
に
必
要
に
な
り
ま
す
。
熊
本
地
震
当

時
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
む
か
わ
町
で
は
ス
ム
ー
ズ

に
発
行
ま
で
の
支
援
が
で
き
ま
し
た
。
御
船
町
で

も
行
い
ま
し
た
が
、
関
係
課
を
横
断
的
に
調
整
す

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
の
発
足
支
援
が
効
果
的

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

─
最
後
に
、
復
興
に
向
か
う
む
か
わ
町
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
復
興
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
も
の

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
御
船
町
も
復
興
途
中

で
す
の
で
、
恐
竜
が
結
ん
だ
縁
を
大
切
に
、
手
を

取
り
合
っ
て

共
に
復
興
へ

の
歩
み
を
進

め
ま
し
ょ

う
。
業
務
に

当
た
る
皆
さ

ん
も
お
身
体

を
大
事
に
ご

自
愛
く
だ
さ

い
。

支
援
を
受
け
た
恩
返
し
と
し
て
　

熊
本
地
震
の
経
験
を
還
元

熊
本
県
御
船
町
商
工
観
光
課
長

　
　鶴
野
修
一
さ
ん町職員にり災証明の発行業務を教える鶴野さん
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か
わ
町
役
場
に
到
着
。
執
務
室
が
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
、
職
員
は
疲
弊
し
て

お
り
、
胸
が
詰
ま
る
思
い
を
し
ま
し

た
。─

現
地
入
り
し
て
、
ど
の
よ
う
な

業
務
を
行
い
ま
し
た
か
？

　災
害
対
策
本
部
の
運
営
支
援
を
し
ま
し
た
。
錯

綜
し
て
い
る
情
報
を
整
理
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
被
災

状
況
や
避
難
所
状
況
、
不
足
物
品
な
ど
を
適
切
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、
報
道
機
関

に
も
随
時
情
報
提
供
を
し
ま
し
た
。
む
か
わ
町
が

早
期
に
復
旧
す
る
た
め
に
は
全
国
か
ら
支
援
を
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
、
情
報
を
発

信
し
続
け
る
こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
先
発
隊
の
役
割
と
し
て
、
砺
波
市
か
ら
の
後

発
隊
（
保
健
師
な
ど
）
の
受
け
入
れ
調
整
も
行
い

ま
し
た
。

姉
妹
都
市
の
思
い
を
胸
に
　

町
災
害
対
策
本
部
の
運
営
を
支
援

富
山
県
砺
波
市
上
下
水
道
課
長

　
　菊
池
紀
明
さ
ん

─
富
山
県
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
ま
す
が
、
む
か

わ
町
と
の
つ
な
が
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　砺と

波な
み

市
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
有
名
な
町
で
す

が
、
合
併
前
の
旧
庄
川
町
（
現
砺
波
市
）
と
旧
鵡

川
町
（
現
む
か
わ
町
）
が
姉
妹
都
市
提
携
を
結

び
、
合
併
し
た
今
も
そ
の
関
係
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
む
か
わ
町
が
被
災
し

た
た
め
、
す
ぐ
に
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

─
ど
の
よ
う
な
行
程
で
む
か
わ
町
に
向
か
い
ま

し
た
か
？

　飛
行
機
が
飛
ば
な
い
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
発

災
の
翌
日
に
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
、
そ
の
次
の
日
に

む
か
わ
町
入
り
し
ま
し
た
。
実
は
旧
町
時
代
の
平

成
14
（
２
０
０
２
）
年
に
姉
妹
都
市
提
携
で
1
年

間
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
さ
か
こ
ん
な
形

で
再
び
む
か
わ
町
に
来
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
む
か
わ
町
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
不
安
な
気
持
ち
で
8
日
夜
に
む

災害対策本部運営支援を行う富山県砺波市
職員（右が菊池さん）

富山県砺波市の「むかわ町復興応
援」マーク

─
最
後
に
、
復
興
に
向
か
う
む
か
わ
町
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　被
災
さ
れ
た
方
や
む
か
わ
町
職
員
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
方
々
が
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
我
々
砺
波
市
の
応
援
職
員
は
、
ほ

ん
の
わ
ず
か
し
か
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
砺
波
に
い
る
今
も
む
か
わ
町

の
復
興
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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資料から見る地震の記録

厚真町

地震の回数（震度 3以上の地震回数：平成 30 年 9 月 6 日〜平成 31 年 3 月 31 日）
観測点 震度 7 震度 6強 震度 6弱 震度 5強 震度 5弱 震度 4 震度 3 合　計

京町 0 1 0 0 1 4 16 22
鹿沼 1 0 1 0 2 18 38 60

【出典】気象庁ウェブサイト（震度データベース検索）

人的被害（令和 3年 1月 31 日現在）

死　者
負傷者

重　傷 中等症 軽　傷

37 名（災害関連死 1名を含む） 0名 0名 61 名

建物被害（令和 3年 1月 31 日現在）
全　壊 大規模半壊 半　壊 一部損壊 合　計

住　家 235 棟  70 棟 267 棟 1,096 棟 1,668 棟
非住家 687 棟 160 棟 509 棟   816 棟 2,172 棟

火災
種　　別 非住家

件　　数 2 件

焼損面積 77.23m2

主な公共施設等の被害
施　設　名 場所（地区） 主　な　被　害

富里浄水場

富　里

土砂流入、配水池階段室の倒壊、配水管の断裂など
高齢者生活自立支援センター
「ならやま」

土砂崩れによる流失旧みつば保育園
吉野生活会館 吉　野
厚真中学校 新　町 屋外運動場・野球場の地割れ
旧鹿沼小学校 鹿　沼 亀裂、地割れ
表町公営住宅 2号棟 表　町

渡り廊下の破損
厚真町スポーツセンター 本　郷
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ライフラインの被害

【電気】
地　区 停電期間 復旧状況など

全域で停電 9月 6日〜9月 8日 土砂崩れなどにより立ち入りが困難な地域を除き、9月 8日までに停
電解消

【水道】
地　区 断水戸数 断水期間 復旧状況など

厚 真 地 区 1,188 戸 9 月 6 日〜10 月 9 日 ・富里浄水場の損壊、水道管の破損による断水
・ 土砂崩れなどで立ち入り困難な地区を除き、10
月 9 日までに断水を解消上厚真地区    753 戸 9 月 6 日〜9月 24 日

【道路】
種　別 規制数 通行止め期間 被害・復旧の状況

国　　　道 なし － －
高規格道路  1 路線 9月 6日〜9月 9日 高規格道路の路面破損
道　　　道  5 路線 9月 6日〜11 月 13 日 土砂崩れ等 3路線、橋梁破損 2路線

町　　　道 25 路線 9月 6日〜9月 28 日  土砂崩れなどにより立ち入りが困難な 4カ所を
のぞき、通行止め解除

【公共交通機関】
種　別 路線・事業者 被害・復旧の状況

鉄　　道 JR日高線
（勇払〜浜厚真）

・軌道変位・橋梁の桁ずれ
・運行休止期間：9月 6日〜11 月 18 日
・11 月 18 日までに復旧工事完了
・11 月 19 日から徐行運転により運行再開
・令和元年 8月 6日から徐行運転を解除

バ　　ス あつまバス

・運行休止期間：9月 6日〜9月 7日
　（道道 10 号線土砂崩れのため通行止め）
・ 9 月 8 日から千歳線・苫小牧線迂回による運行再開
・9月 18 日から全線迂回による運行再開

ハイヤー あつまバス ・9月 10 日から運行再開
循環バス めぐるくん ・ 9 月 10 日から運行再開（通行止め区間を除く）
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農林水産業の被害

【農業】
区　分 被害状況等

農地 95 カ所　155.31ha
農業用施設 69 カ所
農業機械・施設 183 戸
共同利用施設 8カ所

その他 国営勇払東部地区かんがい排水事業
厚真ダム（頭首工 1カ所・揚水機 1カ所・導水路 18.2km）

【林業】
区　分 被害状況等
林　道 15 路線（大規模な山腹崩壊等により林地、林道の破損などが発生）
森　林 3,160ha

【港湾】
区　分 被害状況等
漁　　港
（東港区）

苫小牧港東港区厚真地区（L＝110.0m）：法線迫り出し、アスファルト舗装ひび割れ
苫小牧港東港区厚真地区（L＝605.22m）：法線迫り出し

※苫小牧港湾事務所調べ

【水産関連施設】
区　分 被害状況等

鵡川漁協施設（厚真地区） 漁船用燃料給油施設の漏洩・土壌汚染

商工業の被害
区　分 被害内容
商　業 建物（9件）、機械設備・什器備品等（14 件）、商品・原材料製品等（13 件）
工　業 建物（1件）、機械設備・什器備品等（6件）、商品・原材料製品等（2件）
その他 機械設備・什器備品等（47 件）

被害金額
被害対象 被害金額

公共土木施設（道路、河川、橋梁、上下水道） 188 億円
農業関係（農地、農業用施設、共同利用施設） 110 億円
林業（林道、森林被害） 458 億円
その他（商工業、宅地堆積土砂、災害廃棄物等） 67 億円

合　計 823 億円

※国、北海道が実施する事業は含まない
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避難指示（緊急）・避難勧告

【避難指示（緊急）】
地　区 発令目的 対象世帯・人数 発令日時 解除日時

東和 土砂災害の危険性 1世帯・3人 9月 11 日 14：00 9 月 18 日 18：00
宇隆 土砂災害の危険性 2世帯・5人 9月 11 日 14：00 9 月 18 日 18：00
新町 土砂災害の危険性 3世帯・4人 9月 13 日 12：56 10 月 14 日 9：00
新町 土砂災害の危険性 2世帯・3人 9月 13 日 17：00 10 月 13 日 9：00
吉野 土砂災害の危険性 8世帯・15 人 9 月 23 日 18：00 11 月 8 日 9：00

【避難勧告】
地　区 発令目的 対象世帯・人数 発令日時 解除日時

新町 土砂災害の危険性 7世帯・17 人 9 月 9 日 16：00 10 月 8 日 9：00
新町 土砂災害の危険性 2世帯・3人 9月 13 日 12：56 10 月 11 日 8：00

避難所の状況
施　設 最大避難者数 開設期間

総合福祉センター 633 人 9 月 6 日〜12 月 6 日
スポーツセンター 140 人 9 月 6 日〜12 月 6 日
厚真中央小学校 160 人 9 月 6 日〜11 月 7 日
厚真中学校 136 人 9 月 6 日〜11 月 7 日
厚南会館 130 人 9 月 6 日〜10 月 24 日
上厚真小学校  43 人 9 月 6 日〜11 月 5 日
鹿沼マナビィハウス  23 人 9 月 6 日〜11 月 30 日

〔避難者数の推移〕
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仮設住宅等
区　　　分 最多世帯数 最多人数

建設型仮設住宅
プレハブ住宅 127 世帯 289 人
トレーラーハウス   8 世帯 17 人

借上型仮設住宅（みなし仮設住宅）  18 世帯 30 人
公営住宅一時使用  27 世帯 63 人
トレーラーハウス（町）   3 世帯 7人
福祉仮設住宅（厚真地区 1箇所） － 108 人
合　計 183 世帯 514 人

教育機関の再開
学　校　名 授業再開日

小 学 校
厚真中央小学校

9月 18 日
上厚真小学校

中 学 校
厚真中学校
厚南中学校

高等学校 北海道厚真高等学校

災害廃棄物処理の状況

【災害廃棄物処理業務】
事業費 18 億 9,867 万円 主な廃棄物 がれき（コンクリート・アスファルト） 10,217t
処理量 22,750t 木くず（解体木） 3,896t

混合廃棄物（鉄くず等） 5,794t

【被災家屋等解体業務】
全　壊 大規模半壊 半　壊 合　計

公費解体 148 棟 14 棟 46 棟 208 棟
自費解体   3 棟  0 棟  3 棟   6 棟
合　　計 151 棟 14 棟 49 棟 214 棟
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関係機関等からの応援派遣（平成 30 年 12 月 31 日現在）
支援機関等 延べ人数 支援内容等

国

国土交通省
北海道開発局

880 人

リエゾンの派遣、ダム・河川対策、河道閉塞対策、砂防
対策、タイムライン策定・運用、給水支援等

気象庁 JETTの派遣、防災気象情報提供、タイムライン策定・
運用等

総務省 北海道総合
通信局

移動電源車、簡易無線機、ラジオ、臨時災害放送局用設
備通信機器貸与、情報収集用ラジオの貸与等

厚生労働省 DMAT（災害時医療）・DPADの派遣（心のケア等）、保
健師の派遣

環境省 災害廃棄物現地支援チームの派遣

北海道内
北海道 6,480 人 リエゾンの派遣、避難所運営、り災証明書交付
道内市町村 1,530 人 土木・上下水道技術支援、応急水道、物資・環境業務

対口支援等
青森県

1,337 人 災害対策本部運営支援、避難所運営支援（運営アドバイ
ス、運営支援等）、り災証明証書交付業務支援山形県

福島県

警察 7,400 人

人命救助、交通対策、治安維持
※ 北海道警察から約 3,800 人、道外から特別派遣として
約 3,600 人が厚真町を含め、道内における救助・救
出、交通対策、治安維持に従事

消防 4,669 人 緊急消防援助隊（秋田、青森、岩手、宮城、東京都）の派
遣、人命救助・救護、

自衛隊
陸上自衛隊

14,359 人
人命救助、道路啓開、給水・入浴・給食・輸送支援

航空自衛隊 人命救助、道路啓開、給水支援
海上自衛隊 物資供給・入浴・給食支援

合　　計 30,165 人

※支援者の人数が判明している機関のみ記載
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災害ボランティアの活動状況
設置日 平成 30 年 9 月 7 日〜令和 2年 12 月 31 日

運　営
運営主体：厚真町社会福祉協議会
協力機関：北海道社会福祉協議会、道内各市町村社会福祉協議会、
北海道 JC、北海道、北海道社会福祉士会など

主な活動内容

【災害ボランティアセンターの活動内容】
・各戸チラシポスティング  ・支援物資運搬・仕分け・整理
・避難所の清掃  ・家屋・納屋等の片付け
・家財の運搬・整理・清掃  ・炊き出し支援
・災害ごみ運び出し・運搬  ・サロン・つどいの開催支援
・トタン直し等家屋の補修  ・仮設住宅引越し支援
・託児支援補助  ・郷土資料片付け・整理
【外部団体（NPO等）と連携した支援】
・倒壊家屋等からの家財、貴重品等の取り出し
・災害ボランティアセンター運営支援（受付、調査、相談、資材管理）
・エゾシカ侵入防止柵設置支援
・炭窯再建プロジェクト
・地域の神社の修理、技術支援
・専門職によるニーズ調査（医療・福祉）

ボランティア
活動概況 延べ 5,504 人 1,229 件

社会福祉協議会
からの派遣

市町村社会福祉協議会派遣：延べ 399 人（41 団体）
北海道社会福祉協議会派遣：延べ 40 人　※平成 31 年 3 月 31 日現在

復旧事業の進捗状況（令和 3年 1月 31 日現在）

区　分 事業数
発　注 完　了 完了年月

（予定）事業数 発注率 事業数 完成率
河 川  60  60 100.0％  43  71.7％ R4.3
道 路・橋 梁 175 175 100.0％ 173  98.9％ R4.3
公 園   5   5 100.0％   5 100.0％ R1.10
治 山 142  92  64.8％  73  51.4％ R6.3
砂防・急傾斜  12  12 100.0％  10  83.3％ R3.3
宅地堆積土砂   6   6 100.0％   6 100.0％ R2.3
簡易水道施設   5   5 100.0％   5 100.0％ R2.11
下 水 道   4   4 100.0％   4 100.0％ R2.3
宅地耐震化   2   2 100.0％   0 　  0％ R6.3
農 地  86  86 100.0％  85  98.8％ R2.5
農業用施設  62  62 100.0％  62 100.0％ R2.3
林 道  28  24  85.7％  24  85.7％ R4.3
合　計 587 533  90.8％ 490  83.5％ －

※北海道と町事業の合計
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ふるさと納税（代理受付）
8 団体 北海道、北海道余市町、北海道白糠町、茨城県、茨城県境町、埼玉県深谷市、東京都世田谷区、

福岡県大木町

主な支援制度等
主　体 制度等

生活支援・弔慰金等
国 被災者生活再建支援制度

北海道 災害弔慰金
厚真町 災害弔慰金・災害障害見舞金

住まい・施設等に
関する支援

国 被災代替家屋の特例（固定資産税）、被災代替償却資産の特例（固定資産税）
北海道 住家被害見舞金

厚真町

厚真町住宅復旧支援事業補助金、厚真町住宅再建融資利子助成、厚真町リ
バースモーゲージ利子助成、住宅リフォーム補助金、厚真町持ち家住宅建
築促進支援助成金、一部損壊以上の家屋等の解体費補助、飲用井戸等給水
施設整備事業補助金、農業用井戸等給水施設整備事業補助金

その他 災害復興住宅融資、住宅ローンの返済（自然災害債務整理ガイドライン）

減免等による支援

個人の町民税の減免、固定資産税の減免、令和元年度分の解体家屋にかかる税金の減
免、国民健康保険料の減免、後期高齢者医療保険料の減免、地震により汚損、紛失し
た自動車運転免許証の再交付手数料、町が発行する各種証明の発行手数料の免除、国
民年金保険料の減免、児童扶養手当の停止解除、医療機関受診時の一部負担金免除
（国民健康保険・後期高齢者医療保険）、飲用井戸の水質検査・手数料補助、介護保険
料の減免、開発許可申請等手数料の免除

義援金・支援金（令和 3年 1月 31 日現在）
区　分 金　額

町災害義援金 8億 7,959 万円
北海道災害義援金 6億 1,750 万円
支援金   2 億 339 万円
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資料から見る地震の記録

安平町

地震の回数（震度 3以上の地震回数：平成 30 年 9 月 6 日〜平成 31 年 3 月 31 日）
観測点 震度 7 震度 6強 震度 6弱 震度 5強 震度 5弱 震度 4 震度 3 合　計
早 来 北 進 0 1 0 0 1 7 25 34
追分柏が丘 0 1 0 1 0 7 28 37

【出典】気象庁ウェブサイト（震度データベース検索）

人的被害（令和 3年 1月 31 日現在）
死　者 負傷者

重　傷 中等症 軽　傷
0 名 7 名 0 名 10 名

建物被害（令和 3年 1月 31 日現在）
全　壊 大規模半壊 半　壊 一部損壊 合　計

住　家  93 棟 56 棟 310 棟 2,481 棟 2,940 棟
非住家 343 棟 62 棟 493 棟 2,178 棟 3,076 棟

主な公共施設等の被害
区　分 施設名 被害状況

役 場 庁 舎 役場総合庁舎 庁舎中央部分沈下、玄関破損、庁舎裏法面ひび割れ 等
役場総合支所 外構沈下による通路部分インターロッキング破損

商工観光施設

道の駅あびら SLピット・外構の沈下、壁面クロス等の剥離
物産館 商品・食器 等
ときわ公園 園内のクラックや法面崩壊、滑り台等遊戯施設破損 等
鹿公園 池周辺の護岸崩壊、パークゴルフ場法面崩壊 等

公立学校施設

追分小学校 外壁・内壁クラック、窓ガラス・シャッター破損 等
安平小学校 非常放送設備アンプ破損、体育館照明器具破損 等
早来小学校 外壁・内壁クラック、窓ガラス・給水管破損 等
遠浅小学校 内壁クラック、窓ガラス・給水管・浄化槽破損 等
追分中学校 床クラック、内壁・天井破損、体育館吊り天井破損 等
早来中学校 天井破損、梁型モルタル剥離、グラウンドクラック 等

社会教育施設

追分公民館 敷地内法面地滑り、内壁ひび割れ、暖房・給湯管漏水 等
安平公民館 多目的ホール天井材破損、内壁ひび割れ・亀裂 等
早来公民館 給水管漏水、図書室書架破損、高圧電気設備破損 等
遠浅公民館 研修室前廊下内壁亀裂
早来研修センター 窓ガラス・外壁破損、基礎と上部鉄骨造の取合い破損 等
郷土資料館 （追分）（早来）館内展示物被害、壁・天井等破損 等

社会体育施設

スポーツセンター 法面表層崩壊、ボイラー故障、プール天井材脱落 等
町民スケートリンク 夜間照明柱傾斜、リンク内ひび割れ 等
ときわ球場 グラウンド液状化・ひび割れ、擁壁・フェンス破損 等
柏が丘球場 グラウンドひび割れ、ナイター照明の故障 等
テニスコート （追分）（早来）地割れ、フェンス破損 等
追分プール ガラス一部破損、ろ過装置故障
安平山ろく交流センター 正面玄関扉破損、内壁破損、外部手摺破損 等
安平山スキー場 リフト支柱脱索、ヒュッテ屋根剥がれ・天井雨漏り 等
合宿所 （さかえ）（しらかば）内壁・外壁ひび割れ、食器類破損 等

福 祉 施 設 児童福祉複合施設 （追分）（早来）玄関アプローチの亀裂、遊具の損壊 等
厚生労働施設 労働会館 大広間天井崩落、事務所内壁崩壊 等
産業関連施設 臨空工業団地内専用水道 高架水槽のコンクリート部のひび割れ 等
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ライフラインの被害

【電気】
地　区 停電期間 復旧状況など

全域で停電 9月 6日〜9月 18 日
・追分地区 1,767 戸、早来地区 2,439 戸で停電
・断線、電柱倒壊の被害もあり
・9月 18 日 16：30 頃に完全復旧

【水道】
地　区 断水戸数 断水期間 復旧状況など

追分地区 1,628 戸 9 月 6 日〜9月 29 日
・全世帯で断水（本管損傷等による）
・ 発災後、9月末を目標に復旧着手し、9月 29 日
に断水解消

・ 断水中は給水車を配置（国土交通省・陸上自衛
隊・応援市町給水タンク車）

早来地区 1,965 戸 9 月 6 日〜9月 28 日

【道路】
種　別 規制数 通行止め期間 被害・復旧の状況

国　　　道 なし － －
高速道路・
高規格道路 1路線 9月 6日〜 9 月 6 日 ・道東自動車道　千歳恵庭 JCT〜占冠 IC

・緊急点検及び復旧工事完了後に規制解除

道　　　道 2路線 9月 6日〜 9 月 19 日 ・ 千歳鵡川線、北進平取線の通行止めを 9月
19 日に解除

町　　　道 32 路線 9月 6日〜12 月 26 日

・ 追分地区 8路線、早来地区 18 路線を通行止
め、橋梁損傷 2路線

・ 土砂崩れなどにより立ち入りが困難な地域の
7路線をのぞき、12 月 26 日までに通行止め
を解除

【公共交通機関】
種　別 路線・事業者 被害・復旧の状況

鉄　道

JR室蘭線
（安平〜追分）

・軌道変位が多数発生、ホーム変状、電柱傾斜
・9月 17 日から徐行運転により運転再開
・令和元年 8月 6日から徐行運転を解除

JR石勝線
（追分〜東追分）

・ 軌道変位が多数発生、信号用器具箱内の架台転倒、
信号用機器室内の変圧器落下

・9月 14 日から徐行運転により運転再開
・10 月 24 日から徐行運転を解除

バ　ス あつまバス

・運行休止期：9月 6日〜9月 7日
　（道道 10 号線土砂崩れのため通行止め）
・9月 8日から 9月 20 日まで迂回による運行再開
・9月 21 日から通常運行
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農林水産業の被害

【農業】
区　分 被害状況等

営農施設 215 件
農協等施設 7件
農作物 15ha
家畜 665 頭／羽
畜産物 118t

【林業】
区　分 被害状況等

林道 林道等の破損

森林
一般民有林 114 カ所（小班数）859ha（小班面積）

被害実面積 139ha（人工林 45ha、天然林 93ha、無立木地 1ha）

道　有　林 203 カ所（小班数）2,031ha（小班面積）
被害実面積 390ha（人工林 158ha、天然林 228ha、無立木地 4ha）

商工業の被害
区　分 被害内容

商　業 建物（58 件）、機械設備・什器備品等（36 件）、商品・原材料製品等（70 件）
工　業 建物（19 件）、機械設備・什器備品等（11 件）、商品・原材料製品等（5件）
その他 建物（5件）、機械設備・什器備品等（1件）、商品・原材料製品等（3件）

被害金額
被害対象 被害金額

河川、道路、橋梁、公園キャンプ場、遊具、野球場 78 億 7,300 万円
上下水道 10 億 1,549 万円
商工業 9億 5,501 万円
農作物、農地、土地改良事業（ダム分を含む） 11 億 2,795 万円
斎場、墓地 5,860 万円
産業廃棄物処理費 8,720 万円
幼児教育施設（子ども園） 1,419 万円
学校教育施設 5億円
社会教育施設 3億 3,000 万円

合　計 119 億 6,144 万円
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避難指示・避難勧告
【避難指示】

地　区 発令目的 対象世帯・人数 発令日時 最終解除日時
早 来 北 進

崩落の恐れ

14 世帯・30 人 9 月 6 日 6：45 令和元年 11 月 22 日 8：30
早 来 北 進 14 世帯・23 人 9 月 7 日 10：10 平成 31 年 3 月 4 日 13：00
早 来 大 町 10 世帯・21 人 9 月 7 日 17：15 9 月 16 日 6：00
追分柏が丘 11 世帯・18 人 9 月 7 日 18：42 令和 2年 2月 13 日 8：30
追分柏が丘 土砂崩れの可能性 13 世帯・26 人 9 月 7 日 19：45 10 月 2 日 8：00
早 来 瑞 穂 ため池越水の可能性 4世帯・9人 9月 7日 20：00 9 月 14 日 17：00
追分緑が丘

土砂崩れの危険性
2世帯・4人 9月 9日 9：56 9 月 20 日 17：00

追 分 本 町 12 世帯・15 人 9 月 9 日 11：54 9 月 26 日 8：00
追 分 花 園 1世帯・3人 9月 9日 13：47 9 月 20 日 17：00

【避難勧告】
地　区 発令目的 対象世帯・人数 発令日時 最終解除日時
東 早 来

地震で地盤がゆるく
なった上、大雨予報
で危険なため

15 世帯・36 人 9 月 7 日 15：00 9 月 13 日 11：00
早 来 新 栄 5世帯・18 人 9 月 7 日 15：00 9 月 13 日 11：00
早 来 富 岡 3世帯・8人 9月 7日 15：00 9 月 13 日 11：00
早 来 栄 町 23 世帯・23 人 9 月 7 日 15：00 9 月 8 日 8：00
追分緑が丘 10 世帯・20 人 9 月 7 日 15：00 平成 31 年 3 月 4 日 13：00
早 来 守 田
早 来 緑 丘

集落孤立、土砂崩れ
の恐れがあるため 10 世帯・32 人 9 月 11 日 16：00 9 月 24 日 10：00

避難所の状況
施　設 最大避難者数 開設期間 備　考

早来

遠浅公民館  63 人 9 月 6 日〜9月 19 日
早来小学校 180 人 9 月 6 日〜9月 12 日 町民センター等へ集約
スポーツセンター  31 人 9 月 12 日〜10 月 5 日 町民センターへ集約
町民センター 200 人 9 月 6 日〜11 月 10 日 さかえ合宿所へ集約
さかえ合宿所  12 人 11 月 10 日〜11 月 30 日
安平公民館  80 人 9 月 6 日〜10 月 3 日 町民センターへ集約

追分

追分公民館 152 人 9 月 6 日〜11 月 3 日 ぬくもりセンターへ集約
追分小学校   5 人 9 月 6 日〜9月 7日

ぬくもりセンター   6 人 9 月 9 日〜9月 12 日 青葉会館へ集約
  8 人 11 月 3 日〜11 月 27 日 集約のため再開所

花園若草会館（自主）  87 人 9 月 9 日〜9月 22 日 追分公民会館へ集約
青葉会館（自主）  40 人 9 月 7 日〜9月 22 日 追分公民会館へ集約

〔避難者数の推移〕
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仮設住宅等
区　分 最多世帯数 最多人数

建設型仮設住宅
プレハブ
住宅

追分 12 世帯 26 人
早来 17 世帯 36 人

トレーラーハウス 7世帯 19 人

借上型仮設住宅
（みなし仮設住宅）

町内 16 世帯 32 人
町外 28 世帯 54 人

公営住宅一時使用 47 世帯 77 人
モバイルハウス 8世帯 21 人
福祉仮設住宅（追分地区 1箇所） 36 世帯 36 人
合　計 171 世帯 301 人

教育機関の再開
学　校　名 授業再開日 備　考

小 学 校

追分小学校 9月 13 日 追分中学校にて再開
翌年 1月 21 日より小学校で再開

安平小学校 9月 13 日
早来小学校 9月 13 日
遠浅小学校 9月 14 日

中 学 校
追分中学校 9月 13 日

早来中学校 9月 14 日 早来町民センターにて再開
仮設校舎 12 月 27 日完成

高等学校 北海道追分高等学校 9月 18 日

災害廃棄物処理の状況

【災害廃棄物処理業務】
総事業費 821,499 万円 主な廃棄物 がれき（コンクリート・アスファルト） 12,370t
処理量 17,434t 木くず（解体木） 2,045t

不燃ごみ 1,647t

【被災家屋等解体業務】
全　壊 大規模半壊 半　壊 合　計

公費解体 69 棟 20 棟 50 棟 139 棟
自費解体 11 棟  8 棟 16 棟  35 棟
合　　計 80 棟 28 棟 66 棟 174 棟
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関係機関等からの応援派遣（令和 3年 1月 31 日現在）
支援機関等 延べ人数 支援内容等

国土交通省 318 人
TEC-FORCE派遣（9月 6日〜10 月 9 日）
被災状況調査、公共土木施設災害復旧の技術支援、橋梁緊急点検、気
象情報提供など

北海道内

北海道 1,362 人
平成 30 年 9 月 6 日〜平成 31 年 1 月 18 日
災害対策本部運営支援 28 人、避難所運営支援 1,184 人、り災証明証
交付支援 70 人、リエゾン派遣 80 人

道内市町村 1,023 人 平成 30 年 9 月 6 日〜平成 31 年 1 月 18 日
り災証明証交付支援、被災家屋調査等

短期
派遣 5人

建設課 1人（災害復旧　北海道）
税務住民課 3人（災害廃棄物担当　北海道）
水道課 1人（災害復旧　恵庭市）

中長期
派遣 5人

総務課復興・生活再建支援室 1人
（北海道　平成 30 年 11 月 5 日〜令和 3年 3月 31 日）
建設課 1人（帯広市　平成 31 年 1 月 7 日〜3月 31 日）
水道課 1人（釧路市　平成 31 年 1 月 15 日〜3月 31 日）
健康福祉課 1人（函館市　平成 31 年 4 月 1 日〜令和 2年 3月 31 日）
建設課 1人（北海道　平成 31 年 4 月 1 日〜令和 3年 3月 31 日）

その他 228 人

日本水道協会北海道地方支部（道内 11 市）
調査隊 12 人（9月 8日〜9月 11 日）
応急給水 100 人（9月 8日〜9月 25 日）
応急復旧 116 人（9月 8日〜9月 29 日）

対口
支援等

岩手県 771 人
9 月 6 日〜10 月 7 日
災害対策本部運営支援 51 人、避難所運営支援 291 人、り災証明証交
付支援 380 人、リエゾン派遣 49 人

新潟県 500 人
9 月 6 日〜10 月 7 日
災害対策本部運営支援 54 人、避難所運営支援 9人、り災証明証交付
支援 432 人、リエゾン派遣 5人

その他 2人
新潟大学　田村教授（危機管理室）
富山大学　井ノ口准教授（都市デザイン学部）
専門的助言、現地支援

自衛隊 1,809 人

給水 590 人（9月 6日〜9月 29 日：183.7t）
給食 466 人（9月 6日〜10 月 14 日）
入浴 526 人（9月 9日〜10 月 4 日：入浴者 3,697 人）
輸送（物流を含む）227 人（9月 10 日〜10 月 14 日）

※支援者の人数が判明している機関のみ記載
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災害ボランティアの活動状況
設置日 平成 30 年 9 月 8 日〜令和 2年 12 月 31 日
運　営 安平町社会福祉協議会が中心になり、学校法人リズム学園の協力・連携により運営

活動内容

【住民ニーズの支援】
・住宅等の片付け  ・支援物資の提供
・仮設住宅等への引越し支援  ・仮設住宅からの引越し支援
・仮設住宅等訪問活動  ・災害ごみの収集
・入浴介助の個別生活支援  ・通院の個別支援
・高齢者世帯安否確認と訪問によるニーズ調査（平成 31 年 2 月余震時）
【行政等の支援】
・救援物資整理・配送支援  ・給水所補助
・避難所運営支援（ごみ回収・炊き出し調整など）
・災害ごみ仮置き場の支援  ・公費解体に伴うごみ分別の支援
・広報号外の編集・印刷・全戸ポスティング
・自治会館・公共施設片付け（郷土資料館・図書館整理等）
・早来中引っ越し支援  ・小学校登下校見守り支援
・公営住宅空き家清掃  ・地区集会所掲示板設置、各種情報掲示
【災害ボランティアセンター運営支援】
（受付・救護・データ入力・ニーズ訪問調査・電話対応など）
【住民交流活動の支援】
・足湯サロンの開設    ・ミニコンサートの運営

ボランティア
活動概況 延べ 5,184 人 694 件

社会福祉協議会
からの派遣

市町村社会福祉協議会派遣：264 人（27 団体）
北海道社会福祉協議会派遣：34 人　※平成 31 年 3 月 31 日現在

復旧事業の進捗状況（令和 3年 1月 31 日現在）

区　分 事業数
発　注 完　了 完了

年月事業数 発注率 事業数 完成率
河 川 10 10 100.0％  6  60.0％ R3.3
道路・橋梁 43 43 100.0％ 43 100.0％ R3.1
水 道 22 22 100.0％ 22 100.0％ R1.12
下 水 道 10 10 100.0％ 10 100.0％ R2.12
公 園  6  6 100.0％  6 100.0％ R2.4
農 地  4  4 100.0％  4 100.0％ R2.6
農業用施設  8  8 100.0％  6  75.0％ R3.3
合　計 81 81 100.0％ 75  92.6％
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ふるさと納税（代理受付）
5 団体 北海道、北海道白糠町、埼玉県深谷市、東京都世田谷区、静岡県小山町

主な支援制度等
主　体 制度等

生活支援・弔慰金等
国 被災者生活再建支援制度

北海道 災害弔慰金（北海道）

住まい・施設等に
関する支援

国 災害救助法に基づく住宅の応急修理制度
北海道 住家被害見舞金（北海道）

安平町
被災者住み替え支援金、一部損壊住家修理金、墓石修理等見舞金、井戸修
理等見舞金、浄化槽修理等見舞金、安平町自治会等災害支援金、町指定文
化財への補助金、商工事業者等に対する災害見舞金

その他 災害復興住宅融資

助成・減免等による
支援

国民健康保険・後期高齢者医療費の一部の減免、水道・下水道基本料金の半額の減
免、被災後の納期の末日に支払うべき税額の減免、安平町外の斎場使用における使用
料の差額助成、被災した建物の減失申請、あびらネットサービスの利用料減免、公営
住宅等使用料の減免、高齢者生活共同施設の使用料の減免、移住促進住宅使用料の減
免、教員住宅使用料の減免、子ども園利用者負担額の減免

義援金・支援金（令和 3年 1月 31 日現在）
区　分 件　数 金　額

町義援金 1,002 件 249,116,669 円

支援金
指定なし 158 件 260,857,841 円
使途指定あり 36 件 22,941,394 円
合　計 194 件 283,799,235 円
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資料から見る地震の記録

むかわ町

地震の回数（震度 3以上の地震回数：平成 30 年 9 月 6 日〜平成 31 年 3 月 31 日）
観測点 震度 7 震度 6強 震度 6弱 震度 5強 震度 5弱 震度 4 震度 3 合　計
鵡川 0 1 0 1 1 6 25 34
穂別 0 1 0 0 1 7 22 31

【出典】気象庁ウェブサイト（震度データベース検索）

人的被害（令和 3年 1月 31 日現在）

死　者
負傷者

重　傷 中等症 軽　傷

1 名 27 名 0 名 250 名

建物被害（令和 3年 1月 31 日現在）
全　壊 大規模半壊 半　壊 一部損壊 合　計

住　家  40 棟 13 棟 173 棟 3,260 棟 3,486 棟
非住家 175 棟 16 棟 119 棟   569 棟   879 棟

主な公共施設等の被害
施　設　名 場所（地区） 主な被害

鵡川高校生徒寮 文京（鵡川） 杭損傷・破断
文京ハイツ 文京（鵡川） 杭損傷・破断
四季の館 美幸（鵡川） ホール、プール等施設損傷

穂別地球体験館 穂別（穂別） 展示施設内損傷
（平成 31 年 3 月 31 日閉館）

鵡川町民体育館 文京（鵡川） 壁面等損傷
宮戸小学校 宮戸（鵡川） 体育館床面等損傷
穂別小学校 穂別（穂別） 体育館窓ガラス等損傷
穂別スポーツセンター 穂別（穂別） 壁面・天井部等施設内外損傷
鵡川斎場 汐見（鵡川） 火葬炉（2基）損傷
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ライフラインの被害

【電気】
地　区 停電期間 復旧状況など

全域で停電 9月 6日〜9月 14 日 ・9月 7日から順次通電
・穂別地区は、9月 14 日に電源車から送電線に切り替えて通電完了

【水道】
地　区 断水戸数 断水期間 復旧状況など

穂別地区 最大
1,031 戸 9 月 6 日〜9月 12 日

・穂別地区は 9月 12 日に全面復旧
・鵡川地区は水圧の低下や濁り水が発生

鵡川地区 0戸 －

【道路】
種　別 規制数 通行止め期間 被害・復旧の状況

国　　　道 なし ・鵡川橋（旧橋）使用休止

高速道路・
高規格道路 1路線 9月 6日〜9月 9日

・高規格道路の路面破損
・ 9 月 9 日までに沼ノ端西 IC〜日高厚賀 ICの
復旧工事完了

道　　　道 2路線 9月 6日〜10 月 25 日 ・千歳鵡川線、平取厚真線
・10 月 25 日までに通行止め解除

町　　　道 1路線 9月 6日〜
令和 2年 3月 31 日

・通行止め 9路線、片側通行 8路線
・令和 2年 3月 31 日までに全て解除

【公共交通機関】
種　別 路線・事業者 被害・復旧の状況

鉄　道 JR日高線
（苫小牧〜鵡川）

・軌道変移・橋梁桁ずれ
・運行休止期間：9月 6日〜11 月 18 日
・11 月 18 日までに復旧工事完了
・11 月 19 日から徐行運転により運行再開

バ　ス
むかわ町営バス 平成 30 年 9 月 18 日から通常運行
道南バス 千歳直行便は平成 30 年 11 月 1 日から通常運行
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農林水産業の被害

【農業】
区　分 被害状況等

農地 土砂・流木堆積、亀裂、隆起・沈下、法面崩壊

農業用施設 町・土地改良区関係：水路 85 カ所、排水 1条、農道 2路線 4箇所
国直轄事業関係：国営かんがい排水施設

生活関連施設 農業集落排水施設：管路浮上・沈下、マンホール
農業公園、農業集落施設

農業者等所有施設・農作物 農作物、生乳、家畜、施設・機械、鳥獣侵入防止柵

農業施設（JA共同利用施設） JAむかわ：穀類乾燥調製施設、農業用倉庫（4棟）、馬鈴薯集出荷施設
JAとまこまい広域穂別支所：農産物選果場、農業倉庫、精米所

【林業】
区　分 被害状況等

林　　　道 林道施設災害復旧事業（10 路線 18 カ所）
町単独復旧事業（21 路線 67 カ所）

森林

町有林
民有林

256 箇所（小班数）1,895ha（小班面積）
被害実面積 154ha（人工林 27ha、天然林 126ha、無立木地 1ha）

道有林 210 箇所（小班数）3,683ha（小班面積）
被害実面積 375ha（人工林 72ha、天然林 302ha、無立木地 1ha）

そ　の　他 苫小牧広域森林組合：ペレット製品保管庫、トラックスケール

【水産業】
区　分 被害状況等

漁港（鵡川漁港） 漁港施設：道路（隆起、ひび割れ）、岸壁：上部工（段差、空隙）
北防波堤：上部工（ひび割れ）、漁船保管施設：塗装（ひび割れ）

その他の水産関連施設 鵡川漁協：施設荷捌所用地（ひび割れ）、段差、製氷機導水管亀裂

商工業の被害
区　分 被害内容
商　業 建物（41 件）、機械設備・什器備品等（65 件）、商品・原材料製品等（34 件）
工　業 建物（16 件）、機械設備・什器備品等（24 件）、商品・原材料製品等（5件）
その他 建物（9件）、機械設備・什器備品等（10 件）、商品・原材料製品等（2件）

被害金額
被害対象 被害金額

河川、道路、橋梁、公営住宅、学校施設、火葬場関連 約 20 億円
上下水道施設関連 約 4億 3,000 万円
農地、農業用施設、営農施設関連 約 82 億 5,000 万円
商工業関連 約 18 億 4,000 万円
水産業関連 約 3億 8,000 万円
林道関連 約 62 億 4,000 万円
社会福祉施設関連 約 1億 9,000 万円
医療施設関連 約 6,000 万円

合　計 約 193 億 9,000 万円
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避難指示・避難勧告

【避難指示】
地　区 発令目的 対象世帯・人数 発令日時 解除日時
二　宮 土砂災害のおそれ 2世帯・4人 9月 9日 17：05 9 月 25 日 9：45

【避難勧告】
地　区 発令目的 対象世帯・人数 発令日時 解除日時
穂別栄 土砂災害のおそれ 3世帯・9人 9月 6日 18：25 9 月 12 日 17：00
穂　別 土砂災害のおそれ 12 世帯・25 人 9 月 7 日 12：30 9 月 22 日 9：45
二　宮 土砂災害のおそれ 2世帯・4人 9月 9日 11：15 9 月 9 日 17：05
穂　別 土砂災害のおそれ 2世帯・9人 9月 9日 18：50 9 月 16 日 16：45

避難所の状況
施　設 最大避難者数 開設期間 備　考

鵡川

産業会館  20 人 9 月 6 日
四季の館 270 人 9 月 6 日〜11 月 12 日
鵡川中央小学校 230 人 9 月 6 日〜9月 14 日
鵡川高等学校  80 人 9 月 6 日

報徳館
 83 人 9 月 6 日〜9月 15 日 鵡川高等学校野球部員の避難（寮

が半壊判定）のため再開所 36 人 11 月 13 日〜12 月 21 日
川西第 1集落センター 122 人 9 月 6 日〜9月 12 日
川東第 2集落センター  35 人 9 月 6 日〜9月 11 日
春日生活館  20 人 9 月 6 日〜9月 11 日
鵡川中学校 122 人 9 月 6 日〜9月 11 日
デイサービスたんぽぽ
（福祉避難所）  30 人 9 月 6 日〜9月 13 日

穂別

穂別町民センター  85 人 9 月 6 日〜9月 27 日
仁和会館  14 人 9 月 6 日〜9月 15 日
富内銀河会館  37 人 9 月 6 日〜9月 21 日
穂別中学校  90 人 9 月 6 日〜9月 13 日
中央生活館  21 人 9 月 6 日〜9月 15 日

〔避難者数の経緯〕
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仮設住宅等
区　分 最多世帯数 最多人数

建設型仮設住宅
（プレハブ住宅）

大原 25 世帯 46 人
美幸 10 世帯 23 人

借上型仮設住宅（みなし仮設住宅）  6 世帯 14 人
公営住宅一時使用 21 世帯 32 人
旧教職員住宅  5 世帯 6人
鵡川高校仮設寮 36 世帯 36 人

教育機関の再開
学　校　名 授業再開日

小 学 校
鵡川中央小学校 9月 18 日
宮戸小学校 9月 18 日
穂別小学校 9月 18 日

中 学 校
鵡川中学校 9月 18 日
穂別中学校 9月 18 日

高等学校
北海道鵡川高等学校 9月 12 日
北海道穂別高等学校 9月 18 日

災害廃棄物処理の状況

【災害廃棄物処理業務】
事業費 81,197 万円 主な廃棄物 がれき（コンクリート・アスファルト） 5,887t
処理量 12,908.6t 木くず（解体木） 3,696t

不燃物 1,246t

【被災家屋等解体業務】
全　壊 大規模半壊 半　壊 合　計

自費解体  16 棟  1 棟  0 棟  17 棟
公費解体 144 棟 21 棟 144 棟 309 棟
合　　計 160 棟 22 棟 144 棟 326 棟
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関係機関等からの応援派遣
支援機関等 延べ人数 支援内容等

国土交通省 190 人
TEC-FORCE派遣（9月 6日〜10 月 9 日）
被災状況調査、公共土木施設災害復旧の技術支援、橋
梁緊急点検、気象情報提供など

北海道内

北海道 1,618 人
平成 30 年 9 月 6 日〜平成 31 年 1 月 18 日
災害対策本部運営支援 27 人、避難所運営支援 1,371
人、り災証明証交付支援 65 人、リエゾン派遣 155 人

道内市町村 1,190 人 平成 30 年 9 月 6 日〜平成 31 年 1 月 18 日
り災証明証交付支援、被災家屋調査等

中長期派遣 19 人

北海道 4人　計画策定（復興計画、まちなか再生計
画）、災害復旧（漁港、土木）
苫小牧市 4人　災害復旧（公共施設、下水道）
室蘭市 1人　災害復旧（土木）
登別市 1人　災害復旧（商業）
千歳市 1人　災害復旧（下水道）
旭川市 3人　災害復旧（土木）、生活再建支援
釧路市 2人　災害復旧（土木）
遠軽町 3人　災害復旧（土木、下水道）

北海道立総合研究
機構研究本部 1団体 むかわ町復興計画策定支援

むかわ町まちなか再生計画策定支援

対口支援等

秋田県 199 人
9 月 6 日〜10 月 7 日
災害対策本部運営支援 75 人、避難所運営支援 84 人、
り災証明証交付支援 34 人、リエゾン派遣 6人

宮城県 298 人
9 月 6 日〜10 月 7 日
災害対策本部運営支援 48 人、避難所運営支援 9人、り
災証明証交付支援 232 人、リエゾン派遣 9人

鳥取県倉吉市 6人 9月 13 日〜9月 15 日
証明証交付支援 6人

その他
（姉妹都市） 富山県砺波市 83 人 9 月 8 日〜9月 26 日

リエゾン派遣 31 人、保健師 52 人

その他（にっぽん
恐竜協議会）

兵庫県丹波市 36 人 9 月 11 日〜9月 24 日
避難所運営支援ほか 36 人

兵庫県丹波篠山市
（旧：篠山市） 36 人 9 月 11 日〜9月 24 日

避難所運営支援ほか 36 人

熊本県御船町 42 人 9 月 9 日〜9月 24 日
リエゾン派遣 14 人、証明書交付支援 28 人

自衛隊 4,664 人 9 月 6 日〜10 月 12 日
給水・給食・入浴支援、物資輸送　車両 958 台

※支援者の人数が判明している機関のみ記載
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災害ボランティアの活動状況
設置日 平成 30 年 9 月 9 日〜平成 31 年 3 月 31 日
運　営 むかわ町社会福祉協議会

活動内容

・被災住宅室内清掃  ・被災住宅危険箇所点検
・被災住宅ごみ等撤去（集積所まで運搬）
・炊き出し支援  ・支援物資仕分け・配布
・図書館の本の移動と棚の整理  ・震災支援関連ポスティング
・発達支援センター補助  ・家具の移動・清掃
・災害ごみの分別・搬出  ・仮設住宅の引っ越し
・被災店舗の壁画イベント
・むかわ町復興支援ネットワーク（在宅訪問プロジェクト・ボランティアの全戸訪問）

ボランティア
活動概況 延べ 3,103 人 629 件

社会福祉協議会
からの派遣

市町村社会福祉協議会派遣：405 人（34 団体）
北海道社会福祉協議会派遣：32 人　※平成 31 年 3 月 31 日現在

復旧事業の進捗状況（令和 3年 1月 31 日現在）

区　分 事業数
発　注 完　了 完了

年月 備　考
事業数 発注率 事業数 完成率

河 川  16  16 100.0％  16 100.0％ R 2.9
道路・橋梁  41  41 100.0％  41 100.0％ R 2.11
公 園   2   2 100.0％   2 100.0％ R 1.7
下 水 道   6   6 100.0％   6 100.0％ R 2.1
農 地   1   1 100.0％   1 100.0％ H30.12
農業用施設   4   4 100.0％   4 100.0％ R 1.7 農道を含む
林 道  18  17  94.4％  17  94.4％ R 3.12
建 築   9   9 100.0％   9 100.0％ R 2.7
水 道   1   1 100.0％   1 100.0％ R 2.3
その他施設   9   9 100.0％   9 100.0％ R 2.5
合　計 107 106  99.1％ 106  99.1％
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ふるさと納税（代理受付）
4 団体 北海道、北海道白糠町、埼玉県深谷市、東京都世田谷区

主な支援制度等
主　体 制度等

生活支援・弔慰金等
国 被災者生活再建支援制度

北 海 道 災害弔慰金（北海道）
むかわ町 災害弔慰金（むかわ町）

住まい・施設等に
関する支援

国 災害救助法に基づく住宅の応急修理制度
北 海 道 住家被害見舞金（北海道）
むかわ町 むかわ町被災住宅応急修理費補助制度、耐震に係る補助
そ の 他 災害復興住宅融資、小・中学生の就学援助措置

貸付・融資等による
支援

災害援護資金の貸付、災害復興住宅融資（建築・住宅購入・補修）、母子父子寡婦福祉
資金貸付、生活福祉資金特例貸付、緊急採用奨学金、奨学金の緊急採用（私立）、セー
フティネット保証 4号、災害給付貸付、小規模企業共済災害時貸付、経営環境変化対
応貸付、被災中小企業・小規模事業者相談窓口

減免等による支援

むかわ町国民健康保険及び後期高齢者医療制度に係る一部負担金減免、国民年金保険
料の免除、水道料金及び下水道使用料の減免、電気料金等の特別措置、・電話料金の
減免、確認申請等に伴う手数料免除、放送受信料の免除、保育料の減免、学生の国民
年金保険料納付特例、奨学金・入学貸付金の返還猶予（私立）、住宅ローンの返済方法
の変更

義援金・支援金（令和 3年 1月 31 日現在）
区　分 金　額

町配分義援金 187,082,768 円
北海道配分義援金 471,260,000 円
支援金 149,748,532 円
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③
土
砂
災
害
へ
の
対
策
と
、
民
有
地
内
に
堆
積
し
て

　
い
る
土
砂
の
撤
去
に
つ
い
て

④
産
業
廃
棄
物
等
処
理
事
業
費
補
助
金
の
取
扱
い
、補

　
助
対
象
に
つ
い
て

⑤
被
災
農
業
者
の
早
期
の
経
営
再
建
、
営
農
再
開
へ

　
の
支
援
に
つ
い
て

⑥
宅
地
耐
震
化
推
進
事
業
の
早
期
採
択
に
つ
い
て

⑦
国
の
技
術
的
お
よ
び
人
的
支
援
に
つ
い
て

⑧
応
急
対
応
や
復
旧
、
民
生
支
援
、
生
活
再
建
に
要

　
す
る
地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て

【
安
平
町
】

①
商
工
事
業
者
等
へ
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
、
融
資

　
な
ど
経
営
安
定
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て

②
半
壊
以
上
の
被
災
家
屋
等
に
係
る
公
費
解
体
の
支

　
援
に
つ
い
て

③
移
動
設
置
が
可
能
な「
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
」タ

　
イ
プ
の
応
急
仮
設
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

④
教
育
施
設
の
早
期
復
旧
及
び
支
援
に
つ
い
て

⑤
高
齢
者
施
設
の
早
期
復
旧
及
び
支
援
に
つ
い
て

⑥
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧
に
つ
い
て

⑦
第
一
次
産
業
の
農
林
業
被
害
等
へ
の
支
援
に
つ
　

い
て

【
む
か
わ
町
】

①
激
甚
災
害
へ
の
指
定
に
つ
い
て

②
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
適
用
に
つ
い
て

③
農
林
水
産
業
被
害
へ
の
支
援
に
つ
い
て

④
被
災
家
屋
の
解
体
と
被
災
者
住
宅
の
早
期
対
応
に
つ

　
い
て

⑤
復
興
基
金
の
創
設
に
つ
い
て

⑥
電
力
の
安
定
供
給
に
つ
い
て

⑦
防
災
情
報
通
信
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

⑧
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
つ
い
て

⑨
歴
史
的
建
築
物
の
再
建
支
援
に
つ
い
て

10
月
27
日

１
災
害
復
旧
に
向
け
た
支
援

　
①
農
林
水
産
業
　
②
商
業

　
③
医
療
施
設
・
高
齢
者
施
設
　
④
公
共
施
設
等

　
⑤
宅
地
堆
積
土
砂
の
排
除
お
よ
び
宅
地
耐
震
化
推
進

　
　
事
業

　
⑥
災
害
廃
棄
物
処
理

　
⑦
情
報
通
信
基
盤

　
⑧
人
的
支
援

２
被
災
者
へ
の
支
援

　
①
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者
に
対
す
る
支
援

　
②
住
宅
の
移
転
・
再
建
に
対
す
る
支
援

　
③
高
齢
者
の
住
宅
再
建
に
対
す
る
支
援

３
電
力
の
安
定
供
給
に
つ
い
て

４
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
つ
い
て

５
復
旧
・
復
興
に
対
す
る
財
政
支
援

11
月
12
日

１
災
害
復
旧
に
向
け
た
支
援

　
①
農
業
　
②
森
林
・
林
業
振
興
　
③
商
業

　
④
医
療
施
設
・
高
齢
者
施
設
　
⑤
公
共
施
設
等

　
⑥
宅
地
堆
積
土
砂
の
排
除
お
よ
び
宅
地
耐
震
化
推
進

　
　
事
業

　
⑦
災
害
廃
棄
物
処
理
　
⑧
情
報
通
信
基
盤

　
⑨
人
的
支
援

２
被
災
者
へ
の
支
援

国
や
北
海
道
へ
の

要
望
活
動

厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
は
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
必
要
な
支
援
等

を
国
や
北
海
道
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

３
町
が
合
同
で
要
望
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
各
段
階
で
の
被
災
地
の
窮
状

や
課
題
を
よ
り
切
実
な
問
題
と
し
て

関
係
機
関
へ
提
起
し
、
多
く
の
支
援
へ

と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

◆
国
へ
の
主
な
要
望
活
動

 

平
成
30
年

９
月
25
日

【
厚
真
町
】

①
公
共
土
木
施
設
、
水
道
お
よ
び
林
道
や
農
地
・
農

業
　
用
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
全
般
に
つ
い
て

②
激
甚
災
害
に
係
る
調
査
測
量
お
よ
び
災
害
復
旧
工

　
事
の
適
用
期
間
の
延
長
な
ど
に
つ
い
て
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②
道
立
鵡
川
高
等
学
校
・
新
生
徒
寮
の
確
保
（
む

　
　
か
わ
町
）

　
③
災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
要
件
緩
和

２
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な
復
旧

　
①
専
用
水
道
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
②
教
育
施
設
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
③
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
（
む
か
わ
町
）

　
④
総
合
防
災
庁
舎
等
の
整
備
（
む
か
わ
町
）

３
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

　
①
農
業
振
興
　
②
森
林
・
林
業
振
興

　
③
ま
ち
な
か
の
再
建
（
む
か
わ
町
）

４
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
補
助
事
業
の
優
先
採
択

　
②
災
害
復
旧
事
業
債
の
地
方
債
充
当
率
の
維
持

　
③
財
政
支
援
　
④
人
的
支
援

７
月
９
日

１
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

　
①
被
災
者
の
住
宅
再
建

　
②
道
立
鵡
川
高
等
学
校
・
新
生
徒
寮
の
確
保
（
む

　
　
か
わ
町
）

　
③
災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
要
件
緩
和

２
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な
復
旧

　
①
道
路
の
維
持
補
修

　
②
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
（
む
か
わ
町
）

　
③
教
育
施
設
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
④
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
（
む
か
わ
町
）

　
⑤
役
場
庁
舎
等
の
整
備
（
厚
真
町
）

　
⑥
総
合
防
災
庁
舎
等
の
整
備
（
む
か
わ
町
）

　
⑦
大
規
模
土
砂
災
害
の
緊
急
的
な
対
策
（
厚
真
町
）

３
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

　
①
森
林
・
林
業
振
興
（
厚
真
町
）

　
②
ま
ち
な
か
の
再
建
（
む
か
わ
町
）

４
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
補
助
事
業
の
優
先
採
択

　
②
災
害
復
旧
事
業
債
の
地
方
債
充
当
率
の
維
持

　
③
財
政
支
援
　
④
人
的
支
援

　
⑤
現
行
過
疎
法
の
失
効
に
伴
う
新
た
な
制
度
の
創
設

９
月
27
日

１
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

　
①
被
災
者
の
住
宅
再
建

　
②
加
配
教
員
措
置
等
の
継
続

　
③
道
立
鵡
川
高
等
学
校
・
新
生
徒
寮
の
確
保
（
む

　
　
か
わ
町
）

　
④
災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
要
件
緩
和

２
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な
復
旧

　
①
道
路
の
維
持
補
修

　
②
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
（
む
か
わ
町
）

　
③
教
育
施
設
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
④
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
（
む
か
わ
町
）

　
⑤
役
場
庁
舎
等
の
整
備
（
厚
真
町
）

　
⑥
総
合
防
災
庁
舎
等
の
整
備
（
む
か
わ
町
）

　
⑦
大
規
模
土
砂
災
害
の
緊
急
的
な
対
策
（
厚
真
町
）

３
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

　
①
森
林
・
林
業
振
興
（
厚
真
町
）

　
②
ま
ち
な
か
の
再
建
（
む
か
わ
町
）

４
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
補
助
事
業
の
優
先
採
択

　
②
災
害
復
旧
事
業
債
の
地
方
債
充
当
率
の
維
持

　
①
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者
に
対
す
る
支
援

　
②
住
宅
の
確
保
・
移
転
・
再
建
に
対
す
る
支
援

　
③
高
齢
者
の
住
宅
再
建
に
対
す
る
支
援

３
電
力
の
安
定
供
給
に
つ
い
て

４
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
つ
い
て

５
復
興
計
画
の
策
定
支
援

６
復
旧
・
復
興
に
対
す
る
財
政
支
援

11
月
27
日

１
災
害
復
旧
に
向
け
た
支
援

　
①
農
業
　
②
森
林
・
林
業
振
興
　
③
商
業

　
④
医
療
施
設
　
⑤
公
共
施
設
等

　
⑥
宅
地
堆
積
土
砂
の
排
除
お
よ
び
宅
地
耐
震
化
推
進

　
　
事
業

　
⑦
災
害
廃
棄
物
処
理
　
⑧
情
報
通
信
基
盤

　
⑨
人
的
支
援

２
被
災
者
へ
の
支
援

　
①
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者
に
対
す
る
支
援

　
②
住
宅
の
確
保
・
移
転
・
再
建
に
対
す
る
支
援

３
復
興
計
画
の
策
定
支
援

４
復
旧
・
復
興
に
対
す
る
財
政
支
援

令
和
元
年

５
月
18
日

１
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

　
①
被
災
者
の
住
宅
再
建
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③
財
政
支
援
　
④
人
的
支
援

　
⑤
現
行
過
疎
法
の
失
効
に
伴
う
新
た
な
制
度
の
創
設

　
⑥
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
延
長

10
月
16
日

１
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

　
①
被
災
者
の
住
宅
再
建

　
②
加
配
教
員
措
置
等
の
継
続

　
③
道
立
鵡
川
高
等
学
校
・
新
生
徒
寮
の
確
保
（
む

　
　
か
わ
町
）

　
④
災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
要
件
緩
和

２
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な
復
旧

　
①
道
路
の
維
持
補
修

　
②
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
（
む
か
わ
町
）

　
③
教
育
施
設
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
④
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
（
む
か
わ
町
）

　
⑤
役
場
庁
舎
等
の
整
備
（
厚
真
町
）

　
⑥
総
合
防
災
庁
舎
等
の
整
備
（
む
か
わ
町
）

　
⑦
大
規
模
土
砂
災
害
の
緊
急
的
な
対
策
（
厚
真
町
）

３
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

　
①
森
林
・
林
業
振
興
（
厚
真
町
）

　
②
ま
ち
な
か
の
再
建
（
む
か
わ
町
）

４
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
補
助
事
業
の
優
先
採
択

　
②
災
害
復
旧
事
業
債
の
地
方
債
充
当
率
の
維
持

　
③
財
政
支
援
　
④
人
的
支
援

　
⑤
現
行
過
疎
法
の
失
効
に
伴
う
新
た
な
制
度
の
創
設

　
⑥
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
延
長

 

令
和
２
年

７
月
14
日

１
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

　
①
道
立
鵡
川
高
等
学
校
・
新
生
徒
寮
の
確
保
（
む

　
　
か
わ
町
）

　
②
加
配
教
員
措
置
等
の
継
続

２
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な
復
旧

　
①
教
育
施
設
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
②
庁
舎
等
の
整
備
に
係
る
公
共
施
設
等
適
正
管
理

　
　
推
進
事
業
債
の
適
用
延
長
（
厚
真
町
）

　
③
胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
署
支
署
の
整
備
（
む

　
　
か
わ
町
・
厚
真
町
）

　
④
大
規
模
土
砂
災
害
の
緊
急
的
な
対
策
（
厚
真
町
）

　
⑤
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
促
進

３
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

　
①
森
林
・
林
業
振
興
（
厚
真
町
）

　
②
ま
ち
な
か
の
再
建
（
む
か
わ
町
）

４
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
②
財
政
支
援
　
③
人
的
支
援

　
④
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
に
よ
る
災
害
基
盤
の

　
　
整
備

８
月
25
日

１
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

　
①
加
配
教
員
措
置
等
の
継
続

２
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な
復
旧

　
①
教
育
施
設
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
②
庁
舎
等
の
整
備
に
係
る
公
共
施
設
等
適
正
管
理

　
　
推
進
事
業
債
の
適
用
延
長
（
厚
真
町
）

　
③
胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
署
支
署
の
整
備
（
む

　
　
か
わ
町
・
厚
真
町
）

　
④
大
規
模
土
砂
災
害
の
緊
急
的
な
対
策
（
厚
真
町
）

　
⑤
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
促
進

３
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

　
①
森
林
・
林
業
振
興
（
厚
真
町
）

　
②
ま
ち
な
か
の
再
建
（
む
か
わ
町
）

４
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
②
財
政
支
援
　
③
人
的
支
援

　
④
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
に
よ
る
災
害
基
盤
の

　
　
整
備

◆
北
海
道
へ
の
主
な
要
望
活
動

 

平
成
30
年

11
月
５
日

①
農
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

②
森
林
・
林
業
振
興
へ
の
支
援
に
つ
い
て

③
人
材
支
援
に
つ
い
て

④
復
興
基
金
創
設
に
つ
い
て



209 • 国や北海道への要望活動

⑤
道
立
鵡
川
高
等
学
校
生
徒
寮
の
被
災
対
応
に
つ
い

　
て
（
む
か
わ
町
）

⑥
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
適
用
に
つ
い
て

⑦
歴
史
的
建
築
物
の
再
建
支
援
に
つ
い
て
（
安
平
町
・

　
む
か
わ
町
）

⑧
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
つ
い
て
（
厚
真
町
・
む
か

　
わ
町
）

⑨�

災
害
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
と
移
転
住
宅
団
地
開

発
へ
の
支
援
に
つ
い
て

12
月
７
日

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
選
定

 

平
成
31
年
・
令
和
元
年

２
月
18
日

１
生
活
再
建
等
に
向
け
た
支
援

　
①
医
療
施
設
　
②
教
育
施
設
　
③
歴
史
的
建
造
物

　
④
宅
地
被
害
等
に
係
る
財
政
支
援

　
⑤
公
園
施
設
等

　
⑥
総
合
防
災
庁
舎
の
整
備
等
に
対
す
る
支
援

２
産
業
振
興
に
向
け
た
支
援

　
①
農
業
　
②
森
林
・
林
業
振
興
　
③
商
業

　
④
専
用
水
道

３
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
財
政
支
援
　
②
復
興
基
金
の
創
設

　
③
人
的
支
援

７
月
５
日

１
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

　
①
災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
係
る
審
査
会
に
対
す

　
　
る
支
援
（
厚
真
町
）

　
②
道
立
鵡
川
高
等
学
校
・
新
生
徒
寮
の
確
保
（
む

　
　
か
わ
町
）

２
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な
復
旧

　
①
道
路
の
維
持
補
修

　
②
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
（
む
か
わ
町
）

　
③
教
育
施
設
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
④
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
（
む
か
わ
町
）

　
⑤
大
規
模
土
砂
災
害
の
緊
急
的
な
対
策
（
厚
真
町
）

３
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

　
①
農
業
振
興
（
厚
真
町
）

　
②
森
林
・
林
業
振
興
（
厚
真
町
）

　
③
ま
ち
な
か
の
再
建
（
む
か
わ
町
）

４
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
財
政
支
援
　
②
人
的
支
援

10
月
４
日

１
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

　
①
加
配
教
員
措
置
等
の
継
続

　
②
道
立
鵡
川
高
等
学
校
・
新
生
徒
寮
の
確
保
（
む

　
　
か
わ
町
）

２
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な
復
旧

　
①
道
路
の
維
持
補
修

　
②
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
（
む
か
わ
町
）

　
③
教
育
施
設
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
④
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
（
む
か
わ
町
）

　
⑤
大
規
模
土
砂
災
害
の
緊
急
的
な
対
策
（
厚
真
町
）

３
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

　
①
森
林
・
林
業
振
興
（
厚
真
町
）

　
②
ま
ち
な
か
の
再
建
（
む
か
わ
町
）

４
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
財
政
支
援
　
②
人
的
支
援

�

令
和
２
年

７
月
14
日

１
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

　
①
道
立
鵡
川
高
等
学
校
・
新
生
徒
寮
の
確
保
（
む

　
　
か
わ
町
）

　
②
加
配
教
員
措
置
等
の
継
続

２
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な
復
旧

　
①
道
路
の
維
持
補
修

　
②
教
育
施
設
の
復
旧
（
安
平
町
）

　
③
大
規
模
土
砂
災
害
の
緊
急
的
な
対
策
（
厚
真
町
）

　
④
道
道
上
幌
内
早
来
停
車
場
線
松
浦
橋
の
架
け
替

　
　
え
（
厚
真
町
）

３
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

　
①
森
林
・
林
業
振
興
（
厚
真
町
）

　
②
ま
ち
な
か
の
再
建
（
む
か
わ
町
）

４
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

　
①
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
　
②
財
政
支
援

　
③
人
的
支
援
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